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インドネシア／松尾大

との「アジアの動向」＜国別シリーズ＞1965年は，月

刊「アジアの動向Jを各国別に1冊にまとめ，さらに総

目次，年表，諸統計索引等を追録したものです。

今後，毎年刊行を予定しておりますので，国際政治・

経済の焦点になっているアジア諸国の動きを適確に把握

する基礎的資料として，月刊「アジアの動向」とあわせ

てご利用ください。

国別シリーズ： 1965年韓国／中国／インドシナ／フィ

リピン／タイ／マレーシア・シンガポール／インドネシ

ア／ピルマ／インド／ノξキスタン／シベリア開発
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国連脱退

インドネシア

1965年の 回顧

インドネシアにとって重大な転換の年となった1965年は，まず1月2日の

インドネシア国連代表部の国連脱退声明に始まった。すでに1964年のスカル

ノ外交は，マレーシア対決を基調とする反帝路線から，反帝反米闘争へ傾斜

を強めてきていた。その理由の第1として， 64年後半のベトナム戦争拡大の

過程で，アメリカがマレーシア紛争に対する従来の中立的態度を放棄し，ジ

ョンソン・ラーマン声明にみられるように対インドネシア政策を硬化させて

いったことがあげられよう。またベトナム戦争の拡大につれて，マレーシア ．

紛争が次第に色あせたものになり，国際的な視野から消えてゆこうとしてい

たことがあげられるであろう。新興諸国の指導者の一人であることを自認す

るスカノレノ大統領は，マレーシア紛争がコネフォ対オーノレドエフォ間の国際

的な対立の一環であることを内外に説得するためには，この紛争をベトナム

戦争とリンクさせ，国際舞台に発言権をもつことが必要であった。したがっ

て国連脱退は，政府の説明のようにマレーシアが安保理事国に選出されたの

がきっかけにたっているが，いわゆる「北京ーハノイージャカノレタープノン

ペンJ枢軸の強化に真意があったことは確かであろう。早くも 1月中旬にス

パンドリオ外相はピノレマ ・タイを経由して北京を訪問し3 周首相との共同声

明の中で国連の全面改組，第2回AA会議開催への努力，軍事面における友

好的な結びつきなどの点を強調した。

インドネシアの積極外交はその後益々強化されていった。 3月にスカルノ

大統領はインドシナ人民会議に出席し，新興諸国の団結による帝国主義粉砕

を演説した。 4月に入ると， AAlO周年記念式典というスカノレ外交にとって

絶好の舞台がジャカノレタに作られた。 37ヵ国を集めたこの会議には，中国，

北朝鮮，カンボジア等は元首や首相を派遣し，討議はベ トナム問題に終始し

て， AA念、進グループの牛耳るところとなった。このためタイのごときは，

-163一 ー－ l 一一
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インドネシア（12月〉

インドネシアのマレーシア粉砕計画，北ベトナムの侵略政策に同意できない

として，代表国を引上げるーコマもあった。スカノレノ大統領は演説の中で，

「インドネシア革命は世界革命の一部にすぎず，世界の他の人民の革命と結

合しなければ成功しないJと強調した。マレーシア問題の平和解決案をもっ

て訪イした日本代表が，マレーシア紛争の解決は勿論，インドネシア外交の

急進化に水をさすことは不可能であった。またアメリカはAA会議記念式典

を目前にひかえた3月31日に，米系企業の接収問題（2月15日開始〉など両

国関係の悪化について討議するという名目で，西イリアン問題解決の功労者

パンカー特使をふfンドネシアに派遣した。しかし，その成果はまったく見る

べきものがなかった。 2週間の滞在の後発表された共同声明は，経済援助の

継続，スカノレノ大統領のマレ．ーシア問題解決への意志を確認したのみで，平

和部隊については引上げが決定されたo

左右対立の深化

1964年 BPS等の反共運動の粉砕に成功した共産党は， 上記のような国際

関係の変化の中で反帝闘争のスローガンの下に， パノレチンド党，国民党左派

等と連合した大衆行動を展開し，右翼勢力に対する攻勢を強めていった。 2

月には，北スマトラのソブシ等左翼系数労組が，アメリカの北爆に抗議して，

米系プランテーションを自発的に接収し，また首都ジャカfレタでもデモ隊が

アメリカの USIS事務所を占拠する等のl}Jきが活発化してきた。これまでも

米国資産の接収がたびたび大衆団体の要求等にはあげられていたが実行はさ

れていなかった。 3月にはソブシによってスマトラの米系石油企業の接収が

行なわれ，反米活動も一つの頂点に達した。こうした動きに対し，政府は大

衆団体の行動規制を行なわなかった。むしろスパンドリオ外相はメダン市の

共産党地区大会に出席して，接収を労働者の愛国的行動と賞讃した。

共産党はこうした大衆行動を国内問題に向けていった。アィディットPKI

中央委議長は1964年末の越年メッセージの中で，「1965年を官僚資本家粉砕，

経済宣言実行強化の年にしよう」と呼びかけているが， 1965年に入ると，共

産党は特定団体，特定個人に対する追放闘争を開始した。 1月6日にはムノレ

パ党が暫定的に活動を禁止された。3月末に行なわれた内閣改造においては，

一－ 11 - -164-



インドネシア（12月〉

経済政策全般の担当者であるムノレパ党系のサレー副首相が統括する基礎鉱工

業省は3省に分割され，同副首相は鉱業省一省のみの担当となった。またそ

の他同ムノレバ党系の実力者マ 9ク商相も権限を縮小され，同時に行なわれた

大臣交替では直接共産党員ではないがそのシンパと思われる人々が登用され

た口

しかし，こう した左翼攻勢の中で，昨年末以来途だえていた反共活動が再

燃し始めた。3月には，前年ジャカノレタについでBPSの活動拠点となってい

たメダン市において， 200名の 「反共分子Jが左翼系印刷会社，新聞社を破

壊した（メダン事件〉。 5月には北スマトラの 1プランテーションの耕作権

をめぐって， PKI系の農民戦線と軍警察当局とが衝突し，死傷者がでた（パ

ンダノレ ・ベッシ農園事件〉。 また同月メダン市においては， 関係当局の意向

を無視して，軍司令官が旧BPS系の新聞を復刊し，左翼の反発をかった。ま

たこれらの直接的行動とは別の分野で，右翼勢力はその要求をある程度完徹

させていった。 6月に発表された新聞条令は，昨年来発言を封じられていた

BPS系の新聞に， 再び発言の場を開く可能性をもつものであった。また6月

行なわれた宗教省の新設，およびナフダトウーノレ ・ウラマ党の書記長の閣僚

幹部会議補佐大臣就任は，同党の潜在的な力がいまだ強いことを認識させる

ものであった。ナフダトウーノレ・ウラマ党は3月には，左翼系連合に対抗す

るためいわゆるチボゴ宣言によってイスラム系政党 ・大衆団体の大同団結に

成功している。

こうした左右両翼への両極化傾向は， 6月末に予定されていた第2回AA 

会議をめぐる各政党内での論争と p AA会議の流会によっていっそう明確な

形をとった。ベトナム問題，ソ連の参加問題，マレーシアの排除等をめぐっ

てAA諸国内にも分裂が生じたが，これによってインドネシア外交も一つの・

転機をむかえようとしてし、た。かかる状勢にもっとも影響を受けたのは，国

民党，プノレチ， パノレチンド， IPKI等の弱少政党である。たとえば国民党は，

昨年来左右両派に分裂の傾向をみせてきたが，この時期に分裂が決定的なも

のとなった。 5月に行なわれた国民党大会において，右派のハノレヂ書記長，

イスナエニ副書記長ら7名の党員が党路線を無視したという理由で除名さ

れ，左派のサストロアミジョヨ党首が実権をおさめた。こうした分裂は上記
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の数政党にも起ったが，いづれも左派の勝利に帰し，共産党の左翼連合は強

化されていった。したがって残る反共の牙城は，最大のイスラム政党である

ナフダトウーノレ・ウラマ党だけになった。同党と共産党の対立は，昨年の農

地紛争以来深いものであったが， 1965年になると，マラン事件にみられるご

とく，両党の大衆組織問の抗争にまで発展してきた。このころから共産党と

傘下の大衆団体は，旧マシュミ党（回教系）の下部組織である HMIの解散

要求に全力をあげ，アイディット議長は「もし HMIを解散できなければ，

ズボンをぬいでスカートにはきかえようJと演説した。

ところでこの間の陸軍の動静についてみると，同軍首脳は64年の BPS運

動の時にみられたような右翼支持の言動はみられず，少くとも表面的には中

立の立場を堅持してきた。ただし第五軍問題に関してはスカルノ大統領に反

対し，共産党と対立した。この第五軍構想、は， AAlO周年記念式典のため訪

イした周中国首相が提案し，スカルノ大統領がこれに飛び、ついたともいわれ

ているが，これはアイディットPKI議長が1965年初めに進言した労働者農民

の武装化とほとんど内容をーにするものであった。陸軍はこのu寺には極めて

強い反対の意向を表明し，大統領に翻意をうながした。

「9・30事件J以前のインドネシアの政治は，以上のように前年にひきつ

づき左右の対立がいっそう深化していった。

インフレの昂進

前年にひきつづき1965年のインドネシア経済の動向を特徴づけるインフレ

ーションの昂進は，以上の政治過程の経済的表現であった。表に明らかなよ

うに，特に事件の直前である 7月， 8月， 9月に加速度的に物価が上昇した。

今年の場合は公共料金の値上げによる流通経費の増大がi直接的な契機になっ

ているが，財政赤字，外貨不足がインドネシアの恒常的なインプレーション

の構造的要因として基底にあることはいうまでもない。

65年の経済政策は「自力更生Jというスローガンに集約できょう。 4月，

大統領は人民諮問会議における演説の中で政治 ・経済両面にわたる自力更生

と外国援助からの脱却を強調し，そのための具体的施策として，（1）輸出の増

強， （2｝輸入の制限，（3）輸入の国営化，（4）国営企業の経営合理化，（5）開発予算
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第 1:表

物資 l単位I1月 ｜
I 1リッ｜

手縄米｜ トノレジj 305 

2. 小麦粉｜ 1 kg 11,000 

3. 塩干魚 i 11 I 860 
4. 黄ザラ

5. 塩

6. ヤシ油

7. 石油

8. ポプリン

物価指数

1. 手揚米

2. 小麦粉

3. 梅干魚

4. 黄ザラ

5. ：臨

6. ヤシ油

7. 石油

総合指数

8. ポプリン

繊維を含む
総合指数

If 

1袋
(500 g) 
1ピーJI,
ピン

II 

1メー
トノレ I 2,m 

470 

57.86 

650 

1.75 

5.810 

7.388 

. 2.937 

7.879 

4.208 

6.725 

0.233 

可

インドネシア (12月〉

ジャカノレタにおける消費者物価指数

(1958年9月＝100)
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350 410 725 

1,621.4311,900 I 2,185.71 

1,550 I l,778.5711,860 
m I 485 I 565 
95 I 117. 861 125 

970 I 950 I 1,325 
3. 501 3. 50l 3. 50 

2,428.5712,700 I 3,360 

5.905 

7.230 

5.390 

7. 903 

5.273 

6.799 

0.233 

4.847 

6.861 

4.634 

9.819 

6.494 

9.321 

0.467 

t 762 

8.793 

4.268 

8.382 

5.455 

7 .390 

0.467 

4. 762 

6.854 

4. 838 

9.699 

7.273 

9.053 

0.467 

5.1431 6. 667 

8. 8661 11. 980 

5.1901 5. 293 

7. 7121 7. 963 

6. 40DI 6. 909 

9. 0§31 10. 036 

0. 4671 0. 467 

7.810! 13.810 

1 t 0381 16 .14 9 

6.073! 6.351 

8.1311 9.472 

8. 5721 9. 091 

9. 8291 13. 709 

0. 4671 0.467 

5.0261 5.533j 5.3601 6.0631 6.1321 6.1191 7.0451 7.8461 9.664 

6.7981 5.4881 4.1791 3.9601 5.0701 5.2371 6.7661 7.5221 9.918 

5.1771 5.4041 5.0031 5.4061 5.8421 6.0101 7.1221 7.8111 9.838 

I ジャカノレタ
1月 1 6.968 

日.01.2

7.444 

7.593 

7.938 

8.492 

10.141 

出所： BusinessNews 3月～10月から作成。

第2表 主要都市における生計費指数（62品目〉

パンドン ジヨクジャ ｜メ

4.908 

5.619 

5.572 

5.700 

6.178 

6.836 

ダン

6.439 

6.390 

6.559 

6.526 

2月

3 )1 

4月

5月

6月

7月

スマラン

6.321 

6.866 

7.012 

7.247 

7.757 

8.408 

5.852 

6.408 

6.131 

6.168 

6.430 

6.786 

〈註〉 1957年3月～1958年2月のジャカノレタにおける生計費を100とする。

出所： BusinessNews ( 9月27日〉から作成。
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インドネシア（12}1)

を大統領が直接統括することを明らかにしている。これらの政策の実施状況

と成果はどうであったか。まず輸出について，大統領は演説の中で輸出 6億

ドノレの達成を命令したが，この命令を実現するための具体的な政策はほとん

ど実施されなかったといってよν、。 l～9月の輸出は4億2300万ドル（石油

収入を含む〉で，対前年同期比で 10%程度減少してν、る。年間を通じても

「9・30」事件による輸出の中断等もあって， 4億 5000万ドル程度とみられ
るo したがって65年の輸出は大幅な減少とみることができょう。政府は5月

にSPP規則を改正した。左翼勢力は，従来から SPPが投機的に利用され3

その結果，輸入物価が騰貴すると同制度の改廃を要求してきた。改正の主要

な点は， SPP取引について自由市場を禁止し3 取引をすべてインドネシア銀

行取引所を通じて行なうようにしたことである凸改正の結果， SPP価格の上

井がおさえられ，輸出による利益が減少し，輸出振興にマイナスに作用した。

第3表はSPPにおける自由価格と取引所価格との事離，規則改正後の価格低

下を示している。もっとも，改正後まもなく政府は輸出の減少を恐れて，SPP

価格をできるだけ実勢に近づける努力はしたが，その他の面での取引制限も

あって，輸出業界の見通しはかなり悲観的なものとなった。したがって，輸

出振興のスローガンとはウラハラに，とれと矛盾する施策がと られていたと

いってよν、。輸入に関する数字は明らかでないが，輸出減少は当然輸入に影

響したと考えられる。たとえば，米国からの輸入は， 1～9月3500万ドノレで

第3表 SP P価格の推移

2月 ｜ 3月 ｜ 4月 ！ 5月 ！日（改正）
取引所価格 i I 11 c 2日） ]6 (20日）I 16. 3 c 4円）I 1s.1 C 2日）

I I 17.2(8上I)I 16.1 (27日）I I 23.8(22日）

自由価格 I11 .2(24日）I11.2(s日）I 21 (20日）I 26.4 c 3日）｜
I I 16.5 (30日）I 22 (24 H ) I 27 . 3 C 8 s ) I 

7 Jj ・r 8月 I9 ,1 l附 ｜孔
取引所価格 J28 .1 ( 3日＞I犯 1(3日）I31.2(7日）！ I 37 .5(23日） 
（註〉 1) 上の数字に250を乗じたものがノレピア価格である。

2) 上のSPPは輸入品を指定されない一般SPPである。

出所： BusinessNews 3月～12月から作成。
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インドネシア（12月〉

前年同期比で%減少しているo ただ，日本，西ドイツ，オランダ・からの借款

輸入が増加したことは注目される。借款輸入は1～7月で日本7230万ドノレ，

西独366万ドノレ，オランダ1700万ドノレにのぼり，各々対前年周期比で53%,

13%, 157%増加した。

自力更生の経済政策として政府が前提にしたのは，食横・衣料の自給化政

策である。まず1965年の食糧事情についてみよう。政府は64年8月の大統領

演説にしたがって，毎年100万～120万トンにのぼっていた米の全面的輸入中

止を65年の目標にかかげ，実際には1965年の輸入量を「9・30J事件までは

過去実績の20%程度におさえてきたとν、われるo ところでインドネシアの食

糧需給バランスは，米（800万トン〉に，とうもろこし（400万トン〉，イモ

類（150万トン〉を加えればほとんど自給できる状況にあるとみられる。た

だ，主食としての米に対するl者好性が強く，特に都市部で食糧不足・米不足

が問題になるのである。インドネシア政府にとって食糧自給政策とは，米の

輸入を中止した場合に，膨大な数にのぼる都市居住の軍人，公務員，労働者

等に対して，いかに充分な米の配給を行なうかの問題に帰着する。過去にお

ける政府の配給米必要量をみると，輸入米100万トン前後（64年で 120万ト

ン〉，供出米40万トン前後（64年で31万2000トン）で，合計約150万トンとな

っている。 65年は米輸入が20万トン程度におさえられたため，政府は従来の

配給制度，供出米制度を当然変更しなければならないことになった。まず，

1965年の供出米貿付計画をみると，米50万トン， トウモロコシ25万トン，タ

ピオカ 1万トン，カゴ5000トンと決定しP 供出米は市場価格で買上げること

になったく精米業者連盟の推定によると，この買付資金は中央政府1500億ル

ピア，地方政府500億ノレピアが必要であるといわれた〉。この決定が従来の買

付け計画と異る点は，米以外の雑穀を計算に入れても，従来の配給量を到底

満たすことはできず，結局不足分はどこかにしわょせされることになるo第

4表から明らかなように，配給米が半減したしわょせは，ジャカノレタ以外に

居住する国家公務員，および一般市民におわされている。ただ幸いなことに，

65年は近年｝こない米の豊作の年（収穫高は850～950万トン程度といわれてい

る〉で，食糧不足の声はそれほど聞かれなかった。しかし，以上にみてきた

ように，食糧自給化政策として政府が具体的に着手したのは3 せいぜい配給
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第4表配給割当て計図i

者 米の害1］当量 Iss年の割当量

箪人および家族 l 246,000トン I 146,160トン
作 戦（響察） I 60 , ooo " I 65 , 14'7 " 
ジャカノレタ（国家公務員民間労務者〉 j 240,000 11 I 372,494* 11 
米不足の特定8地域 I 96 ,ooo " 
重要産業 j 未定 l 194,441 II 
天災および端境期放出米 ｜ 仰 00" I 410,374 " 
合 計 1 67s,ooo ,, 1 1，耽附 H

ぐ注〉 牢ジャカノレタ以外をも含む。ただし（公務員のみ〉。

制度の改革や，とうもろこし食の奨励程度にとどまり，日本からの臨時的な

肥料輸入の増大などを除いて米穀増産への努力が見られなかったことは，今

後に問題を残すものであろう。

つぎに，食糧の自給とならんでもう一つの重要政策である衣料の自給政策

をみよう。政府が目標として掲げる具体的施策は，原綿の生産から紡績，織

物までの一貫した自給体制の確立，およびこれにいたる間の原料 ・製品の輸

入，園内流通機構の国営化に集約される。自給体制の確立についてみると，

原綿の園内生産に関しては， 1968年の栽培面積76万ヘクターノレ，綿花生産高

15万トン（必要量の50%）を目標に，ソ連から栽培に関する調査団を招いて

綿花栽培のパイロット・プロジェクトを設置する他，農民に対する種子の配

給を行なった。しかし，これらの施策もまだ実施に移したばかりで，従来の

1300トン程度の生産高をりょうがするものとは思われない。つぎに紡績部門

をみると， 3月の政府関係の発表では，紡績の設備能カは既存の23万5076紡

錘〈現在では24万紡錘程度〉および契約中あるいは建設中のもの32万5000紡

錘で漸次増大している。現在のテンポで建設が進めば， 1966年－には40万紡錘

程度に達し，現在輸入している 3万トン程度の綿糸分くらいは自国生産の段

階に達するものと思われる。つぎに綿布生産をみると，現在綿布の自給度は

50%程度にすぎない。とれは織物機械の設備不足によるものではなく，主と

して外貨不足による原料供給難によるものであるo したがって，綿糸の自給

度が充足されるまで，綿布の自給は困難ということになる。また絶対的な電

ー－ Vlll －一 -170-



インドネシア (12月〉

力不足，機械部品の不足等も解決さるべき問題である。つぎに流通政策につ

いてみると，綿糸の流通については， 2月以降経済最高作戦司令部が統制権

をもつことになり，その下で国営商社が配給に当たるようになった。ところ

がこうした制度改革の過程で，流通が円滑化を欠き，繊維価格が高騰したo

また一方では国営商社には綿糸の在庫が堆積したり，その配給方法にしても

手織機業よりはカ織機業者に有利な価格－c：－，大量に配給されるということが

起ったりした。いずれにせよ，衣料の自給問題は，し、まだ端緒を開いたばか

りであり，長期的な政策実施を必要としているといえるだろう。綿布の価格

動向をみると， 4～7月では100%も騰貴し，米以上の値上りを示している。

こうしてみていると，自力更生というスローガンで実施されてきた外貨不

足の解消策は，気象条件に幸いされた米の輸入中止を除いて，ほとんど実効

は上っていないと結論できる。

財政の大幅な赤字

次にインドネシアの恒常的なインフレーションの構造的要因になっている

財政赤字についてみよう。 1965年度予算の特徴は，まず銀行資金，保有外貨

にまで予算が立てられたことである。前者については，民間銀行．の融資規制

を行なうことによって，従来の資金の流通部門集中から生産部門重点融資を

行なおうとするものであり，後者については，その予算枠内での有効な支出

をはかろうとしたもので，その積極的意義は評価された。しかし，この予算

は当初からいくつかの間題点をかかえていた。経常収支は，赤字解消のため

例年とはちがってほぼ均衡した形をとってはいるが，歳出が作為的に過少に

見積られ，無理に均衡化させられている感じをぬぐい去るととができない。

歳出項目の中で人件費，年金が67%を占めているが，果して残りの33%で他

の経費をまかないうるだろうか（63,64年の予算案では人件費＋年金の比重

が30%,34%程度となっている〉。 一方，歳入については，自動車に対する

販売税， SPPによる輸入物資の輸入税の大幅な増収を見込んでおり，それぞ

れ400億， 1000億ルピアとなっているo また税収については， 64年末に法人

税，所得税の税率が引下げられ，政府はこれによって従来なかった滞納，納

税忌避が減少し，かえって増収がえられるものと期待しているo 歳入実績を
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みると，第1四半期は1615億yレピアで，歳入予算に計上されている額は一応、

の根拠に立つものと考えられる。予算の第2の問題点は，開発予算に歳入項

目が発表されていなし、ことであるo 説明書は，開発予算2400億ノレピアを経常

予算および銀行予算の赤字と並べてインフレ効果をもつものと述べている

が，この説明からみても，開発予算は歳入の裏付けのない丸々の赤字予算で

あると考えられるo 1964年度の開発予算歳入の内訳は，（1）悶常企業収益20億

ノレピア，（2）外国借款，援助，日本賠償5512万5000；レピア，（3)Bプロジェクト

収入未定，（4)SAC見返り資金246億ノレピア，（5）石油収入250億ノレピア，（6）各

省雑収入1億4300万ノレピア，計1068億6800万ルピアであった。 1965年度から

は経常予算の収支均衡のため，これらの歳入源の内，（1),(2), (5）は経常予算

に組入れられている。また，（4）はアメリカ援助の停止によって収入は皆無で

あり，したがって，開発予算は大幅な赤字の源泉となったにちがいない。国

家予算の問題点は，この他大統領の管理する特別予算，銀行予算における非

現実的な資金配分等の問題を含んでし、たが，何よりも問題なのは，引続くイ

ンフレーションの中で，厳密な予算執行が阻げられ，次第に赤字幅を大きく

していったことである。最近サレ一面1J首相の発表による1965年の赤字は9000

億ルピアにのぼるだろうといわれ，経常予算総額を上回る数字になっている。

したがって，財政政策を総じてみると，税法改主，公共料金の引上げ，輸入

付加金制度の設置，国営企業の払下げ等による赤字解消の方策はとられたが，

いずれも有効な解決策にはなりえなかったといえるo

ニューヨーク ・タイムスのドナノレド ・カーク記者は， 「インドネシア政府

が資金（money）を捻出する手っとりJ早い解決法として見出した方策は，文

字どおり，紙幣（money）を作ることであった。 ジャカノレタで珍らしく昼夜

二交替制をとって忙しく動いている工場は政府の造幣局だけだJ(1966, 1・

31）と皮肉っているが，ともかく通貨供給量は1961年から1964年までは，毎．

年前年に比し倍加してきたのに対し， 1965年は1964年の3倍に達したといわ

れている。

「9・30事件J以後

「9・30事件J後，陸軍の掃討作戦の中で，共産党は急速な後退を余儀な
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くさせられているo 陸軍は，国の内外に対して，同事件が共産党の直接関与

するところであることをいち早く宣伝する一方，最大の反共政党であるナフ

ダトウーノレ ・ウラマ党などと結んで，広範な共産党狩りに乗り出していった。

各地方軍司令官には共産党弾圧の全権が与えられ，大衆行動による反共運動

が展開された。陸軍首脳は可能な限り短期間に共産党に壊滅的打撃を与えて

おこうと決意していた。ナスチオン悶防相は，スカルノ大統領に共産党の全

面禁止を要請する一方，国民に対して機会あるごとに陸軍が共産党弾圧につ

いて断固たる決意でのぞんでいることを表明した。

また10月に，陸軍は再度にわたって中国大使館の強制捜査を行なった。ナ

フダトウーノレ ・ウラマの大衆団体も，外国軍事基地反対国際会議のための集

会において， 「対中共関係基準の再検討」 「北京の内政干渉排除J等の決議

を採択し，政府に中国との関係の再検討をせまったD しかし，スカルノ大統

領はかかる「右旋回jに対して強い不満をいだいていた。スカノレノ大統領は

この時点においても「9・30事件」に共産党が全面的に関与していたことを

なお疑問視し，政、治理念であるナサコム体制の維持のためには，最悪の場合

でも新党結成でとどめたいと考えていた。 10月末の閣議においても，大統領

はあらためて「北京一ジャカノレタ枢軸」を再確認し，また集会の演説で反共

デモに対する怒りを表明している。そこで，まず当面の対共産党政策をめぐ

る陸軍との対立を解消するため，スカノレノ ・ナスチオン会談，閣議等を通じ

て調整工作が続けられた。陸軍首脳はこれまでのスカルノの政治に対して反

感はいだきながらも，共産勢力との対決のため，具体的には全軍掌握のため

に，いまだ大統領の国民的な信望を必要としていた。しかし，こうした調整

の過程において，結局陸軍が実質をかちとっていった。 11月の大統領令によ

る政府機関からの共産党員追放，西部ジャワにおける共産党の解散令等は，

明らかに大統領の譲歩を示すものである。

しかし，ともあれこの頃から陸軍の共産党掃討作戦自体にも転換が認めら

れる。共産党弾圧の過程で，治安および経済の混乱が次第に嵩じ，とれに対

する何らかの対策が急務となってきた。大衆行動をまじえた反共作戦は，し

ばしば暴動の様相をおび，家屋の破壊，焼打ち，暴行傷害などにおよんだ。

経済面では， 9月以降物価騰貴がさらに激化した。その原因は，たとえば共
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第5表 9・30以降の物価指数

8月1s同 I 10月 ｜ 川 16日 ｜山 0日
66.509 

42.111 

34.125 

38.497 

44.709 

缶 きロ士ロ 食 口L口I 30.518 45.827 52.450 

織 維 20.668 33.960 38.025 

衣 þÿe™ 17.374 27.259 29.936 

そ σ〉 他 :n.726 34.211 

総合指数 28.140 34.658 38.552 
一一一一
（注〉 その他はタバコ，セメント等。

出所： Busin es News ( 1月10口〉から作成。

産党狩り，華僑迫害による物資の隠匿， 関！ごノレの買占め，輸出ストップによ

る外貨の逼迫，軍事警察費の支出増等に求められよれこれらの諸問題に直

面した陸軍首脳は，ょうやくその解決に向って動き始めた。たとえば新聞条

令による新聞の発行規制，過激な反共紙アピの発禁，反共自警団の活動制限

は，治安面でのこの間の動きを示すものである。また経済面では，当面問題

となっている軍事替察費，公務員に対する越年資金を捻出するため，公共料

金および石油価格の引上げを行なった。インフレ対策としては12月にデノミ

ネーションを含む通貨改革を行なった。そしてその後1966年1月に入ると，

政府は断旧ノレピアの交換を 1人当り50万旧ノレピアに制限し， 1万ノレピア，5000

ノレピア紙幣の当初30年間という交換期限を 1ヵ月に短縮するなど，インフレ

に対する積極的な姿勢を示した。

しかしながら，これらの政策は結局当面の問題打開のためのいわば弥縫策

であって，インフレを根治するためには財政，外貨政策の面での根本的な施

策が要求されているo政府は12月に入って， 1966年の国家予算を国会で通過

させた。これによると，経常予算は歳出55億新ノレピアに対し，歳入72億3200

億新ノレピア，開発支出11億ノレピア，大統領特別支出約10億、ル町アと，昨年に

比べて大幅な縮少均衡の建前をとっている。しかし，前述のデノミその他の

施策によって 2兆8000億旧（1月末〉ノレピアにのぼるとみられる通貨流通高

を大幅に減少させる政策がとられない限り，通貨の洪水の中で政府だけが縮

少均衡財政をとることは至難の業である。外貨対策については， 12月に SPP

制度廃止と，延べ払い輸入の中止が決定された。これらの措置は，政府が輸
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出による獲得外貨を完全管理する一方，外貨の赤字幅をできるだけ減少させ

ようとしていることを示すものであるが，輸出を増強して外貨を獲得しなけ

ればp 依然として輸入停滞に起因するインフレ圧力は解消されないであろ

う。そこで外貨問題で現在焦点となっているのは，外国援助，特にアメリカ

援助問題であるo スカルノ大統領は現在のところ暗にアメリカ援助に言及し

て，これを拒否する態度を示している。しかし， 1964年の園内論争の中で，

BPS等の右翼勢力の意見の中に，対外的には中国接近阻止，対米関係の改善

の考え方がでていたことを考えれば，ここ当分共産党の低迷が予想される状

勢の中で，アメリカ接近につながる援助問題が再燃することが考えられる。
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政 þÿl» 経 済 対 合ト 閲 係

1. 6 ムノレパ党，暫定的に禁止。 1. l 国連脱退通告。

l. 20 スパンドリオ外相，訪中。

1. 27 日本に借款要請〈日本にタソカ一等大量注文〉。 1. 28 インドネシア ・中国共同声明。

2. 15 共産系労組，スマ トラで米国系農闘接収。 2. 1 外貨取引一部自由化。 2. 11 λ外相，訪日。

2. 16 各地で北爆反対のデモ。

2. 24 BPS系の2lll¥:発禁。

3. 4 スカル／大統領，イ ンドシナを訪問。

3. 7 マラ ンでHMI.PWI大会を妨害。 3. 6 AAイスラム会議，ジャカノレタで開催。

3. 20 会外岡石油企業，政府の管理下に。 3. 30 イ ・中経済協力協定調印。

3. 31 パソカー米特使，来イ。
一 4. 11 スカノレノ大統領，経済政策の転換を演説。 4. 11 川｜島特使， AAlO周年記念式典のため来イ。
九 4. 17 AA会磁10周年記念式典，ジャカノレタで開催。．』．． 
J、、 5. 6 日本自民党議員団，米イ。

五 5. 11 PKitr,4回中央委会議。 5. 10 SPP制度改正。 5. 14 米国，グ リーン新大使を任命。

年 5. 14 スマトラでパンダノレ ・ベッシ事件発生。 5. 19 ス外相， AA会議，マνーシア問題で訪日。

の
5. 23 PKI45周年記念式典。 5. 25 パキスタ γ経済代表団，来イ。

イ
5. 29 メグンmで反共暴動。
6. 19 財政部門，宗教省新設占 6. 26 スカルノ大統館，アノレジzbこ出発。

ン

ド 7. 7 PKI代表団，訪ソ。

ネ 7. 17 日本との砂結工場近代化予備契約成立。 7. 19 コγゴと外交関係樹立。

ン
8. 7 久ラパヤで反米デモ。 7～9月 インフレ激化。

ア
8. 17 独立20周年記念式典。

8. 30 ジャカノレタで反米デモ。
． 
9. 5 KOTARI（自力更生司令部〉設置。

年 9. 6 青年戦線による反印デモ。

表 9. 13 反 HMI集会。
9. 21 ムノレパ党，解散さる。

10. l 「9.30事件」発生。
10. 9 ；；，.カルノ大統領，陵寧に反徒粉砕の全権。

10. 14 スハノレト少将， ll't!相兼陸軍司令官に就任。

11. 3 新陸軍宵脳決定。

11. 21 石油料金引上げ。

11. 22 66年度餅政に関する大統領令。

12. 3 日本との北スマトラ石油幸lj梅契約。

12. 8 対アルジエリア貿易協定調印。

12. 13 1000分の1のデノミネーショソ発表。 12. 13 バキスタ γ，米の媛助を考慮。

12. 31 66年度予算成立。



インドネシア

一一 インドネシアの対アジア外交 一一

国連を脱退し，今後の動きが注目されていたインドネシアは1月～2月にかけて相

次いで2度にわたる外交上の行動をアジアでおこした。 まず1月20～31日にかけてス

パンドリオ外相を団長とする使節団がピノレマ，中共，タイを歴訪した。そして28日発

表された共同声明では両国の基本的な態度一一国連の全面的改組，第2回AA会議開

｛髭への努力， 皮帝 ・反植民地主義の共同闘争一ーを確認し，軍事友好往来の強化，技

術協力強化の方針を決定し，経済技術協定と｛昔款協定を締結したことを明らかにし

þÿ0_0�，、，D

マレーシアが英国新植民地主議の｛鬼備であり， 同国の国連加盟さらには安保理選出

が米英の策動によるものだとしてマレーシア粉砕を叫ぶインドネシアが3 手をさしの

べてくれる中国にこうして接近するのは当然の理である。 したがって今後の問題は，

この盟邦関係がどの程度の密度にまで発展するかであろう。 しかしこの点では商側が

両国の交渉にいだいてν、た懸念は紀受に終りそうな気配である。つまり今度の交渉に

おける具体的な成果をみると，共同声明の戦閥的な内容とは裏腹に経済面における

5000方 ド．ノレの借款が唯一のものであって，注目された軍事的な面では軍事的同盟など

につレ、ては双方共に言及せず， わずかに軍事友好往来がうたわれているのみである。

しかもこの 「軍事友好往来J』こしても， 中国からの軍事教官の派遣，インドネシア将

兵のゲリラ戦指導などを示唆するものであるかどうかはいまだ明確でなく，帰国後ス

バン ドリオ外相は，“軍事協力には武器，軍事施設，軍事要員は含まれていなし、”こと

を強調している(1.31）。また今後においても軍事的協力の緊密化は行なわれないであ

ろう。 なぜなら，インドネシアがとっている積極中立という外交政策は，単なる国際

政治における戦術ではなく， 国内統ーにまさに不可欠の条件を構成しているからであ

るし， 当面の敵である英国の側にも武力抗争を拡大する腹がないことはいまや明白に

なっているからである。 また中国としてもAA諸国の団結という目的のためには，イ

ンドネシアとの寧事同盟の締結を得策とは考えず，積極的中立外交を堅持するインド

ネシアが友好関係に入って来たことこそを：喜んでU、るのではないかと思われる。 また

訪中使節団が北京訪問の前後にビノレマ， タイに立寄ったことは中 ・イ交渉に対するA

A諸国の懸念を更に幾分やわらげるのに役立ったようである。両国訪問の目的の一つ

は国連脱退の真意を説明するためであったが， 今一つは対中国交渉の真意を伝え，決
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して軍事同盟などを締結することが目的でないことを説得することであったと思われ

る。

第2に注目すべき動きは， 2月11～14日にかけてのスパンドリオ外相一行の口本訪

問である。 この目的の第1は，国連脱退後AA諸国から孤立しないためには， AA諸

国に対して説得外交を続ける一方， マレーシア紛争とν、うアジアの問題に日本をまき

込み，同時に西側に対して紛争の平和的解決の気構えを明示することであった。 イン

ドネシアが国連脱退の意志を表明した当初， 川島副総裁を派遣して引留め工作に当ろ

うとした日本政府は，脱退が確定事実となるや，インドネシア側の公私にわたる呼び

かけにも拘わらず調停工作に二の足を踏んで来た。 したがってス外相の訪日は日本政

府の重い壊を上げさせるためであった。 12Hの日本首脳との会談で同外相は， （1）マレ

ーシア紛争においては最終まで平和的話合いによる解決を希望している。（2）国連の脱

退によって，中共と第2国連を作る考えはなν、等の従来の立場をくり返し， 日本があ

っせんするならば，紛争解決のための4ヵ因調停委の決定に従うことを明らかにした。

またその後の朝日新聞との特別会見では，（1)4ヵ国調停委には中国は参加しなν、。（2)

インドネシアの非同盟は不変。 などの点、を明らかにし，昨年6月の東京会談の不，吠功

の原因となったゲリラ撤退問題についても，いかなる前提条件も受入れないが， 4ヵ

国が一致して勧告すればインドネシアはそれに従うと答えている。以上のことから紛

争解決に明るい見通しが出て来たことはまちがし、なく， アジアの4ヵ国が調停厚！とし

て問題解決に参加する以上東京会談の二の舞をふむとは考えられなν、。 しかし 4ヵ因

調停委がかりに発足しでも，討議の焦点と考えられるサパ，サラワクの民意再読査の

問題は紛争当事国にと って容易に譲り難い問題として残り， 円満解決には日数を妥す

るであろう。

ところで訪日第2の目的は経済的なものであろう。昨年末インドネシアは日本；こ対

し8500万ド、ノレにのぼる経済協力を申し込れて来ている他， l儲3870万ドノレの新規借

款，原油輸出，肥料買付け，タンカーの大量注文などを要請している。 ところがイン

ドネシア経済の悪化， 国連脱退の今後の見通しなどに不安をもっH木政府は，これら

の要請に対して統ーした意向をかためるまで、にいたっておらず， したがってス外惜の

来日は日本政府のこの不安をとりのぞく目的をもつものであった。

以上の観点だけからみてもインドネシアの対外政策は， 今後ますますアジア中心外

交をとることになろうと思われる。そしてインドネシア外交にとって重要な対米関係

の改善は，アメリカがベトナム問題をかかえてインドネシアに対し英国と協同歩調を

とることを余儀なくされている限り， マレーシア紛争解決の時点までまたなければな

らないであろう。
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1 9 6 5年 1月2日

V国連脱退を通告一一インドネシア国連代表部のソスロワノレドジョ次席代表はラ

インドネシアが国連から脱退する意向は 1日午後，国連当局に通告済みであると言

明した。との通告はインドネシアのパラノレ国連常任代表から口頭で，ケソンサッケ

国連総会議長・とウ ・タント事務総長の事務所に対して行なわれた。インドネシア代

表部筋によると，間代表部は2日中にも会議を開いて脱退のための具体的手続きを

検討するが，正式の手続きとしてはインドネシア政府の国連脱退に関する公式文書

の提出が必要になるものとみられている。

vワ・タント事務総長はインドネシアの国連脱退決定の報告を受けると直ちに，

インドネシア代表部を通じスカノレノ大統領にメッセージを送り，この決定を撤回す

るよう要請した。 〔日経（朝） 1. 3〕

1月 3日

V国連脱退で，日本外務省見解一一インドネシアの国連脱退について外務省筋は

国連の普遍性を傷つける遺憾な事件ではあるが実質的な影響はさほど大きくないと

判断している。脱退の理由はマレーシアが安保理の非常任理事国になることに不満

なためと伝えられているが，チェコとマレーシアが1年交代で理事国となり，マレ

ーシアが新年から自動的に理事国の地位を占めることはすでに 1昨年から決まって

ヤることだけに，外務省筋ではなぜこの時期を選んで脱退という非常手段に訴えた

のか理解に苦しむとU、う。

安保理事会の運営の面でも，これまでインドネシアに不利な各種の決議案はすべ

てン連の拒否権発動によって葬り去られているので，マレーシアが新たに反インド

ネシアの1粟を投じてもインドネシアにと って実質的なマイナスはないはずで，む

しろ脱退によって発言の場を失い，国際世論の前に孤立化すると見る向きが多ν、。

インドネシアがマレーシア総攻撃を決意して，その前提として身軽になるために

脱退したとすればインドネシアは国連加盟国の同情を失い，侵攻開始と同時に国連

に侵略国のちく印を押される公算が大きいとみられる。したがって伺省筋には，こ

のような不利な状波をも想定して脱退したとすればインドネシアはこれまで以上に

中共に接近し， 3-5月ごろ開かれる第2回AA会議でも中共と組んでアジアの主
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導権を握ろうと努力するのは必至とみて瞥戒する芦も少なくない。

関連全体の運営の面では， l累減った分だけ国連の影響力が弱まる（普通性の減

少〉ため外務省では脱退を歓迎していなし、が，各種の決議案の成否にはほとんど影

響がなし、と楽観している。中国代表権問題に対してインドネシアは終始中共支持を

貫いてきただけに脱退は中共に不利といえるが，日本は今総会は重要事項指定方式

で切りぬける方針なので1票の増減にさほど気をつかうととはないとしている。

また国連脱退によりインドネシアと第31司との関係にはほとんど変化はないとみ

ており，日本も態度を変えずにインドネシア側の出方を見守る志向のようである。

〔日経〈朝〉〕

v脱退に各国の反響

Vカナダーーカナダのマーチン外相は，インドネシアが国連脱退を決めたことに

ついて再考するよう求め，さらに次のように述べた。

私はインドネシア脱退のfι機を回避するため来週ニューヨークに行くつもり

だ。問題解決の道は国連を脱退することではない。どのような闘も，いつもわが

道を行くということはできない。このような行き方を各国がすれば国連はすぐに

も崩壊するだろう。インドネシアのような国こそが国連を必要とするのである。

Vインド一一インド政府スポークスマンは，インドネシアの凶連脱退声明は非常

に残念なととだと述べるとともに，インドネシアに再考を求めたウ・タン！、国連弔・

務総長の努力が成功するよう希望を表明した。

Vユーゴ紙一ーユーゴの新聞，ポリチカは2日，インドネシアの凶連脱退決定を

理解できる行動としながら，さらに次のように述べた。

国連は理想的に設置され運営されている完全な組織ではない。しかし国連は全

，世界の国が協力できる世界で唯一の機関であり，これをボイコットあるいは無視

することは問題の解決に役立たない。マレーシア問題などを解決するために，国

連以上に有効な世界的機関はない。 〔日経〈タ） 1. 4〕

, PKI，国連脱退を支持一一アンタラ通信によると，アイディツト共産党中央委議

長は声明を発表，共産党はスカルノ大統領のインドネシア国連脱退の決定を歓迎し，

全面的に支持すると言明した。 〔朝日（朝） 1. 4〕

V脱退通告未提出一一インドネシアは 3l:l現在，文舎による国連脱退の公式通告

をまだ延ばしている。当局筋によると，この通告は2日夜にも提出されるかとみら

れたが，少なくとも 4日，あるいは5日まで延期されたもょうである。

〔日経（朝） 1. 4〕
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1月5日

v北ベトナム紙，国連脱退を支持ーーーハノイの日刊紙NhanDanはインドネシ

アの国連脱退の決意を歓迎し，インドネシアの行動はインドネシアの利益と東南ア

ジナ，世界の平和のために適切な措置であると述べている。 〔Ant.〕

V佐藤首相，ス大統領に親書一一佐藤首相はスカルノ大統領に対し電報で同f,IJが

国連を脱退しないよう翻意をうながした。その要旨次のとおり。

1. 国際問題について各国間で‘見解を異にすることがあっても，現在115とい

う多数の加盟国を持ってし、る国際連合が，国際問題の平和的解決に果たし得る役

割りは大きいと思う。

.1. 国連が機能，運営上改善すべき点があるにしても，脱退とし、う非常手段を

とらず，内部にあってその改善をはかるべきである。

1. わが国は1956年に加盟していらい，国連中心主義の外交を展開し，位界平

和機構の発展に最大の関心をはらってきた。

1. 日本はかつて国際連盟在脱退して，苦難の道を歩いたつらい経験を思いお

とし，閣下が隠忍自重し，小異を捨てて大同につかれ，国連との協力を断ち切ら

ぬよう翻意されることを切望する。 〔東京〈朝） 1. 6〕

V近く脱退の覚書一一インドネシアの国連脱退に関する正式覚書は，5日正午現

在，国連当局に送られてし、ないといわれるが，インドネシア外務省筋は向日「イン

ドネシアの方針はすでに決まっている。インドネシアは，法的にはまだ国連を脱退

していないが，実際にはすでに国連の外にある。覚書はおそかれ早かれ， 国連に届

くだろう」と言明した。

同国外務省の見解を反映しているインドネシア・へラノレド紙も 5日国連脱退の決

定は撤回されないと述べた。

また，スパンドリオ外相も「スカノレノ大統領の決定は衝動的なものではなく，熟

慮のうえでの決定であるJと言明している。しかしインドネシア高官の一部は，ひ

そかにこの決定に反対であるともらしている。

一方，インドネシアの新聞や大衆組織はいずれも支持を表明してν、るといわれ，

インドネシア共産党は “偉大な指導者の決意”を歓迎すると述べ，5日の同党機関

紙ハリアン・ラヤットは「スカルノ大統領の決定はすべての反動派，改良主義者，

日和見主義者，修正主義者を混乱におとしいれるだろうJと述べた。

〔AP－毎日（朝） 1. 6] 

V中部ジャワの農地再分配完了一一中部ジャワ農業問題視察官Drs.Soerosoは
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先週Semarangにおいて，大統領演説（Tavip）に即応して，中部ジャワの農地再分

配は昨年12月31Hまでに完了したと語った。 〔Ant.〕

V中部ジャワに政府プロジェクト払下げ一一中部ジャワ知事Mochtarは，先週中

央政府から正式に25の大規模開発プロジェクトの払下げをうけた。同州、Ifこ対する払

下げプロジェクトは，綿紡績工場（Semarang,Tjilatjap, Kudus), Nabatiasaココナ

ツ油；JD工フsラント（Semarang,Kebumen, Tjilatjap），精米工場（Semarangに2工

場， Surakartaに2工場， Tjilatjap,Rembang, Lebaksiuに各l工場），その他窯業，

製材所，紛績工場，なめし皮工場，鉄製品工場等々である。 (Ant.〕

v対中共貿易の増加一一対中共貿易商は64年に9200万ドルに達したo 内訳をみる

と輸出高は64年1月～11月で5800万ドノレ（63年は， 3400万ドル〉で， 主要輸出物資

はゴムで，上品質・ゴム4万トン，低品質ゴム5万7000トンくそれぞれ64年前半期）

であり，その他ノfーム油，砂糖，コプラ等である。

輸入高 〈主要輸入物資は消費物資〉は， 3400万ドノレ（64年1月～11月）となって

いる。 〔Ant.〕

1月6日

TA  A諸国，脱退再考を要請一一日本をふくむアジア・アフリカ・グループの11

ヵ国は， ノミラノレ・インドネシア国連代表にインドネシア政府が国連脱退の決定に再

考を促すよう要請した。 〔毎日（タ） 1. 7〕

v国連脱退，各国の反響一一ー日本を含む国連加盟国の多くは，インドネシアに再

考を促しており，現在のところ，インド泳シアの脱退を公然と支持しているのは国

連に代表権を持たない中共だけで，インドネシアの脱退に反対するソ連と対立して

いるのが印象的である。インドネシアの脱退通告を支持する中共の態度は，今後の

総会における中国代表権問題の審議にどう反映するか，これからの重大問題として

注目される。ウ・タント事務総長やケソンサッケ総会議長も，スカノレノ大統領に電

報で国連にとどまるよう要請した。これに対し，アジア ・アフリカ諸国の一部は，

インドネシアが国連にとどまるととを要望しながらも，事務総長や議会議長がこん

どとった措置が，今後もし南ア共和国やポノレトガノレが脱退を表明した時にも同様の

措置をとる前例になるというので，批判的だ。つまり，これら諸国は，一方では国

連の普遍主義を主張して，ある国が国連から脱退することに反対であるが，他のあ

る国が脱退することをひるがえすことはあるまいとする見方が次第に有力になりつ

つある。同時に，インドネシアは公式文書を出さず，自らは脱退したものとして

も， 国連当局にはインドネシアを依然加盟国として扱わせ，総会などからは欠席し
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ているという形をとらせるのではなし、かという見方も有力になりつつある。

〔毎日〈タ） 1. ？〕
Vムルパ党の活動，暫時禁止一一インドネシアのスカルノ大統領は，ムルパ党の

政治活動を暫定的に禁止する決定に署名した。ムノレパ党はインドネシア共産党に反

対する民族共産主義政党で， 1920年代に共産党から分離し，現在ではハイノレノレ ・サ

レー第3副首相やアダム ・マリク商業相ら有力閣僚が同党を指導しており，さきに

活動を停止された「スカルノ主義者運動Jの主力となっていた。

この結果，インドネシア政府はスカルノ主義者運動を支持したとみられる閣僚を

全部追放し，スバンドリオ外相や共産党につごうのよい内閣改造もまもなく行なう

ことになるもようである。

（注〉 ムノレバ党＝ワシッド ・スマ／レト総裁，党員約20万人。

〔UPI－毎日（朝） 1. 7〕

’中共・インドネシア直通交通路開く一一北京放送によると， 中共 ・インドネシ

ア直通民間航空路が6日正式に開かれ，ジャカノレタから第1便機がインドネシア友

好代表団を乗せて向日広州の白雲国際空航に到着， 2000余の市民の盛大な歓迎をう

けた。 〔RPー毎日〈朝） 1. 7〕

' 3年後に宇宙飛行か一ージャカルタの新聞スルー ・インドネシアは，阿国のプ

ジアノレジョ空軍参謀次長〈補給担当〉の談話として「インドネシアは大気圏外飛行

の研究を始めており， 1968年には第1回の人間宇宙飛行を実現できるだろう」と伝

えた。 〔AP－共同一毎日（朝） 1. 8〕

’脱退問題，国連に反省ムードー一一国連本部では 「日本をはじめとする脱退引き

とめ工作も当面成功の見込みがない」とすでに割り切った表情が支配的で，逆にA

A新興国を中心とする「インドネシアだけを責めてもはじまらない」といった国連

の現状の反省ムードが出はじめた点が注目されている。今後この底流が中共加盟問

題とからんでどう展開するか， is日に再開予定の総会討議の新たな焦点となること

は間違いない。

この問題は最初，強力な調停役として期待されたAAグノレープの動きがつν、に表

だってまとまらなかった点に象徴的に表われている。これは，今月のAAグノレープ

議長国であるピ、ノレマとその翼下のアジア ・グループの議長国であるカンボジアのい

ずれもが積極的な動きをしなかったためだが，この両国の態度はスカルノ大統領の

背後に控えている中共への “気がね”以外のなにものでもないというのが当地の一

致した観測である。

さらに3日ケソンサック総会議長がスカノレノ ・インドネシア大統領へ送った「A
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A連帯の立場から脱退の再考慮を求めるjアピールにさえ，アフリカの一部新興悶

は非難の芦を寄せているといわれる。消息筋はこの国の名前をあげることを拒んだ

が「AA選出議長－として独走」だというのがその瑚向といわれる。

〔共同一日経〈タ） 1. 7〕

v斎藤大使，ス大統領に会見一一斎藤ジャカノレタ駐在大使は，スカノレノ ・インド

ネシア大統領に会い，佐藤首相が国連脱退問題についてスカルノ大統領に自重を求

めた親電を送ったことを伝えた。

同大使の話によると，スカルノ大統領は佐藤首相が親電を送ったことに感謝の意

を表明したが，大使が「国連のような重要な国際機構からインドネシアが脱退する

ことは遺憾であり，再考を願いたいJと希望したのにたいし「今回の決定はインド

ネシア全国民とすべての政党の意向を代表して決めたもので，これを変えることは

できないJと述べたという。

なお，佐藤親電はまだスカノレノ：大統領に届いていなν、。 〔東京（タ） 1. 6) 

曹人民日報，国連脱退を支持一一北京放送によると，向日中国共産党機関紙「人

民日報」は「インドネシアが国連を脱退したことは主義の措置であり，これを断同

支持する」と題する社説を掲げ，要旨次のように述べた。

1. 米国がインドネシアの激しい警告を無視し，長い間考えたあげくの画策に

より新植民地主義の産物「マレーシアJをついに国連安保理の非常任理事国の1・也

位にすえたことは，インドネシアにたいする露骨な挑発てeあり，敵対行為である。

インドネシアは忍ぶに忍べず，ついに関連脱退を決定した。この勇敢な決定はイ

ンドネシア人民の民族的尊厳を守り，強権の古（jに頭を下げない勇敢な気概を示し

ている。

1. マレーシアが国連安保理事国の隊列の中にかつぎ込まれたことは，国連が

米国に操縦されている事実を再ひ、暴露したものであり，米国に牛耳られている国

連が早くから世界人民の意思を反映することができず，ずっと前からすでに米帝

国主義の一つの侵略の道具と化し，新旧植民主義に奉仕する腐り切った機構とな

り，さでは少数の大国が盗品を分け合うけがれた場所になり下がっていることを

暴露している。

1. 少数の大闘が他国の運命を左右する時代はすでに過ぎ去り，再び戻っては

こない。米英帝国主義がもしインドネシアに武力挑発をするならば、彼らはイン

ドネシア人民の力強い反響を受けるだけでなく，アジア各国人民，全世界の平和

を愛する国家と人民の断固たる反対を受けるであろう。

なお北京の「大公報」紙も同日の社説でインドネシア政府が国連脱退を決定し
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たことを断間支持すると述べている。 〔東京（タ〉〕

vインドネシア，安保理討議不参加一一インドネシア国連代表部スポークスマン

は， 「インドネシアは国連を脱退したことにより今後の関連安全保障理事会のマレ

ーシア紛争討議には参加しないだろうj と次のように語った。

国連憲章の規定によれば，国連非加盟国もそのような討議に参加できることに

なっている。しかし投棄権を失った以上インドネシアが討議に加わることはあり

そうもない。 〔日経〈タ） 1. 7〕

1月7日

V対外政策変えぬ，ス外相演説一一スパンドリオ ・インドネシア外相は記者会見

で「私はこの2日間にジャカノレタ駐在の各国大使に対し国連から脱退しでもインド

ネシアの外交政策は変わらないと伝えた。インドネシアは今後も積極的な独自の外

交政策を続けるだろうJと諸．った。

ス外相はまたインドネシアの国連脱退に他の諸国が追随することを期待してし、る

かとの質問に答え「そうは思っていない。ともかくインドネシアの脱退により帝国

主義者たちは国連の内外でいままでより慎重になるだろう」と述べた。

〔Pイタ一一共同一毎日〈朝） 1. 8〕

v大衆団体活動にも規制措置一一スパンドリオ第1副首相は革命機構再編司令部

会議（KOTRAR）を召集し，現在の内外政治情勢について討議した。

この会議の後KOTRARのスポークスマンは，同会議において，現夜の各種規制

措置は新聞界のみでなく大衆団体にも適用されることが決定されたと語った。

〔BeritaIndonesia, 1. 8〕

v対日石油輸出に新構想一一インドネシア国営石油鉱業〈プツレミナ〉と北スマト

ラ石油開発（社長飯野浩次氏〉はインドネシア原油の輸入をするために合弁の新会

社を折半出資で、設立する準備を進めていたが，このほどインドネシアの基幹鉱工業

省代表から，①インドネシア側はフ勺レミナだけでなく，フ。ノレタミン， プルミガンな

ど他の国営石油鉱業公社をも事業に参加，出資はインドネシア基幹鉱工業省と して

行ないたい，②日本側の出資者には当初から電力，石油精製を中心とした需要業界

で構成してほしい一ーとの申し入れがあったので，これまでのインドネシア（フツレ

ミナ）ー北スマトラ石油の問で進めてきた新会社構想、は白紙に戻り，インドネシア

基幹鉱工業省の構想に沿って会社設立の具体化が進められることになった。

インドネシア側が，当初のフ勺レミナー北スマトラ石油の線で新会社を設立する案

を断念したのは，輸入の対象となるインドネシア原油が北スマトラ石油と提携して
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いるプノレミナ国営石油鉱業の管轄下のものだけでなく，他のプルミガン，プノレタミ

ン国営石油鉱業からの原油も含めようとしているためとみられてし、る。この結果，

北スマトラ石－油は新会社設立の当事者としては全面的に後退することになり，今後

はインドネシアと H本側の仲介役の役目を果たすことになるとみられてν、る。

インドネシア側は近く， H本-fj.¥ljに輸出できる原油の量，名称，価格などの細目に

ついて本国と打ち合わせたうえ，電力，石油精製業界に新会社設立の協力を求める

ものとみられているが，石油精製会社のなかには外資系会社で，インドネシアに利

権をもっ国際石油会社と提携している関係からインドネシアとの直接取り引きを歓

迎していないところもあり，交渉は曲折がで恕される。 〔日経〈朝〉〕

1月8日

V椎名外相，脱退問題で報告一一椎名外相は閣議でインド．ネシアの同連脱退問題

について，その硝！由と背景および見通しなどを述べた。この中で何本目は， ①インド

ネシアがl年たてば国連へ復帰するという可能性は少ない， 〈雲中共がこれに直接関

与してヤるとは忠われなし、が，今後一そう中共寄りの方向をたどるだろう，などを

つぎのように明らかにした。

1. インドネシアが関連脱退を決意した直接の現由は，インドネシアが粉砕し

ようとしているマレーシアが安保理事国に選出されたことによるとみてよいυ し

かしその背景としては， ①スカノレノ大統領はかねてから国連が既成勢力の道具：と

なっているということに不信と不満を持っていた， ③ガネフォ（新興国競技大会〉

コネフォ（新興国国際会議〉の構想、を打ち出して既成の国際組織に対抗し，新興

勢力の結成を促してその主導権を握ろうとしてャる，という事情を指摘する向き

もある。

1. 中共が今回の措置に直接関与しているとは思われない＝

1. また，マレーシアの任期中（1年間〉のみ国連をボイコットする可能性は

現状では少ない。 〔筒：制〈タ〉〕

曹米国，対イ援助を再検討一一米政府当局者によると，米国はことし技術，食組

援助など約1500万ドノレをインドネシ7に供与する計画であったが，インドネシアが

国連とその関係機関から脱退を決定したため，計画．も再検討されることになった。

第2次大戦後，米国はインドネシアに対し，総額9億2500万ドノレの経済，軍事援

助を与えてきた。しかし，スカルノ大統領のマレーシア対決政策に関連して援助額

は激減し， 62～63年度は1億2200方ドノレだ、ったのに対し， 64年度には4700万ドノレと

なり， 65年度にはさらに1500万ドノレに減る予定となっていた。
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米国の技術援助計画で現在インドネシア軍の将校20人，民間人430人が米圏内で

訓練を受けているが，インドネシア恨ljは昨年9月いらい新規訓練生の米国渡航を禁

.I上している。

米国務省はこれまでのところインドネシアの国連脱退について正式の論評を避け

ているが，国務省当局者も，スカノレノ政権にたいする米国の影響力がこれで全くぜ

ロとなったことを言忍めている。

一方，共産閤諸国のインドネシア向け援助は最近急激に増大しており，ソ連その

他東欧諸国はすでに約7億ドノレの各種経済援助借款， 10億ドノレ以上の軍事援助を与

えている。また中共も1000万ドノレの貯与と4000万ドルの商品借款を供与したといわ

j乞る。

なお，脱退で， インドネシアが拒否した国連関係機関のインドネシアへの援助も

5000万ド〉レに達するとみられる。 〔毎日 （朝） 1. 10〕

vス大統領，国連脱退を宣言一一スカノレノ ・インドネシア大統領は，ジャカ／レタ

で関かれた外国軍事基地非難集会で演説し，インドネシアの国連からの脱退を発表

した。

スカノレノ大統領の演説内容つぎのとおり。

1. 1月7口午後10時半（日本時間8日午前霧時半〉私はつぎのように宣言す

る。

数日前，私はマレーシアが国連安全保障理事会の〆ンバーとなればインドネ

シアの国連脱退を命令すると述べた。いまやマレーシアは安保理のメンパーに

なったから、インドネシアが国連から脱退したむね宣言する。

1. インドネシア人民は私の国連脱退命令を承認した。 （集会はスカルノ演説

にさきだち，関連を脱退するとの大統領の決定を支持する決議を採沢した〉私は

私の決定が多くの困難をもたらすことを知っている。しかし，インドネシアはあ

らゆる困難を粉砕するであろう。

1. インドネシアはこの国で作業している国連諸機構の援助を必要としないだ

ろう。われわれはこれら諸機構なしでもやってゆける。これはわが国が自立して

ゆくにはよいことである。

1. われわれは国連児童救済基金（ユエセフ〉食街農業機構（FAO）ユネスコ

など国連の専門機関ともいっさい手を切るであろう。ユネスコがなんの役に立っ

か。われわれはわれわれの手で、文盲をなくした。FAOはインドネシア農業につ

いてまったく知らない専門家をよこした。われわれはFA Oの手を借りずに米の

生産をふやした。

「。
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1. 非難攻撃のマトとなった国家は必ず強くなる。中国，北ベトナム，北朝鮮

の例をみるがよい。函連脱退を思いとどまるよういくつかの国から申入れを受け

たが，私はご心配はありがたいが私の決心は変わらないと返事をした。

国連脱退についてはインドネシア全国民，全閣僚，全軍から支持を受けた。わ

れわれは恐れることなくあらゆる結末に立ち向かうのである。われわれはマレー

シア粉砕の戦いをやめない。ともにすべての困難に立ち向かおうではないか。困

難に打ち勝ってこそ，われわれは偉大な国家になることができる。いざ前進せよ，

絶えず進め，決して退去Pするな。 〔毎日（タ〉〕

l月9日

v国連刷新に努力、インドネシア情報省声明一一インドネシア情報省は「新しい

型の国連の創設に努力するjとつぎのような声明を発表した

1. 現在の国連は大国の利益に奉仕している。インドネシアの同連脱退は，ア

ジア ・アフリカ話国の団結と新興諸国の国連刷新闘争に役立ち，速からず新しい

型の国際機ff与ができるであろう9

1. 国連がマレーシアを安保理の理事国にしたことは帝国主義陣営を利するだ

けである。マレーシアが英国の帝国主義的計闘の一環になっていることは明らか

である。インドネシアはいまやマレーシアとの対決のさなかにある。

〔毎日〈朝） 1. 10〕

vソ連，国連脱退に反対一一－共産側外交消息筋が伝えるところによると， Y速の

ミハイロフ駐インドネシア大使は，スパンドリオ・インドネシア外相と会い，同閣

の国連脱退にン速は不賛成であるむねを伝えたといわれるご

伝えられるところでは，会談で、スバンドリオ外相は「安全保障理事会の理事国を

決めるさい，インドネシアは正式投票を強く主張することもできたが，投票による

ことになれば国連分担金未払いから， ソ連の投票権有無の問題が持ち上がっただろ

うjとソ連大使に述べたといわれる。 。 〔毎日（朝） 1. 10〕

vラーマン首相が非難一 一マレーシアのラーマン首相は，マレ一半島南西部のイ

ンドネシア人侵入地域を視察「インドネシアはマレーシア攻撃にダムダム弾を使用

Lている」と非難した。 〔毎r:I（朝） l. 10〕

v中・イ軍事同盟計画か一一ロンドン ・サンデー ・タイムズ紙は，ジャカノレタ報

道としてインドネシアと中国が軍事同盟を結ぶ可能性があるとが；のように伝えた。

インドネシア，中国の関係について現在ジャカノレタで． スパンドリオ外相と中

国大使との問で検討中である。 〔読売くタ） 1. 10〕
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v日本商社・ 活動手控えか一一ージャカノレクの日本街社， メーカ一筋は，インドネ

シアの国連脱退に注目，今後活動を手控えていかざるをえないとみている。商社筋

は，インFネシアが国連脱退に伴レコ急速に中国へ接近していく ことを予想する一

方，日本の政府や財界がインドネシアにたいする緊急経済援助を手控えるものと

み，商社活動の危険がふえると悲観的な見方に傾いている。

〔共同一読売（朝） 1. 10〕

曹日本の肥料買付けの意向一一一インドネシア政府はわが国の化学肥料を買い付け

るため，今月中旬ごろ同国貿易公団代表を訪日させる予定である。同国は本年中に

硫安，尿素， リン酸系肥料など約100万トンを輸入する計画を立て，現在，ニトレツ

クス （欧州窒素肥料輸出カルテノレ〉をはじめ欧州各国メーカーとも寅ヤ付け交渉を

進めているが，業界では欧州方面は輸出余力が乏しいため，とんどの交渉では輸入

計thfil量の相当部分をわが国から買い付ける意向を示してこようとみている。しかし

わが国業界も主力の硫安，尿素は輸出余力がほとんど底をついているため，大量の

新規街談はむずかしい情勢にあることから，業界はいまのところ阿国向けには輸出

余力がある硫加リン安など他の化成系肥料を中心に振り向ける方法を検討してい

る。

業界筋によると，同国の買い付け計画量は硫安35万トン，尿素25万トン，硫加リ

ン安6万トン，その他重過リ ン酸石灰など合計約100万トンといわれる。同国政府

は現在，欧州方面で阿国貿易公団を通じ買い付けを進めているが，業界が入手した

情報によれば，買い付け交渉はきわめて難航しており，予定量をかなり下回ってい

るという。

同業界にはいった連絡では， 1月中句ごろ同公団役員のナビーノレ・ハラハップ氏

が来日する運びになってし、るがP このような現状から／、氏はわが国業界に対しかな

り大量の買い付け希望を提示してくるとみられる。 〔日経〈タ〉〕

1月 10日

’国連機関活動中止を指令一一ジャカノレタの国連専門機関筋が語ったところによ

ると，インドネシア政府は9日，在インドネシアの二つの国連専門機関に活動を中

止するよう命じた。閉鎖を命じられたのは国連児童救済基金〈ユニセフ〉国連食糧

農業機構（FAO）の2機関である。 〔毎日（朝） 1. 11〕

v中共，脱退支持声明一一中国政府は，声明を発表して，インドネシアの国連脱

退を強く支持した。また，同日付けの人民日報〈中国共産党機関紙〉は「インドネ

シ7の果敢な革命行動」と題する社説を掲げ，政府声明の趣旨を敷延するととも
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に，三面全部をつぶしてこれに関するニュースや解説を報道している。政付声明お

よび、人民日報の社説は，かずかずの前例を並べ，国連がアメリカの道具になってい

ることを激しい言葉で非婚し，インドネシアの決定は新旧植民地主義と戦うための

勇敢な正しい決定であると称賛している。 〔付録1〕 〔読売（タ〉〕

1月 11日

T GASBIINOO，国際自国労連を脱退一一Antara通信が伝えたところによると，イ

ンドネシア回教徒労働組合連合（GASBJINDO）は，国際自由労連（ICFTU）執行部

がマレーシアにたν、するインドネシアの立ち場を理解していないことを理由として

同労連から脱退することを決定した。 〔ロイタ一一東京（タ）1. 11〕

T SARBUPRI，米，ベルギーの農菌接収決定一一－Antaraが伝えるところによると，

インドネシア農園労働者組合（SARBUPRI)は，米，ベルギ一入所有農閣を接収す

ることを決定した。 〔ロイタ一一東京〈タ）l. 12〕

v国連特別基金理ボイコット一一一インドネシアは｜五連特別基金の理事会合ボイコ

ットし，同国の国連脱退を行動をもって正式に表明した。

〔ロイタ一一共同一毎日（タ）1. J.2J 

V函連脱退でアフリカに特使一一イン．ドネシア外務省スポークスマンは． 「スカ

ノレノ大統領はアラブ連合，エチオピア，ナイジエリア， コンゴ（プラザビ‘Iし’Lギェ

ア，マリ，アルジエリア，モロッコなど，アフリカ諸国にインドネシアの河述脱退

の理由を説明した同大統領親書を携行した特使を12円派遣するjと発表した。

同スポークスマンは，この大統領親書について「インドネシアの関連脱退の理由‘

と事実を説明したものである。他国に国連脱退を呼びかけたり，同情を求めたワし

ているものではない」と語った。 〔毎日（朝） l. 12〕

’川島副総裁，インドネシア訪問で語る一一一スカノレノ大統領が7日，毎日新聞の

大森外信部長との対談でマレーシア紛争などでH本の調停を期待すると言明したこ

とに関連，佐藤首相は10日，訪米の機中でインドネシアの国連脱退を翻芯－させるた

めF 同国に特使を派遣する用意があると述べたがp 首相の志中の特使とみられてい

る川島自民党副総裁は11日記者会見を行ない 「首相から出発前にインドネシアに特

使としていってほしいといわれたが，スカjレノ大統領が国連を脱退した巽のねらい

と今後の方向がはっきりしない以上，インドネシアを訪問しても意味がないc しば

らく情勢を見きわめたい」と次のように語った。

l. 佐藤首相から 9日に「インドネシアと深い関係があるのは日本とオランダ

だが，日本は同じアジアにあるという立場からインドネシアの国連復帰に最大の
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努力を払いたし，、。ついては副総裁に特使となってもらい，私の訪米中でもよいか

ら同閣に行ってほしい」という話があった。私はれ、まは時期尚早で、ある。第i

にはインドネシアの国連脱退がマレーシア問題だけなのか真意が明確で、ない。第

2に同国が今後どのように行動するか見通しがつかなν、。このような状況下で日

本としてはっき Pした対策をもたずに行なっても意味がない。この点が首相の訪

米中に明確になるとは考えられないので，首相も訪米中に米政府首脳の考えをよ

くただしてきてもらいたいJと答えた。

1. 私のイ ンドネシア訪問の時期は今月中はむりかもしれない。あるいは2月

か3月になることもあるだろう。 〔毎日 （タ）〕

1月 12日

, Saleh副首相，ジョーンズ大使に抗議一一 1月10日のAntaraに掲載された通信

社の記事「インドネシアに対する米国外務省の危倶」に関して Saleh第3副首相は

ジョーンズ大使をよんで次のような抗議を行ったと諮った。

1. もし米国大使館員が報じられたような意見を語ったとすれば，それは明ら

かに敵対的破壊活動である。

l. 私はMurba党と私とを同一視している誹誘的見解に抗議した。私はJ¥,furba

党その他の党にかつて入党したこどはない。最近の Murba党の指導との社会的

交際は私が Murba党員であるという証拠にはならない。

1. 私は私が反共の第1入者で、あるという誹務に強く抗議した。このような誹

誘はまったくのうそで，インドネシアの指導者逮を混乱させようと意図している。

同副首相はさらに上記の報道にあるいくつかの点ーー(1)同副首相はインドネシア

最大の富豪で外国に貯金している，（2)BPS（スカノレノ半義擁護組織〉の後盾である

等のうわさを否定した。 〔BeritaIndonesia〕

v駐イ国連事務所，閉鎖一一スパンドリオ外相は，イ ンドネシアでの国連活動の

責任者パビシク氏〈ユーゴ〉を官邸に招き，インドネシア駐在の国連事務所を閉鎖

し，すべての国連の事業をやめるよう命じた。パピシク氏は会談後，問問題につい

ての言明を避けた。

インドネシア外務省スポークスマンのノリレソノ氏は，国連事務所の閉鎖は“円滑

で適切な方法”によって行なわれるだろうと述べたが，事務所閉鎖および国連職員

の退去の期限にはふれなかった。

なお，インドネシアで傍jいている国連職員は31ヵ国95人にのぼっているo

〔毎日〈朝） 1. rn〕
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V川島特使歓迎，ス大統領声明一一一斎藤駐イ大使はスカlレノ大統領と会見したが，

その席上，大統領は川島自民副総裁が佐藤首相の特使としてインドネシアを訪問す

るならば，大いに歓迎すると述べた。

同大使が明らかにしたところによると，大統領は次のような見解を明らかにした。

1. インドネシアは国連かち脱退したが，これは国連に敵対し，国速に対立す

る組織をつくるということではない。

1. マレーシア問題はあくまで，平和的に解決したU、。しかし，英国とマレー

シアがインドネシアを直接攻撃してくるなら軍事的対決もやむをえない。

1. インドネシアは今後第2回AA会議を足場として CONEFO（新興国会議〉

を組織していくが， CONEFOは国連に対抗するものではない。

〔毎日〈朝） 1. 14〕

, PKI，佐藤内閣を非難一一北京放送によると，インドネシアの共産党機関紙ノヴ

ァン ・ラッヤット紙は社説のなかで，インドネシアの国連脱退に反対してし、る佐藤

内閣の態度を非難し「とのことはインドネシア人民に牧藤内閣が反動的な政府であ

ることを認識させるのに役立つ以外のなにものでもないjと述べた。

（東京（朝） 1. 13〕

Vウ総長，インドネシア脱退で比にあっせん依頼一一フィリピン政府スポークス

マンが語ったところによると，マカノ’ごガノレ大統領は国連フィリピン代表部を通じて

ウ・タント事務総長ーからインドネシアに国連脱退を撤回させるようあっせんを依頼

されナこc

1月 ！3日

〔AFP－東京（朝） 1. 13〕

vス大統領，引退説を否定一一スカルノ大統領は内外記者団にたいし「インドネ

シアが国連を脱退したのは事実だが，今後引続き脱退以外の措置をとるつもりはな

い」と諮った。また，大統領は引退の計画があるかとの質問にたいし， 「私は早朝

から深夜まで連日の激務に耐えているではないか。辞任したいなどといったことは

一度もないjと述べた。 〔ロイタ一一毎日〈朝日

V駐英大使館，マレーシア紛争緩和工作を否定一一駐英大使Suyotoはマレーシ

ア紛争でインドネシアが平和的働きかけを行なっているという英国紙の報道を否定

して次のような声明を発表した己

これらの報道はインドネシアが英国の戦力を恐れて平和的働きかけをおこなっ

ているような印象をっくりあげている。しかし，インドネシアは英国の武力的骨

威を恐れて，その原則を放棄するようなことはない。対決政策はマニラ協定を守
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る戦いである。 〔Ant.1. 14〕

1月 14日

’ス大統領，マレーシア問題で語る一一スカノレノ大統領は，インドネシアは国連

から脱退したもののわたしは〔マレーシア問題を平和的に解決するための国連の決

定には従う」と声明した。これはこの日の記者会見で大統領はマレーシア問題の平

和的解決をのぞむかとの質問に対し答えたもので，スカルノ大統領は「わたしはマ

レーシア問題の平和的解決に賛成である。しかし，北カリマンタン（マレーシア領

のサノ℃サラワク〉の住民の真の気持ちを調査しようではないかjとのベた。

また，インドネシアは今や国連の一員ではないが，サパ，サラワクへの2度目の

国連調査には同意するかの問いに対して，同大統領は「その通りで，わたしはラー

マン ・マレーシア首相に帰って来いと呼びかけている。わたしはアジア・アフリカ・

ク勺レープの調査委員会の決定にも，また，国連調査団のどんな決定にも従うつもり

である」と答え，さらに記者団に向かつて「一体わたしは平和的でないとでもいう

のか」とヤった。 〔読売（朝） 1. 15〕

V佐藤・ウ・タント会談一一ニューヨーク入りした佐藤首相は国連本部を訪問，

ウ・タント国連事務総長と30分間会談した。首相との会談でウ ・タント事務総長は

インドネシアの国連脱退の最も大きな動機とされている，マレーシア紛争の打開策

について私見ではあるが，と前置きしながらも，マフィリンド3国の大使級会談の

開催を日本政府があっせんするよう依頼した。また，この会談の席上，首相は東京

に「ピース ・オブザーパー〈平和監視官）Jとでもいうようななんらかの国連機関

を設けるようにしたいとの希望を表明した。 〔朝日（タ） 1. 15〕

T PKI，農民労働者の武装化を提案一一NASAKOMの3大政党代表は大統領と会

見したが，共産党代表のアイディッ ト中央委議長は会見前に内外の記者団に対し，

共産党は大統領に対し組織化されている 1000万の農民と 500万の労働者を武装化す

ることを提案するつもりだと述べた。 〔BeritaIndonesia, 1. 15〕

1月15B 

V来年にも核実験か一一フィリピンの週刊誌「エクザミナー」はこのほど「イン

ドネシアは来年か明後年初めに核実験を行なう計画であるJと報じ，さらにつぎの

ように伝えた。

1. これは最近のスカルノ ・インドネシア大統領と陳毅中共外相との膨位：会談

でとりあげ、られ，陳毅外相はスカノレノ大統領の計画に全面的な支持を約束した。
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1. スカノレノ大統領はマレーシア粉砕計両の失敗から引っこみがつかなくな

り，大衆の土気を鼓舞する方策をさがしている。〔ロイター一毎日（朝） 1. 16〕

Vス外相，マレーシア解決問題で言明－一一スパンドリオ外相は，もし何の前提条

件もっけないなら，イン ドネシアは直ちにマレーシア紛争に関する会談を開く用意

があると言明した。同外相はまた，インドネシアはマレーシア紛争の解決策を見い

だすことを熱心に望んでいると強調して，さらに次のようにのべた。

1. しかし，インドネシアは現在北部ボノレネオやマレ一半島にいるゲリラ兵を

引き揚げなし、。

1. もし国連が改組されれば，その時にはインドネシアも国連復帰の用意がで

きるだろう。イン ドネシアは， lfiにマレーシアについて論争を展開しているので

はなく，現在の関連の構成をも問題としているのである。

1. 脱退に関する国連へのj}.jーにな文書：は近く伝達されるだろう。これがおくれ

ているのはl話連憲章に脱退の規定がないので，インドネシアの文書が悪例を残さ

ないよう慎重な言葉づかU、を用いねばならないからである。

1. （日本政府が紛争解決を助けるため特使派遣を計画しているとの報道につ

いて〉各自の特使が来てはマレーシア問題の平和的解決を要量するのにスカルノ

大統領は“常に悩まされてヤる”。にもかかわらずH本の特使が来ればインドネ

シア政府はこれをと受け入れるだろう。 （この項AP) 〔読売（朝） l. 16’ 

1月 16日

V国連代表部，今月中に閉鎖ー一一インドネシア国連常駐代表部のスマノレヨ代理大

使は「インドネシアが関連から脱退したため，私は 1月末までに代表部を閉鎖する

よう指令を受けている」と述べた。 〔読売（朝） 1. 18〕

l月 17日

曹西ジャワ，国連機関残す一一アンタラ通信が伝；えたところによると，マスフヂ

ィ西ジャワ州知事はこのほど同地の凶連特別機関の活－動を停止するよう命じた指令

を撤回した。 ． 〔読売〈朝〕 1.8〕

1月 19日

V国連脱退でインドネシアが口上書一一インドネシア政府から，その国連脱退を

めぐる基本的立場を詳述した 「口上書」が政府にもたらされたことが20日明らかに

なった。口上書は全文17項目からなっており 2問退脱退にふみ切るまでのいきさつ，

マレーシア問題に関するインドネシアの主張，国連に対する考え方などを説明して
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いる。インドネシアはそのなかで，①今後は国連の外でAA諸国との団結を強め，

共通の目的である新植民地主義との戦いを進める， ②インドネシアに対する英国の

非難は，インドネシアに強大な軍事力で大規模な攻撃をしかけようとする英国の意

図に煙幕を張るためだ一一ーと強調，国連の権威を認める一方，全体としてマレーシ

ア紛争との関連から英国に対する反感を露骨に現わしている。 〔付録2〕

〔毎日〈朝）〕

’日本，原料トウ輸入で調査一一線（とう〉製品業界では，原料僚の安値入手を

ねらって昨年11月，インドネシアへ鱗資源調査団を派遣したが，このほどまとまっ

た調査結果によると，現状では艇の直接輸入は望み薄だと判定している。しかし，

現地の経済状態が好転すれば，直輸入の可能性は大きいので，現地加工の指導，援

助や，日本側の受け入れ体制の準備にかかるべきだとしている。

原料藤は，現在，香港， シンガポーノレを経由して輸入しているため，仲継業者の

利ザヤかせぎで入手価格はかなり割高についている。1昨年ごろから主産地インド

ネシアからの直接輸入をねらう動きが活発になり，昨秋，日本飯原料輸入事業協組

を結成して業界体制を一本化，メ｝カ一団体の全国篠商工連合会と共同で，政府の

低開発国1次産品買い付け促進補助を受けてインドネシア調査団を派遣したもの。

その結果は次の通り。

1. インドネシア政府は膝消費国への直接輸出を促進しており，仲継加工地シ

ンガポーノレ，香港向け輸出量は57年当時73%を占めてヤたのが大幅に減り，西独，

英国向けなどがふえている。日本とも直接取り引きを強く望んでいる。

l. しかし，インフレが激しく，為替レートが実勢とかけ離れて不安定なのと，

日本の為替管理制度のために現状では直接貿易はかなりむずかしU、。現地政府筋

はパータ一方式による政府貿易を唱えているが，これも実現は困難とみられる。

また，品質面jでも格付け選別ができていないのが難点。

1. ただ日本側の人件費高や，仲継地の香港でも工賀高が目立ってきているの

で，いまからインドネシアからの半成品輸入の／レートを開発しておく必要があ

る。 － 〔日経（朝〉〕

1月208 

Vス大統領〉日本人記者益見一一スカノレノ大統領は日本人記者団と 1時間にわた

り会見した。スカノレノ大統領は席上， ①日本の特使派遣を歓迎する， ②マレーシア

が安保理の理事国をやめ，国連の改組が実現すれば復帰を考慮する， ③米国との国

交断絶など全く考えていなし、一一ーなどの見解を明らかにした。同大統領はまた 「私
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は第2次大戦および独立の当初から日本との関係強化が必要だと考えてきたのアジ

アの指導者のなかで，私は唯一の親日家だと思っている。日本もインドネシアを出

解し協力してほしい」と述－ベ，日本語を混えながら，日本とインドネシアの友好関

係を力説した。

’ス外相，北京に出発ーースパンドリオ外相は怨路北京へ出発した。｜司外相は出

発にあたり戸明を発表「インドネシアはいま中国から軍事援助をもらおうとしてい

るのではないが，もし攻撃を受ければ援助が必要となろう」と述べた。中共は陳毅

外相が昨年12月ジャカノレタを訪問したさい軍事，経済援助提供を申し入れ，スカノレ

ノ・インドネシア大統領は，軍事援助は辞退するが経済贈与1000万ドノレ，借款4000

万－ドノレ相当額は受け入れると回答ーしたといわれる。

スパンドリオ外相はまた今回の訪問で，今春アノレジェで開かれる予定のAA会議

に対してとるべき共同対策を協議するもょう。 〔毎日 （朝） 1. 21〕

’ス外相，ビルマ到着一一スパンドリオ外相の一行は，ラングーンに到着した。

ピルマ側とアジア，世界情勢の検討を行なう。なおスパンドリオ氏は空港で 「イン

ドネシアが中共と事事同盟を結ぶことはないJと述べた。 〔毎日（朝） l. 21] 

1月21日

v国連脱退を正式通告一一インドネシアのパラノレ国連首席代表は， ウ・タント1.li.f

連事務総長を訪問，インドネシアが国連．を脱退する旨文書によりJF.，式に通告した。

この文書は「イン ドネシア政府は脱退決定のあたえる街：墜について知らないわけで

はないが，イ ンドネシアの．反植民地闘争と国連窓章の気高い原則が国連内の植民地

主義国によって破られたような現状ではこうする以外に方法がなかった」と指摘，

インドネシアの脱退が国連の精神と行為のi両面で国連を改組するきっかけとなるこ

とを希望するとのべている。

また，スカノレノ大統領は1960年の総会での演説ですでに国連改革の必要を説いた

と述べ，マニラ協定の三つの調印国中二つの国によって拒否されたマレーシアが3

63年9月間連内の新植民地主義者の策謀により加捜の表決も故意に回避されて国連

にはいって以来，インドネシアががまんを続けてきたこと，それがさらに安保理事

国に就任となっては，憲章違反であるばかりか安保理の目的をパカにしたものであ

ること，インドネシアはその選挙の合法性について挑戦することもできたのだが，

AA  （アジア ・アフリカ〉グループに協力するという大局的立場からこれをあえて

しなかったことを強調している。

また，国連はインドネシアの見地からすれば，時には強く注意を喚起されるとと
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が必要なので，インドネシアは国連を思うからこそ脱退するのだと説明している。

ウ・タント事務総長の引きとめの呼びかけに対しては，国連憲章にうたわれた国際

協力の原則については，インドネシアはいまでもこれを守ることを保障するが，た

だそれは国連の外にいてもできることだと説明している。また国連の付属機関であ

るユネスコ，ユニセフ， FAOを脱退するのも同じ理由からで，文書による通告は

別個になされるといっている。また，現実にはインドネシアはすでに国連を脱退し

ているが，技術的理由から公式に代表部を閉鎖するのは3月1日現在としたいと述

べている。

パラノレ代表は会談後，マレーシアが安保理を去る 1年後には国速に復帰するのか

とν、う記者団の質問には“ノ一日と答え「国連が改革されるまでは」と述べた。ま

た，脱退が西イリアンの諸協定の効果に影響するのかという質問にはわからないと

答えている。 〈読売〈タ） 1. 22〕

1月22日

Vスパンドリオ外相，記者会見一一ピルマを訪問中のスパンドリオ外相は記者会

見で，国連脱退問題，マレーシア問題などにつき次の様に諾った。

(1）訪問の主な目的の一つは，国内及び国際的諸問題について特に東南アジア

に於いて増大している緊張について両国間の意見を交換することであったっそし

て会談は有益であった。

(2) ピノレマは，インドネシアとマレーシアとの粉争については何もコメ ント し

てこなかった。

(3) スカルノ大統領がネ・ウィン首相と U Thi Han外相をイ ンドネシアに招

待するとのことを伝えた。ネ ・ウィン首相はこの招待を受諾した。

(4) インドネシア・マレーシア紛争に関してP インドネシアはいかなる領土的

野心も持っていなし、。イギリス帝国主義と新植民地主義に対して闘っているので

ある。インドネシアは紛争の平和的解決を望んで、おり，そして紛争を終結するた

めに東京とマニラの会談に参加したのである。

(5) 国連脱退について，インドネシアは，高速な国連憲章の原則に対しては同

意するが，安全保障理事会にマレーシア非常任理事国として新らしく選ばれたこ

とが明らかにしている様に，国連の植民地主義国の独占に対して抗議をしたもの

である。安全保障理事会にマレーシアがいる限り，インドネシアは国連には留ま

るととができない。従ってインドネシアの国連脱退は植民地主義国の今後の行動

に対し自制を促すことになろう。 ． 〔TheGuardian, 1. 23〕
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vソ連，インドネシアへ警告か一一 ロンドンの外交消息筋が諾ったところによる

と，ソ連はこのほどスカルノ大統領にたいし，マレーシア問題で西側を刺激して戦

争に追い込むことのないよう慎重な行動を望むとの強い警告を発した。

ソ連はイ．ンドネシアにたいし，兵器，戦車，飛行機，船舶，潜水艦隊など多量の

武器を供給しており，その総額は約10億ドノレと推定されている。

ソ連の警告は直接間接を問わず，この種の紛争に巻き込まれたくなし、という気持

ちを示すものだが，外交筋ではそれ以上に東南アジアで影響力を増しつつある中国

にたいする不安感がモスクワで高まっている事実に注目してし、るc

したがって， ソ連の警告は西側との協調を願つてのととではなく，インドネシア

と中国が軍事条約を結ぶとの報道に頭を病めての措置だろうと同筋は指摘してい

る。 〈読売〈朝〉〕

V 日本，対イ経済協力を検討一一一政府は，昨年末インドネシア政府から申し入れ

のあった総額8500万ドルに達する経済協力について，近く外務，通産，大蔵など関

係各省間で検討を始める意向である。

インドネシアの国連脱退とわが国の経済協力の関係について，政府内部に， ①あ

くまで別個の問題であり，経済協力はこれまでどおり進めるべきであるとする積極

論， ②インドネシアの脱退は国際的な影響が大きいので，アメリカ，イギリスなど

．の動きを見きわめたうえきめるべきだとの消極論が対立してし、る。このため外務，

通産，大蔵各省間の連絡会議を開いても，意見の調整はかなり手間どるものとみら

れる。

イン ドネシアがわが国に申し入れた経済協力の内訳は，火力発電所2基2000万ド

ノレ〈設置場所ジャカノレタ〉，紡績プラント1500万ドル〈！司スラパヤ〉，肥料工場2500

万ドノレ〈同ノどレンパン〉，小型船舶2500万ドノレの計8500万ドノレで，条件は3年据え

おきを含む13年の延べ払い，金利年5%を希望してきている。

関係各省の連絡会議では，国連脱退という緊迫した国際情勢下であえてこの経済

協力を実施するかどうか，実施するとすれば時期，条件をどうするかが焦点、となる。

また，インドネシアは現在，経済状態が慈し外貨準備が窮迫してν、るので，大蔵

省および通産省の一部では，こげづきのおそれがあるとして難色を示している。し

かし，佐藤首相はアジア外交を強力に推し進める方針なので，首相裁断に持ち込ま

れる公算が強い。

ところで，経済協力が実施されるとすれば，わが国としてはインドネシアの申し

入れに対し，延べ払ヤ時間は一応認めることのできる範囲だが，金利はこれまでに

ない低利なので5.5%から 6%程度までの線を出すことになるもようである。また，
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申し入れ品目を全部認めることには反対の空気が強く，申し入れの優先！般にしたが

って1件ないし2件を認めることになりそうだ。インドネシアの希望では，火力発

電所を第1順位にしている。 （読売（朝〉〕

v日本にタンカーなど大量注文一一三井物産，東洋棉花の両社はこのほどインド

ネシアの国営石油会社であるペルミナ公社から 3000～1万重量ト ン型タンカー11

隻，浮きドック 1基など総額2970万 ドノレ（106億9000万円〉の一括発注があったの

で，運輸，通産両省と延べ払い条件などについて折衝を始めた。これは造船業界と

はほぼ了解がついているといわれる。ペノレミナ公社からのタンカーの発注はさきに

木下産商がタンカー8隻を受注したのに続いて今回が2回目だが，発注の規模の点、

では前回（2300万ドノレ〉をかなり上回るものである。

インドネシアの国営石油会社にはベノレミナ公社，プノレタミン公社などがあるが，

いずれもタンカーをもっておらず，石油類の国内輸送はすべて米，英系の石油会社

からの用船にたよっている占このため同国の用船料支払い額は年間約1000方ド〉レに

のぼり p 外貨流出に悩んでいるとしう。そこで，ベノレミナ公社はシェノレへの用船料

を引き当てにタンカーを建造－することになり，第1回のタンカー8隻の発注に続い

て今凶l方重量トン型3隻， 5000重量トン型2隻， 3000重量トン型6隻，計11隻の

タンカーとパージライン ・システム〈はしけを列車のようにつないで押し船で押し

て運航する方式〉一式，ひき船2隻，浮きドック 1基，修理工場用機械類，純水化

装置各一式など総額2970万ドノレを発注してきたもの。 〔日経（朝〉〕

1月24日

Vス外相ら周首相と会談一一中共の周恩来首相， i策毅外相は，北京訪問中のスパ

ンドリ オ外相の一行と会談した。この会談には中共側カ＝ら羅瑞卿副首相兼人民解放

軍総参謀長らが同席した。 〔ANSー毎日〈朝） 1. 25〕

vス大統領，中共使節団に演説一一スカルノ大統領は，インドネシア訪問中の中

共使節団に「中共とインドネシアの関係は同じ目標に向かつて努力している戦友と

して，おそらく世界で最も緊密なものであろうJと言明した。

〔UPI－毎日（朝） 1. 25〕

v周首相，ス外相らに演説一一北京放送によれば，周恩来中共首相は同夜北京で

開かれたスパンドリオ外相を団長とする同国代表団の歓迎会で演説し，インドネシ

アのマレーシアに対抗する闘争を断固支持するとともに，国連改組の必要を強調，

現在の国連どは別に革命的な国連をつくってもよいと述べた。演説要旨次の通り。

1. 国連の犯した誤りはきわめて多い。国連はあまりにもアジアp アフリカ底
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家を失望させている。国連は必ず改組されるべきである。また，矧jに革命的な国

連をつくり，米帝国主義に操縦されこのため悪いことだけができ，よいことが行

なえないいわゆる国連と対抗劇を演じてよいのである。

1. スカノレノ大統領のインドネシアの国連脱退を決定した行動は人々の限界を

打ち破った。人々は，米帝国主義のあやつる国連が決して神聖不可侵のものなど

ではなく，国連には反対でき，国連は脱退できるものであることを知った。しか

も国連には加盟しなくてもよいのである。

インドネシアの国連脱退という革命的行動はアジア ・アフリカ人民の徹底的な

国連改組を要求する正義の闘争をきわめて大きく推進した。

1. 目下英国は奨兵を動かして偉大なインドネシア人民をおどかそうと企図し

ている。米国自身もきわめて少しの海，空，軍を派遣して南ベトナムを占領し，

ラオス解放区を燥撃し，ベトナム民主共和国を襲繋しているn 米帝国主義という

張り子のトラはキノミをむきツメを振りまわし自分では大したものだと考えてい

る。われわれは真に強大なのは行動しだした革命人民であり，革命人民の前で帯

国主義がどんなにでたらめをしても結局は必ず失敗するものと信じている。

1. 米，英帝国主義は必ずアジアからそのいっさいの軍事基地と武装力を引き

揚げるべきである。中共人民は東南アジア各国人民の帝国主義とたたかう震国，

正義の闘争をだんこ支持する。もし米，英帝国主義があえて戦争をインゾネシア

人民の上に押しつけるならば，中共人民は絶対に放置しておかないであろうc

（日経〈タ）1. 25〕

Vス外相，北京で演説一一中共訪問中の．スパンドリオ外相は，北京で開かれた周

首相主催の歓迎夕食会で演説，インドネシアの国連脱退問題について次のように述

べた。

1. インドネシアは反植民地， k帝の進歩的，革命勢力を強めるために国連を

脱退したもので，決して憤慨や衝動的な感情から出たものではなν、。

1. インドネシア人民は孤立していない。もし帝国主義に侵略されるならば，

進歩的人民，とくに中共人民が守ってくれるだろう。 〔日経（タ） 1. 25〕

1月25日

v中共総参謀長，マレーシア問題で演説一一北京放送によれば、3 中共の羅瑞卿副

首相兼解放軍総参謀長は，スパンドリオ外相に随行して訪問したインドネシア軍高

級将校の歓迎宴で演説し， 「インドネシア人民の闘争は決して孤立してはヤなャ。

もし英帝国主義が米帝国主義の支持のもとにあえてインドネシアに攻撃をかけるな

一（ 24）ー -128ー



イ γ ドネシア

らば， 6億5000方の中国人民は手をこまねいて傍観することは決してない。反帝闘

争においてわれわれは永遠にインドネシア人民のもっとも忠実な，もっとも頼りに

なる戦友であるJと述べた0 ． 〔毎日〈朝） l. 26〕

Vマレーシア問題で，日本外務省の見解一一ラーマン首相が来日して，マレーシ

ア紛争解決のため，日本政府に対し調停を求める意向であるとの報道について，外

務省はアジア ・フットボール連盟会長として訪日し，マレーシア紛争をめぐって佐

藤首相と話し合うことはあっても，その時期にラ｝マン ・スカノレノ（インドネシア

大統領〉会談の開催にこぎつけられるかどうかは，なお，疑問視する向きが多い。

外務省としてはラーマン首相が伝えられるような意向を固めているとすれば，マ

レーシア紛争問題の解決にも，ある程度の進展が期待できるとして，同紛争の平和

的解決を強く希望している立場上，それなりに歓迎している。しかし，マレーシア

は強力な英軍支援を背景に強気の態度を示しているので，譲歩してまでイ ンドネシ

アに接近することは考えていないという。

とくに北ボノレネオ地区におけるインドネシア ・ゲリラの撤退は“話し合い”に当

たっての絶対的な先決条件で、あり，その見通しがつかないかぎ、札大使級会談か首

脳会談の開催．には，応じないとの方針を’とっている。

これに対し，インドネシアは中共をはじめとした急進グループの支持を受けて高

姿勢を示し，ゲリラの撤退はその市子にかけても簡単には応じられないとしている

ので，第2回AA会議へのマレーシアの参加問題もからみ，首脳会談の開催までに

は，なお曲折をたどるというのが外務省内の一致した見方となっている。

外務省は佐藤首相の指示，米国の要請などをうけて3 マレーシア紛争の平和解決

には積極的な態度を示し，黄問外務事務次官が中心となって，モーランド駐日英大

使，ライシャワー駐日米大使，ハルソノ駐日インドネシア大使らと連絡をとりなが

ら，調停についての“青写真”をつくり，具体的な手を打とうとしている。

（毎日（朝〉〕

1月26日

V小笠， ス力jしノ会談一一小笠代議士（自民党〉は，スカノレノ大統領を訪れ，国

連脱退後のインドネシアの方針， AA会議長にたいするインドネシアの態度などにつ

いて意見を交換した。

小笠氏は引き続きレイメナ第2副首相と会い，中共とインドネシアの接近および

マレーシア問題についてインドネシアの立場を開いた。

小笠氏はこのあと記者会見で， 「スカルノ大統領はAA会議に非常な関心をもっ
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ている印象を受けた。国連脱退は既成事実となり，翻意するH年機は失った。大統領

は川烏副総裁の訪問は最－も親しい友人として歓迎すると語った。マレーシア解決あ

っせんは門戸をあけておく方針で，適当な時機に日本があっせんを試みることが必

要である。中共と友好関係を樹立する方針だが，これは円本とも共通の立場だJと

こたえた。 〔日経〈朝） 1. 27〕

v陳毅演説一一陳毅外相は，スパンドリオ外相歓迎集会で演説，その中で次のよ

うに述べた。

l. 中共人民はインドネシアの国連脱退というスカノレノ：大統領の決定を断固支

持する。もし米英帝国主義者があえてインド‘ネシア人民に戦争をしかけるなら

ば，中共人民は絶対に座視しない。

l. 過去数日間，スパンドリオ副首相は周恩来首相はじめ，中共の指導者と会

談した。われわれの会談はわれわれの会談はわれわれ両国の友好，団結，相互援

助という戦友関係を新たないっそう高ャ段階に導くことは断言できる。

〔日経（朝） 1. 27〕

1月27日

▼インドネシア，日本に措款要請――インドネシア政府は，日本政府に対し総額

l億3870万ドノレの新規借款を要請しているほか，賠イ賞協定による民間ベースの経済

協力4億ドノレの具体化を求めている。 〔毎日〈朝） 1. 29〕

T IMF脱退考慮か一一ダラム中央銀行相はスカノレノ大統領と会談後， スカノレノ大

統領はインドネシアがIMF（国際通貨基金〉から脱退するこどを真剣に考慮中であ

ると言明した。同相はさらに， IMF脱退の提案と国連の脱退とは何ら関係ないとの

べたが， IMFも「持てる国」のためのものとなっているから，再編成すべきである

と強調した。

IMFでインドネシア代表はガーナ，チュニジア，ラオス，アノレジエリア， リベリ

ア，モロツコの利益をも代表するものとして政事に選ばれてヤるο

〔読売（朝） L 28] 

l月28日

’中共・インドネシア共同声明一一スカルノ大統領の特使として中共を訪問した

スパンドリオ外相は，中共との共同声明を発表した。共同声明は， ①双方が国連の

全面的改組について意見一致し， ②第2問AACアジア ・アフリカ〉会談の開催と

成功のために他のAA諸国ともに活動する， ③両国は軍事部でも友好的な結びつき

を強化する，などの点を強調している。また，周恩来首相， ！凍毅外相はスカノレノ大
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統領の招きで4月ジャカノレタを訪問することになった。 〔付録3〕

〔毎日（朝） 1. 29〕

v中共， 1億ドJI.,の対イ借款供与一一アンタラ通信は北京からの報道として，イ

ンドネシアが中共から経済開発のため 1億ドノレのクレジットを供与されたと述べ

た。とれはインドネシア外務省スポークスマンが，中国訪問中のスパンドリオ外相

と周恩来中共首相との最終会談後発表した声明で明らかにされたもので，問スポー

クスマンはインドネシアに工場を建設するため1000万ドノレの現金を含む5000万ドノレ

の借款が供与されると諮った。

向通信によると，周・スマンドリオ会談では，造船および両国間の海運問題につ

いても討議されたが，軍事国ではインドネシアは援助あるいは軍事協定の締結は求

めず，両国の経験および訓練の交換という形での相互援助について合意した。

〔ロイタ一一毎日（朝） 1. 29〕

！中・イ共同声明で，外務省談一一アンタラ通信が北京来電．として伝えるところ

によれば，ノリレソノ外務省スポークスマンは， 「インドネシアと中国は“軍事上の

経験の交換”に同意した。しかし，両国は軍事同盟を結んだので、はない」とのベた。

また，同氏は，中国はインドネシアに経済開発のため1億ド、ノレの借款（うち1000

万ドノレは現金〉を与えると約束したとのべたが，アンタラ通信によると，経済援助

細目をきめるため来月北京から経済使節がジャカノレタを訪れるといわれる。

（注〉 A P電によると， 28日パンコクに到来iーしたスパンドリオ第1副首相は，中
国がインドネシアに5000方 F'／レの非軍事的計回iへの借殺を供与することになっ

たとのべている。 〔読売〈朝） 1. 29〕

1月29日

Vウ・タント総長，安保理代表招く一一ウ・タント国連事務総長は，インドネシ

アの国連脱退について協議するため，安保理事会の全理事国代表を招いた。問総長

のスポークスマンの発表によると，同総長は国連憲章に脱退規定がないので，安保

理事国および各グループの代表と非公式に協議をすることに決定したものである。

〔読売（朝） 1. 30〕

vス外相p タイ外相と会談一一北京訪問の帰途ノ〈ンコクに立ち寄ったスパンドリ

オ外相は3 タイのタナット外相とマレーシア問題，東南アジア情勢につレ、て会談し

た。30日夜ジャカノレタに帰る予定。 〔読売（朝） 1. 30〕

v小笠氏帰国談一一自民党から派遣されていた小笠氏は，ガノレーダ航空機で帰国

した。小笠氏はさる25日からジャカノレタに滞在，スカルノ大統領，レメナ第2話lj首
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相，ノ、イ／レノレ・サレー第3話！J首相らと国連脱退後の同国の態度，マレーシア紛争な

どにつヤて話し合った。小笠氏は， 30日，川島副総裁らに報告し，こんごのインド

ネシア問題につヤて協議する予定である。

小笠氏は空港で次のように諒った。

1. スカノレノ大統領らとの会談でインドネシアはあくまで自立してゆくという

考え方を外交政策の基礎としているとν、う印象をうけた。大統領らは国連から脱

退しても日本やアメリカ， ソ連などとの関係にはなにも変化はないはずだと強調

していた。

1. 第2回AA会議につヤては，最も重点をおいて考えてν、るようで「アルジ

エリアの国内事情で開会がおくれるかもしれないが，必ず開くJとスカノレノ大統

領らは強調していた。この会議の前にバンドンで第1回AA会議10周年式典を開

くそうで，アジアの問題はアジア人の手で、解決する，し守、かえればAA会議によ

ってアジアの繁栄と平和が維持で、きるとν、う考えが強し、ょうだ。

1. マレーシア紛争についてH木の仲介を求める発言はなかったが，日本はア

ジア外交重視の立場から自主的な判断でなんらかの手を打つべきだ。川島氏の訪

問には非常な期待をもっており，大し、に歓迎の意を表していた。川島ー氏がいつ，

いかなる任務でインドネシアを訪問するかにつν、て川島氏とよく打ち合わせた

ν、。

1. スカルノ大統領は非常に健康だ。国連脱退後iインドネシアの共産党の勢

力がのびているのは事実だが，大統領は軍と共産党とのパランスを十分確保し，

統制をとれるものとみていい。大統領は， 2片までジャカノレタに滞在し， 3月は

国内を視察し，そのあと国外に旅行するような話をしてし、たが，訪日の話はなか

った。なお，ジャカノレタ駐在の日本商社支店などの見方では，国連脱退後，同国

内の経済情勢が大きく変わったことはなく，インフレについてもそう深刻には考

えていなかった。 〔読売（朝） 1. 30〕

1月30日

vス外相近く来日一一政府筋にはいった連絡によると3 スパンドジオ外相は2月

4日以降日本を訪問，佐藤首相と会談し，インドネシアの国連脱退問題，マレーシ

ア問題などについてインドネシアの立場を説明，今後の日本とインドネシアの友好

関係について話し合う模様である。

スバンドリオ外相は，訪日に当たってスカノレノ大統領の親舎を佐藤首相に手渡す

が，この親書はインドネシアが国連を脱退した経験を説明するとともに，マレーシ
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ア問題に対する同大統領の見解を内容としたものとみられる。

政府の話では，2月4日以降に行なわれる佐藤・スパンドリオ会談では外交問題

が中心となり，①スパンドリオ外相が国連脱退に関するインドネシアの立場を説明

する，②マレーシア問題に対するインドネシア政府の見解を同外相が説明する，③

今後の日本とインドネシアの友好関係、の持続について具体策を検討する，などとな

る模様で， 日本とインドネシアに対する経済援助問題についてもふれることになろ

ヲ。

政府筋では，今回の佐藤・スパンドリオ会談により，直ちに日本政府がマレーシ

ア問題の調停に乗り出せるかどうかは疑問だと しており，こんどの会談では調停の

条件が整っているかどうかについて検討を行ないたいとしている。

〔毎日（タ〉〕
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付 録 I

「国連脱退宣言J支持声明の内容

1. スカノレノ大統領は7日， マレーシアがすでに国連安保・埋事会のメ ンバーになっ

たので，インドネシアは国連を脱退したことを宣言する旨のベた。イン ドネシアの国

連脱退は一つの正義の革命的行動であり， 巾国はスカノレノ大統領のこの果断な決定を

断固支持する。

1. マレーシアは英米帝国主義がグノレになって作り附した新植民地主義の産物で・あ

る。それは帝国主義が東南アジアの心臓部に寵いたひとふりの貧ljであり， インドネシ

アを脅かすとともに，東南アジア各国人民を脅かしている。英米帝国主義はマレーシ

アを作っただけでなくそれを安保理事会のメンバーにかつぎあげるに至ったが，これ

は人をばかにするのもはなはだしい。

1. 新しく独立したアジア・アフリカ国家が国連に希望を寄せることは完全に理解

できる。 しかし，ますます多くの事実は，国連がトi一日とアメリカをかしらとする帝

国主義および新旧植民地主義者の道具になりさがってし、ることを証明してν‘るc

1. 20年来関連の発肢はすでに一つの段階に達しており， 人々がその実際の行動に

ついて国連を再評価すべきH寺になっている。 6億5000万の中国人民を代表する中華人

民共和国はずっと国連の外に排斥されており，l億0400方の人民を代表するインドネ

シアは国連脱退を余議なくされたが， それでもこのし、わゆる世界的な機構に徹底的改

造を加える必要がないといえようか。

1. あるものは国連は非常に多くの欠点があり非常に不完全ではあっても， これは

世界各国が協力のできる唯一の機構であるからなんとかしてこれを強化すべきであ

り， 国連脱退は大体まちがっているとい。てヤる。このような議論は事実にもとって

ヤる。周知のように，アジアの多くの重大問題はすべて国連の外で解決されている。

このような議論は米帝国主義の思うつぼにはまるものである。

1. 20年来， 米帝国主義はますます国連を通じてその侵略政策と戦争政策を推し進

め，アメリカが操縦する国連が行なった悪事もますます多くなっている。 この．ため国

連に対するまちがった考えを除かねばならない。全世界のすべての独立と自由を愛す

る人民は国連に対し実際に即しない幻想、を決してし、だいてはならない。

1. 国連は絶対に神聖にして侵すことのできなし、ものではない。 国連がなくてもわ

れわれは依然としてうまく生きていかれる。中国，北朝鮮，北ベトナム，東独はみな

その例である。一つの国家あるいは民族に対していうならば，重要なととは自分で立
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ちあがり， しっかりと立つということである。

1. 6億5000万の中国人民はl億0400万のインドネシア人民の側に立ち，帝国主義

と新旧植民地主義に反対し，民族独立を支持し，世界平和を守るため，ともに努力し，

手をたずさえて前進する決心である。 〔読売 〈タ〉〕

付録 E

インドネシア口上書の内容

1. 1年前マレーシアは，チェコスロパキアの対立候補として， 英国から国連安保

理の非常任理事国に推薦されたが， その時はマレーシアが誕生．してわずか2ヵ月しか

経っておらず， マレーシアは国際安全の面では世界に対してなんら役割を果たしてし、

ない。 したがって安保理のメンバーになる最小限度の資格さえない。

1. マレーシアは， マニラ協定を無視してつくられたものであり， 東南アにおける

英国の新植民地主義を形づくるものだ。そのためインドネシアは，マレーシアの安保

理メンパーに反対し， このま張は国連でもかなりの支持を得た。

1. 1964年12月31日，スカルノ大統領は「もしマレーシアの安保理参加が認められ

るならば，インドネシアは国連から脱退するだろう」と声明した。

1. 国連は，函連のコンゴ活・動経費と， 憲章第四条問題をめぐる米ソ聞の論争のた

め，機能的な危機に陥っている。そうした総会の不正常な状態を利用して，ある｜重々

はマレーシアに安保理の席を巧みに与えることができた。

1. マレーシアが，安保理の席を占めたことによって， インドネシアは国連から脱

退した。

1. 1965年1月7日， スカノレノ大統領はインドネシアの脱退を確認した。

1. イギリス筋は，インドネシアの国連脱退の動機は，国際的義務からのがれてマ

レーシアに対して公然かつ全而的な戦争をはじめようとν、うことにあると， 執ような

うわさをふりまいた。

1. これらのうわさはまったく事実無根である。問題の解決をマニラ，パンコク，

東京で交渉しようとの意図を示したように， インドネシアはマレーシア問題の卓和的

角平決を信じているからだ。

1. イギリス筋が，たえず執ようなうわさを広めながら，インドネシア近辺で大規

模な軍事強化を行なっていることは， そのようなうわさによって，インドネシアに大

規模な攻撃をしかけよ うという英国の意図を煙幕でかくすためにほかならない， とい
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う結論に達せざるをえない。 そうした事態は，東南アおよび日木に対して，避けがた

い影響をおよぼすだろうし， 第3次世界大戦のはじまりを意味することにもなるかも

しれなし、。

l. インドネシアはこのような事態になることを望まなし、。 むしろインドネシアの

国連脱退が， 関係各国にマレ一シア問題の5f.

切なる願U、をゆり起こすことになつてほしν、。

1. インドネシアは， 国連が集団安全保障の維持と，社会機構のいかんを問わず国

際的協調の保持， 履行のために必要であるという考えを支持するものである。

1. イン ドネシアの関連脱退は， 国連を世界の支配的な現状と理想、にもとづく集団

安全保障． 国際協力の本当の機関にしなければならなヤという責任感から行なったこ

とである。 また国際社会の要求に応じて，国連を精神的にも，構造的にも，緊急に再

組織する必要性を国連加盟国に知らせるためでもあった。

1. インドネシアの国連脱退は？インドネシアの友邦， とくにAA諸国の友人と手

を切ることを意味しなし、。 むしろインドネシアは国連の外で植民地主義と新植民地主

義に対する共通の戦いに努力と精進を続けるだろう。

1. インドネシアの国連脱退は， インドネシアとインドネシアが認めた他の国々と

の間に， 現存する友好関係に影響を与えるものではない。

1. インドネシアは，インドネシアの国連脱退によって， 将来の日本・インドネシ

ア関係になんら影響がないことを保証する。 〔毎H （朝） 1. 21〕

付録 E

中国・インドネシア両国の共同声明の内容

1. j苛恩来総理と陳毅副総理兼外交部長は， スパンドリオ第1副首相兼外相と，当

面の国際情勢， とくに東南アジア地域の情勢および両国の友好協力関係をいっそう発

展させる問題について会談した。 この会談で，双方は討議した諸問題について一致し

た見解に達した。

1. 会談で双方は当耐の世界情勢を討議し，共通の認識を得たc 双方は次のことを

確認した。

1. 当面の世界情勢の発展は世界各国の革命的人民および進歩勢力に日増しに有利

とな り，帝国主義，新！日植民地主義に不利となっている。帝国主義に反対する新興勢

力の闘争はすで、に初歩的勝利を収めた。 とくにバンドン会議以来，アジア ・アフリカ
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では多くの国が独立した。だがこの闘争はまだまだ終わっていない。帝国主義はまだ

滅亡していない。帝国主義は決してその最終的失敗にあまんじるものではない。双方

はあらゆる進歩的， 革命的人民は団結・して助け合いながら共同闘争を進めるべきであ

ることを強調した。

1. 双方は新興勢力と腐敗勢力との平和共存， 帝国主義勢力と反帝国主義勢力との

平和共存は不可能であることを強調し， 全世界のあらゆる進歩的，革命的人民が一致

団結してたたかし、を強化する限札 帝国主義，新i口構民地主義を根絶する最後の勝利

を収めることができるとの確信を示した。

1. 中国政府および中国人民はスカルノ大統領の国連脱退決定を心から礼賛し， 断

固支持する。この決定は国連に対する盲信を強力に打破するとともに，世界人民の反

帝国主義，反植民地主義，革命運動を大いに鼓舞するであろ う。国連はアメリ カを先

頭とする帝国主義勢力にあやつられてν、くための悪事を働いている。 6億5000万人の

人民を代表する中華人民共和国が国連における合法的権利を饗われているのに， 英米

帝国主義に育てあげられたU、わゆるマレーシアが，不法にも安保理事会に押し込めら

れたのはその明確な例である。事実が表明するように国連は世界各国人民の反帝，反

梼民地主義の願望を反吠させることもできなければ，新興勢力と草命勢カが腐敗勢力

を上回ってν、るとし、う実際状況を反映させることもできなヤ。国連はあやまちを是正

して徹底的に改組しなければならない。

1. 双方は東南アジアの緊張した情勢を分析し，帝国主義のインドシナにおける侵

略戦争の拡大と英帝国主義のマレーシアへの哨兵が，新旧植民地主義のこの地域にお

けるたがいに呼応する侵略活動であることを確認した。

1. 中国人民は， もしも英米帝国主義がインドネシア人民の頭上に戦争を押しつけ

るならば，絶対に座視するわけにはゆかないむね，おごそかに宣言した。

J . 第2回アジア ・アフリカ会議の開催は非常に重大な意義をもつものである。こ

の会議はー庖高く帝国主義と新i日植民地主義に反対する旗じるしをかかげて，アジア・

アフ yカ諸国および人民の団結を強化するとともに， アジア ・アフリカ諸国の民族経

済の発展，および相互援助， 協力に大きな貢献をしなければならない。双方は帝国主

義とその追随者がこの会議を破壊しようと企図していることに注円してアジア ・アフ

リカ諸国とともにこの会議を開き， かつ首尾よく開〈ために共同の努カははらう決意

を示した。

1. 双方はそれぞれ国家建設の経験を考慮し， 自力更生が新しい独立国にとってき

わめて重要な政策であり， この政策が信頼するにたる実行可能なものであることを一

致して認めたc 双方は新興国に対する帝国主義のいわゆる援助が政治的条件および他
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国家の独立と主権をそこそうものであることをともに指摘した。

アジア ・アフリカ諸国の自力更生および平等互恵を基礎とした経済協力は， それぞ

れの民族経済を発展させる確実な保詑条件で、あり， 民族独立を守りl羽めるのに有益な

ものである。

1. 両閏間の友好協力関係を， より一層発展させるために双方はまた経済，貿易，

交通，軍事などの面について会談し， 両国間の技術協力を強化し，貿易を拡大し，航

運事業を発展させ， 軍事在日の友好的な往来を強化することに決定した。双方は経済技

術協力協定と借款協定に調印した。 さらに双方は貿易拡大問題で会談し円満な結果を

えた。双方はさらに経済，軍事などの代表団を交換することに決定した。

1. スバンドリオ外相は！剖恩来総理と陳毅高｜！総浬兼外交部長に対し，本年4月ジャ

カノレタで行なわれるパンドン会議10）剖作祝賀式典に参加するようにとのスカノレノ大統

領の招請を伝えた。間総理と｜凍毅高I］総理はこの招請を心より受け入れた。

〔読売〈朝） 1. 29〕
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一一 国家統制の破綻 一一

(1) 外貨取引の一部自由化。

年末には 1万～ 1万2000ノレピアにまで高騰したと報ぜられた閲ドル相場は， ここ 1

～2ヵ月において6000～7000ノレピアに持直して来ているといわれてし、る。 これは12月

中旬に1ドル7500；レピアであった生産奨励証書（SPP）一一輸出業者に対して輸出高

の20%の割合で自動的に与えられる外貨割当ーーが2月にいたって4250ノレピア程度に

持直していることからも首肯できることである。かかるノレピア相場の持直しは，年末

において多額の借款が中国から行われるという噂（3～4億ドル稜度〉が拡まった時

にも一時的にみられた現象であるが， 今度のノレピア相場の持直しは2月1日にはじま

る外貨取引の一部自由化に原因しているようである。昨年4月17日における輸出入，

物価統制に関する経済法令の改正によって， 政府はノレピアの為替平価の実質的切上げ

を行ない， これに伴って予測される輸出の停滞を防止するため，輸出業者に対しては

その輸出高の5%という従来の外貨割当に加えて， 20%の生産奨励証書の割当を規定

したω しかしマレーシア対決にもとづく輸出 ・生産活動の停滞，米国援助の停止等に

よって生じた外貨不足は， 国内におけるドノレ為替の投機活動を刺激して，今や何らか

の対策が講ぜられなければならない段階に来ていたと思われる。今度の外貨取引の一

部自由化は，極度のドノレ不足の現状からして厳しい外国為替管理が外貨の逃避， 投機

活動の激化を助長するのみでマイナス効果しかもちえないことを政府が自認したこと

を明らかにするものである。外貨取引法の改正点は，（1）政府の指定する為替銀行取引

業者ば外国に銀行勘定を設けることができる。（2）自由保有外貨の種類を拡大する。た

とえば輸出産品に関しては外貨取引用（BLLD）一－［日貿易外貨局（BDP）ーーがチ

ェック ・プライスを設け， 輸出価格がチェック ・プライスを超過した場合には，その

超過分を従来と異り外貨基金に引渡す必要はなく， 輸出業者がこれを自由に保有する

ことができることになった。その他外貨取引局に引渡す必要がなくなった外貨は， （a)

外貨取引局が規定する輸入価格以下で、輸入した場合にはその節約分の外貨。（b）外国に

対するサービスの提供による取得外貨の内， 1965年2月9日のBLLD規則第9号に規

定する，外貨基金に引渡す必要のない外貨。 （c）外国からの外貨による贈与（民間送金

その他〉。（d）銀行券を含めて外国あるいは閣内における保有外貨。（e）その返済が外貨基

金に負担をかけなν、現金借款（例えばP.S借款のごとく3 借款の返済を生産物で行う
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場合などはこれに該当すると思われる〉である。（3）指定業者および為替銀行に対して

特定外貨の取引が自由化される。以上の改正によって従来不当な間値をよびまた外｜羽

に逃避していた外貨がかなり自由に流通するようになったこ とは疑いない。

(2) 国営企業の払下げ

しかしインドネシアのインフレの主要原因が政府の赤字財政にあることは明らかで

あり，財政負担の軽減，歳入の増加の経済政策が基本的には不可欠の条件である。こ

の意味で， 関営企業の払下げ問題，税制の改記は注目すべきである。まず前者につい

てみると， 政府はほとんど全産業部門にわたって大小様々の国営企業を有してν、るが

その内プランテーショ ン，鉱山等少数の例外を除く他の多くは，政府の予算の浪費，経

営管理の不手際等と相まって政府の財政負担をぼう張させており，政府は軽工業を中

心とする企業の払下げを行うことを決意した。 そしてさらにはルピア資金不足 〈毎年

政府紙幣を瀧発する政府がノレピア資金不足に悩んでヤるのは皮肉な現象であるが，政

府が支出するノレピアはまたたく聞に商人達に吸い取られてしまう〉によって実行出来

ない外国借款によるプロジェクト建設・運営を民間の手にゆだねる結果となっている。

(3) 税法改正

昨年12月に法人税 ・所得税法が改正された。改fr＿の主眼点は，（1）税収の増加，（2）生産

の刺激，（3）徴税手段の簡素化，（4）インフレへの対応にあるとしてし、るが， 上記の問題

との関連で注目すべきは法人税の改正である。（1）税率。従来の法人税法によると、設

立5ヵ年未満で年間利潤が50万ノレピア以下の企業は40%, 設立5ヵ年以上の企業は40

～52.5%の法人税が課せられていたが，改正によってその年間利潤が250万ノレピア以下

の企業に対する税率は10%に切下げられ， 手！Jr間が5億Jレピア以上の企業に対しての

み従来の52.5%の税率が課せられることになった。（2）免税。（a）民族資本によって新設

された農業， エステート，漁業，牧畜，鉱泉，製造業は生産開始から 3ヵ年聞を最高

期限として免除措置をうける。生産分与方式（P.S）にもとづく事業は 5ヵ年を最高

期限として，生産物による外国借款の返済を行う期間について免税措置をうける。 こ

の改正による減税は法人税所得税について50%といわれており， 64年において640億／レ

ピアの法人税が半分に切下げられることは民間企業にとって喜ばしいニュースにちが

いない。しかし改正はこの生産奨励の側面とあわせて， インフレに対応する税率の設

定，あるいは減税によって被課税者が税金を払いやすくし，全体としては税額増収を見

込んでいることにも注意すべきである〈例へば63年における法人税の申告者は3880件

であるが，納税義務者の数は7000におよんでおり滞納，納税忌避が多いことを示して

いる〉。上記の3点は， 国家統制経済の破綻・民間経済活動の奨励という傾向をある態

度うかがわせてくれる。
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1965年2月1日

v中国の軍事援助は創作，ス外相一一一中共訪問を終え31日ジャカルタに帰着した

スパンドリオ外相は「インドネシアと中共との新しい“軍事協力”には武器，軍事

施設，軍事要員は含まれていなν、Jと述べ，さらに次のように語った。

1. 今回の北京会談では中共のインドネシアにたいする軍事援助の問題は全く

討議されなかった。インドネシアにたいする中共の軍事援助は西側の新聞の創作

にすぎない。

1. 中共は長い眠りからちょうどさめようとしている民人だ。東南アジアが安

全と平和を欲するなら，問地域のすべての国々にたいして中共と善隣政策で協力

するよう要請する。これはわれわれが共産主義を恐れるからではなく，これが適

当だからだ。

l. 外国でのインドネシアの威信は非常に高ヤ。外部および内部からインドネ

シア革命を崩壊させようとする試みは失敗に終わるだろうと確信する。

〔東京〈朝） 2. 2〕

V訪日なお検討中，ス外相一一ースバンドリオ外相は， スカノレノ大統領に対し， 1 

月の中国， ビノレマ，タイ訪問につレ、て報告したのち「私の日本訪問は日本政府の招

待によるものであるが，なお検討中である」と述べた。 〔朝日〈朝） 2. 2〕

v日・イで経済枢軸を，ス大統領一一スカルノ大統領は，河北新報のーカ副社長

との会見で「インドネシアの国連脱退は，米国を含む諸外国との関係に影響しなν、J

との持論を強調，さらに「日本との協力関係は国連脱退により強化されねばならぬ

と考える」と語った。

同大統領はまた「両国の経済は相互に補う関係にあるため，両国の経済協力は双

方の経済強化に役立つ。自分は日本とインドネシアは，アジアにおける経済枢軸に

なると思う」と述べた。 〔朝日（朝） 2. 2〕

2月2日

v米，インドネシアの核武装に疑問一一米政府当局者は，インドネシア陸軍軍需

局長ノリレトノ准将の「インドネシアは，現在初の原爆計画を推進しており， 10月の

3軍記念日には“意外な贈り物”をする」との声明に対し次のように反論した。

ヴ
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インドネシアには核兵器を製造するための能力はないし，それに必要な学術研

究など何もやっていないD （朝日〈タ） 2. :3] 

V国連事務総長，脱退問題でインドネシアに回答一ーワ ・タント国連事務総長は

インドネシアの国連脱退通告の正式文書に対レ慎重な検討を加えてきたが，＠国連

憲章に脱退規定はないが，カ日開国が脱退を望む場合これを認めるほかない。 ②しか

し憲章第2条第6項の規定に基・づき，インドネシアは脱退後も憲章の拘束を受ける

ーーとの国連本部としての態度を決定，近日中にこれを正式回答としてスカルノ大

統領にあてて送ることになった。 〔朝日（朝） 2. 4J 

' 10月に原爆計画で・発表か一一インドネシアのアンタラ通信が報ずるところによ

ると，陸軍兵器部長のノVレトノ准将は向通信に「インドネシアでは最初の原爆の開

発のために200人の科学者が働ヤており， 10月の“国防軍デー”に原爆計画に関し

て “驚くようなニュース”があるはずであるj と述べた。ハノレトノ准将はこれ以上

くわしい言明はしなかったが，昨年12月に 「インドネシアは1965年に最初の原爆を

爆発させるjと述べたのは問准将で、ある。

インドネシアにはバンドンに米国の援助でつくられた原子炉があり，またジャカ

ノレタ西南のセノレプノにソ連の援助で2番目の原子炉が建設中である。これらの炉は

いずれも原子力の平和利用のためのものといわれる。 〔東京（朝） 2. 3〕

’インドネシア訪問今はムリ，川島副総裁一一自民党の川島副総裁は記者会見で

次のように語った。

佐藤首相およびスカルノ大統領らからインドネシアを訪問するよう希望されて

いるが，国会がはじまったばかりでもあり，党の外交調査会の考え方も固まって

いないので，いま訪問するつもりはなU、。 〔読売（朝） 2. 3] 

2月3日

’大統領，米国に警告一一H.R.紙はスカルノ大統領の演説を次のように報じて

いる。

大統領はアメリカに対し我々が独自で生きていくことを放置し決して干渉、し

ではならないと要求し，ベトナムの現状は，アメリカの干渉の結果であると語っ

た。また大統領はかつてアメリカ人協会で， “私はアメリカに対し友好的である

が，アジア諸国におけるアメリカの干渉は好まない”と語ったことを明らかにし

た。

また大統領はアメリカに干渉を放棄し，アジアの問題をアジア人が解決するま

まにまかせよと要求し， “従って，ベトナムが共産主義国になることを希望する
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ならば彼らの思うままにまかせよ”と演説した。 〔H.R.2. SJ 

T Kohor Muzokor射殺さる一一1950年以来， スラウェシで反乱活動を続けて来た

Kahar Muzakarが射殺された。 〔E.N.〕

2月4日

V対ソ関係で大統領演説一ーソピエトとの国交成立15周年記念式典でスカノレノ大

統領は次のように演説した。

私にとってソビエトとの友好関係は 35年以上にもなる。 すなわち私がマルク

スP エンゲノレス，レーニンの教義を学び始めて以来，私はソビエト国民の闘争に

共鳴して来た。なぜならマルクス ・レーニン主義の指導こそ，・私にとって唯一の

感化力であったからだ。したがってこの友好関係は消滅することのない唯一の友

好関係である。 〔H.R.2. 6〕

2月5日

v周中国首相，4月10日に訪イ一一信頼すべき筋が明らかにしたところによると

周恩来中国首相と陳毅副首相兼外相は4月10日にインドネシアを訪問する見込み。

〔東京〈朝） 2. 6: 

，ス外相，国連憲章改正で声明一一スパンドリオ外相はつぎの声明を発表した。

1. 国連憲章改正についてのドゴーノレ仏大統領の示唆はそれ自体はりっぱなも

のである。しかしそれは革命の進行している現代世界の要求を満たすものとはい

えない。

1. したがって国連憲章を改正するためのν、かなる試みがなされるにせよ．そ

れはドゴール大統領の示唆したような5大国の旗のもとで独占的に行なわれるべ

きではない。それには新興国の役割りと経験がより重要であり，新興国を含める

ものでなければならない。 〔東京〈朝） 2. 6J 

v青年戦線，内閣改造を要求一一青年戦線南スマトラ支部はこのほど， Murba党

を禁止し， NASAKOM枢軸の内閣を組閣し， スカノレノ擁護組織（BPS）に加盟の

新聞雑誌を禁止し，同組織の加盟員をすべての国家機関から追放せよという声明を

発表した。 〔H.R.J

2月6日

V新興国会議の開催準備命令，ス大統領一一アンタラ通信はスカノレノ大統領が新

興国会議（CONEFO）をジャカノレタで開く準備をするよう命令，会議の場所として

ジャカノレタ郊外のアジア競技場を指定したと伝えた。
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向通信はCONFEO開催の日時については何も触れていない。〔朝日〈朝） 2. 7) 

V中共借款は5万ドルーージャカノレタの経済消息筋が明らかにしたところによる

と，最近北京で調印された中国・インドネシア借款協定の額は結局5000万ドノレで、

返済条件は8年据え置き， 10年の延べ払い，無利子というきわめて寛大なものであ

る。 〔東京（朝） 2. 8] 

, 8.1紙に発禁措置一一Achmadi情報相は暫定的に， Berita Indonesia, Berita 

Indonesia Sport & Film, Harian Indonesia Barnの三紙を発行禁止すると発表し

た。

同命令にもとづき， 9日陸軍は B.I紙の経営権を掌握し，今後同紙を Berita

Yudhaとし、う名前で発行することに決定した。 〔H.R.2. 9〕

’目立造船でイ国向けタンカー進水ー一一日立造船で建造中のインドネシアの国営

石油開発社向けタンカー「ウーチン号」が進水した。同船は昨年5月間国から受注

した4隻の第1船で， l万重量トン，全長135メートノレ， i揺19.4メートノレ，深さ9.15

メートノレ，最大速力12.8ノット，船価約7イ意円。6月15日に完成予定。

〔東京（朝） 2. 7〕

V西力リマンタンで衣食不足－E.N.紙との特別記者会見で西カ ！） マンタンの

ある高官は同地方の衣食不足をうったえ，次のような事実を指摘した。

例えば最近2ヵ月間に同地方に入った食糧は5000トンであるが，とれは 1ヵ月

に必要な追加量で、あって， 1万トンの貯蔵盆は必要で、ある。また月に800トン必

要な塩の貯えも底をついている。さらに月1000トン必要なセメントはこの2ヵ月

に437トンしか入って来ていない。この原閃は投機業者の活・動と輸送船の下足に

よるものである。 〔E.N.〕

2月7日

’中国と軍事条約一一＝ューヨーク・へラノレドトリビ、ューン紙が伝えるところに

よれば，スバンドリオ外相は昨年12月9日，インドネシア国連代表部で同国外交官

に対し「インドネシアはマレーシアに対抗するため中国と軍事条約を結び，マレー

シアを両国間で分割するととに同意したJと述べたといわれる。

同紙によると，同外相は本格的なマレーシア攻撃が本年末までに行なわれるかも

知れないことを強く示唆したという。 ． 〔朝日〈朝） 2. 8〕

2月9日

l Azohari・ス，tンドリオ会談一一一北カリマンタン統一国家首相 A.M. Azahariは
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ジャカノレタでスパンドリオ外相と 1時間にわたって会談した。会談後の記者会見で

Azahari首相は，会談は北カリマンタン闘争のみでなく，最近におけるアジアアフ

リカの主要な事件についても話合ったと諮った。 〔TheIndonesi'an Herald 2. 10〕

l PKI，アメリ力大統領に抗議文一一共産党中央委議長アイディットは，最近にお

けるアメリカの北ベトナム攻撃に抗議する抗議文をアメリカ大統領に送った。

〔H.R.2. 9〕

V国営企業の払下げ問題で砂糖農圏一般指導機関反対の意向一一砂糖国営農園一

般指導機関（BPU-PPNGu la）の中央経営管理委員会（DewanPerusahaan Pusat) 

の BambangMurtijoso委員は，国営企業の払下げ問題について記者会見で、次のよ

うに諮った。

国営企業が当面している全ての困難にも拘わらず，これが国営企業の民間払下

げの口実となってはならない。農闇株式会社（PTPerkebunan）の私企業化は後

退的な措置で、あり，経営あるいは理事者の構成を改善することこそが必要であり

革命の柱である労働者，農民をこれに参加させることが必要である。〔E.N.〕

2月 10日

vス外相，訪‘ノ；か一一スパンドリオ外相は11日ジャカノレタを出発，東京に向かう

が，未確認情報によると，問外相は14日に東京訪問を終えたあとモスクワを訪問す

るとみられる。 〔毎日〈朝） 2. 11〕

’国営ゴム農園，リアウ島の住民コoムの買付け強化一一”リアク島l興地方の輸出を

増加させるため， リアウ国営農園 TandjungPinang支部は住民ゴムの買付けを活

発化している。

同地方は現在毎月1000トン以上のゴムを生産しているが，上記の国営農園はこの

内500トンのゴムを寅付け直接友好国に輸出することを考えている。

また同国営農閣はほとんどリアワ全島に散在していた旧マレーシア系の農閣を管

理している。 〔E.N.〕

2月11日

vス外相ら，東京に出発一一スパンドリオ外相を団長とする訪日使節団一行15人

は， ジャカノレタを出発，空路東京へ向った。

スパンドジオ外相は出発に先立ち「東京では東南アジア，とくにマレーシア問題

を討議することになろう。インドネシアの立場には変りはなく，閣僚級，大使級を

関わず，いつでも前提条件なしに交渉にはいる用意があるjと諾った。〔朝日〈タ〉〕
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TH. R紙，Malik商椙を批難一－H.R.紙は社説の中で， J'v1alik商相がマレーシ

アのラーマン首相に接近しあるいは和解しようとしているという外国の報道をとり

あげ，かかる行為はトロッキスト分子がいかば凋落したかを示すものであると述べ

た。 〔H.R.〕

vス大統領，労働者集会で演説一一スカノレノ大統領は，ジャカノレタで開かれた国

連脱退支持の労働者集会で，概要次のように演説した。

1. インドネシアは英帝国主義の軍事的脅しを恐れない。我々は戦争をするた

めに国連を脱退したのではないが，攻撃されれば我々は粉砕する。インドネシア

は東南アジアで最大の軍隊を有しており，また2100万の義勇軍を有している。さ

らにもし必要となれば労働者，農民を武装化する。

1. ILOからの脱退を指令する。 〔H.R.2. 12〕

v国営商社の改組難行する一一国営商社の再編成にともない新国営商社の経営陣

は任命されたが，その後の再編成は仲々進まず，現在のところ新しい名称が採用さ

れたにとどまっている。当面している最とも困難な問題は，旧から新国営商社への

職員配置換えの問題であるoその結果再編が難行する一方，再編に着手した8月以

来旧国営商社の活動も停滞している。

例えば64年における各商社の活動を63年と比較すると次のとおりである。

1963年（1～8月〉 1964年（1～8月〉

Tri Bhakti 600.7 603.649 

Fadjar Bhakti 278.9 242.194 

Djaja Bhakti 333.6 133.737 

Aneka Bhakti 318.9 162.295 

Budi Bhakti 246.9 156.444 

Marga Bhakti 371.5 80.575 

Sedjati Bhakti 3.1 25.346 

2253.6 1404.241 

（単位： 100万ノレピア， FOB価格1ノレピア＝lus$) 〔E.N.〕

2月 12日

v佐藤・スパンドリオ会談一一佐藤首相とス外相との会談は，首相官邸で行なわ

れ，また川島氏との会談がこれに先立って行なわれた。

首相との会談には日本側から橋本官房長官，黄田外務次官，インドネシア側から

ノVレソノ駐日大使が同席した。
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なお，佐藤首相とス外相との会談後，橋本官房長官は会談の模様を次のように述

べた。

1. （マレーシア紛争について〉スパンドリオ外相は「インドネシアは平和的

解決を希望している。調停4ヵ国の決定に従うとの方針には変りはないJと述べ

たあと「佐藤首相はアジア外交に積極的であり，この紛争に対しても首相に期待

するところは大きい」とインドネシア側の態度を説明した。

これに対し首相は「マレーシア，インドネシア両国に親交のある日本としては

1日も早く両国間に平和的関係が確立することを望んで‘止まない。日本はできる

限りのことはしたいが，今は具体的なことはいえない」と述べ，続けて「アジア

の平和と繁栄を念願している自分としては，関係方面と十分連絡して，善処した

いと考えている」と伝えた。

1. ()11島自民党副総裁のインドネシア派遣について〉佐藤首相は 「日本とし

ては川島氏の派遣も考えてν、るが，いまの状態では意味がないのではないか，政

府としてはJI!島氏が行けるような状態をインドネシア側も作ってほしい」と要望

した。

1. マレーシア紛争の根本解決をいまはかることは困難であり，日本政府とし

ては，いま直ちに調停にはいるというところまでは考えていないが，そういう調

停ができる情勢をつくるようインドネシアをはじめ関係国が努力してほしいし，

またこれには日本政府もできる限り協力するというのが首相の考えだ。

1. またこの日の佐藤 ・スパンドリオ会談では両国の経済交流を積極的に進め

ることやアジア ・アフリカ会議の開催問題なども話合った。

また川島副総裁はス外相と会談のあと次のよう語った。

1. マレーシア紛争問題については，インドネシア側には日本が斡旋役になる

ことに異存のないことがはっきりした。

1. とくにこの場合3 インドネシアは条件をつけないということなので，前回

4ヵ国調停委員会が失敗する理由となったインドネシアの「ゲリラ撤退問題Jは

いまの段階ではむづかしい問題ではなくなったと思う。 〔朝日（朝） 2. 13J 

T Malik商相，マレーシアと和解工作一－BintangTimur紙が報ずるととろによ

ると，AdamMalik商相は， MohammadMustazaという駐日マレーシア大使の友

人を使って，クアラノレンプーノレに和平文書を屈け，個人的に和解工作を行なってい

る。 〔H.R.〕

V年金支払いに規制措置一一歳出，歳入，監査相Moh.Hassanは省令No.PKN 

円

ο
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1-2-7によって，年金支給中央局監督委員会を設置し，同局の組織，行政技術，監

督，人事等を指導監督するととを決定した。 〔E.N.2. 16〕

2月 13日

Vス外相，特別記者会見一ースパンドリオイ外相はp 秦朝日新聞外報部長と約50

分にわたり特別会見した。同外相はこの会見で①国連がインドネシアの主張する新

興国の意思を反映するような国際機関になることを期待する。しかしもし時間をか

けても改善されなければ，別の国際組織を考えることもありうるが，今は考えてい

ない。②インドネシアはマレーシアそのものに反対しているのではなく，それがマ

ニラ協定に違反して作られたことを非難しているのだ。③四国調停委に中国が加わ

らないことは明言できる。調停は現状維持で開始されるべきだ。 ＠インドネシアの

非同盟はくずれない。中国と軍事同盟を結ぶつもりはないし，武器も購入していな

い。 ③アジアの問題はアジア人同士で解決すべきで，それ以外の外国勢力が介入す

れば必ず事態は悪化する。そのいい例がインドシナだ，などの見解を明らかにした

〔朝日（朝） 2. 14〕

Vス外相，中国との友好関係を強調一一一スパンドリオ外相は，外務省に椎名外相

をたずね会談したの会談にはスイート外務次官，ノリレソノ駐日大使，黄田外務次官

らが同席した。

スパンドリオ外相はこの会談のなかでかさねてインドネシアはマレーシア紛争の

解決を望んでおり， 4ヵ国調停委員会の設置を歓迎するとのベた。また同外相は中

国との関係について「中国に勤勉な6億を越える民衆がおり，イデオロギーをぬき

にして将来隆々たる国になろう。インドネシアとしてはこのような中国とイデオロ

ギーを離れて友好関係をつくっていくべきだと考えるjと述べた。〔朝日〈タ〉 〕

V学生団体，米大使館に抗議文一一インドネシア学生団体連合（PPMI）は米大使

館に代表を送り，南ベトナムおよび東南アジアからの米軍撤退，北ベトナム攻撃の

即時中止を含む抗議文を手渡し，もしこの要求が無視された場合には，インドネシ

アの学生はさらに大きな行動を行う用意があることを伝えた。 〔H.R.〕

V肥料買付けで，日本と本格交渉一一一日本化学肥料業界はさきに肥料買し、付けの

ため訪日したブPディパクチ貿易公団のナビール・ノ、ラハップ氏と同国向け輸出商談

について本格交渉にはいる。

ナ氏はこれまでの段階で一年または半年延べ払いの条件を提示しているほか，商

談関係者に対し硫安8万トン，硫リン安5000トンを買い付ける意向とかわれる。

これに対し業界側は現在，韓国，中共など大口市場向けでさえすべて現金決済を
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原則に契約をとり決めていることから，インドネシア向けにだげ延べ払い条件を認

めることには問題があるとして強い難色を示しており，今後，間交渉は難航が予想、

される。 〔日経（朝〉 〕

2月14日

Vス外相，共同記者会見一一来日中のスパンドリオ外相は共同記者会見し，マレ

ーシア紛争，ベトナム問題，国連の改組，中国との関係などについてインドネシア

の考えを明らかにした。

との中で問外相は①インドネシアは？レーシア紛争解決の前提条件としてゲリラ

を撤退させることは考えていない。②国連改組に関するドゴール仏大統領の提案に

は原則的に賛成する。 ③ベトナム問題の解決はアジア人の手にまかせるべきである

などの見解を述べた。 〔朝日（タ〉 〕

’米国の破壊活動一一・ニューデリーの雑誌， mainstreamの報道によると，アメ

リカ映画協会（AMPAI）会長WilliamPalmerは CIAの局員であり，その任務は

若干の新聞社と協同してインドネシア陸軍の内部に分裂を起し，親米政権を樹立さ

せることでる。

2月 15日

ぐH.R.〕

v北スマトラの米国企業接収さる一一北スマトラの GOBSII, SOBSI, KBM, 

Sarbumusi, SKBI, RKS等の労働組合からなる共同活動委員会は， アメリカの侵

略に対するベトナム人民の闘争を支持して，北スマトラにおける若干の米国系企業

を接収した。

接収された企業は， ① DalokMerangir, Wingfoot Labuhan Batuにおける

Goodyear社所有の農園， ② Serbangan Asahan, Sungai Baleh, Kuala Piasa 

AsaharしGurachBatu Asahanにおける P.T. USRSP社所有の農園およびBunut

Asahanにおける同社の工場， Kisaranにおける事務所， ③KualaGunung, Huta-

padangにおける HawaianSumatra Plantation所有の農園， ④ Brastagiおよび

Prapatにおける Goodyear社および P.T. USRSP社の輸出事務所およびP.T. 

USRSP社所有のパンガローである。

接収に際して発表された声明によれば， 15日以降上記の諸企業はPNNTanipと

いう名称、で国営農園となる。

また16日共同活動委員会は北スマトラの五者会議（Pantjatungga l）に代表を送り

協議した結果，同会議は活動司令部の接収措置を承認し，この結果生じる諸問題は

F
O
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北スマトラ地方政府および五者会議が処現するととに決定した。また今度の措置に

ついては，ただちに巾央政府に報告し，政府の態度が決定するまで活動司令部と地

方政府は，接収企業の生産の維持，治安，職員の生命の保障，財産の管理等の保障

に当ることを決定した。

さらに同事件とは別に， 15HSBLG労働連合傘下の電力，ガス労働組合は，今後

米国および英国領事館に篭力，ガスを供給しないことを決定，また S.B.K.A.,S. B. 

Postel労連傘下の鉄道，郵便労組は附領事館に対し’電話のとりつぎ郵便送付の停止

を決定してし、る。 〔E.N.2. 18〕

H.R.紙によると接収農閣の前積は，6方4325ヘクターノレである。〔H.R. 2. 18〕

’ジャ力JL,タのデモ隊，USIS事務所を占拠一一ジャカルタで青年，学生からな

るデモ隊がアメリカの北ベ トナム攻撃を理由にUSISの建物を占拠した。一方国民

戦線本部では2万5000人の大衆集会が行われた。

｜司集会は決議文を採択して，（1）米国企業の全市接収，（2）国民戦線の決議にもとづ

く，労働者農民の武装化， （3）ベトナム人民の闘争を支持する大衆活動の組織化を政

府に要請した。 〔I-I.R.2. 16〕

Vメダン，スラパヤ2市でデモーーメダン汁i，スラノ叶ア市におし、てそれぞれ数千

人，数万人のデモ，大衆集会が行われ，アメリカの北ベトナム攻撃に抗議し，アメ

リカ資本の接収を政府に要求した。 〔H.R.2. 1s: 

2月 16日

vス外相，パキスタン訪問一一スパンドリオ外相はパキスタン政府首脳と両国間

の外交，通商関係討議のためジャカノレタからカラチに着いた。〔朝日（朝） 2. 18〕

2月 17日

Vパキスタン，力ンポジアも国連脱退か一一アンタラ通信は北京電として「北京

の外交筋によると，パキスタンとカンボジアはインドネシアの措置にならい，国連

を脱退する模様だJと報じ，さらに次のように伝えている。

ノミキスタン，カンボジア両国は現在の国連機構に不満を表明している。北京の

外交筋は，スパンドリオ外相のカンボジア，パキスタンを含む海外旅行からみ

て，カンボジア，メキスタン両国が結局，国連を脱退するものと推測している。

同外交筋では来月行われる予定のアユブ ・カーン ・パキスタン大統領の訪中もこ

の推測と結びつけている。 〔朝日〈朝） 2. 18〕

v日本，70億円の延払い輸出調印一一インドネシア公共事業・動力省はジャカノレ
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タの電気事業を抜本的に改善するため， タンジョン ・プリオクの火力発電所建設に

必要な電気機械設備を，日本から延払いで輸入する契約に調印した。

臼本側の主契約社は住友商事で，機械設備のメーカーは三菱重工などの3社。発

電機は7万5000キロワ ットニ基計15万キロワットで，同国全発電力の3分のlをま

かなうインドネシア最大の発篭所となる。建設のための機械設備類総額1970万ドル

（約70億円〉の返済条件は頭金10%, 3年すでえ置き， 7年均等払い，利率5%でp

ほぼインドネシア側の主張をのんだ形になった。

契約は日本政府の承認後はじめて発効するが，インドネシア側は3ヵ月後に着工

3年以内に完成を目ざしている。

今回の火力発電プラント輸出は，とれまで欧州、似ーカーの独占市場だ、ったインド

ネシアに，日本が国際入札〈昨年7月〉でシーメンスなど強力な競争相手を押えて

進出したこと，日本のこの種プラント輸出の規模としては最大級のものであること

が注目されている。 〔朝日〈朝） 2. 18〕

2月 l8日

’Medan市の USIS，青年団体に占拠一一アンタラ通信によると，メダン市の米
鴎文化情報局事務所は北スマトラの青年戦線に妓収され，北スマトラ五者会議に引

波された。 〔H.R.2. 22〕

’50BSI, 米企業接収で大統領に電報一一 インドネシア労働組合中央組織（SOB
SI)は15日における米国系企業の接収を全面的に支持する電報を大統領に送った。

〔E.N.〕

2月 19日

曹農園棺，米国企業接収措置に賛意一一現在ジャノレカグに滞在中の北スマトラ ・

アメリカ・ベノレギー帝国主義粉砕活動委員会の代表団長 Duanaはアンタラとの記

者会見で次のように諮った。

代表団は Sutomo労相と FransSeda農園相と会見し，北スマ トラでの米国企

．業の接収について報告した。労相は反米闘争の労働者の意識を理解し高く評価す

ると諮り，労働者の活動が接収のみに止まるととなく，生産を促進し，生産手段

をサボタージュから保護するよう希望した。FransSeda農閤相もまた労働者の

活動を高く評価し，中央政府がすみやかに決定をくだすよう努力するととを保障

してくれた。

2月20日

〔E.N.〕

司
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Vス外相，帰国一一スパンドリオ外相は日本，カンボジア， パキスタン三国歴訪

を終えてジャカノレタに帰着，記者団に「マレーシア紛争にっし、て私はすべての事実

を日本，パキスタン両国に説明した。紛争の調停に乗り出すかどうかは両国の決定

する問題だ」と語った。 〔東京（朝）2. 21〕

vアイディト，外資問題で日本大使と会談一一共産党中央委議長は斎藤日本大使

と同党中央委本部で会談したが，同大使は，（1）マレーシアに対する同党の態度，（2)

外国資本に対する問党の態度，（3）同党は真に国民の利益を代表する政党であるかど

うかの3点について，アイデ、イットに解答を求めた。これに対してアイディッれは

①マレーシア問題の解決は，北カリマンタン統一国家の承認を条件とすること。そ

うすれば，共産党は問題の平和的解決に反対しない， ②外国資本に関して共産党は

外国資本には反対しないが，外国資本の投資には強く反対する。我々が受入れるこ

とができるのは，プロダクション ・シェアリングにもとづく外国借款である。③に

ついてインドネシア共産党はインドネシア国家の目的と人民の利益を全ての点で優

先して考えている，同党は他のν、かなる共産党からも干渉をうけない独立独歩の党

であると語った。 [H.R. 2. 22; 

2月22日

, P. K. I., Saleh副首相を批難一一共産党機関紙ノサアン ・ラヤットは民族企業家

協議会（BAMUNAS）に関する Saleh第3副首相の演説に対し， rChairn!Saleh 

副首相の声明Jと題する社説の中で概略次のように批難した。

我々は去る土曜日（20日〉の Karyawan紙に掲載された Saleh第三副首相の

声明に非常に驚いている。報道によれば同副首相は， BAMUNASが経済君主お

よび官僚資本家の住家となっていると広言する共産党の批難や言葉を恐れてはな

らないと命令し， BAMUNASは腐敗してはいない，経済君主などとヤう言薬は

くそくらえと語った。

まず PKIはBAMUNASが経済君主，官僚資本家の巣窟となっていると批難

したととはかつてない。また経済君主という言葉も PKIから出たものではなく p

スパンドリオ副首相が言い始めた言葉であり，今では全国民的な支持を受けてい

る。

第三副首相はまた次のように語っている。 “経済宣言を実施する際には具体的

な実行が必要なのである。単に構想、だけを提・示のみであってはならなし、。私は構

想にあきあきしてし、る”もちろん実施するのが必要なことは当然だ‘が，その実施

は経済宣言の実施でなければならない。経済宣言が未だ達成されていないのに，
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例へばSaleh副首相のように“新しい政治経済”構想をだすものがいる時，この

ことはいっそう強調されなければならない。 〔H.R.J

2月24日

’ハJI,ソノ ・川島会談一一自民党の川島副総裁は，ノリレソノ駐日インドネシア大
使を招いて，マレーシア紛争に対する日本の調停問題などについて約1時間にわた

り懇談し，インドネシア側の態度をただした。会談では，まず川島副総裁が「日本

がマレーシア紛争の調停に積極的な姿勢を示しているのは，米国やウ ・タント国連

事務総長に依頼されたからではなく，東南アジアの平和と繁栄のためには早期解決

が必要であり，それには日本が調停役として適当であると自主的に考えたからであ

る。日本としては， 4月にラーマン ・マレーシア首相が来日するので，それまでに

一応の構想を固めておきたいJと述べつぎの点で，インドネシア側の考えをただし

た。

1. さきにインドネシアのスパンドリオ外相が来日した際，マレーシア紡争に

ついて佐藤首相に対し「日本があっせんすれば，インドネシアは4ヵ国調停委員

会の開催と，その調停に無条件に応ずるjといったが“無条件”とはどのような

ことか。

1. インドネシアはマレーシア紡争の平和解決を望んでいるというが，その真

意はどうか。

1. フィリピン，マレーシア，インドネシアの関係3ヵ国の平和維持について

スカルノ大統領の基本的な考え方を聞きたい。

とれに対して，ノリレソノ大使はつぎのように答えた。

1. 昨年のインドネシア，マレーシア3 フィリピン各国による東京会談では，

“ゲリラ撤退問題”で意見がまとまらず， 4ヵ国調停委員会は実現できなかった。

しかし，今回は4ヵ国調停委の開会と，その調停についてインドネシアは何の条

件もっけない。文字どおり“無条件”で従う。

1. インドネシアは，マレーシア紛争の平和解決を熱望しており，日本が再び

この問題についてインドネシアに特使を派遣することを期待する。

1. 私は， 25日にインドネシアに帰り，スカノレノ大統領に川島氏の意向をよく

伝える。

l. 4月25日から 3日間，ジャカルタとパンドンで第1回AA会議10周年式典

を開くことになっており， AA20ヵ国の元首または総理が出席することになって

いるので，日本からも佐．藤首相に出席してほしい。
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1. インドネシアは国際収支の改善と貿易振興をはかるため，近く国際貿易省、

を新設する予定だが，その出先機関として「中央センター」を東京に設ける予定

である。初代所長は私が兼任することとなろうが，よろしく協力を願いたい。

これに対して川島氏は「佐藤首相の出席は，国会開会中でもあり，困難だと思う

がよく相談したい」と答えた。

’米国企業接収，スパンドリオ副首相賛意一一北スマトラ ・アメリカ ・ベルギー

帝国主義紛砕活動司令部の代表と会談したスバンドリオ第1副首相は，去る15日に

おける同司令部の米国農闘の接収に対LP 謝意を表明すると共に，労働者の行為を

高く評価した。 〔H.R.〕

’21紙の新聞が発行停止－ Achmadi情報相は， スカノレノ主義擁護組織（BPS)

に関係のあった新聞21紙〈ジャカノレタで日産1｛，メダン市で10紙）を発行停止処分に

することを決定した。

停止処分を受けた新聞名は次のとうりである。

Merdaka, ¥tVa::-ta Berita, Karyawan, Gaγuda, Semesta, Berita Indonesia, 

Revolusioner, Indonesian Observer, Mingguan BI-Sport clan Film, Gelora 

Minggu, Suluh Minggu （以上ジャカノレタ〉

Jndonesia Baru, Bintang Indonesia, Tjerdas Baru, Mimhar Umum, Waspada, 

Duta Minggu, Suluh Massa, Mimbar Teruna, Genta Revolusi, Warta SOKSI, 

Resopim （以上メダン，lI)

2月25日

f}-I.R. 2. 25〕

V正式にユネスコ脱退一一国連教育科学文化機関（ユネスコ〉は，インドネシア

が問機関を正式に脱退したと発表した。 〔朝日（朝） 2. 26〕

2月26日

V米国，関係改善を希望一一米国務省のスポークスマンは，記者会見で「米国は

インドネシアとの関係の改善を望んでいる。イン ドネシアは最近閉鎖した米国の3

つの図書館を米国の手に返すべきだ」と諾った。

また同スポークスマンは，インドネシア政府が26l:I北スマトラのゴム園を接収し

たとの報道につヤて質問されたのに対し 「国務省はまだ正式の通知を受けていな

し、j と述べた。 〔朝日〈タ） 2. 27〕

A政府，米国系農圏の管理化決定一一Dwikora閣僚幹部会は，インドネシアにお

けるアメリカ農闘企業を，所有権を侵害することなく政府の管理化におくことを決
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定した。政令の全文は次のとおり。

1. インドネシア国民の革命の高揚，自力更生の原則を遂行しようとする国民

の望みと能力に留意し

2. 生産状態とその維持に留意し

3. アメリカ合衆国企業の所有権に留意し，下記の通り決定する。

I アメリカ合衆国企業をその所有権を縮少することなく，インドネシア共和

国政府の管理下におくことを決定する。

IT 管理を行なうに当って，インドネシア政府は企業の円滑的経営を全面的に

保障するご

皿 この任務を遂行するに当って，インドネシア政府は，同政府に全面的に責

任を負う経営審査委員会に補佐されるインドネシア民族からなる新経営陣を任命

する。

IV 企業の所有者は企業の生産および管理の円滑的運用のために，政府に対し

必要な援助を与える義務を有する。

V 企業の円滑的経営と生産の増強を監督するために，五者会議（Pantja

Tungg3l），労働者－，農民，専問家から構成される上級管理委員会をただちに設置

する。

VI インドネシア政府と企業所有者との間の関係：および責任は両者間の協定に

もとづいて決定される。

VII 本令に規定されない事項は今後の法令で、決定する。 〔E.N.2. 27〕

’スパン ドリオ副首相，メダン市で演説一一北スマトラ共産党地方支部会議の閉

会l:l, メダン市でi：万5000人の大衆集会がおこなわれ，スパンドリオ第1高1J首相，

悶民戦線事務総長 Sudibio，共産党中央委副議長 Njotoらが出席した。

スパンドリオ副首相の演説の概要は次の通り ：政府は北スマトラの労働者による

米国企業の接収を承認し，ここに政府が米国企業の接収を行なう。米国上院議員が

対イ援助の中止をう るさく要求し，米国政府は木当に援助を中止した。インドネシ

ア国民は今や憤激している。私は国民の代表者として国民の要求（米国企業の接収〉

を充す権利を有する。 〔H.R.2. 27〕

V輸出保有外貨の使用に期限設定一一政府筋の情報によると，政府は開発に必要

な諸物資の輸入を円滑化するため，民間輸出業者が保有する輸出保有外貨の有効期

限を短縮する規則の制定を考えている。同規則が制定されれば，輸出保有外貨によ

る物資の輸入期限は1965年4月30日までとなろう。もし期限内に輸入が行なわれな

ければ輸出保有外貨は政府の所有となるG 〔E.N.J

円
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2月27日

’政府，USISの活動停止も要求一一インドネシア政府は北スマトラにある全米凶

系ゴム会社の資産を接収したが，同日のアンタラ通信によれば、，同政府は向国駐在

の米文化情報局（UミIS）の活動停止をも要求している。 〔毎日〈朝） 2. 28〕

f PKI北スマトラ支部，国営石油企業から米人追放を要求一一一北スマトラ共産党

支部第5回会議第3日目の会議は， Pangkalan Berandanにおける国営石油会社

Perminaから米国人職員の追放を要求する電報を大統領に送った。 〔H.R.〕

2月28日

v国民党，Murba党の非合法化要請一一国民党西部ジャワ支部長E Dachjarは，

大統領に対し Murba党の非合法化措置をとるよう望んでいると語った。

CE.N. 3. 1〕
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1965年3月1日

vス大統領，カンボジアに出発一一スカノレノ大統領とスパンドリオ外相はカンボ

ジアに出発した。出発直前記者会見で，スパンドリオ外相は，大統領のカンボジア

訪問はシハヌーク・カンボジア元首の緊急な招待に答えるものであると諮った。

〔H.R.3. 2〕

3月2日

vカンボジア訪問のス大統領演説一一カンボジア訪問中のスカノレノ大統領はシハ

ヌーク元首の晩食会で，インドネシアとカンボジア国民は同じ闘争の朋友であり，

両国の革命は世界革命の一部で共に同一の基盤に立脚するものであると演説した。

〔R.R.3. 4J 

TN. Y. Times記者，中部ジャワ共産党書記と会見一一共産党中部ジャワ書記局は

2月27日の N.Y. Times記者と同地区の共産党書記長Rewangとの会見の内容を

次のように発表した。

政治状勢について， Rewangは現在人民はいたるところでマレーシア新植民地

計画を粉砕するために二大命令（Dwikora）の実施を強加しており，マレーシアに

兵員を増強しつつあるイギリス帝国主義分子と尭欣；し，またマレーシアを援助し

コンゴ，南北ベトナムに侵略を行っているアメリカ帝国主義を粉砕する決意をか

ためている。

また，共産党が総選挙以来継続して発展をとげているかという質問に対して

Rewangは， 共産党は発展しつづけているが共産党だけがそうなのではない。日

毎に凋落しているのは反manipol主義者あるいは偽manipol主義者のみである。

政党聞にはむろん競争があるが，競争の目標はmanipolであってインドネシア草

命の総合的計画をよりよく実現するための競争である。かかる競争においては，

manipol 政党のどれも傷つけられることはない。

NASAKOMを軸とする民族的統ーは，各地方の政党の一致した声明によって

強化されたボゴーノレ宣言以来次第に強化されている。中部ジャワにおいては全国

民的問題の外に，地方政府と政党，大衆団体の協カの基礎をなす国家計画あるい

は地方独自の利益に立脚した地方開発の問題がある。
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農地改革についてRewangは，記者の提起した印象に反論して，共産党は農地

‘改草の早期解決を希望しており p 改革を遅らしているのは他の政党であると語っ

た。またさらに共産党が改革の早期解決を望んでいるのは勿論であるが，他の

manipol 政党， manipol主義者も同様である。ボゴーノレ宣言もまた農地二法の実

施強化に対する政党の決意を表明しており，地主と反革命分子が改革を妨害して

いる。共産党は農地二法の実施のための闘争において農民・に助力するばかりでな

く，食糧生産の増加に助カし，労働者の経済困難を克服するための生産増強に助

力すると，以上のように諮った。 〔H.R.〕

, Tg. priok港暫定的に閉港一一2月25日から15日間外国船のTg.prick入港が禁

止された原因を AliSadikin海運相は次のように説明した。

同港を開港した目的は，輸入物資が他の諸港に陸上げされるようにするためで

ある。同法の現在の荷上げ能力は，従来の 1日3～4トンから8～10トンに増加

しているが，それでも外国から到着した船は荷上げがすむまで10日あまりも停泊

しなければならない状態である。

最近における海運は Tg.priok中心となっているけれども，物資によっては

Semarang, Surabaja, M北部町の各港に陸上げすべきものも多い。これらの各港

は荷上げ能力のそれぞれ20%,40%, 20%しか稼動していなヤ。 〔B.N.3. þÿ�30�
T Sriwidjaja肥料工場の生産設備拡張計画一一PalembangのSriwidjaja肥料工場「

の尿素肥料年間生産能力は10万トンであるが，東洋綿花からの2500万F＇；レの借款

によってこれを20万トンの設備能力に増加させるす1・商が進められているc

fB.N. 3. 3) 

3月3日

’ス大統領p ブノンベンて”演説一一スカノレノ大統領はプノンベンにおける6万人

の大衆集会で抄くのように演説した。

新興勢力が行ってヤる革命は，必ず成功し帝国主義勢力を打破することができ

る。アジア，アフリカ，ラテンアメリカ，本土会主義国およひ会資本主義国の進歩勢

力の国民の数は25億人にのぼっている。この25依が結束するとき帝国主義分子が

いかにして我々を服従させることができょうか。コンゴ， i有ベトナムその他の地

に起っているものはインドネシア，カンボジア，中国その他新興勢力が存在する

所にはすべて感知される。我々はたえまず前進しよう。我々はすでに共通のスロ

ーガンを有している。前進せよ，決して後退するなの 〔H.R.3. s: 
3月4日
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Vス大統領，イン ドシナ人民会議で・演説ー一一スカノレノ大統領はインドシナ人民会

議で45分間にわたって次のような演説を行なった。

インドシナ人民会議は非常に大きな歴史的意義をもつばかりでなく，アジアの

歴史において最っとも重要な意義をもっ出来事の一つである。この会議は，新植

民地主義国，アジア地域外の諸国，過去数十年にわたって世界で権威をふるった

諸国が現代世界の経験によって粉砕されたことを証明している。

大統領はこの他，常国主義，植民地主義の性格，破壊活動の戦術を暴露し，帝国

主義はいまだ死滅しておらず，かつての被支配国を再び支配しようと努力している

と言明した。 〔H.R.3. 6〕

vス大統領帰国一一カンボジア訪問を終えたスカノレノ大統領は，スパンドリオ外

相， JusufMuda Dalam，最高諮問会議議員A.M. Dassadの随員と共に帰国した。

[Ant. 3. 5〕

3月5日

V米国USIAの閉鎖決定一一アメリカ情報センターのRowan長官は，米国はイン

ドネシアにおけるすべてのUSIA図書館を閉鎖し全職員を直ちに帰国させると語っ

た。 〔Ant.l

V米国，対イ関係を再検討一一米国政府は最近の両国関係に影響を与えたいくつ

かの事件にともない，対イ関係を根本的に再検討中である。米政府は4日にはイン

ドネシアにおける米国情報センターの活動停止を決定している。

また国務省はインドネシアにおける米国ゴム企業の地位が不確定であることを認

め，同省の Rohert1'Icloskeyは， インドネシア政府の政令はイ国政府とアメリカ

入所有者との関係を双務協定で決定することを定めているが，ジャカfレタで討議さ

れる協定のrドでインドネシアが何を提案するかは，国務省も会社も知らないと誘っ

た。 〔Ant.3. 7〕

Vアイディ ット，BAMUNAS代表と会談一一BAMUNASの代表団が共産党中央

委事務局にアイディッ トを訪問し，BAMUNAS第1回中央会議の諸決定について

了承を求めた。代表団はこの中で， manipol主義企業家は国営企業およびプロジェ

クトを私企業化しようとする要求は持っていないこと，またもし国営プロジニクト

の私企業化に道をあけるような政令が存夜するとしても，これは政府が外国から輸

入し放置したままになっている機械・設備が存在するという事実から眺めなければ

ならないととなどを説明した。

これに対しアイディット中央委議長は，もし共産党が国営企業，プロジェクトの
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私企業化に関する政令を批判するとしても，この批判は私企業家一般に対するもの

ではなく，政府内の官僚資本家に対するものである，共産党は国家j経済部門の強化

のために闘争しているが，これは全民族私企業を死滅させるためではないことを理

解する必要があると詰った。 〔H.R.3. 9〕

3月68

Vス大統領，A.A.イスラム会議で演説一一Bandungで、開催されたアジア，アフリ

カ，イスラム会議開会式で，スカノレノ大統領は， AA諸国の全国民は共同の理想、を

達成し，帝国主義，植民地主義を粉砕するために戦闘的勢力を統合しなければなら

ないと語った。 〔H.R.3. 8] 

3月7日

, HMI, PWI大会にテロ行為一－Malangで開催されたインドネシア，ジャーナリ

スト協会（PWI)第19阿大会会場，，イスラム学生連盟（HMI)の指導する約100名

の学生団が投石や精子の投込みをおこない7名が重軽傷を負った。〔HR. 3. 9〕

3月夕日

, PWI本部， Molang事件で・大統領に電報一一ジャカノレタのジャーナリスト協会

中央理事会は， Malangにおけるテロ事件で大統領に電報を送仏大統領が反革命

分子によるテロ行為を中止させる構置をとるよう要請した。 〔H.R.〕

vラスク，対イ援助で発言一一ラスク米国務長官は上院外交委員会で，対イ援助

にふれ，同国向けの技術援助計画を目下再検討中である，アメリカはインドネシア

政府がとっているいくつかの政策や措置について同国政府と食い違いをみせている

現状では新年度に技術援助を供与する基燃があるかどうかは疑がわしヤと語った。

〔読売 （朝） 3. 10〕

v蘭大使，Njotoと会談一一オランダ大使 E.L. C. Schiffは Njoto国務相を訪問

し，インドネシアとの貿易，学術協力の拡大に関するオランダ政府の希望を伝えた

これに対し Njoto国務相は，もし両国が相互に主権の噂重，相互利益の原則に立て

ば，これらの可能性は開かれていると語った。 〔H.R.3. 9〕

’ス大統領， SARBUMUSI会議で演説一一ースカルノ大統領は Istoraにおける

SARBUMUSI会議開会式の演説でマレーシア問題にふれ，もしラーマンが条件を

持ちだすなら交渉には応じられない。マレーシア紛争の平和的解決の方法は，（1）ラ

ーマンがマニラ協定に立ち帰るか，（2)AA 4ヵ国調停委についてのマカパガル提案

を受諾するかのこ者があると諮った。 〔H.R.3. 10〕
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’ス外相，貿易の再編成を強調一一外国貿易管括権の商業省から外務省への移管

に伴ない商業省で行われた移管式で，スバンドリオ外相は，外国貿易はこの瞬間か

ら革命の手段，新植民地主義分子に対する対決の手段とならなければならないと演

説した。

この管括権の移管は， 2月10日の大統領令（keputusan）第40号にもとづいて行な

われ，たものである。 〔H.R.3. 10〕

' 1月の徴税高一一国税庁の発表によると， 1月の全インドネシアの徴税高は，

76億6275万2000ノレピアで，内訳は下記の通りである。 〔B.N.3. 10〕

売上高税 28億2057万9000ノレピア

所得税＋給与税 16億3603万6000

法人税 22億1723万8000

その他の税 • 346万8000

その他の歳入 2億7364万 II 

v西部ジャワに対する紡績糸の割当て一一民問機械紡綴伺種企業組織本部は，西

部ジャワに対する紡績糸の割当て量を次のように発表した。

1991こり西部ジャワに対する紡績糸割当て量〈中国産〉

TPA padangへの送付分 -) 98 " 

西部ジャワへの輸送ずみ分

西部ジャワへの未輸送分〈注〉

（設） 商部ジャワへの未輸送分の内訳

1893 11 

-) 18-37 II 

56 " 

Aneka Veemによって輸送手続中 17こり

Aneka Veemの倉庫に保管中 5 // 

Marga Bhakti 

Bucli Bhakti 

3月 10日

II 

II 

21ρ 

+) 13 " 〔E.N.〕

Vス大統領，テレビ会見一一読売テレピの東南アジア取材班〈班長，橋本文男 ・

読売テレビ報道部長〉はスカノレノ大統領と会見，席上大統領は「ラーマン・マレー

シア首相が5月に訪日するさい，車、も東京で同首相と会談する用意があるJとのベ

fこ。

大統領の発言要旨次のとおり。

］． マレーシア問題解決については，ラーマン首相とどこでも会見する用意が

ある。たとえばクアラノレンプーノレ，バンコク，東京， ジャカノレタなど，場所は選
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ばない。5月1日にラーマン首相が東京に行くときももちろん同地で会見する用

意がある。

1. 4ヵ国調停会議開催についてゲ、リラの撤退など軍事的条件には応じ「Jれな

い。しかし 4ヵ国会議が開かれたときはその決定に従う。

1. インドネシアが共産主義の影響下の国になることは絶対にない。

1. 一部で、いわれるアジアの中立国家連合をつくる意思はない。 しかし新興国

を含めた世界的組織はっくりたい。第2回アジア ・アフリカ会議にはぜひ日本の

首相の出席を希望する。 〔読売〈朝） 3. 11; 

’ス外相， KOTRAR会議後の記者会見一一スパンドリオ外相は革命機構再編司令

部（KOTRAR）会議終了後の記者会見で次のよ うに語った。

会議では，malang事件も含めて “スカノレノ主義擁護組織 （BPS）円の解散に関

する今後の措置を討議した。KOTRARは近い内にBPSに加盟した団体に対す

る措置を決めるのに必要な資料を集めるため向吋令部の代表を地方に送ることに

している。 〔H.R.3. 11〕

vアイディ ット，青年協議会で演説一一アイディット共産党中央委議議は，イン

ドネシア青年協議会（PPI)のTAVIP教課課程で次のような演説を行なった。

(1) 人民大衆は現状に満足せず，生活向上のための変革を欲しているο.PPIは

かかる革命状況に自己を適合させなければならない。

(1) HMIはMasjumi党の解散と同時に解散されているべきはずのものである。

(1) 一方的行動に反対するものは反革命である。なぜならば革命とはどれも一

方的行動だからである。我々は農地二法に反対する地主の反動的行動に対抗する

一方的行動を支持しなければならない。

(1) NASAKOMに同意しながら共産主義に反対するものは，疑普者である。

(1) アメリカのマレーシアに対する積極的援助に対して，よ り積極的な反米関

争で報いなければならない。

(1) モスクワにおけるAA諸国の学生の反米デモを支持する。〔H.R.3. 12〕

V紡績糸1万こり，Tjirebonから倉出し一一国営商社 AnekaNiaga所有の紡績

糸（香港 ・中国産） 1万1089こりが Tjirebon港の倉庫から倉出しされている。同

紡績糸は20番手糸3069こり， 30番手糸1182とり， 40番手糸988こり， 42番手糸5850

こりでBandung,Sukabumi, Purwakarta, Tjimahi, Bogar, Tjirebonの国営紡績会

社ATM に輸送されるものである。 〔E.N.;

T 1月の関税収入一一税関局長Suharnomoは1月における関税収入を131億5089
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万9027,39；レピアと発表した。

内訳通のとおり。

輸入税

Bea Stat. Masuk 

輸出税

特別課徴金（H.P.N)

SWI 

酒税

入港税（padjal王 masuk).

37億7583万9112.95ノレピア

2万485.55 II 

195万4677.60 II 

28億5456万6102.57 II 

1億1980万9830.40 II 

71万4962.- II 

22万8041.00 II 

Tjukai A也 Sulinganterm SWI 240万8043.69 グ

Tjukai biar term SWl 

9ノミコ税

砂糖税

輸入許可税

その他の収入

倉庫貸料

物資重量税

者修品附加税

3月 11目

1657万3744.ーが

53億6370万1846.48 グ

4507万6414.83 II 

l億936万3777.25 II 

4億3055万4765.28 II 

205 .50 II 

388. 20 II 

4億3011万584.19 II 

インドネ 、〆ア

〔E.N.J

，石油労組，米国系全石油企業の接収を要求一一マレーシアに対するアメリカの

武器援助に関連して， 中央石油労働者行動連盟は， 共同声明を発表し， 政府が

Stanvac, Caltex, Pan American等の全アメ 9カ系右油企業を接収するよう要求し

た。 〔H.R.〕

3月 12日

v世界博，インドネシア館閉鎖一一スカノレノ大統領は，ニューヨークの世界博覧

会のインドネシア館の閉鎖を指令した。今回の措置は，アメリカのマレーシアに対

する軍事援助決定に報復として行なわれた。 〔読売（朝） 3. 13〕

V金日成首相，訪イ予定一一北朝鮮の金日成（キム ・イノレソン）首相が4月初め

インドネシアを公式訪問し同月18日から開く第1回AACアジア ・アフリ カ〉会議

〈バンドン会議） 10周年記念式典に出席すると発表した。

〈注〉 問式典には中国の周恩来総潤とカンボジアのシアヌ｝ク元首の間席がすで

に発表されているのをはじめ， 60ヵ国から2000人の出席が見込まれている。
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〔読売〈朝） 3. 13〕

3月 13日

V共産党機関紙HarianRakjatはモスクワにおける国際共産党会議のコミュニケ

について下記のような社説を発表した。

現在において世界の人民の第1の敵が，ジョンソン政権に代表されるアメリカ

帝国主義であることは明白である。またアメリカとの和解理論あるいは実践が破

産したことも明白である。モスクワ会議は全世界の人民とアメリカ帝国主義との

衝突が尖鋭化した特別事態の中で行なわれた。しかし声明によって何が批判され

ただろうか？ 声明はアメリカ常国主義をアメリカ軍国主義分子に力点をおいて

批判した。 声明はジョンソン政権を具体的には批判しなかった。もしモスクワに

おける学生の反米デモに対する不幸な弾圧が起らなかったならば，とれは不注意

あるし、は不ゆきとどきとみることもできたであろうが。

芦明はさらに＂ 1957年と1960年における会合において決定された各党聞の関係

規範を忠実に実行する”と明言してし、る。この表明は非常に良いものである。し

かしこれは，過去において不当な扱ャを受けたアノレメニア労働党との関係正常化

および－宣言および声明における共同意見に従がって－“ユーゴスラヴィア共産

主義者同盟”との関係断絶とを意味するものでなければならない。“同盟”は1957

年， 1960年のモスクワ宣言および声明によって原則的に全面的に批判された現代

修正主義帝国主義の手先とし、う王知生における日和見主義の結集体である。

声明はまた会議参加者が非友好的で同朋党を侮蔑する公開論争を中止すること

に意見の一致をみたと表明している。これはもし論争が友好的で侮蔑的なもので

なν、ならば，会議が公開論争に同意することを意味してν、るのだろうか。もしそ

うであれば結構なことである。しかしもしいかなる公開論争も間意されないとす

れば，我々は不可能なことには同意できないことを表明したν、。なぜならば，労

働者の階級闘争内部にあるいは各国内部に日和見主義が存在する限り，論争は必

ず存在するものであり， イ可ものによっても阻止されることはできない。また声明

が論争の中止に同意しても，新聞，ラジオ，テレビ論争等々で実際にそれが証明

されない限り，まったく無意味である。

我々が上に述べたことは，声明に対する多くの意見の内ほんのわづかにすぎ、な

い。共産党，労働党の国際会議は，十分な準備と全員が出席するという保障なし

に行うことはできない。国際会議はまったく新しい基礎の上に立つものでなけれ

ばならず，多くの党が同意しない会議を開催してはならない。 〈抜粋〉 〔R.R.〕
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vス副首相，Baperki少週年記念式で演説一一スパンドリオ第1副首相は，Baperki

9周年記念式典で次のように演説した。

インドネシア革命において，中国系の子孫はけっして少数者ではない。すべて

のインドネシア人はその出身地を問わず，我々の革命において同一の国民性を形

成している。我々は我々の民族的統一を破壊しようとする反革命分子の活動に対

して，部族感情，諸宗教，土着のあるいは非土着の言葉で対抗しなければならな

い。 〔H.R.3. 15〕

，国営コム農園の生産商増加一一ゴムの国営農圏一般指導機関（BPU-PPN）は，

1964年の国営ゴム農園の生産実績について次のように発表した。

1964年の国営農閣のゴム生産高は10万1791トンで1963年に比べ12.6%の生産増

となった。農園面積は19万5693.08ヘクターノレでこの内ゴムを生産する農閤面積

は15方6871.39ヘク ターノレであった。また同年ーには9709ヘクターノレの橋換えを行

ったが， 1965年には1万3126ヘクタ｝ノレの植換えを計画している。

ゴムの市場については，政府対政府の契約による社会主義国向輸出が3方9838

トン，その他の国へ2万3613トン，国内の工業需要向販売が2万7507トンであっ

た。 〔E.N.〕

3月 16日

Vバンドン会議記念式典， 60カ国が参加予定一一第l回AA会議記念式典運営司

令部のLegowo書記長は， 4月19日に予定される同記念式典には60ヵ国が参加する

予定であると誇った。 〔1-1.R.〕

’メダン市でタ政党の共同決議一一一メダン市の9政党は次のような共同決議を行

った。

今こそ攻府は内閣，国民評議会， BAMUNAS, その他の国家機関に巣食う経

済君主どもを追放すべき時である。

現在のDwikara内閣を解敢し， Goto昭 Rojong内閣を組閣すべきである。

〔H.R.〕

3月 17日

v農園協議会の開催一一17日から22日まで農園省は3 全インドネシアにおける私

企業農園と地方自治体農園との協議会を開催する予定であるが，これに先立つて，

協議会運営委委員長は記者会で・次のように諮ったo

ジャワ，マドクラにおいてコンセッションにもとづく農閣の面積は63万1561へ
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クターノレ，外領における面積は128万267ヘクターノレにのぼりこれは全土地利用何

積の6.3%にあたる。このうち生産的に使用されてν、る土地面積は80万～100万ヘ

クターノレで，生産的に使用されてν、ない残余土地面積はジャワ ・マドクラで約25

万ヘクターノレ，外領で40万ヘクターノレである。政府の所有する農園数は467，私

企業農園が649，非米英系外国農園が43である。上記の80万～100万ヘクターノレの

農園面積は政府と私企業（外国農閣を含む〉にほぼ半分づっ所有されている。農

閣が年間に獲得する外貨は約80億ノレピアで国家保有外貨の25%を占め，農業部門

の外貨獲得高の40%を占める。悶営農悶に働く労働者は75万人，農圏全体では

150万人に達してし、る。 〔E.N.J

3月 18日

, Sungoi Gerongの Stonvoc接収一一SOBSI,Sarbumusi, Kesatuan Buruh 

Marhaenis等の支持をうけて， Sungai Gerongの石油労働者活動向盟（KABM)

は，同地の Stanvac石油会社を接収した。 「E.N.、

3月20日

V全外国石油企業接収一一スカノレノ大統領は全外国石油企業を政府の管理統制下

におくと発表した。この発表はChairuI Saleh第3副首相によって行なわれたが，

すでに19同には P.T. Stanvac Indonesia Pusat (Merdeka Selatan通り）， P. T. 

Caltex Pasifik Indonesia Pusat (Kebonsirih通り）， P. T. Stanvac Indonesia 

(Tandjung Priok）の各会社が，石油労働者活動司令部（KABM）に加盟の労働組合

によって接収されてU、る。 〔H.R.}

V外国石油企業経営陣，政府に召喚一一政府は Caltex,Stanvac, Shell三社の経

営陣を召喚し，政府のとうた石油政策に関する決定にっし、て意見を求めたc 外国石

油企業の政府による暫定的管理統制を定めたこの決定は，国民の自警と忍耐を促進

させるためのものでp 石油企業の所有権には影響をもつものではなし、。

政府はこの召喚に際して次のようなことを明らかにした。

石油労働者の要求による接収行動は，マレーシア粉砕という全国民的闘争の枠

内における政治的経済的社会的措置で、あるo この要求は現在の強化されたインド

ネシア革命の段階に適応し合致するものである。政府は外国石油企業経営陣が石

油の生産 ・流通 ・輸送の維持に関する協力理解を要請する。石油問題に関する政

府決定をうまく実行するととが将来の協力関係に影響する。また国民に対してほ

特にパンドン会議10周年記念式典を前にして，現在の緊張状態に油をそそぐよう
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な挑発行為に対する国民の自警心を維持するよう要請する。

〔；fndonesian Herald 3. 22〕

3月21B 

Vス外相，中国大使と会談ーースパンドリオ外相は YaoChung-ming中国外相

と会談しバンドン会議第10周年記念式典の諸問題について意見を交換した。会談後

の記者会見で問外相は，記念式典の招待状についても討議したと語った。

〔IndonesianHerald〕

3月 23日

V新聞8紙に発行停止と処分一ーさきに行われた新聞21紙の発行停止につづし、て

Achmadi情報相は省令第27号ーSK-M/1965！’こよって，さらに下記の8紙の発行停止

処分を発表した。

(1) Mingguan Film （ジャカノレク）， (2) Pembangunan, (3) ¥Vaspada Taruna （週

刊）， (4) Mingguan Film, (5) Siaran Minggu, (6) SjarめanMinggu （以上メダ

ン）， (7) Aman Makmur （パダン）， (8) Pos Minggu （中部ジャワ〉

〔E.N.3. 24〕

V政府の米買付け計画一一念イン ドネシア精米業者連盟（GAPSI)および農業生

運協同組合（Koperta）協議会運営委員会委員長A Soetrisno Soe<lomoは1965/1966

年の政府米貸付けを討議する同協議会の開会式で次のように語った。

1964年8月17日における米の輸入停止に関する大統領演説は1965年から効力を

持つであろう。今年から我々は，悶内の生産と籾の集高’jに頼らなければならなν、

の計画集荷量は種々の原因（特に政府の価

によつてP 達成されていない。 1964年における市場価格による食綜の買付けは，

賀付けが遅れたため達成されず， 120万ト ンの米の輸入が必要となった。 1965年

における食糧買付け計画は，米50万トン， トウモロコシ25万トン，タピオカ l万

トン，サゴ5000トンであるが，この計画が達成されるか否かは，必要な時期に買

付け資金が十分に用意されるかどうかにかかってし、る。今年は中央政府寅付けに

1500億ノレピア，地方政府買付けに500億ルピアが必要と者えらオしる。

〔B.N.3. 24] 

V 日本，原油輸入増加を検討ー一一インドネシア政府の米国系国際石油会社の管理

権接収の動きから阿国の日本向け原油の直按売り込みが注円されているが，三菱石

油は早ければ今月中にも東京で同問ペノレタミン公社とジュリー原油を年間約40万ト
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ン長期輸入する方針を悶めており，これが実現すればインドネシアからの原油直良

の第1号となる。同国からは年間500万トンを上回る誌を輸入しているが，北スマ

トラ石油開発協力の開発分の約40万ト ンを除けばrずれもカルテックスなど国際石

油会社を経で輸入している。最近になって三菱石油の動きのほか「ファーイースト

・オイル・トレーディング ・カンパニー」 〈代表小笠公開氏〉がわが国の石油精製

会社に対して原油を売り込もうとしているなどの動きもあり，今後，同国とわが閣

の原油の直接取り引きは活発になるとみられている。

三菱石油とペノレタミン公社との原油取り引きは， 三菱がジュリー原油の供給を米

カルテックスから断わられたあと， ペノレタミン側から寄せられたもので，ペノレタミ

ンはカルテックスの開発しているジュリー原油の2害tjを利権料として保有しており

これを三菱向けに販売しようというわけ。原油価格はカノレテックスの FOB（積み

出し港本船渡し〉価格よりやや割高となっている。

三菱がカノレテックスとの取り引き当時より割高でもなおインドネシア側からジュ

リ原油を買い付けようとしているのは，向原油がパラフィン系の重質原油でいおう

含有率が低く，分解原料油としてすぐれているためだが，同社のように米英系の提

携会社でインドネシアに油悶をもたないため，これまで同国の原油輸入がむずかし

かった石油精製会社にとってこれで輸入する道が聞かれたととになった。

インドネシアの産油盆は年間2600万トンあり，このうちペノレタミンなどの公社開

発分〈問250万トン〉を差し引いた国際石油会社開発分は2350万トンとみられてい

る。インドネシア政府が当面，日本向けに輸出できるのは国際石油会社開発分の2

割， 460万トン相当だが，実際にはここからさらに国内消費分などを差し引くので，

輸出可能最は270万～280万トンといわれている。

日本側としてはジュリー原油のように油質のすぐれているものについてはかなり

の関心を示しているが， ①価格がtill,の原油に比べ割高で、ある， ②原油生産が国際石

油会社の所管からインドネジア側に移された場合の供給不安一ーなどの問題点もあ

るので慎重な向もある。 〔日経（朝〉 ）

V外国貿易担当相にAchmodJusut一一外務／対外経済関係／外国貿易相 Subandrio

は，外国貿易担当相に AchmadJ usuf准将を任命した。 〔B.N.3. 26J 

3月24日

v日本，砂糖調査団を派遣予定一一三井物産，丸紅飯田，兼松商事の三街社は，

近くジャワに砂糖調査団を送り， 2億5000万ドノレにのぼる旧砂糖プラント復旧計画

を検討することになっている。間三社は昨年にも調査団を派遣し3 ジャワにおける
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54の砂糖フ。ラントの内ほとんどは40年以上の老朽施設であることを確認している。

この復旧計画は今のところオランダが4プラントを引受け， 日本は残りの50プラン

トを各500万ドルで引受けるととになっている。日本の計画では復旧を 4期に分け

第1期では5500万ドノレで12のプラント（三商社各4プラントづつの受持ち）を復旧

し，第2期には機械類〈動力設備，デ、イーゼノレ機関車，蒸発機〉を設置するο ただ

しインドネシアは機械類の支払いを生産分与方式（ProductionSharing）の形態で行

う。返済率は一部を東京の海外経済協力基金が決定する。また同基金は取引業者に

臨時金融を行う義務を有する。一案によれば生産分与方式にもとづく返済高は年間

2万トンを 3ヵ年で支払うことになっている。 〔IndonesianHerald, 3. 26〕

V日本から2憶 ドルの借款一一Harsono駐日大使はAntjalProjectのための発電

機， Sriwidjaja肥料工場（Palembang）の拡張施設，鉄道車両，船舶等の購入脅2億

ドノレを日本から借款ずることが取決められたと言明した。また同大使は日・イ経済

関係にふれて次のように諮った。

1964年（1月～11月）の対日貿易は2214万7000ドノレの出超（63年は378万 ドノレ

の出超， 62年は2417万6000ドルの入超〉となった。品目別にみるとたとえば，生

産分与方式にもとづくニッケル輸出は極めて満足すべきものであり，木材と原油

輸出は両国貿易に多大の貢献をなした。また天然ゴムの輸出は1964年1月～11月

で3万1688トンに達し日本のゴム輸入の25.7%を占めた。 〔IndonesianHerald〕

，ァイディッ ト，鉱工業会議で演説一一アイデ、イット共産党中央委議長は鉱工業

省管括下の国営企業理事会で概要次のように演説した。

1. 我々は国営企業の多くが利益を上げず，中には国家に損失を与えるものも

あることを知っている。しかしだからといって，国営企業組織を疑がうことは社

会主義を疑がうことである。最近における国営企業の私企業化あるいは国営企業

の軽視は，社会主義を破壊するものである。国営企業あるいは国家経済部門にお

ける官僚主義には，奨励金による競争の原理を導入することによってのみ対抗す

ることができる。

1. 8ヵ年計画におけるAプロジェクトの資金をBプロジェクトから獲得する

という資金調達方法は好ましくない。 Bプロジェクトの実施は外国との協力を得

てはじめて可能であり，もし外国が協力を望まない場合にはBプロジェクトはも

とよりAプロジェクトも崩壊してしまう。またかかる資金調達の方法は自力更生

の原則に違反するものである。 〔H.R.3. 27〕

3月25日
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T Good Yeor社接収一一ChairulSaleh第3副首相は， 20日に労働組合が接収し

たGoodYearタイヤ工場（Bogor）を政府の管理統制下におくと発表した。

〔H.R.〕

Vス大統領， Marhaenist幹部に演説一一国民党の Marhaenist幹部教化課程でス

カルノ大統領は次のように演説した。

来月開催されるパンドン会議第10周年記念式典における新興勢力指導者の会合

は，！日勢力に対する闘争において新興勢力の団結を強化するためのものである。

植民地主義・帝国主義国家は孤す，して存在しているのではない。かれらは世界に

またがる一つなぎの鎖りを形成しており，それぞれが長い鎖りの一節である。

－〔IndonesianHerald, 3. 26_:: 

3月26B 

T Saleh副首相，石油問題で発言一一ChairulSaleh m 3副首相は，外国石油企業
暫定管理委員会の任命式で次のように諮った。

これらの石油企業の所有権の問題は問題の要点で、はなく，問題は生産の円滑的

維持の重要性とヤう観j江からみなければならなヤ。

委員会の指針は，（1）革命への合致，（2）国｜坊への合致， （3）マレーシア粉砕闘争へ

の合致＇ (4）国民の福祉への合致でなければならない。

外国石itll会社の経営陣にっし、ては，政府はかれらの助力，理解，協力を得て，

外国石油企業との今後の協力関係がいかなる形態をとるかを決定する。

委員会の構成は次のとおり。

(1) Caltex：・委員長 Sul>otjo(Pertamin）－現在海外旅行中につき， Trisula 

(Pertamin）が代行する。 －副委員長 Harsono(I主！符石油ガス会社社長一DMGB)

・委員Tahya(Caltex), D. J uzar (Caltex), Mufti Djafar (Marhaenist労働組合〉

(2) Stanvac : O委員長 （Permina),0副委員長 SjurifA. Lubis (DMGB), 

O委員 S. Sumiradiredjo (Stanvac), J. . Sumitramihardja (Stanvac), Slamet 

'Widjaja (Perbun Sobsi), AD Siregar (Serbumusi) 

(3) Shell: 0委員長 St.Assin (Pennigan), O副委員長 SBPulungan (DM 

GB), 0委員 F.Werbata (Shelり， SinggihSudarso (Shelり， B.Alwi (SBMSI) 

〔IndonesianHerald, 3. 26〕

曹中国経済使節団， Suha巾と会談一一訪イ中の中国経済使節団は，国家開発計

画相Suhartoと会談した。会談ではインドネシアの開発プロジェクト，両国の経済

開発に関する情報の交換に関する討議が行われた。 [Indonesian Herald〕
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3月27日

’ス副首相，私企業に関して言明ー一一スバンドリオ第1副首相は，もし国営企業

の経営が失敗すれば3 経営を私企業家の手にゆだねることを政府はちゅうちよしな

いと語った。

この言明はジャカノレタとその周辺の軽工業視察の際に行われたものである。

〔IndonesianHerald〕

, Saleh副首相，石油問題で言明一一ChairulSaleh第3副首相は Antata通信と

の記者会見で，東京において行われたインドネシアと外国石油企業との契約はいぜ

ん有効であると語った。しかしつづいて今後の両者関係の発展はインドネシア国民

の革命が頂点に達っしている現状に合わせなければならないとつけ加えた。また同

副首相は外国経営陣に対しかれらの協力と助カしだいで政府はかれらがインドネシ

アにおいて事業活動を行なうに適しているかどうかを決定すると語ったと伝えられ

ている。 〔IndonesianHerald〕

3月29日

, JII島・ハルソノ会談一一自民党の川島副総裁は，インドネシア大使館でソリレソ

ノ駐日大使と第1回AA会議10周年記念式典，マレーシア紛争問題などについて意

見を交換した。

} II島氏としては，この会談でインドネシア紛争問題に対する態度を確かめた上で

同氏のAA会議記念式典への出席問題に結論を出す考えだったが， 30日にさらに佐

藤首相，三木幹事長らと協議しp 最－終的態度を決めることになった。

ノリレソノ大使との会談には，来日中のウイシタ国務相（AA会議記念式典担当〉

も同席，同式典のスケジューノレを説明するとともに，佐藤首相が1日だけでも式典

に出席してほしいと要請した。

川島氏は「国会の関係上むずかしいが，一応伝えてみる」と答えた。しかし，国

会審議の関係で，首相の出席はほとんど不可能なので，結局，川島氏が首相特使と

して出席することになろう。

マレーシア紛争問題については，ノリレソノ大使は「スカノレノ大統領はとの問題の

平和的解決に熱意をもっており，関係4ヵ国会議が開かれるととを強く希望するJ

という態度を伝えた。しかし川島氏が期待したインドネシア，フィリヒ。ン，マレー

シア三国間の恒久的平和体制についてのスカノレノ構想およびタイの仲介工作の経緯

などについてふれなかった。

川島氏は
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1. 5月初旬にマレーシアのラーマン首相が来日するので，この問題につU、て

十分話し合う。

2. 必要ならその前にマレーシアに特使を派遣することがあるかもしれない。

とのベた。 〔読売（朝） 3. 30〕

3月30日

'AA会談記念式典に川島氏派遣一一佐藤首相は政府， 自民党首脳会談で，同党

の川島副総裁を4月，インドネシアで行われる第1回アジア・アフリカ会議〈バン

ドン会議） 10周年記念式典に首相代理特派大使として派遣することをきめた。

川島氏には大野前駐英大使および福田篤泰，山口喜久一郎，池田正之輔，秋田大

助氏ら 4代議土と参院議員一人，外務省から後宮アジア局長らが同行，一行は4月

14日に出発，約1週間インドネシアに滞在する。

なお川島氏は帰途ノ〈ンコクに立寄り， ヤレ｝シア紛争解決についてタイ国首脳の

協力を求める予定である。 〔朝日（タ〉 〕

V中・イ経済協力協定調印一一一中国との聞に経済協力協定が調印され，この中で

基礎鉱工業省，国民工業省，海運省，漁業省に属する諸プロジェクトに関して合意

をみた。

また MadiunおよびMakasarの紡績工場建設にに関する協定が調印された。同

協定は1961年に3000方ドルの借款で建設されたPadangとBandjaran(Bandung）の

紡績工場につづくものである。 〔H.R.3. :n・J 

3月31日

V来年から輸入国営化一一スカノレノ大統領は，協同組合全国協議会代表との会合

で来年からはすべての輸入業務は政府が行ない，民間企業は政府が直接指導する生

産輸出業者となると言明した。 〔H.R.〕
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付録 I

Ekonomi Nasional社説 （3月25日〉

V銀行法の一部改正一一民間銀行の監督に関する政令第1号／1955は，政令第19号／

1964年によって下記の通り政正された。同政令は1964年5月2日現在をもって発効す
る。

第1条

信用業務に対する規制に関する政令第1号／1955年は，本令の諸規定にていしょ

くする部分が改正される。

第2条

(1) 本令の発効後，一般銀行の設立は，当該銀行が2500万ルピア以上の資本を有

しかっ政令第1号およびあるいは本令の規定する一般的条件を充足する場合にのみ

許可される。

(2) 現在までに与えられた一般銀行業務を行う永続許可は，本令の発効後暫定許

可として規定される。

(3) 本条の第（2）項に該当する銀行は，本条第（1）項の規定にしたがうべく，本令の

発効時から 1年以内に支払い資本金を増資しなければならない。但し，民間銀行担

当相が別途規定する場合を除く。銀行業務を行うための永続許可は，当該銀行が上

記の規定を充足した後に与えられる。

第3条

(1）第2条に該当する一般銀行の設立は，インドネシア人あるいはインドネシア

の法規にもとづいて設立された法人およびその株式がインドネシア人に所有される

場合にのみ許可される。

(2）本条の第（2）項に該当する銀行が発効する株券は記名株のみとする。

(3) 本条の第（1), (2）項の規定を未だ充足しない一般銀行は，本令の発効後6ヵ月

以内に同規定を充足させる義務がある。

(4）株式の移転はインドネシア銀行の承認を得て行わなければならない。

第4条

インドネシアの現行法規にもとづいて設立されても，株券の所有に関して第3条

第（1）項を充足していない銀行は，第3条第（3）項に従がって上記の諸条件を充足しな

いかぎり，外国銀行と規定される。当該銀行に対しては，外国銀行に関する諸規定
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が適用される。

第5条

民間銀行担当相は，本令の諸規定の実施および政府政策の実施において一般銀行

の資本管理および、民間銀行の監督に必要なすべての措置を実施する権限を有するc

第 6条

もし民間銀行の監督のために必要と認められる場合には，民間銀行担当相は民間

貯蓄銀行の設立にとって必要と考えられる諸条件および諸規定を決定することがで

きる。

第7条

本令は裁可の日をもって発効する。 〔E.NJ

付録 E

Indonesian Herald社説（3月25日〉

ジョンソン大統領の特使

アメリカの老練外交官であるバンカ一大使がスカルノ大統領に対するジョンソン大

領特使としてインドネシアに到着しよ うとしている。以前のうわさと異ってハンカ

に使は特使としての任務をもっており， 退任するはづのジョーンズ大使の後任では

。すでに大使を派遣している政府の長官に対する特別使節として大統領特使を派

遣するととは近代外交の通例になっている。パンカー特使の場合，かれのインドネシ

アにおける任務は， いわばジョーンズ大使の頭越しにジョンソン大統領の見解をスカ

ルノ大統領に伝えることであろう。 しかしとのととはインドネシアにおけるジョーン

ズ大使の行為に対するジョンソン大統領の不興の表明と解釈することはできない。

ジョーンズ大使自身， インドネシアへのパンカ一派遣を心から勧迎すると語ったと

伝えられている。またさらにジョ｝ンズ大使は米・イ関係の検討において大統領特使

に加担するであろう。パンカー大使の派遣が有意義であると諮ることはそれが控え目

な表現であってありふれた表現である。インドネシアと米国との関係は両国が外交関

係に入って以来最悪の事態である。我々はパンカ一大使の派遣をジャカノレタ・ワシト

ン間の関係を大所高所から見ようとする努力と解釈することができる。 ν、かなる国か

らの外交官でもたびたび派遣された国の事情や考え方に深込りしすぎることがある。

当該国の状態に対するかれらのなれすぎは，時に留保をもって評価されねばならな
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ν、。

しかしパンカー氏のような大統領特使はかかる批難のまととなるはずはない。彼は

かつてわずかの間もインドネシアの事柄に深いかかわりをもったことはない。それど

ころか彼はインドネシア人にとっては見知らぬ人以上に離れた存在であるo 彼はイン

ドネシアとオランダとの聞の長い困難な紛争の国連調停員として働いたことがある。

パンカー大使の助力で両国は平和的解決を達成した。我々が知るように3 ジョンソン

大統領は悪化する状況に関する知識を拡げる一方， インドネシアとアメリカとの関係

の現状についてさらに追加資料を獲得することを望んでいる。両国の当面する諸状況

をかんがみると， 我々はこれがアメリカとインドネシアに現在の難局からの突破口を

与・える最後の機会であるかもしれないということができる。

今度の特使派遣を機会に， 我々はインドネシアがアメリカそのものに反対しあるい

は敵対しているのではないということを強調して指摘したい。我々は真の独立と国家

の尊厳のために闘っているインドネシアおよび他の諸国に対するアメリカの政策の諸

表明に反対しているのであるo アメリカが新興国の範ちゅう内のあるいは外のアジア

ア・フYカ諸国に対して行っていることは， それ自体ジャカノレタとワシントンとの両

国関係にはねかえることはさけられない。事実我々の見解の相違は我々が考えるよう

に新しい世界に関する相互の理解に集中している。アメリカはアメリカの世紀という

イメージの中で新しい世界を求めようとしているように我々には思われる。インドネ

シアはすべての国々および国民が政治的，経済的，文化的，軍事的分野で外国支配か

ら束縛されずに生きることができる新しド世界を建設するために努力している。 アメ

リカは“永久革命”の発祥地と自称することに誇りをもっているが， インドネシアも

自国を同じ見方でみている。 さらにインドネシアは自国を人類が経験したすべての革

命の最後のたいまつ持ちとさえ考えている。パンカ一大使はインドネシアにおいてこ

の二つの革命に関して長い集中的な問答に入ることになろう。インドネシアとアメリ

カとの間の相違は実際的実践的を通り越してしまった。両国の指導者は我々を遠く引

離している見解の相違の根原を発見するために努力しなければならない。

結論的に言えば，我々はジョンソン大統領の特使であるパンカー大使を歓迎する。

2年程前， かれはインドネシアとオランダとの不安定な関係に終止符を打つことに助

力をした。我々はかれがインドネシアとアメリカとの関係のこれ以上の悪化を救済す

るととができるととを希望している。 〔IndonesianHerald 3. 25〕
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インドネシア

1. マレーシア問題

ベトナム戦争の激化はインドネシアの国内政治にも影響を及ぼしつつある。

高まる反米気運の中で共産党の指導する労働組合は従来の反米運動においてなしえ

なかったアメリカ系農閑 ・石油会社の接収をついに行った（3月）。政府もついにこれ

を容れてこれら企業の政府管理にふみきった。北スマトラのメダン市における共産党

地方大会に出席したスパンドリオ第1副首相は米国企業接収を行った労働者の愛国的

行動をほめたたえた。 バンカー米特使は両国関係のとれ以上の悪化を防ぐためジョン

ソン親書をたずさえて訪イしたが石油企業の接収， マレーシア紛争，ベトナム問題等

で、共通の理解には達しなかった模様である。15日に発表された両国共同声明ではわず

かに①援助継続の原則に立って援助を再検討すること②平和部隊の引上げが述べられ

ているにすぎない。

一方17日から開かれたAA会議10周年記念式典には中国，北朝鮮，ベトナム，カン

ボジア等は元首， 首相を派遣し，スカノレノを始めとする各国代表の演説はベトナム問

題に集中した。この時日本から川島特使がマレーシア問題調停の任務を兼ねて派遣さ

れたことは時宜にかなったものとはいえなかった。 スカノレノは式典で「インドネシア

革命は世界革命の一部にすぎず， 世界の他の人民の革命と結合しなければ成功しない

ものなのであるJと演説した。今や第2回AA会議をひかえたインドネシアにと って

第 1義的な関心は， 中国と共に反帝反楠民地主義闘争にAA諸国を叫合することであ

る。 スカノレノにとってマレーシアに対するあいまいな妥協は国内的国際的に許されな

くなっている。一時は5月上句に行なわれるかにみえたスカノレノ ・ラーマン会談は，

撃合し、の中止を前提とするもので（4月21日川島談），この段階でインドネシアの承認

しうるところではなかった。スカルノの5月訪日拒否は Abclulgani声明（4月28日〉

のように「フットボール見学のラ←マンにスカルノが会いに行くことに対する国民の

反対」という面子の問題あるいはNASAKOM代表の訪日反対〈特に共産党は強く反

対したといわれているが〉よるものだけではあるまい。 タイは記念式典のベトナム問

題マレーシア問題に対する急進的空気に反対して代表団を引上げたが， 日本も同様に

困難な立場に立たされようとしている。 もし第2回AA会議前にマレーシア紛争平和

解決へのある程度の糸口を見出しインドネシアを軟化させてマレーシアを会議に参加

させようとする日本の意図が6月上旬までに成功しないとすれば， 日本とインドネシ

アとの関係は極めて憂慮すべきことになる可能性がある。 インドネシア共産党は最近

-211- 一（73）ー



インドネシア

次第に反目的態度を示し始め，日本の独占資本は政治的にはマレーシアの味方でありド

マレーシア平和交渉はマレーシアの第2回AA会議参加の切符をわたすものであると

して警戒を呼びかけている。

2. 政策転換（BantingStir) 

11日スカノレノ大統領は国民諮問会議で政治演説を行い， 経済の面で自力更生と外国ー

援助依存からの脱却を強調した。 この線にそってすで、に具体的に実施されつつあるも

のを見るとまず①輸出の増強，輸入の制限，輸入国営化がある。輸出の増強についてー

大統領は輸出6億ドノレの達成を命令し， 輸入の国営化につヤては来年度から実施する

と声明して，従来の国営商社9社を 6社に統合しその業務を特化することにしているc

②開発予算作成を大統領の監督下におく。 61年に始まった8ヵ年計画において，外貨

資金需要を要するBプロジェクトの実施成果はほとんど皆無の状態で、ある。これは外

国の直接投資が禁止されている上， PS方式による外国との提携事業が不活発なため

である。またさらに外資を前提とするBプロジェクトの存在が共産党の攻撃の目標と

なっているため， 政府は開発計画の再検討に乗りだしたものである。 ①国営企業を財

政源となしその経営の誤りを正す。開発計画において国営企業収益の55%は開発資金

に組込まれることになっている。 ところが年度事業報告さえ提出する企業はまれであ

って，農園鉱111等をのぞく多くのf企業においては予算の食つぶしと汚職が一般化して

いるため， 最近は企業の独立採算J性がさけばれるようになった。大統領演説の全体を

通じての印象は，共産党が最近要求して来たととがかなり容れられてし、る点である。し

たがって今後問題になるのは政府・が今まで〈特に63年以後〉国民の総力を動員すると

いう名目で育成しようとして来た私企業の役割の帰すうの問題である。たとえば政府

のきもいりで設置された民族私企業家協議会（BAMUNAS）は払下げ国営企業の受入

れ機関として発展しそうな気配を示していた矢先， 共産党はこれにjぷ対する動きを示

している。したがって，一度は BAMUNASへの払下げ軽工業企業リストが発表され

ながら，軽工業省の Sujatmo大臣補佐は，「現在まで軽工業で民間に払下げられたも

のはない。軽工業省は一般工業および衣料工業分野で地方政府，協同組合，私企業に

払下げる38のプロジェクトのリストを作成．したが， これは労働者の反対を生む結果と

なったJ( 4月2日〉と語っている。またたとえば輸入の国営化が来年から実施される

ことになれば， それは民間輸入業者への打撃に止まらず一般私企業へも大きな打撃と

なるにちがいない。現在不当なノレピア高の為替相場の中で、輸出が刺激されるためには－

輸出による取得外貨の一部で私企業に輸入が許されることが必要であった。 したがっ

てもし輸入の国営化によって上の輸出奨励策が撤廃されることになれば，不正輸出，

密輸とそれに伴う外貨の国外逃避はますます横行することになることが予想されるc
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1965年 3月31日

Vバンカー特使到着一一米大統領特使ノξンカーがジャカノレタに到着した。特使は

ただちにスパンドリオ外相その他の閣僚と冷却した両国関係について話合いを始め

た。 1日にはスカルノ大統領と会談する予定である。 〔TheTimes, 4. 1.J 

V新閣僚4名を任命一一スカルノ大統領は，指導された経済遂行省を新設すると

ともに，新閣僚4名を任命した。この改造で注目されるのは，共産党が解任を要求

していた反共派のアダム ・マリク貿易相について，解任要求を拒否し，逆に普通の

閣僚からインドネシア経済政策を担当する調整相に昇進させた点である。新閣僚次

の通り。

マ鉱山相アルムナント（チエコ大使） V基幹産業相ハジ ・タイプ（イタリア大

使〉マ航空相ノ勺レトノ〈ガノレーダ航空理事〉マ商業相アハメド ・ユスフ（外国貿

易次官〉 〔朝日 4.l.〕

1 9 6 5年4月1日

’スカ｝l,.ノ・パンカー第1回会談一一米大統領特使ノξンカ」はスカノレノ大統領と

第1同会談を行なった。これにはジョーンズ大使，スパンドリオ外相が出席した。

会談後の記者会見でスカノレノ大統領は， ジョンソン大統領からの親舎を受けとっ

たと語づたが，その内容には言及しなかった。 〔H.R. 4. 2.〕

V外国投資は一切禁止一ーサレー第三副首相は記者会見を行い， 65年以降インド

ネシアに対する外国投資は一切禁止されようと次のように述ぺた。

私は政府と国会に対し，外国の投資に関する法律を無効とするよう要請した。

現在の法律はもはやインドネシア革命及び新植民地主義反対，帝国主義反対闘争

に適しなくなっている0

4月2日

〔朝日 〈朝） 4. 2.〕

Vス第一副首相，新経済政策に言及一一最高経済作戦司令部（KOTOE）会議の終

了後，スパンドリオ第一副首相は新経済政策に言及して次のように語った。

(1) スカルノ大統領が提示した新経済機構に関する一般的見解を採用すれば〉
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インドネシア

インドネシア経済は白ざましい成果をあげるだろう。

(2）政府は単に政治分野だけでなく，経済分野の諸活動を統制する。大衆団体

を含むすべての活動を統制することは，国内のすべての活動の能率を促進する。

またKOTOE会議の後，スバンドリオ第一副首相は，財政部門総括大臣Sumarno,

歳入歳出監査大臣Moh.Hasan，中央銀行相Jusuf Muda Dalam！貿易相Achmad

Jusuf，国務相 Drs.Surjacliと特別会談を行なった。 〔H.R. 4. 3.〕

V転工業の民間払下げ行なわず一一軽工業省大臣補佐Sujatmoは国営軽工業の民

間払下げ問題について次のようにのベた。

現在まで軽工業で民間（私企業，協同組合〉に払下げられたものはない。国営

企業および国営プロジェクトに関する政令第7号（1964）にもとづν、て，軽工業

省は， 一般工業および衣料工業分野で地方政府，協同組合，私企業に払下げる38

のプロジェクトのリストを作成したが，これは社会特に政府プロジュクトの民間

払下げに対する労働者の反対を生ずる結果となった。したがって，現在まで軽工

業省が実施したのは，地方自治体政府に対する15のプロジェクトの払下げのみで

ある。 〔E N. 4. 3.〕

4月3日

l Pront Pemuda，パン力一非難の声明書一一青年戦線（PrentPemuda）はパンカ

ー特使の訪イに関する声明書の中で，パンカー特使の訪イは東南アジアにおける米

国の戦争政策を強化するため以外のなにものでもない。したがって，インドネシア

におけるバンカーの活動を監視して追放する心構えをもたなければならないと声明

した。 〔H.R.J 

Vコeム生産増加する一一国営ゴム農園総管理機関（BPU-PPN）は64年の国営農園

のゴム生産を次のように発表した。

64年のゴム生産高は63年に比して12.6%増加した。輸出高は6万2329トンで前

年比15o/oの増加で，外貨取得高は2740万ドノレで‘あった。 〔B N.〕

4月4日

Vスカルノ・パンカー第2回会談一一スカノレノ ・パンカー第2同会談が2時間に

わたって行なわれた。会談後の記者会見でスパンドソオ外相は，会談の内容はマレ

ーシア問題とベトナム問題であったと語り，ジョンソン親書の内容につν、τは，親
書の中でジョンソン大統領は， ①両国関係は良好ではなし、が，両国関係の話合いの

ためにパンカー特使を派遣する。②両国関係がこれ以上悪化しないことを希望する
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インドネシア

と述べていると語った。 〔H.R. 4. 5.〕

, E. N.紙によると，スパンドリオ外相は同記者会見で，会談では植民地主義，

新独立国の発展，自由の理念について話合を行い意見を交換した。我々はまたベト

ナム，マレーシア問題についても話合ったと語った。 〔E.N. 4. 5.〕

4月5日

TA・ A会議記念式典行事予定決まる一一一第1回A ・A会議記念式典実行司令部

は，記念式典の行事予定表を下記の通り発表した。

4月17日

20.00時

4月18日

09.00時

11.00時

18.00時

2.l.30R寺

4月19日

09.00時

16.30時

ホテノレ ・インドネシア（Baliroom）においてスカルノ大統領主催

になる安会

Senajanのプンカノレノ ・スポ｝ツ ・パレスで非公開式典。

ムノレデカ宮殿における懇親会

Blueprintホーノレ（Pola会館〉において， ジャカJレタ市長主催の

レセプション

Senajanスポーツ・パレスで国際文化の夕べ

Senajanスポーツ ・パレスのメインスタヂアムで大衆集会

政治集会所建設の起工式

19.30時 ムルデカ宮殿で送J;}ljレセプション

21.00時 ブン ・カノレノ ・スポーツ・センタ一広場で花火の打上げ．

（付随プログラム〉

4月20日

10.00時

11.15時

12.00時

)3.00時

4月21日

ボゴーノレに自動車で出発

ボゴーノレ到着，植物園見学

ボゴーノレ宮殿で中食会

ジャカ1レタに出発

09.00時 特別機でパンドンに出発

09.20時 ノξンドンに到着，闘民会議ホーノレに直行

12.00時 知事宮廷で中食会

15.00時 ジャカノレタに出発
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15.20時 ジャカノレタ到着，休息、

4月22日

08.00時 特別機でパリのデンパサノレに出発，到着後各病舎に直行

09.30時 食事， Tampak Siring宮殿で文化の夕べ

4月23日

09.00時 知事宮廷に出発

10.00時 デ、ンパサノレで古典ダ‘ンス見学

12.00時 ノミリ ・ホテJレで、中食会

15.00時 宿舎に帰る

4月24日

09.00時 ジャカノレタに出発，ジャカノレタ到着，休息

20.00時 ムルデカ宮殿でガーデン ・パーテー

4月25日

各国代表帰国 〔IndonesianHerald, 4. 6.〕

，日本の賠償で製紙工場拡張一一東京で日本の対イ賠償によるPematangSiantar 

製紙工場の施設拡張に関する250万ドノレの契約が調印された。 〔E.N. 4. 24.〕

v西イリアン住民投票拒否一一一インドネシア国軍機関紙によると，スパンドリオ

外相は，西イリアン計画研究開発機関の発足に当り「インドネシアはオランダとの・

協定を破棄し，商イリアンの住民投票施行を拒否するJと述べた。

〔朝日（朝） 4. 8.〕

v南 Lampu刊で3万5000人に軍事訓練一一雨Lampungで3万5000人の労働者－，

農民に対して軍事訓練が行なわれている。しかし，これに対しては若干の反対者が

あり，同地区の司令官 J.F. Noya中佐の更迭を要求するなどの方法で軍事訓練を

中止させようとしている。これに対し同地区の大衆団体はSriwidjaya地方軍管区司

令官に電報を送り，①Noya中佐の赴任以来人民と軍とは一体となった，②地方開

発が順調に進行している，③軍事訓練はまだ完了していない，等を理由に問中佐の・

更迭延期を要求している。 〔E.N.〕

4月6日

vスパンド リオ・パン力一会談一一スパンドリオ第3高IJ首相はパンカー米特使と

会談し，会談後の記者会見で，インドネシアはアメリカとの関係を改普することに。

支障はなし、。インドネシア国民はアメリカを敵視しているのではなしその政策を

敵視しているのであると語った。また，アメリカ系石油企業の問題について話合っa
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4月7日

インドネシア

〔E.N. 4. 8.〕

曹パン力一特使，Martadinata海軍相と会談一一パンカー特使と会談した Marta-

<linata海軍相は，特使に対してインドネシア革命の役割と Manipolについて説明

した。同海相はまた，あらゆる抑圧から解放された新しい世界の創造に向っている

インドネシア国民の責－任を明らかにし， p インドネシアは平等と相互尊重の基礎に

立つあらゆる国との友好関係を望んでいると語った。〔IndonesianHerald, 4. 10.J 

Vナスチオン・パン力一会談一一パンカー米特使と会談したナスチオン国防相は，

会談の中で，東南アジアにおける現在の紛争は矛盾と対決を生み，これがインドネ

シアと米国の関係を悪化させる原因であると諮った。〔Indonesic1nHerald, 4. 9.〕

v輸入に特別付加金一ーサト貨流通局（BLLD）は，スマトラ貫通ハイウェイの財？原

として，下記の輸入に対し特別付加金を課すことに決定した。

1. 国康負担によらない外貨許可舎の発行に対する付加金

a.物資輸入計画の枠内における輸入

b.生産奨励証書（SPP）による輸入

c.外貨割当（AlokasiDevisa）による輸入

2. サービスその他の移転に対する外貨許可書の発行

3. その他の法令によって輪入税を兎除されない外貨による物資の輸入

a）保有外貨（retention）による輸入， b)S. K.しによる輸入， c）特別許

可書（SIC）による輸入 cl）輸入承認書（SPI)による輸入 e）補足外貨（Dev.isa

Pelengkap）による者金入。

なお，付加金の課税率はノレピアによる取引高の5%である。付加金の取立て機

関は，（1)1のa), b ), C）については輸入業者が通貨契約を結んだ時点で関係、銀

行が行なう。（2)2については，申請が行なわれた時点で外貨流通局（BLLD）の支

局が行なう。（3)3の a), b ), c ), e ）については関税局が行なう。

〔IndonesianHerald, 4. 7.〕

4月8日

T PBKA活動停止さる一一一国鉄総裁は各地方の国鉄支部に対し， 4月 l日をもっ

て鉄道労働組合（PBKA）の活動を暫時停止するという命令を発した。 この命令は

3月の鉄道労働者連盟（SBKA）の第8凶大間における陸連大患の演説にもとづい

て行われたものである。 PBKA(SOKSI傘下〉に対しては，鉄道労働者連盟（SB動
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KA）と鉄道労働者同盟（KBKA）とが以前から解散を要求していた。 〔E.N.〕

’2万4000トンの石炭輸出を計画一一国党石炭企業総管理機関（BPU-P N Batu 

Bara）の Jassin理事長は，石炭の増産に必要な部品を購入するため，今年中に2万

4000トンの石炭を香港に輸出する計画であると諮ったのさらに同氏は石炭生産にふ

れて，岡管理機関に編入されている国営石炭企業3社（PNTABA, PNTBO, PNT-

BM）の生産高は64年に44万5862トン（生産目標64万8000トン〉で，国鉄，国営船舶

(PLN）その他の機関に対する供給量としては充分であり，それらの機関の石炭不足

は輸送力の不足によるものであると諾った。 〔E N.〕

4月夕日

V 日本，輸出長期延べ払いを考慮一一通産省は，アルゼンチン，ブラジノレ，イン

ドネシア，アラブ連合，ユーゴスラピア，インドの6ヵ国に対する長期延べ払い輸

出の認可を近く再開する方針をかためた。6ヵ国は国内経済事情が悪く，外貨準備

高の減少からわが国の延べ払い債権の増大を招き，翰出信用の決済について不安が

あるため，わがi司は日宇t:kカ、ら 5年以上の延ベ払し

のまま推移すると今千「f度の輸「H目標達成に支障をきたすおそれが強いため，認可再

開に踏み切った0 ・ 〔読売 (i消）〕

V衣料原料の割当て，流通に統制一一園内商業相 A.Jusuf准将は省令第008号／

MPDN/SK/65によって衣料原料の割当て，流通に関し下記のような統制を行うこ

とを決定した。

Aneka Niaga間営商社を， 国家の外貨割当てにもとづく輸入を除いて， 全衣

料品生産のための紡績糸の唯一の輸入商社とする。また， 同社を KOTOEの衣

料委員会が決定したように，衣料生産者に対する唯一の紡績糸の供給者とする。

〔E.N. 4. 16.〕

4月 10日

V金日成首相，ジャカルタに到着一一朝鮮人民民主主義共和悶首相金日成は，A・

A会議10周年式典に出席のためジャカノレタに到着した。 〔Antう

4月 11日

’日本石油資源調査団派遣を考慮一一通産省は，石油の自給度を高めるというエ

ネルギ一政策の観点から， 40年度は一段と積梅的に開発を支援することになった。

この方針にそって，石油資源開発会社は5月インドネシアに，石油鉱業連盟は今夏

イラクに，それぞれ探鉱調査団を派遣するが，通産省はその他の地域も順次，条件

一（ 80 )- -218-



インドネシア

を検討しながら開発構想、を具体化して行く方針である。

インドネシアでは現在すでに北スマトラ石油会社が北スマトラを中心に小規模な

開発をしているが，今回は石油資源開発会社が中心とな ！）， ブニュー島のプニュー

沖，セラム島のグーラ地区，マハカム沖の3地点を開発する。

3±也点の開発は，さしあたり試掘段階で，今年度分として5本のボーリングをす

るが，これに要する費用11億円は，政府が7億円を出資，ほか3億円が自己資本，

I億、円は民間から調達する。原油の埋蔵量は，この試掘結果をみなければ正確に判

断できないが，通産省は「2,3000万トンは確実」とみている。原油3000万トンは，

わが国需要の半分弱にあたり，これを計画通り年間200万トン採油するとしても，

わが国国内生産の2倍に相当するという有望地点で、ある。 〔読売〕

V大統領，経済政策の転換を演説一一国民諮問会議で、スカ／レノ大統領は，経済開

発分野における政策転換を命令し，国家開発計画は革命の現在の要求と自力更生の

原員ljに適合するよう変更しなければならないと演説した。また大統領は，外国援助

にたよる開発計画は自カ更生の原則に適合しないと諮り 3 政策転換の主要点、を下記

のよ うに明らかにした。

{l) 1945年8月17日から1965年8月17日まで行なわれた調査の成果を公開しな

け.hばならなし、。

{2）輸出を増強し，輸入は国内で生産できない物資に限定されねばならない。

輸入は政府によってのみ行なわれる。民間企業の輸入は政府に代って輸入する場

合にのみ許可される。

(3）協同組合活動は生産および流通に限定し，インドネシア社会主義建設の重

要な手段として保護されなければならない。新しい方法による移住を行う必要が

める。

(4）国営企業を財政源となし，経営の誤まりと不秩序を早急に是正しなければ

ならない。

(5) 開発予算作成を大統領の監督下におき，これに関連して，インドネシア開，

発銀行の構成を再検討する。 〔Ant.4. 12.〕

4月 12日

vアイディット，大統領演説に賛意一一共産党中央委議長アイディットは，国民

諮問会議での大統領演説は，旧勢力に対する新勢力の自由への闘争の灯台としての

インドネシアの役割lを促進させるであろうと諾った。 〔Ant.4. 13.〕

v南スマトラに1022名が移住一一東部ジャワから1022名の移住者が南スマトラに
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出発した。これは移住の第2陣で，第1陣として1048名がすでにスマトラに向ッて

いる。関係当局者は東部ジャりから南スマトラその他の地方への移住者は3方名に

達する予定であると語った。 〔Ant.4. 14.J 

l GPEIS，輸出機動部隊を結成_Jtyj"定インドネシア輸出業者連関（GPEIS）の第

3回運営会議は， 65年にインドネシアの輸出を6億ドノレに増加せよという大統領の

命令を討議し，その目的にそって輸出機動部隊を結成した。また，同会議は輸出産

品を下記の四グルーフ。に分害｜！するよう政府に要求することを決議した。

1. 確立した外同市場を有する輸出物資（80～85%）は主要な外貨源として政

府が利用すべきである。

(2) 確立した外悶市場をもたない，あるいは不規則な需要しかない弱い物資に

はさらに多徹の奨励金と便宜とが与えられるべきである。小生産者の活動を刺激

するためにさらに弾力的措置をとる必要がある。

(3) 市場を失った，あるかは市場を必要としている手工業製品には刺激を与え

て，その輸出を増進さすために可能な限りの免税措置を与える必要がある。

(4) 原料包装材料を輸入しなければならない工業製品は， ・政府が規制する新し

い輸出制度によって統制しなければならない。そうすれば，インドネシアの工業

製品は外国市場を獲得し，国内の工業発展を刺激するようになる。 〔Ant.J

’綿花栽培のパイロット・プロジェクト一一中部ジャワの KudusとDjepara地

方で各15ヘクターノレの綿花栽培のパイロット ・プロジぷクトが実施されつつある。

また，国民農業局で、は中部ジャワに綿花栽培を普及するため Demak,Blora, Pati, 

Rembangの農民に綿の種子を分配している。 〔Ant.4. 13.J 

.4月 13日

’スカ｝l,ノ・金会談一一インドネシア訪問中の金日成・北朝鮮首相は，ボゴ｝ノレ

宮殿でスカノレノ大統領と会談した。会談は反好的な空気の中で

際問題，両国に関係、ある問題が討議された。 〔朝日〈朝） 4.14〕

，スカルノ ・パンカー第3回会談延期一一9日に予定されてν、たスカルノ ・パン

カー会談は，パンカー特使が希望していた13日にも開かれなかったが，これについ

てスカルノ大統領は，ノミンカー特使との会談はいまだ完了してν、なν、ので14日に開

かれるだろうと諮った。 〔Ant.4. 14.〕

4月14日

V川島代表到着－ A・A会議10周年記念式典に出席する川島特派大使一行がジ
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ャカノレタに到着した。 JII島氏は空港で「式典が成功裏に行われることを希望するJ

との短い声明を発表した。 〔読売（朝） 4. 15. J 

l Pertomin，日本と原油輸出契約一一国営石油会社Pertarninは三菱石油と原油輸

出契約を結んだ。 〔E N. 4. 15.〕

V米国企業接収一一アンタラが発表したところによれば，インドネシア政府は，

米国のナショナノレ炭素会社を国有化すると声明した。なお，同社の労働者は最近，

インドネシアの米国資産に対する反対運動のあと同社の工場を譲り受けた。

．〔日経（タ） 4. 15.) 

4月 15日

’スカルノ・パンカー共同声明一一パンカー米大統領特使は，スカノレノ大統領と

の会談を終え，次のような共同声明を発表した。

1. 双方はマレーシア問題が米 ・インドネシア間にある種の緊張をもたらした

ことを認めた。双方は荷国間に緊張が生じた結果，米国の対インドネシア経済援

助を継続するという基礎に立って，その援助計画を再検討し，修正すべきである

ことに同意した。

1. 双方は米国の平和部隊がその活動を停止し，数週間以内に隊員を引揚げる

ことに同意した。しかし，米側は引続きインドネシアの大学に対して，技術援助

を与える意向を表明した。

1. 双方はp 特定の外交問題に関する両国の見解が，両国間の友好に不当な影

響を及ぼすべきでないととにつき同意をみた。

1. スカルノ大統領はインドネシアにとって，マレーシア問題が最も重大事で

あり，マニラ会談もしくは東京会談を基礎にそれが解決されるよう強調した。

〔朝日（タ〉〕

Vシアヌーク首相，ジャカJl,タ到着ーーカンボジアのシハヌーク首相がA・A会

議10周年式典出席のためジャカノレタに到着した。 〔IndonesianHerald, 4. 16〕

4月16日

V新国営商社の業務一一最近における政府の諸声明から新国営商社の業務内容を

整理すると大体下記のようになる。

新国営商社の数

PN Aneka Niaga ( I日AnekaBhakti, Sedjati Bhakti) 

PN Aduma Niaga （旧 BudiBhakti, Marga Bhakti) 

PN Pantja Niaga (I日TriBhakti) 
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PN Satya Niaga (I日FadjarBhakti) 

PN Pembangunan Niaga （旧 TulusBhakti, Djaya Bhakti) 

PN Dharma Niaga （旧 SinarBhakti) 

但し， PNDharma Niagaは輸入のみを担当する商社である。その他の5商社

はそれぞれの業務の特化が行なわれるはずである。また，輸出産品9品目は5商

社が独占することになっているが， 9品目の具体的品名は明らかでない。国営商

社は物資の流通は担当しない。

PT2 Negaraの業務物資の流通を担当するくこのため国営商社の労働者の70%

がPTNegaraに肥置転換された〉。また，特定重要物資の流通を独占するく品目

は未定〉。 P.T. Negaraの数は未定。

民間輸入業者 存続は許されるが，その活動は極めて制限される。すなわち，

国営商社が必要ー物資の適当な輸出閣をさがしえなν、時に民間輸入業者の活動が認

められる。

輸入を許される業者 国営消費 ・生産体（但し独自の生産に必要な物資のみ〉。

消費 ・生産体とは，農業 ・農閣 ・鉱物 ・工業・輸出産品 ・運輸・ プロジェクト等

の事業者をさす。民間の消費 ・生産体は独自の必要物資を輸入することは許可さ

れない。

輸入物資の流通

a.国営消費 ・生産体は， 国営商社から直接供給を受けるか，または独自で

輸入する。

b. 民間の消費 ・生産体は，国営商社から直接供給を受けるか，またはその

必要物資が P.T. Negaraに独占されている物資であればP.T. Negaraから

供給を受ける。

c.流通協同組合あるいは小売商は， P.T. Negaraから供給を受ける。

t也域的産品については，上記の消費者は下記のものから供給を受ける。

a.セメン卜その他は工場から底接。政府は独自でその生産物を流通するこ

とのできる工場を指定する。

b. P. T. Negaraの独占する物資については P T. Negaraから。

c.その他の物資は現在と同様自由に。 〔E.N. 4. 16.〕

4月17日 A A会議記念式典始まる一一

4月 19日

’A・A会議記念式典に出席の各国代表一一
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1. アフガニスタン， Dr.Mohammad Anas教育相， 2. アノレジエリア， Moham-

medi Said副大統領， 3.ビ〉レマ， UVun Ko Hau大使， 4.カンボジア， Norodom

Sihounuk元首， 5.セイロン， JH. 0. Paulusz大使， 6. 中国，周恩来首相，

7. エチオピア， KetemaYi任ru首相， 8. ガーナ， KojoBetsia外相， 9.ギニ

ア， HajjShaiful Dialla計画相，10. ヨルダン， Dr.Hazem N usei bah外相， 11.

インド， Stibramanian食糧相， 12‘イラン， PutriAshraf Pahlevi, i3.イラク，
Abdul Munin Gailani大使， 14. 日本，川島正次郎特使， 15.朝鮮，金日成首

相， 16.クエート， JacoubAbdul Aziz Al-Rushad大使， 17. ラオス，スファ

ヌボン副首相， 18. レパノン， MahmudNafes大使， 19. Pベリア， William

Tolbert副大統領， 20.マリ， MamadouGologo情報相， 21.モンゴノレ， Shirandey

議会話IJ議長， 22.モロッコ， AbdulMadjid Benggaloum国王特使， 23. ネパー

／レ， BiridraBeer Bichram Shaba殿下， 24. 北カリマンタン統一国家， Entjik

Azahari首相， 25.パキスタン， ZulkifarAli Bhutto外相， 26. フィリピン，

Cezar Bengsen最高裁長官， 27.ソマリ， AdamIshak Ahmad国防相， 28.ス

ーダン，Dr.Eltighani Almahi元首， 29. シリア， Dr.Mustafa Haadad教育

相， 30.タンザニア， TawaSaidi Tawa中国大使， 31. タイ， ThanatKhoman 

外相， 32.トノレス VeyselVerson大使， 33. アラブ連合， ZakariaMohidi El 

Din副大統領， 34.北ベトナム， PhamVan Dong首相， 35. ザンピア， Ditton

Mwinga国務相， 36.南ベトナム解放戦線， NguyenVan Hieu教授， 37.南ア

フリカ， Dr.Kerina M urumba国民党党首。 〔H.R.) 

V スカルノ ・周・ファン会談一一スカノレノ大統領，周恩来首相，ファン ・パンド

ン北ベトナム首相は，夕食を共にしながらアジア ・アフリカの連帯強化について4

時間にわたって会談した。この会談にはまた，中国の陳毅外相，インドネシアのス

パンドリオ外相が同席した。 〔Ant.4. 20.〕

4月20日

’13力国の代表者会談｛一一北ベトナム代表の要請でA・A会議式典式典参加国の
内13ヵ国の代表者会談が行なわれ，ベトナムにたν、するアメリカの侵略が説明され

た。インドネシア例jからはスカノレノ大統領，スパンドリオ外相，アイデ、イツ ト共産

党中央委議長， SuwitoKusumoidagdo次席外相が出席した。 〔H.R. 4. 22〕

Vタイ，記念式典の代表引あげ一一タイ外務省は声明を発表して， A・A会議第

10周年式典の代表は昨日の会議から脱会した。これはインドネシアのマレーシア粉

砕計画と北ベトナムによる侵略政策に同意できなν、からであると語った。
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〔TheTimes L!. 21.〕

4月21日

v川島氏 停戦工作に成果か一一マレーシア訪問中の川島特使は記者団に対し，

マレーシア問題と関連して「和平の話合いを始める前には撃合いをやめなければな

るまい」と語った。 これはマレーシアとインドネシアの首脳会談の再開への道を開

くために，同特使が停戦を工作しようとしていることを示唆するものとみられる。

〔朝日〈朝） 4. 22.〕

▼勝間田，Ali会談――Ａ・Ａ会議10周年式典に参加した勝間田社会党国際局長は

Aliインドネシア国民党首と会談し，日本社会党は労働者戦線（FrontMarhaenis) 

と協力関係を樹立したいと諮った。 〔Ant.4. 22.〕

’ブーマ首相，コンレ将軍到着一一ラオス中立派のプーマ首相とコンレ将軍がジ

ャカノレタに到着した。 〔Ant.4. 22.J 

v兼松， スマトラに製紙工場建設一一兼松は，インドネシア賠償使節団との問で

このほど北スマトラ ・シャンタノレ市にある製紙工場拡張工事の受注について正式契

約に調印した， と発表ーした。

この工場は，日イ賠償－第i号として同社が建設した日産15トンの製紙プラントで，

36年7月にインドネシア側に引渡したものだが，同国政府はさらに日産lf)トンの増

設を計画，同社との問で交渉が進められてし、た。8日から着工， 2年度後に完成の

予定。 〔朝日（朝） 4. 22.〕

V米の供出割当て決まる （中部ジャワ）-Semarangで、開かれた中部ジャワ地

方議会は，全中部ジャワの 148人の精米業者と 47人の供出米買付け担当官を召集し

て米の供出に関する説明会を開ャた。

同地方食糧管理委員会（BPUP）の設明によると，同地方に対する精白米の供出害I]

当ては13万トンで， 内訳は精米業者連箆（GAPSI）に 8方トン， 農業協同組合

(Koperta）に5万トンである。精米所の買付け価格は3ヵ月契約による農協手持米

が1kg 252ノレピア， 6ヵ月契約による精米業者からの籾がlkg 262ノレピアである。

供出米買付に対する政府借款は，食糧管理委員会（BPUP）に対する特別借－款と仲介

業者に対する借款に分かれ，前者に1965年4～7月に3250万ノレピア，後者に3000方

lレピアが準備されている。

また，今後食糧管理委員会（BPUP）の行なう買付け契約は精米業者連盟（GAPSI)

を通さず直接仲介業者p 即ち精米業者と行なう。 〔E.N. 4. 24〕

4月22日
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V 日本とクラモノ原油販売契約～一一北スマトラ石油協力開発（社長今井富之助氏）

が明らかにしたところによると，同社はインドネシアのプノレミナ石油公社とクラモ

ノ原油の一括販売契約を結び，このほど調印した。クラモノ原油は西イリアン産の

もので，高級潤滑油原料に適し，これまでわが国では全量国際石油会社を通じて輸

入していたものである。こんどの契約は，インドネシア政府が将来の石油国有化の

布石として日本側に向国産原油の直売を働きかけてきてν、たのが具体化したものだ

が，同契約は， ①クラモノ原油については一括して日本側に販売するく初年度10万

トン見当〉， ②北スマトラ石油がインドネシアで原油開発の経済協力をしているこ

とを理由に原油価格をこれまで日本側が国際石油会社から仕切ってもらってν、た

価格より割安にしたーーなどの点で注目され，今後の日本とインドネシアの原油取

り引きのモデルになるとみられている。

クラモノ原油は英蘭シエノレ，米カ／レテックス，米スタンパックの3大国際石油会

社が経営するソロン石油が開発してきたものだが，昨年末からインドネシア昔、rJが間

際石油会社から問油田の利権と産油設備を買収，信j油田の経営権を確保した。国際

石油会社としては，インドネシア政府の将来の石油政策に不安があることと，クラ

モノ原油の産出量が年間10万トンを境に伸び悩み傾向にあることを考慮，ここで見

切りをつけたものとみられている。インドネシア政府のクラモノ油悶の買収価終は

・66万ドノレ（2年間の分割払ν、〉で，これまでつ化スマトラ側がクラモノ原油の販売交

渉を進める際，この66万ド、ノレを日本側から融資する必要があるかとみられていたが，

このほどこの金融については，香港の石油ブロカー ・ヱトナ社（パナマ国籍〉が保

証することで話をつき，北スマトラ側が正式に契約に踏み切ったもの。

クラモノ原油の日本での販売先は，ユニオン石油工業〈興亜石油の系列会社〉な

どの高級潤滑油メーカーと決まっているが， ｜司種の原油は，ほかに世界でも遠隔地

のベネズエラなど南米地E互にしかないといわれているので，北スマトラ石油では販

売先の確保に問題はないとしている。

わが国石油各社が国際石油会社を通さず，インドネシア政府から直接原油を購入

するケースとしては，すでに三菱石油が同国ペルタミン公社とジュリー原油を年間1

40万トン契約した例があるが，これはジュリー原油の年産盤の2割までで，しかも

契約価格は国際石油会社の仕切りよりかなり割高である。 〔日経〈朝） 4. 23.〕

4月25日

V周首相， ラジオを通じて演説一一周恩来首相はインドネシアを去るにあたうて

ラジオを通じて演説を行ない，第1出A・A会議10周年記念式典において示された
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インドネシア国民の革命的意気ごみに感謝の意を表明したc

〔IndonesianHerald, 4. 27.〕

V 日本にセメント輸入の引合い一一このところインドネシアからセメントの輸入

引き合いが相次いでいる。すでに日本セメントが同国政府l白lけとして12万トンを成

約，さらに現在20万トンの輸出商談を進めており，このほか宇部興産，大阪セメン

ト，三菱セメントなどにも引き合いが寄せられ，目下交渉中である。

すでに成約した日セメの12万トンは支払い期間180日の標準決済で，価格も CIF

20ドルと言われ，輸出条件としてはまず妥当なものだが， 207iトン商談については

同国側は短期延べ払いを要望している。

同国のセメント需要は年間100万トン，一方，自給力は!fij40万トン程度とみられ

る。これまでの同国向けセメントの主要輸出国は，安値輸出をしている台湾，韓国

などとみられ，わが国からの輸出量（年間〉はここ数年13.4芳トンにとどまってし、

る。

最近わが国に引き合いが集中してヤるのは，こんどの川島 ・スカノレノ会談で両国

間の経済協力の推進が確約されたところから，同国側が貿易条件などの面でこれま

でより有利な線で成約できる見通しが強まったとの思惑によるものと業界ではみて

いる。 〔日経（朝）〕

4月26日

’日本からの肥料輸出一一通産省は，インドネシア政府から40年12月末までに硫．

安，尿素の化学肥料を13万トン買付けたいとの申入れをさきに受けたが， 39肥料年

度（40年6月末まで〉に輸出できる数量は手薄のため，このほど，差当って硫安2

万トンを同国に輸出することに決めた。また同省では， 41肥料年度（40年7月から

41年6月まで〉の硫安，尿素の需給見通しを早急にまとめ，残る11万トンの同国向

け硫安，尿素の数量を確保したい意向である。今回の2万トンの輸出価格は， トン

当り FOBで55ドルと高値契約をインドネシ政府と結んだが，残る11万トンを輸出

することになった場合でも， FOB50ドル以上の輸出価格で成約できると同省、では

みている。

現在，インドネシア政府は食接増産政策を大きなポイントとして推進しつつあり，

このため化学肥料の使用をふやしている。日本硫安工業協会がさきに通産省の協力

を得て同国に派遣した調査チームの報告によると p 同国は年産lO万トンの尿素工場

を建設しているが，昨年秩に，スカルノ大統領がそれまでの輸入米の買付けを禁止

し，園内の米作増産にカを入れ始めていることから，硫安，尿素などの化学肥料の
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確保が必要となっており，日本からの肥料買付けを要求しているとしている。

通産省ではインドネシアの硫安需要を，年間20万トンないし30万トンとみている

が，こうした点から， 40肥料年度の硫安，尿素のインドネシア向けを対象とする輸

出に関する需要計画は， 10万トン以上を見込むことを考えている。

通産省は今回のインドネシア政府からの硫安，尿素の13万トン買付けのうち，硫

安2万トンを輸出することになったが，残る11万トンの数量は40肥で確保し，同国

政府からの買付け要望に応ずる意向である。

なお，インドネシア向けの38,39肥の硫安輸出は， 38肥が9万9000トン，39肥が

9万5000トンとなっている。 〔日刊工業〕

vスカルノ ・局会談一一スカノレノ大統領と周恩来首相は， Merdeka宮殿で来る第

2回A・A会議の準備について1時間半にわたって会談した。会談後の記者会見で

スカノレノ大統領は， 6月に予定の第2回A・A会議は重要な会議であるから，それ

を成功させるためには最上の準備を行なわなければならないと諮った。

〔IndonesianHerald, 4. 27.〕

4月278 

V農産物輸出目標額， 5億5000万ドル一一農業農地省統括大臣Sadjarwoは65年

の農産物輸出目標を下記の通り 5億5000万ドノレを発表した。

(1）農業省輸出目標額一一3億3400万ドル

農民農産物（3億ドル〉

砂糖，糖みつく1700万ドノレ〉

タピオカ（200万ドノレ〉

トウモロコシ (1500万ドノレ〉

(2）農園省輸出目標額一一2億ドノレ

(3）林業省 II 一一1200万ドノレ

(4）漁業省 II 一一 150万ドノレ

(5）家畜毛皮その他一一800万ドル

4月28日

〔E.N.〕

Vシンガー・ミシン接収一一労働省は，外国資本をすべて政府の管理下に鐙くと

のスカルノ大統領の命令に基づき，ジャカノレタの米系のシンガー・ミシン会社を接

収した。 〔読売（タ） 4. 29.〕

vスカルノ・斉藤会談一一斉藤インドネシア！駐在大使はムノレデカ宮殿でスカノレノ
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大統領と会い，スカルノ大統領とラーマン首相の東京会談を実現させる問題につい

て話し合った結果，スカノレノ大統領は30日までに出席するかどうかの最終的な返事

をすることになった。

この会談では，斉藤大使はまず，さきにインドネシアかち出されていた東京会談

に出席するについての“問題点”についての日本側の考えを伝え，スカノレノ大統領

もこれを“理解”した。しかし，スカノレノ大統領としては，東京会談への出席まで

には，なおとれにのぞむ園内体制のとりまとめなど調整を要する問題があるので，

同日伝えられた日本政府の新たな考えを中心にインドネシア政府首脳部の意見を早

急にまとめ， 30日まで、に出席についての回答を斉藤大使に伝えることになったもの

である。 〔読売（朝）4. 19.〕

’ス大統領， 訪日せぬ一一政府対大衆関係調整相 RuslanAbdulganiは，スカノレ

ノ大統領はラーマン首相と会談するために来月訪口することはなし、だろうと述べ，

さらに次のように語った。

私はプノレ ・カノレノがフットボーノレをみにゆくラーマンに会いに行くことには不

賛成であるという数千通の手紙を受けとった。 〔IndonesianHerald, 4. 29.〕

4月29日

vス力jしノ訪日，5月上旬は不可能一一スイト外務第一次官は，スカルノ大統領

は東京会談トこ出席するかとの記者の質問にたいし， 5月上旬は不可能だと答えた。

〔日経（タ） 4. 30.〕

4月30日

V自民党議員団，訪イの予定一一一自民党のインドネシア訪問議員団の宇都宮徳、馬

団長と田村元氏は佐藤首相を訪れ，出発のあいさつを行った。同議員団は両氏の

ほか，蔵内修治p 木村岡IJ輔，地JI府宇三郎，小111省二氏ら 6人で， 5月5口出発し，

インドネシアではスカルノ大統領をはじめ政府要人と会談3 同国に約10日間滞在の

予定。 〔侮：日（タ） 4. 31.〕

vス大統領， ナサコム代表と協議一一一スカノレノ大統領は閣議を招集，ナサユム代

表をまじえ l一時間半にわたって協議した。閣議終了後サレー第三副首相は記者・団

に「スカノレノ大統領は日本が努力している同大統領とラーマン・マレーシア首相の

会談に関するナサコム代表の見解，考え方を興味深く聞いたがp ラーマン首相との

会談に応ずるかどうかの最終的出答を一両日中に日本へ伝達することを決定したj

と述べた。 〔読売〈朝） 5. 1.〕
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付録 I

我々の内閣 4月1日H.R.紙社説

スカノレノ大統領にひきν、られている Dwikora内閣は， 7ヵ月のあν、だに，帝国主義

対決闘争において，ある程度まで，成功を収めた。マレーシヤ対決において，政府は，

一般大衆から充分な支持をえている。一般大衆の要求に合流して，ある程度まで成功

したのである。特にアメリカ合衆国帝国主義の企業や宣伝機関の処分，ムノレパ党スカ

ノレノ擁護連盟処分は，ひときわ成功だ、った。

この内閣が，弱点，深刻な弱点，を持っていることは， 公然の秘密であるーーなぜ

なら，誰でも知っているし，感じているのだから一一この弱点は， 内閣誕生の際，

_ManipolゃDekonを行う心構えが充分でなかったという事実と，外観上は，革命の

偉大な指導者を助けているようだが，その実， ・中には， 国の経済ではなく， “自分自

身のための経済”を工面するに忙がしいものもいるという事実から起因している。

昨夜，内閣改造が発表された。ハイノレノレ，サレの省が三つに分けられ，アダム，マ

クックが失問jし，イスカンダノレがパノレトノにとってかわり， ノ、ディ， タイエブ， アノレ

ムナトとアハマッド，ユスフが入閣した。 この改造からスカノレノ大統領が，この間の

一般大衆の要求を容れたということがうかがわれる。

無駄な闘争はないということは，しばしば明らかにされている。 もちろん，この間

に行なわれた改造は聞の経済に急激な変動をもたらしはしない。 しかし，再編成のた

めの民争が終ったという実感は湧かない。我々は3 快く， スカノレノ大統領のとった上

述の政策を迎える。彼は，もちろん，将来一一特にMPRS政策転換会議後一一政策転

換の成功のみならず，政治対決をも保障する，より進んだ政策をとるであろう。

業ir大慌に対して，我々は健闘を期待する。

付録 H

パン力一神使 4月2日H.R.紙社説

歴史上，今ほど東南アジアで，アメリカ合衆国が， これほど多く諾たられたり，言

及されたりしたことは今までなかった。

ただ語られているだけで， アメリカ合衆国に対して行なわれなかったどんな行動が
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あるだろうか。プロテスト，デモンストレーション，ストライキ，ゲリラ， ベ トナム

国民軍からの甘い攻撃を含んで／ インドネシアでは， アメリカの会社を抜：収し，イ

ンドネシア政府に託してしまった。 インドネシア国民の態度に反対する勇気を持って

いないことが明らかになった。 この様な状況のうらに，エノレスワース，パンカー〈ジ

ョンソン大統領の特使〉が当地にやってきた。パンカーは，二種類，最高と最低のプ

ログラムを携えてきたようだ。 しかし，二種類とも無駄である。何故なら，インドネ

シア国民と政府の大望を理解していないからである。 もっとも馬鹿げていることは，

インドネシアは収賄されうるし， 収賄されたがっているインドネシア人がいるという

考えが，アメリカ権威筋にゆきわたっているということだ。アメリカの新聞は，それ

をつつみかくさず書いている一一ーしかし，アメリカが“マレーシアリ対決は鎮圧でき

るし，ベトナムに対するインドネシアの友情はさめさせられるし， 当地の反アメリカ

帝国主義活動がやめさせられると考えるなら，どうぞそうみるのも御随意ではあるが。

パンカーは，間違った場所と間違った時と間違った目的のためにやってきた。特使

は， fこだ，ジョンズの代りをきめるに際してと， インドネシアとアメリカ問の関係を

改善する際にアメリカ自身を凶らせるだけである。 しかしその逆に，特使は3 インド

ネシア国民の反アメリカ精神の火をより大きくした“Stanvac”や“Caltex＂石油と同

じように行動した。

この点から見ると，特使は， 我々インドネシア国民のためには良し、ことをしたと言

えよう。

付録皿

日本の態度 4月27H Harian Rakjat社説

我々は二つの日本を知っている。すなわち，人民の日本と独占資本の日本である。

人民の日本はつねに独立，民主主義， 平和のためのインドネシア人民の闘争に味方す

る。一方， 独占資本の日本は，米帝国主義に行動を監視されて，つねにインドネシア

人民の闘争を敵視し，世界の進歩的人民の革命的闘争の敵の側に立っている。我々は

かつての日本ファシズムの背酷さに言及するまでもなく，西イリアン解放の Trikora

闘争においても，日本における支配的階級はオランダに味方した。 マレーシア粉砕闘

争に際しては，彼らは二面性を有している。彼らはマレーシアに対して好意的にふる

まうと同時に，インドネシアに対しても注意深げにふるまっている。両方の気味を損
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じではならない。 マレーシアが我々に友好的であるのに，どうして彼国と関係をもっ

てはいけないことがあるだろうか。 なぜなら，彼国は我国にとって大きな市場である

から，ざっとこうした態度である。

政治的にマレーシアは日本の仲間である。 しかし，副本経済はインドネシアとの友

好関係を必要としている。インドネシア人民の失望を惹起しているこの呼売り商人は

“マレーシア”問題において仲介者としての地位を確得しようとしているD そして，

トウンクー・ アプドノレ ・ラーマンは， 日本を含むその同盟諸国から懸命になって軍事

武器援助を導入しているにも拘わらず， インドネシアと交渉の空気が早く来ることに

利益を感じている。そして交渉の空気が生まれることは，ラーマンが来たるアルジエ

リアにおける第2回A・A会議への入場券を得るための資本となるものである。 もし

ラーマンのこの目的が成功すれば， これまで断固インドネシアに味方していた多くの

アフリカ諸国が， マレーシアに対して我々がとって来た政策にとまどν、を感じ始める

であろう。もしそうなれば， トウンクーは手をたたいて喜び， 日本は利益をポケット

に収め，アメ Pカは安堵の口笛を鳴らすだろう。

かかる兆候と上記の日本戦術に対して，我々は共に深刻な注目を払わなければなら

ない。アメリカという親分の命令で，日本は日本におけるアジア平和会議の参加者を．

禁止した。 白木政府は問会議へのインドネシア代表BakirMarsudiとSumaliの参加

を拒否した。 これは，インドネシア人民の心を非常にきづつける行為であるO しかし

インドネシア人民がかかる侮辱行為を黙って見すごすと思ってはならない／

インドネシア人民は必ずや， 日本独占資本家どものぎまん行為のわなに陥いること

はないであろう。インドネシア人民は，マレーシア粉砕を断間決意している。スカノレ

ノ大統領が言明したように，インドネシア人民にとって， マレーシアは存在しない。

人の心をきづつける日本の態度に対して我々は問機の報復を行なうであろ う。

付録 IV

8αnting Stir （政策転換〉の真の意味；混乱があってはならない

Business News 4月凶日社説

大統領教書は，国民諮問会議で読みあげられた演説部分の他に，政策転換 （Banting

Stir）に関して， 読まれていなもう一つの部分から成っている。そして，との部分に我

々が注目するに値する重要な文章が存在する。我々はこの部分を大統領演説につけ加

えることによって， 我々の経済を建設し浄化するための指針となりうる思想、のあらま
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しを，より明確に理解することができる。

大統領は，国民諮問会議の政策転換会議の以前に，政策転換の構想、は，特殊的には

経済開発計画に， 一般的には経済に対してすでに行なわれたところであると諮った。

国民諮問会議は， 同家の最高機関としてこの政策転換の構想、に賛成か否かを公式に表

明する法廷である。

大統領は，演説の他の個所で，政策転換とν、う概念の真の意味を明らかにしている。

つまり，我々は，もはや混乱した態度，行動，方法に我慢できないということである。

革命の時期には逸脱行為があふれていた。つまり，革命の道はあきらかに混乱してお

り，よつらいの千鳥足のようであった。

その他に重要な指摘は， Manipol主議者にとっての必要条件は現実主義であるとし、

うものである。我々は現実主義者で、あらねばならない。また， !n敢に諸問題をあるが

ままに観察しなければならなし、。 したがって，過去の経験に照らしてr もし必要なら

ば改正，自己改持を行なし、，新しい問題に対処するのに， もし必要ならば適応を行な

わなければならないの

大統領は，政策転換とは Tavip(64年8月17日の大統領演説〉の実行であると諮っ

ている。我々がもし現実主義者とならず， また，あえて危険を慌視しようとしないな

らば，我々はきまりきった道にはまり込んでしまうだろう。ν、や，それどころか，も

し我々が今政策転換を行なわないならば，我々は誤りを是生することができなU、。ま

た，新しいものに適応できないならば， 我々は石頭になって3 廓！の舞台ではおどれで

も，歴史の舞台ではあまり役に立たないことになろう。

したがって，大統領は，上記の基本的問題を“現実的な問題処茸Hに結びつし、た天を

もゆるがす革命的精神”という経済哲学に集約し， “政策転換ド とは，我々が我々自

身の原良JJに従わないことを意味せず，また， Dekon（経済宣言〉に従わないことを意

味するものでないと語っている。

大統領の言葉によると， もし経済宣言から逸脱する政転換があれば，私はまずそれ

に反対するものである。 しかし，もし経済宣言を成功させるために政策転換が行なわ

れる場合にはえ私はまずこれを提案するものである。

現在の“政策転換（BantingStir）”とレーニンのNEPとを比較して，大統領は次の

ように語った。 NEPは社会主義実現の成功を保障する第l歩であって，社会主義から

逸脱するものではなかった。現在の政策転換も，人民民主主義革命の大綱から逸脱す

るものではなく， 我々は周囲の状況によって人民民主革命の勝手ljを保障することを要

求されているのだ。

大統領は，我々に政策転換を余儀なくさせるこつの病根に言ー及している。即ち，第
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1は改良主義であり，第2は発展段階飛躍主義である。改良主義は経済分野で主導権

を掌捜している国家セクターを妨害し，農地改革が効果的に行なわれることを妨害し，

かくして人民民主主義革命を妨害している。

発以段階飛躍主義は， 私的資本や園内資本の参加を許等学せず，全てを一時に実現し

ようとして社会主義への直行を欲するという事実から感知される。 これら二つの病棋

は，我々の革命を瓦壊させる可能性をもっているから， そのままに放置することは非

常に危険である。また，その他に国民諮問会議が，第1期開発計画方針を決定した時

には，いまだ検討されない， あるいはその時点、においては検討することのできなかっ

た多くの要素，特に TrikoraおよびDwikoraの藷要因が存在していた。

大統領はまたp 政策転換の諸条件に言及した。過去4年間における開発計画実施過

程において，我々は多くの経験を集積した。その中には，甘い経験，苦しい経験ある

いは半分甘く半分苦い経験があった。 したがって， との第5年自に我々は再び調整の

年をもって，第6年目を新しい3ヵ年計画の開始の年となし，現在の8ヵ年計画より

も優れた，より現実的な，より方針が適正な， そしで過去のBプロジェクトのように

外庖援助に頼る考えから解放されて，社会主義に入る第1条件として，真に自力更生

の上にたった人民民主主義革，命を遂行ーしなければならない。

以上が，開発の絶対条件としての現実主義に力点をおいた政策転換演説の概要で・あ

るc そして，もし大統領が演説したように，全てのManipol主義者がそうであるため

の条件である現実烹義者であれば， 我々の将来は喜ぶにたる約束を内包している。

付録 V

公務員は社会の従僕である Business News d月19!:I 

現在実業界は思考を要する多くの事件に当而しているo この中で特に当然のことな

がら注意をひくのは，輸出入問題である。輸出入は基本的には以前から指導的地位を

確保し，輸出入分野で指導を与えることが望まれた国営企業に委任されることとなろ

フ。

もし我々がBhakliという名でより知られてヤる凶営商社の支配的j創立の実行過程を

考察すると，まず紡績糸p 遁麻布，鉄鋼， セメント，ガユーサック，紙等の主要物資

について独占権が与えられる。

これらの主要物資の輸入は，インドネシアの全輸入の約50～60%を占めている。 し

たがって，一般輸入の割当てを確保することは非常に難しい。我々は Bhaktiの経営者

でその地位を悪用し，誤った経営を行っているもののあることを知ってし、る。
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言い換えると，匡l営商社に支配的地｛立を与えようとする政府政策の目的は，政策に

計画性をもたせるためである。 しかし，それを実施しているものは深くその任務を実

行せず，又自覚していない。

したがって，社会と多くの関係機関とが国営商社に対してあまり好意的で、ない態度，

あるいはきまりきった態度をとらざるをえないと云うことは当然である。もし我々が

国営商；土 （Bbakti）のすべてがその任務を良く遂行してし、ないとし、えば，それは正しく

ないであろうが。

国営企業はH常の職務に於てその名声を宣伝していないように見える。国営商社は

勤勉な実行者で‘あり，その任務を黙々と，しかし，着実に遂行している。

多くの困難を経由した来，国営商社は解散され， Niagaの名で新しい国営商社が誕

生した。現在Bhaktiはすで、に活動せず， Niagaが数度の再編成を経て，輸出入業務を

国営商社に移管するという政策の中でその任務を行うことになっているo

ここ数年間の経験から，支配的地位の遂行を決定するのは任務を委任された経営者

である。我々は国内商業相と対外貿易相との会見から彼等がすぐれた経営者を Niaga

に置こうとしているとし、う印象を受ける。

ここにはすぐれた， あるし、は専門的能力を証明した経営者の配置とャうことIゴけで

なく，新しし、精神が感じられる。 一般に国営企業，特に Niagaは基本的には政府の経

済引回を実行する政府機関である。

この任務を遂行するに当って， 陣営商社は一般社会に，また，特殊的には経済j戸－（な

に対してサービスを与えることが望まれる。 このことは，サービスや技術援助を受け

るものは顧客であるが，実際にはNiagaがサービスを受けているということがこれ以

上くり返えされてはならない，又Niagaが消費者から各種サーピスを受けではならな

いことを意味している。

我々は各省と国営商社の中に存在する新しい精神が，新鮮で健康な空気をもたらし，

否定的な諸要素が次第に消滅して， 一般社会の利益のために全ての関係責任者が社会

の従僕としてその任務を遂行するようになることを希望する。

また，これに関連して，輸出入政策が決められた後に， 各経営者が容易に関係資料

を得られるようになれば良いと思う。我々は各地方が資料を喜んで提供してくれる関

係責任者を持つようになることを希望する。

もしこういうふうに再編成が行なわれれば， 一人の役人に会うのに数時間も待たね

ば、ならないようなことはなくなるだろう。 こうなれば，各経営者に対するサービスは

より目にみえて感じられるようになり，社会は各省各 Niagaの新しい空気と精神をま

んきつするようになろう。
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SPB規則の改正について

日月 4日， Massie銀行統制相は，物価や貨幣流通量に影響を及ぼしている諸原因を

再検討すべきであると語り，特にSPP制度による輸出奨励制度の必要性を諾ったn

そして10日には新しく SPPに関する改正規則が発表された（B.N.紙 5.2l)o 

SPP制度とインフレが上のように関連付けて考えられる事については，下記のよう

な事情がある。例年4月17日，輸出入および物価統制に関する経済規則が発表され，

外悶為替レートは1ドル315ノレピアから2501レピアに切上げられた。これは， 物価騰貴

に不満を持った共産党， 大衆団体の声を入れたものであった。しかし， 一方では外為

レートの切上げにもとづく輸同の停滞を防！とするため， 輸入許可書：の割当が下記のよ

うに改"ifされた C1ドルにつき〉。

旧規良lj

対ドノレ交換レート 315｝レピア

外貨割当 1ドル× 5%

輸入許可書（輸出業者） 1ドノレ×10%

II （生産輸出業者） 1ドノレ×15%

ぺ． 17 ＊見則

250ノレピア

1ドル× 5%

f 1ド）レ×20%
SPP { 

つまり，輸出業者はその輸出高の20%をSPP（輸入許可書）で獲得でき，旧規則よ

りもより輸出奨励的政策がとられたので、あった。 ところが，インドネシアのようにイ

ンフレと外貨不足の国では，輸出より輸入による利益が大きいためSPPには投機的需

要が殺到することとなった。たとえば， 64年5月9日にインドネシア銀行取引所で

1750.Jレピアで取引が始まったSPPは， 12月中旬に最高値の1ドル75001レピアに高騰し

た。このことは4.17規則制定当時p 政府が意図した下記のSPP価格騰貴の規制措置

が失敗に帰したととを意味するものである。1. 物資の販売は特定の者に限定する。

2. 販売価格，適正な利潤を規定する。

そこで政府は， SPPの価格騰貴が図内物価をつり上げ，さらには輸出にも影響を及

ぼすものとして改正にのりだしたものである。 しかし，インフレの根本的原因が赤字

財政， 外貨不足等にもとづくものであることを認めている政府が，今度のSPP制度の

改王にどの程度のインフレ抑制効果を期待しているのであろうか。この点で， 改正規

則の烹目的はただ一つSPPを投機の対象からはずすことにあるようである。改正点は，

1. SPPの有効期間を 1ヵ月に短縮する。2.SPPの取引はインドネシア銀行取引
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所を通じて行なう〈従来の｜当rt-1取引を認めない〉。3. 登録哀を有する輸入業背， I愉1111

業者，（F.i車輸出業計および1!1{Plで輸入を；ffTifされた企業のみが取引所において Spp 

を購入することができる。4. 輸入は当該sppに氏名を；記載者・にだけずf11Jされる h

5. SPPは第1,11,m類品目表の物資の輸入にのみ使用することができる。 6. 取引

所で定められる SPPの交換率は，当該取引日の高値にきめちれるのではなく，過半数

の取引に用いられた交換率によって定められる〈条文の意味が明確ではないが， SPP

の売方買方はそれぞれが希望する取引値段をインドネシア銀行取引所に通知すること

になっているので，取引日前に取引所はSPPの交換率を決－定できるのであろうか〉。

しかし，かかる改正によって，はたしてSPPの投機的需：要をどの程度防止すること

が可能であろうか（B.N.紙によると，新規則が発表される 1週間前，自尚市場のSPP

交換率は27，公定交換率は16.3であった一一 交換率に250を乗じたものが1ドノレ当た

りのSPP仙絡である）。 たとえば，この規定を完全に実施することはほとんど不可能

である。 このことは3 政府の強い規制措霞にも拘わらず，ヤミ外貨の取引がかなり自

由に行なわれていることからも類推できる。 また， 3' 4の規定に関しては， u、わゆ

る“投機業者”が「ある輸什1業者ないしは他のSPP所有者と関係を結んで希望する物

資を輸入するという11J能性が残されているJC付録VII）。 また， 5の規定については，

概めて厳格に実行されれば、国民経済にとって利益となり，また， ある程度投機的活動

を抑えることになるかもしれないの しかし，椀めて激烈なインフレ状態においては，

「第 I,II，匝類！日1目の物資といえども投機的目的に合った商1守1になってしまうこと

が想像される」（付録VI）。 したがって， 「かかる拙：置は丁度マラリア患者に対して熱

は下げるが病原菌までは殺すことのできない淑布を頭におくのとよく似ているj とし、

えよう〈付録羽〉。

しかし，極めて技術的改正にとどまったにせよ， ともかく政府を改:iFにふみ切らせ

たものは， 上記の経済的理由の他に共産党の強ャ要請によるととろが大きいと思われ

る。共産党は4月17臼の規則の制定後直ちに政治局芦明を発表して， (l)SPPの設置は

ルピアの交換レートの変動を認めることであり， (2）物価の勝賞を引起し，（3）輸出の進

展を妨げるものとして反対して来た。そして事実その通りになった現在，同党は SPP

制度の改革要求を正当性をもって世に問うことができるわけである。たとえば，共産

系の E.N.紙は，輸出奨励は必要であるが，それは生産を強力日し輸出品のバラエティ

を多くするという目的にそったもので，取得外貨は国民経済の発展に利益となる商品

の輸入に使用すべきであると主張する。そして輸出奨励は，（1）低利の金融，（2）原料，

補助原料，部品の適克イ而格による配給， (3港に輸出品を集荷するための継続的運輸手

段等によって行なうことを提案し， SPP制度の抜本的改革を要求している（付録V）。

しかし，ともかく25日には， 17の交換率でSPPの取引は再開されているの
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1965年5月4日

v銀行統制相，SPPの再検討を示唆一一銀行および私的資本税制大臣J.D. Massie 

は，インドネシア銀行経営会議で，闘争経済を組織するために経済の安定をはかり

物価や貨幣の流通量に影響を及ぼしている諸原因を再検討すべきであると語った。

またSPP問題につν、て大臣は次のように諮った。

インドネシア銀行のSPP売渡し交換率は輸出業者による SPP売波し交換率に

対して重要な影響をもっている。もちろん最終的には金融的あるいは非経済的要

因が輸入物資の上げ下げを左右するのではあるが。また事実問題として，インド

ネシア銀行の SPP売渡し交換率は， (ii翁出産品〉のチヱツクプライスとならんで

輸出業者に国内物価を考慮して輸出するか否かを決定させるものである。これに

関連して輸出産品の国内価格が輸出業者の計算によって決ってくる。したがって

現行法規にしたがっている輸出業者の事業活動の円滑化を妨げるような諸要因は

取り除かなければならない。結論として， SP.P交換率とチェックプライスに関し

て護要な役割をもっているインドネシア銀行はp 国内の輸出物価とSPPによって

輸入した物資の価格の上げを左右するととができる。つまりインフレの方向を左

右することができる。したがってすべての輸入を政府の手に掌握し， SPPの形態

による輸出奨励制度を再検討する必要があるo 〔E.N. 5. 5〕

vオランダからトラ.. ，ク輸入一一基礎鉱工業省大医補佐 SarcljuIsmunandarの

言明によると，オランダからの 1億ギノレダーの借款にもとづν、て200台のトラック

(Daf）が来月輸入されるととになった。 また借款とは男1Jに Daf1000台の借款輸入

について両国間に話合いが行なわれている。トラックの価格は，約5トン ・トラッ

クでl台2400ドノレp 小型車で；1600ドノレ程度で、ある。 〔B.N. 5. 5.〕

5月5日

’大統領，大臣，大使を任命一一一スカルノ大統領は下記の大臣，大使の任命式を

千tなった。

基礎工業相， HadiThajib （前駐イタリア大使〉

ナイジエリア大使， H.Moh. Sjarif （前 DenHaag駐在外交官〉

チェニジア大使， iVfax.Maramis （前外務長高官〉 〔£.N. 5. ti.〕
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’輸出業界にBLLD改組の声一ーイ ト貨取引に関する法律第32抄／1964によって設挺

された外貨取引j品（BLLD）はすでに活動を始めている。

しかし輸出業界では外貨契約やLCの延長などが LAAPLN(BLLDのがj身〉当

日寺よりも円滑にはこばないことに批判的である。 〔E.N〕

5月6日

’自民党議員団，ジャカルタに到着ーー－斗て者15’自白血尚氏をl:.tlkとする自民党アジア

・アフリカ研究会議員団一行6人は，インド‘ネシア凶会の如きで，上｜航機でジャカ

ノレタに到着した。 〔H経（タ） 5. 6.〕

’大統領3 自民党議i弐Illと会見一一スカ jレノ大統f!fiはι｝羽！朝l

自上も党議員団と会見した。

大統領はこの会見で，外国の多くの新聞が誤った報道をしていることを指摘して

同議員団がインドネシア各地を訪問し，インドネシアの真の状態を見てくれるよう

要請した。 〔E.N〕

5月7日

v日本自民党議員団，共産党首脳と会談一 一宇都宮氏をl:ti長とするn,-t,：の自民主’占
議員団は，インドネシア共産党中央委事務局を訪問し， Ai<lil 1t1！よと委議長と会談し

た。 Aiditは勧迎のあν、さつの中で，次のように諾った。

日本人民の90%がアメリカのベトナム政策に反対してν、るとν、う議員凶の説明j

を喜ぶ。インドネシアでは日本人民よりも 9%多くの人民がアメリカの政策に反

対している。我々は政府．を転覆しようとは，思っていなν、。なぜなら政府を転覆す

ることは，我々が：支持するスカノレノ大統領を転援し，私自身を転覆することであ

るからだ。

1宇都宮団長のあν、さつの概要次の通！九

自民党は，スカ／レノ大統領の政策を全凶的に支持して民朕及び国家を建設しよ

うとするインドネシア共産党を高く評価している。我々は，インドネシア，中国

H本の各国民がアジアの平和を維持するために位｜く協力すべきだという意見をも

っている。自民党内の進歩的勢力は昨年までソトさなものであッたが，次第に強大

になり今や120名をょうしている。これは日本国民がアジアにおけるアメリカの

政策を反対していることと自民党がアメリカと協力することを望んでいないこと

を意味しているo我々はアメリカ帝国主義がアジア大陸でアジア人を殺りくする

ままに放置することはしない。 〔H.R. 5. 8.〕
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5月8日

’ジャカJI,..タで反米デモー一青年戦線（FrontPemucla）の指揮するデモ隊が“イ

ギリスとアメリカに気をつけろ” “NASAKOMは一致団結” “マレーシアを粉砕

せよ”等のスローガンを口々に叫びながら米随大使館にデモ行進した。

〔H.R. 5. 10.〕

’宇都宮氏の演説一－Palembangにおレ、て自民党議員団々長・宇都宮氏は次のよ

うに語った。

インドネシアの笑情を視察してみて，インドネシア凶民はi帝凶主義が成した多

くの困難に直i面しているにもかかわらず，国家を建設しようとする意気にもえて

いるという印象をうけた。かかる意欲は物理的軍事的を間わずいかなる力によっ

ても打負かされることはない。マレーシア対決政策によってインドネシアが崩壊

するという外国新聞の報道は真実ではない。

日本議員団は Palembangの下記の企業を視察した。

l. Sriwidjaja肥料工場（PUSPRI),2. Sungai Gerong, Pladjuの冶－油施設，

3.南スマトラ最大の Musiゴムリミリング工場， 4.Kertapati石炭鉱山。

〔E N. 5. 10.〕

, SPP価格高騰一一ここ数日来 SPPの購買意欲は急にふくれあがっている。 4

月末本紙はSPPによる輸入がJ発止されるという うわさを報道したが，数日前 J.D. 

Massie大臣は輸出業者に対する奨励制度はただちに再検討の必要があるという見

解を明らかにした。またさらには近い内に民間輸入業者の役割が終りをつげるだろ

うという思惑が，商業活動に影響してきつつある。しかしいまのところまだ多くの

商人が自由市場から一般SPPを手に入れる余地が残されている。したがって輸出業

者／SPPの売手はSPP価格をできるだけ引上げようとしている。たとえば現在SPP

交換率は27.3でこれは 1ドル6825ルピアにあたる。

SPP価格の推移

5月3日 4日 5日 61::1 7 11 8日

26 26 . 5 26 . 8 26 . 9 '2,7 27. 3 〔B.N. 5. 10.〕

守中共借款による綿紡工場一一凶民工業省の発表によると， i[」共借款による綿紡

績」；場の建設予定工場は当初8工場であったが，中共経済使節団との話合いで8工

場に減らされた。

中共借款は1961年の経済技術協力協定にもとづくもので，総額3000万ドノレで， 65

年末までに実行済みとするはずであったが，その後実行期間は1970年まで延期され
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た。また借款は返済期間8ヵ年， 31,1＝－据誼き，利率11.'-2 M%である。

まず実施の第 i段階として， 3万紡錘のBandjaran綿紡績工場， 2万500りがJ錘の

Padang綿紡績工場の建設が調印され， Bancljarnng工場は建設中， Padang工場は

建設資材を．輸送ltlである。費用はそれぞれ420万 ドノレ， 360万ドノレである。

その後去る：-3JJ 30日にMakasar,Madi un両綿紡工場（それぞれ3万紡錘で420万

ドノレ）の建設契約が結ばれた。この二つのプロジェクトに対しては1965年末から建

設資材の輸送が始められ， 67年6)j末に建設完了の予定である。また4プロジェク

トの現地費用は中尉からの1728万スイスフランにのぼる一般物資の売上げによって

まかなわれる予定である。

政府は紡績プロジ♀1二ク卜にl品（綿を提

事；業に，，，）v、ても中国の援助を受けるはずである。政府はすでにq1国借款の内から

129万6000スイスフランを綿種子，機械，綿栽培のための設的Ill等の購入に使用する

ことで合意に迷ッしている。 〔B.N.〕

5月10日

l SPP交換率， ただちに統制一一lド央銀行相 Jusu{ Muda Dalamは，インドネ

シア銀行による SPP交換率の規制は来週から実施されると諮った。 〔E.N.〕

5月11日

v共産党中央委第4回会会談始まる （～13日）

v全分野で革命的攻撃を強化せよ，Aidit演説一一インドネシア共産党1.11火委第4

凶定例会議において， Aidit1f1央委議長は“全分野で革命的攻撃を強化せよ”とい

う題の政治報告を 71時間23分にわたって行なヮたυ

概要次のとおり。

1. 経済と開発における政策転換（BantingStir）にみあった政治状況をっくり

だすために革命的攻撃を強化せよ。

2. 革命的状勢は新興閣を中心に盛上っている。

3. 大衆政党，指導的政党として共産党は強｜出｜な紀律をもっている。

〔H.R 5. 12.〕

5月 12日

，スカjしノ，6月に訪ソ一一共産党筋はp スカノレノ大統領が6月， アノレジエリア

の第2問AA（アジア，アフリカ〉会議に出席する前にそスクワを訪問すると言明

した。 〔日経〈朝） 5. 13.〕
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V米国の対イ政策を批判，ヒルズマン氏一一ー前国務省極東姐当国務次官補で， :fJl

コロンピア大学教授のヒノレズマン氏は，シカゴ対外関係協議会の席上で演説し「米

国の外交政策が最－近おかしている失敗のI下Iで，対インドネシア問題が最大のもので

あるJと述べた。同氏はさらに米外交政策を批判して要旨次のように述べた。

1. ゲリラ戦の力を1理解し得ないベトナム問題に対するワシン トンの政策は誤

っているがp 新興国におけるナショナリズムのカを理解し科ないインドネシア対

策はさらに間違っている。

2. スカノレノ，シアヌーク，エンクノレマなど新興国の指導者は以米容共的とj芯

われることを数多く口にするかも知れないが，彼らは共産主義者ではない。

〔朝日（朝刊］） 5. 14.〕

5月 13日

Vアイディ ット政治報告をめぐる論義，中央委会議一一一インドネシア共説先；第4

1ι1 q:1央委員会定例会議（44名〉におけるアイデット＇・P火委議長の政治報告に対する

中央委員会の一般意見次のとうり。

農民運動は次第に数を噌し，拡大し，質が向上している。農民運動は米帝国主

義反対闘争の強位｜な基礎となっているω なぜなら封建主義の残がいは’帝国主義の

地盤を構成し，農村の諸悪魔どもは農村における帝国主義に他ならないからであ

る。共産主義者は，反封建闘争と並行して，生産・の拡大のため農民を支援し，ね

ずみ退治運動， 1001運動，農村のスポーツ運動，新文化（GKB）運動に参加しな

ければならない。新文化運動は三つのMi耐を持っている。すなわち， 5M追放運

動（遊興，飲？酎，先春，盗み，麻薬〉と人民の憤りの促進，文化の向上であるω

すべての分野で－革命的攻撃を強化する諸活動を活発イじするためP インドネシア人

民は攻撃目標を正確にとらえて敵に打撃を与えなければならない。諸運動は“行

動，創造，芸術”のスローガンの下に行なわなければならない。行動においては

小さな目標にも全力で当たり，広い統一戦線を支持しなければならない。統一戦

線活動においては，統一戦線の寸1で党の自由を護ることを忘れてはならない。党

の自由を護る目的は党が革命闘争において大衆を組織することができるようにす

るためである。国民戦線に関しては，その第1の任務は革命的勢力の中に思忽的

統一を他付け，調和的な統一共同行動が生まれるようにすることだとヤうことが

次第に自覚されつつある。悶民戦線は， Manipollこ従がって人民大衆の利益を直

接擁護するという意味で，左翼によせる刺激手段である。共産主義者は国民戦線

の中でより多く働かなければならない。
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国際状勢に関して，すべての中央委委員はアジア，アフ リカ， ラテンアメ リカ

の新興国（Nefo）の革命的状勢は満足すべき発展をとげていることに注目した。

新興厨勢力は米市｜卦主義にヰ旬、られた！日興国（Oldefo）に対する刻決において次第

に勇敢になりつつある。

革命的家族のー合．成の問題にっし、ては，新しし、ti!：代をより良く育成しなければな

らないc これは現在未米を通じて重要なことである。共産主義者はその各家族を

進歩的政治人にしなければならない。革命的家族を育成するためには妻の仕事を

改苔し，』11：・人幹部の育成は！本｜難だ．という考えを終らせなければならない。

文化，イデオロギー組織に関する 4ヵイl:・iH・画の実行を強化するために次のよう

な活動が必要である。1.下放活動（50%以上の力と｜時間をT部委員会支援のため

にさく） 2.競争，批判，自己批判，大衆路線， 3.最低活動.n同i(PKM) （委員会
生活の1r'1Jよ， 計画の細分割当， 件段階の委員会に1{j'.の計同施設を補充する〉，

4.学生と三／：宵がずf：イJ:するllliりすくーに実行せよというがj挺に立って，Panperaを躯

,ji{hとする Unraを設ifiする。5.KSSRにもとづいて審矢作j水準と文学および芸術

資料を処理する技術とを向上させる。6．党の思想政策を与える党の宣伝活動を強

化するα7.マルクス主義思想、を実現するため経済問題の研究を深め経済問題を指

導する＇ 8.学者の革命大衆組織活－部jは学背の運命を改辞するために強化する必要

があるοY.指導委員会と検査（Verilivikasi）委員会の活動を改－；g；する， 10.信頼さ

れる幹部を多数育成する。

また党の役者1Jを弱化させ， 具体的には党委員会を弱化させるヅ）働組合主義の諸

傾向を廃止させる必要がある。

漁民に関して，かれらは現在までもっとも注目されず，その闘争組織は統率さ

れていない。したがって，最近連合会議を開き， 16の大地方支部， 73の支部を設

・iflしたインドネシア漁民戦線（BNI）の設立の意義は大きい。 〔H.R.J

’Aidit記者会見一一PKI中央委員会事務局で行なわれた記者会見で， Aiditは，
PKI 45周年式典と 5月11日から5月13日まで行なわれるPKIri－，央委員会会議につ

いて説明した。

PKI 45周年式典で， 47のスローがンを掲げるが，その1I 1で式典を決定づける主

要な五つのスローガンは，

1) Trisakti Tavip即ち，政治に於ける主導権，経済における自力更生，文化

の同一性

2) 労働者と農民を武装させる。
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3) PKl党員を勇敢で，規律正しく，賢い，教義のある党員に教育する。

4) あらゆる分野に於いて，革命的攻撃を強化する。

5) あらゆる分野において， NASAKOM化を行なう。

PKI 45周年のクライマックスは， 5月23日p スカ／レノ大統領が演説するスナヤ

ンスタジアムにおける大集会である。 この集会で， PKl党員 300方， 人民青年同

(Pemada Rakjat）員300万，及び全国のPKIシンパ2000万人が参加するο

この式典は，首都，県Ji：所在地，県， w），村において行なわれる民11':;のための，
):1;J討による，国民の税JJ-ll.であるο

この式典のプログラムの一つに， SendratHriと放がある。Pl<Iの闘争史を歌とmtt

リによって芸術的に表現しようとするものであり，ブン ・カルノ宮殿で， 5月271-1

から3日間行なわれる。スカノレノ大統領も出席する。 〔H.R. 5. 14.〕

，共産党中央委，大統領に対米強硬策を要請一一ジャカノレタで開催中の共産党中

央委員会第410.1定期会議は，インドネシアの船舶Latuharhary号に対するアメリカ

の依収措置に対して，米凶企業の企泊i接収，対米外交関係の断絶を大統領に要請し

たυ 〔H.R.J 

, 1965年第1.4半期の国家歳入一一一歳出 ・歳入 ・監査省の発J友によると， 65年第

1.4半期の歳入は1615億／レピアで64イド｜叶期に比して， 261%の増加であった。

〔B.N. 5. 14.〕

’第1V類品目に輸入許可かー－－EN紙の記者が得た情報によると，香港からの第

出品目輸入許可と第W類品目の者イ多fi?1や自動車の輸入許可が行なわれるといううわ

さが業界に流れている。このため5月10日にはSPP交換率は28にはね上ったが，政

Jr:fのSPP規制令が発効するまでまだ値上りしそうな気配である。もしSPP規制j令

が実胞されると，政府はふたたびADO制度（自動外貨割当）を採用する・1・,s能性が

ある。ADO制度は個人所有のSPPの売渡しによって物資を購入するというやり方

でSl'Pの売j度しが行なわれる可能性がある。 〔E.N.〕

V 日本，原油輸入で‘共同会社一一北スマトラ石油開発協力，石油資源開発，丸普

耳i油，トl本鉱業，関西電力，中部電力の6祉は，東京 ・赤坂のプリンスホテルで，

「フアー ・イースト ・オイノレ・トレーデング ・カンパニー」 （資本金3000Jjp:j）の

設立総会を開き，社長に今井富之助北スマ トラ石油開発協力社長，常務に「IJ」寸長審

開業務部長，取締役に松根宗一電気事業連合会顧問の三氏を選んだ。

これはインドネシアからの原油輸入のため日本，インドネシア両国の合弁会社を

つくることを目標に，とりあえず日本側だけの出資会社をつくったもので，近日中
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に合弁会社設立のための申請書を政府に提出，認可があり次第，インドネシアの資

本参加を求めP インドネシア1WIから副社長・を選ぶことになってν、る。

j原油の引11文i主t，仙i格などの剤II討にっし、ては191.！に今；Jt：氏がインドネシアを訪問jし

て打合わせるが，初年度分100)jキ1:i，将来は年間GOO万キロにまでふやしたい芯－

l向。 ・ 〔朝日〈朝） 5. 14〕

’L。tt rl、αry号の差押さえ解除一一インドネシア政｝（＇.］：にコ、、ム圏を按収されたこと
に対するj倍｛負．を要求したアメリカン ．ノ、ワイ事業会社の訴えにより，ロングピーチ

港に入港したまま廷押えられていたインド、ネシアの貨物船ヨハネス・ラッハ／レハリ

号は差t'IIえを解除され，山j告を評｜：された。 〔朝IJ（朝） 5. 15.〕

5月 14日

’日本の対豪航空機売付けを批難一一アンタラ通信東京電はオーストラリアはマ

レーシア紛午でマレーシアを文仮するため， ll本からジェット航y；空機を民入れよう

と報じている。

同報道によると，ノリレソノ駐IJ大使はH本外務省に，ジェット機売渡しはインド

ネシアに対する非友好的行為とみなすと響告した。 〔朝日（！制） 5. 16.J 

V自民党議員団，香港に出発ーーさる 6IJからインドネシアを訪問中であった自

由民主党議員凶のうち，宇都宮f:ilお団長・ら 4代議土はジャカノレタを出発，空路香港

に向った。一行は15日香港から中｜主lに人り， M日まで滞在，さらに北期鮮を｜叫り月

末帰国の予定。 〔朝日（タ） 5. 15.〕

V米国駐イ新大使にゲリーン氏一ージョンソン米大統領は，かねてから引退の希

望を表明していたジョーンズ駐インドネシア米大使の併任を認め，後任にマーシャ

ノレ・グリーン，ド極東担当国務次官補代理を任命した。グリーン新大使は49才，外交官

としてソウノレ，香港，マカオなどアジア各地を歴任，それ以前にも， 39年から41年

まで東京で駐日米大使の秘書であった。

ワシントンの外交筋によると，ジョンソン大統領のグリーン大使任命は，米国が

インドネシアに対してこれまでより強硬な態伎をとる志向を示したものである。

〔朝HC朝） 5. 15.〕

T Banting Stirはマレーシア闘争の強加，Surochmon談一一国民党および労働戦線

(Front Marhaenis）の事務総長Surachmanは記者会見で次のように語った。

1. PNIとFrontMarhaenisにと って BantingStirとBerdikari（自力更生〉

はマレーシア闘争の強力日を意味するものでなければならなャ。またPantjasilaに
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もとづくインドよシァ社会主義社会の実現を指向するものでなければならない0

2. マレーシア粉砕闘争を強加するため， NASAKOJVIによる民肱紘一を強化

しなければならないυ 特にDjarnbi地方については， 1 I惜のゴムもシンガポーノレ

に入らないようにしなければならない。そしてslabによる現住民ゴムの品質－を高

めて輸出できる商品にしなければならない。

3. 社会主義段階に入った現在のインドネシアにおいて，政府管甥下の諸・{t業

を民間に払下げるととは許されない。 〔E.N.J 

f OPS-impor, SPP制度改正に賛成一一中央輸入同種企業連盟（OPSImpor Perda-

gangan Besar Pusat）の D.R. Motik理事長は， SPP制度の改正につU、て次のよ

うに述べた。

SPPの取引を規制する政府の政策は， 5月14～15日における同連胞の決議に一

致するものである。この決議の中で我々は政府がSPP交換率を統制することと自

民！市場における自由SPP価格の存在を許さないことと要求した。

現在のようなインフレと外貨不足の状態の中にSPPの自由価格が存在すれば，

SPPは特定の企業者によ勺て投機目的となる。ことで政府がSPPの取引所を l

個所だけに制限すれば，政府は比較的容易にSPP交換率の値動きを統制するとと

ができる。

政府はまた取引所でSPPを買う資格をもっ者を限定したη つまり登録支を持つ

輸入業者，輸出業者，生産輸「H業者である。 〔E.N.〕

5月 15日

l SPP規制による各種投機－ 5月10flに予定されていたSPPの立合いは SPP

規制令によって中止されたが，これによって各穂の投機が生じてU、る。 〔E.N〕

5月 16日

V外国投資を禁止，サレー談一一アンタラ通｛言によると，サレー第3副首相は，

「インドネシア政府はスカルノ大統領の経済自立政策の線にそって今後外国の投資

を認めないJと言明した。

サレ第3副首相の言明はプロダフション・シェアリング形式〈生産物共有権形式

＝投資資金を生産1'iliで返済する）などインドネシアが主導権を搾る外資導入形式以

外の外閣の直接投資〈企業進出など）はいっさい認めないことを意味している。

〔読売（朝） 5. 18.〕

V 目立，エレベーターを輸出一－ Fl立製作はジャカルタにある阿国最大規模の｜司
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営サリナデパートi向け，エレベータ－ 6什，エスカレータ二14台を完成，このほど

現地に発送したυ 〔日干lj工業〕

5月17日

V 日本からけい砂資源調査団一一旭硝子など板ガラスメーカーは南ベトナム情勢

の悪化によりカムランけい砂の先行き見通しがH音くなっているため7月ごろ，第2

次の資源調脊.rnを東南アジアに派遣する予定であるが，この中でインドネシア領の
南ボノレネオ，パリックパパンがかなり有望な輸入先とみられている。

けい砂は，板ガラス，ガラス製品の原料および研摩用として，また鋳物用砂とし

て年間200万トンほど使用されている。このうち10%を主として南ベトナム ・カム

ランから輸入して板ガラス業界で使用している。ところが最近のベトナム情勢悲化

からいつ輸入がストップするかわからない状態にあり，安定した供給先を探す必要

が生じてきた。業界ではこの2月，カムランに代る新資源を求めてマレーシア，ボ

ノレネオに調資問〈同長大久保大旭硝子：i：任技師i）を派遣した。

この結果，｜υJJ出ばには今すぐ輸入可能な鉱床がないことがわかったため，とんど

はインドネシア，フィリピン，台湾に第2次調査問を7JJごろ派遣する予定である

I l'i'J地灰のうちボルネオ島南部のインドネシア領にあるパリックパパンは， －＇.j』．

ンドネシアの製びん業者が採掘して使用中といわれ港を撚えているだけに今のとこ

ろ最も有望な輸入先であると業界ではみている。 〔H干lj工業〕

V信用状の延期は許可されない一一インドネシア銀行理事会は， SPP規制令にと

もなって信用状の延期は許可されなし、ことになったと3寄った。 〔E.N.〕

V数億ルピアの使込み摘発一一数億／レピアにのぼる公金を私服して自動車，繊維．

等を輸入していたゴム協同組合と貿易省の幹部が逮捕された。 〔E.N.〕

vカポック綿花栽培の拡張 〈中部ジャワ〉一一インドネシアカポック綿花会社

(P. T. Kapok Indonesia）の理事長 SoekardiDjacariaは，中部ジャワの綿花栽培

拡張計画について次のように述べた。

カポック綿花生産を増加させるため Mochtar中部ジャワ知事が指導する国民

カポック綿花増産委員会が設置された。また農業応はジャワカポックの種子を

1500kg用意している。インドネシアカポック綿花会社はこの費用のために300万

ノレピアを拠出するの現在全カポック綿花生産量の内＂＇部ジャワが60%，東部ジャ

ワが40%を占めている。9月から始まる収穫期には6000トンの収獲が予想されこ

の内3000トンを輸出する計闘である。これによる外貨収入は約500万ドノレである。

〔B.N. 5. 21J〕
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5月 18日

v労働団体， Jυsυf商相に抗議文一一商業労働者連盟（BuruhMarhaenis傘.）＂）は

Jusuf国内および、対外貿易担当相に対して概要下記のような抗議文は送った。

1. Jusuf大医が任命しようとしている国営商社の一般指導機関の理事遠は，

BPS/SOKST，官僚資本家，経済君主（DinastiEconomi）達である。

2. 線事会に NASAKOMの原則を反映させ， Dwikoraと自力更生を達成す

るためには，革命的進歩的労働者を経営に参加さすべきである。 〔E.N.〕

5月 19日

’日本共産党代表到着ー一一インドネネシア共産党成立第45周年記念式典に参加す

る口本共産党の代表袴間里見，商沢11;夫両氏がジャカノレタに到着した。

〔H.R. 5. 20.〕

＇）［，.－ マニア労働党代表到着一一PKI成立45)t.J午記念王ti)l]Jこ出席のノレーマニア労

働党代表がジャカノレタに到着した。 〔H.R. 5. 21.〕

Vス外相，記者会見一一スパンドリオ外相は，東京への／Ii，発に当たって記者会見

①t15 2阿アゾア，アフリカ（AA）会議前にマレーシア紛争解決のための首脳

会談はない，②インドネシアは第2lii!A A会議の：場で、日木はじめAA諸国に対し，

マレーシア紛争解決の方法について援助，協力を求める， ③その結果によって第2

回AA会議後にスカルノ・ラーマン会議が開かれよう，とJミ明した。

〔朝卜I（タ〕 5.20.〕

Vス外相，来日一一スパンドリオ外相は， スジャロ｝林：業杭l，アドモハン｜ごヲ漁

業相，へJレランパン国務相，スチプト前瞥察相を伴U、来日した。

ス外相は20日椎名外相を訪問して会談するほか， 21fl川島内民党副総裁と，また

22日佐藤首相と，それぞれ昼食を共にしながら会談する。これらの会談ではインド

ネシアの第2回AJ:,.会議にのぞむ態度，マレーシア紛争問題について率直な；蛍見の

交換が行なわれるものとみられる。ス外相ちは22日帰悶する予定。

〔街：日（刺） 5. 20.〕

Vゴム協組の横領事件，4｛意2900万ルピア一一ゴム協同組合（IKKA）の理事長に

よる横領金傾は4億2900万ノレピアに達っしていることが判明した。この金額は各地

のゴム協関組合に対する負債となっており，内訳は南カリマンタンゴム協同組合連

盟（GAKKA）に対して3億5000万jレピア，中部カリマンタン同i車問に7900万／レピ

アとなっているn 〔E N.〕
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5月20日

Vナスチオン‘ノ連から帰国一一一ナスチオンltl防相は3週間にわたるソ連，ポーラ

ンド，オランダを照訪を終え帰｜司した。｜叶国防相は空港で「ソ連援助による大規模

な軍需工場建設交渉は事実上，成功した」と語り，さらにつぎのように述べた。

1. ソ述からの軍事物資質い付けを調整．するためモスクワに常駐の軍事使館i聞

を置く。

1. 〈ソ速からミグ21型機の購入に関するグニ空軍参謀長の言明で質問され〉

実現する玄でしゃべらない方がいし、だろう。

1. 私はコスイギン ・ソ連首相からスカノレノ大統領あての親書：を持って帰った

が，その内界は明らにできない。 〔毎日（朝） 5. 21.〕

’スパンドリオ，椎名外相と会見一一来日中のスパンドリオ外相は，椎名外相を

訪問，日木の対インドネシア経済協力を中心に会談した。ス外相は「30隻の引き船

とジャカノレタの火力発電所のプラントの受入れ体制は完了しているから， 日本政府

のすみやかな認可を塑む」と述べたのに対し，椎名外相はこれを了解，早急、に日本

側も手続をとることを約した。

また現{1%ベースによる化学肥料の買し、付けについても 6月l十lに2方トンの供給が

可能でインドネシア側の信用状開設手続が終わり次第，船積みを行なうと言明し

た。

なおジャカルタの火力発電所フ。ラン トは/1＼力15万キロワットで総額1970万ドノレ，

頭金10%，残りは；i年折：慣き後7年間の分割払い，金利率5%が条件。

〔街：日（期） !) . 21.〕

5月21日

’佐藤 ・スパンドリオ会談一一川島自民党総裁は，スバンドリオ第1副首相兼外

相と 2時間余りにわたり，マレーシア紛争と第2@AA会議の2議題を中心に意見

を交換した。との席上ス外相は第2回AA会議にのぞむインドネシアの基本的態度

として 「波乱はまぬがれなν、にしても，極端に走るのは避け， AAの内部分裂を招

かないようにしたい」との意向を伝えたが，マレーシアの同会議参加には消極的態

度をかえなかった。一方，マレーシア紛争の収拾について川島副総裁は，第2回AA

会議以後ならばインドネシアも“東京会談”に応ずる用意があるではないかとの印

象を得たようである。

なおこの会談には，稚名外相，黄田外務事務次官， ノVレソノ駐日大使らが間席し

た。 〔毎日（朝） 5. 22.〕
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vスラJtヤで反米デモ一一スラパヤで約3000人のインドネシア人が米国領事館の

へイを越えて乱入し，同領事館の壁に反米スローガンをはりつけた。これは今年に

はいってインドネシアで4回目の，そして最大の反米デモであった。

〔朝日（タ） 5. 22.〕

V日イ経済協力問題討議一一赤城農相は，インドネシアのメジャロー林業相，ア

ドモハンドヨ漁業相と約20分間両国の経済協力問題について話し合った。席上赤城

農相は，東ボノレネオのラワン材開発を進めているカリマンタン森林開発協力株式会

社（会長，萩原吉太郎北海道炭破汽船社長〉の仕事が円滑にいくよう協力を要請し

た。スゾャロー林業相はこれを了承，同社の出資社〈三菱商事， 三井物産，住友商

事など35社への代表者とも話し合いたν、と諮った。 〔読売〈タ〉〕

T PKI 45周年記念式典に各国代表到着一一中悶共産党をはじめ各国代表がジャカ

ルタに到着した。

各国代表者次の通り。

1.朝鮮労働党〈朴金部）， 2.中国共産党（彰真中央委書記長）， 3.アルパニア労

働党（GogolNushi政治局員）， 4.ベトナム労働党（LeDue Tho政治局員〉，

5.ソ連共産党（SjarafRasjidor中央委幹部会員〉 〔H.R. 5. 22〕

5月22白

v佐藤，ス外相と昼食会一ーイ左藤首相は，来日中のスパンドリオ第1高lj首相と会

談後，昼食会に招待した。この異食会で佐藤首相，スパンドリオ第1'ji;IJ首相は次の

ようなあいさつをした。

佐藤首相先般インドネシアで開かれたAA会議10周年記念式典で，日本代表

団が賞悶の朝野から歓迎されたことを感謝するo かねてからスカルノ大統領はじ

めインドネシア国民が日本に信頼感をもっておられるが，今後相互理解を深め，

あらゆる分野における両国関係の緊密化を願ってやまない。

スパンドリオ第1副首相今回の訪日の招きを受け官民から厚遇されたことを

感請ける。スカノレノ大統領から有識首相に対し，椎名外相，川島副総裁がアジア

における微妙かつ困難なインドネシア・マレーシア紛争に示された深い関心に感

謝の意を伝えるよう信頼された。

日本が偉大な発展を遂げ，アジアで他の諸国を大きくひき離しているだけでな

く，世界の先進国に劣らない水準に達している。日本はアジアの経済発展だけで

なく，アジアの平和の結束のため欠くことのできない役割を果している。

このような役割は日本自らが買って出る性質のものでなく， 20世紀のアジアが
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日木のこの役'.,i;-1］を必要とするものであって， ｜：｜本がこの役告ljを来すことを避ける

ことはできないものである。私としては， H本が微妙かつ困難な役割を，佐藤首

相の指導のもとに成功裏に果たしていくことをを確信してやまない。

〔朝日〈朝） 5. 23.〕

’佐藤・スパンドリオ会談一一来日中のスパンドリオ第1副首相は杭藤首相をた

ずね，主としてマレーシア紛争の調低問題につU、て約40分間会談した。

この会談で首相とスパンドリオ第1副首相は，マレーシア紛争については「アジ

ア人の年で公正，妥当な解決をはかることにつとめる」ことで意見が一致し，日；本

政府としても今後引続きこの問題を平和的に解決するため積極的に調低への努力を

することになった。

この会談では，まずスパンドリオ第1副首相からスカルノ大統領が訪日できなか

った事情について説明，佐藤首相の了解を求めたあと， マレーシア問題についての

これまでの日本政府の努力に対し謝意を表明「スカルノ大統領をはじめインドネシ

ア政府としてはこの問題の平和的解決を心から希望してヤる」と述べた。

これに対し佐藤首相は 「インドネシアとマレーシア両国の紛争解決については，

いろいろ困難は問題がたくさんあるが，アジアの平和という見地から日本政府とし

ては，今後とも積駆的に解決のために努力する。マレーシアのラーマン首相も，わ

が国のこのような意向を十分に喫解しているのこの問題はあくまでアジアの問題で

あり，アジア人の手で公正妥当な解決をはかりたい」と述べた。

また日本の第2liif AA会議出席については首相は「私の代りにしかるべき人を派

遣するJと述べた。

この会談には日本側から自民党の川島副総裁，椎名外相，橋本官房長官，黄田外

務次官，斎藤駐インドネシア大使，インドネシア似lからハルソノ駐日大使らが同席

会談後ひきつづき首相官邸で昼食会を開ν、た。

なお，この会談に先立ち佐藤首相は川島副総裁，椎名外相から前日，マレーシア

問題，第2回AA会議についてスパンドリオ第l副首相と会談した模嫌について報

告を開いた。 － 〔朝日（タ） 5. 22.〕

5月23目

Vベトナム派遣の用意，Ardji談一一北朝鮮の国営通信社， KCNA （朝鮮中央通

信〉によると，平壌滞在中のインドネシアのアノレジ ・カノレタクイナタ国家議長は22

日ベトコン（南ベトナム民族解放戦線〉の要請があれば，インドネシアはいつでも

義勇兵をベトナムに送る用意があると述べた。 〔日経〈朝）〕
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vス外相，離日一一雄名外相の招きで来Hしていたスパンドリオ第1副首相〈外

相）は／レフトハンザ機で離円した。空港では川島自民党副総裁，大野外務省顧問ら

が見送った。なお問外相に同行して来日したスジャロー林業，アドモハンドヨ漁業，

ヘノレランパン国務の各相も同じ飛行機で離日した。 〔朝日（朝） 5. 24・.〕

, PKI 45周年記念大衆集会一－PKI45周年記念、大衆集会は，ブンカルノメイン

スタジアムで12万人の大衆を動員して開催され，スカノレノ大統領，アイディット

PIG中央議長，ベトナム労働党の LeDue Thoがそれぞれ演説した。

〔H.R. 5. 24.〕

vス外相，パンコックで記者会見一一一スパンドリオ外相は次のように諮った。

インドネシアとマレーシアを会議に同席させようとする日本の働きかけは一時

引き延ばされた。しかしこのととは日本の働きかけが中止されたことは意味しな

い。この延期は若干の誤解にもとづくもので，日本はやがて会議に必要な準備を

行なうであろう。

AA会議については，同会議がAA諸国の分裂に導かないようにするというこ

とで日本と意見が一致した。 〔E.N. 5. 24.〕

5月24目

v日本，スマトラハイウェイに協力一一建設省は，インドネシア政府から要請の

あったスマトラ縦貫道路の建設計画に協力する方針で，同国政府と非公式に折衝を

進めていたが，このほど北スマトラ部分の建設を分担する意向を悶めたので，この

秋に技術者らをメンパーとする現地調査団を派遣し，同地域における各種資源の実

態を調べることになった。

との現地調査は，スマトラ道路の建設計画をつくるのに必要な実地調査費用の見

返りとして，インドネシア政府が向島の各種資源を提供するという“現物供与方式”

を望んでいるために行なうもの。 〔読売〈朝〉〕

vス外相帰国一一スパンドリオ外相は， 日本政府指導者との会談を終えてジャカ

ノレタに帰った9 同外相は直ちに記者会見し，非アジア諸国がアジア問題に干渉する

ことができなくなるように日木がアジアの安定維持に助力するのが必要であると述

べたり 〔日経〈朝） 5. 25.〕

5月25日

T SPP取引再開一一インドネシア銀行取引所でSPPの取引が交換率17で再開され

内
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た。この交換三和は取引が中止され・た直後取引所交換率より 0.7高となっているが，

自由市場の24に比べると 7安となっているu 〔E.N. 5. 29.〕

v公共事業省が5部門に分割一一スカノレノ大統領は公共事業省（大臣 Suprajogi)

を下記の5部門に分割したと発表した。

1. 電力及動力省（大臣 Tr.Setiadi Reksoprodjo) 

2. 水力供給省（ " Ir. Harjo Sudirdjo) 

3. 道路建設省〈庁 Hartawan准将－TNI)

4. 都市計画省〈 ρ David Cheng) 

5. スマトラハイウェイ省〈グ Ir. Bratanata) 

(5省の統括大臣は Suprajogi)

また農業農地部門に公共機i阪省（大臣 Ir.Surachman）の新しい省が追加され

た。 〔IndonesianHerald, 5. 26.〕

5月26日

’1566ヘクターJしの米作，地主が破壊一一東部ジャワ農民戦線地方委員会は
Pantianrowo郡 Bukur村の農地紛争について次のように発表した。

同村の農地紛争は関係当局の断岡たる措置がなかったため地主によってひき起

された事件である。地主は当局があっせんした耕作者との協議を行なわないばか

りか， 1566ヘクターノレの米作を破壊しごろつきを躍って13俵（bagor）の籾を盗ん

だ。また地主は若干の警官を動員して4月27R, 5月14～15日に59名（婦人20名

男性39名〉を逮捕させた。 〔E N.〕

5月28日

’ス力JL,ノ暗殺計画発覚を大統領が発表一一スカルノ大統領は全インドネシア地

方軍司令官に対する演説の中で，帝国主義分子は第2同AA会議の前に大統領，ス

パンドリオ第i副首相， Yani参謀本部議長を暗殺しようとする計画の証拠を入手

していると発表した。 〔H.R. 5. 29.J 

Vゴム協同組合横領事件，30億JI.,ピアに達す一一ゴム協同組合連盟理事長Mhln.

Nによる横領額は::30億ノレピアにのぼっていることが判明した。 〔E.N.〕

5月29日

v経済，貿易部門に破壊活動ーースカルノ大統領は Drs.Boegie Supeno国務相

から最近活発化している経済貿易部門に対する破壊活動に関する報告を受取った。

Supeno国務相は記者会見で， マレ｝シアを通じてイギリスが行なっている破壊活
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tlVJに関する証拠と諸事実が大統領の手にわたってν、ると述べた。 〔E.N. 5. 31.〕

5月31日

vメダンで・反共暴動一一共産系日刊紙 「ワノレタ ・パクチ」が31日付夕刊で伝えた

ところによると，さる29日午前2時すぎ，スマトラ北部の中心地メダン市で反共暴

動が起り，市内の反共分子約200人が共産系印刷会社，新聞社を襲い，これを破壊

した 。

メダン市では最－近，共産，民共同派の対立がつづいていたと言われ，共産系のイ

ンドネシア・ジャーナリスト協会メダン分会では，さる21日の定期大会で，同地に

残存している反共系のスカノレノ主義推進団体（BPS），ムノレパ党の機構の｜除去，イス

ラム文学生連盟の解．散，スカノレノ主義推進国体系の新聞の権締りなどを要求したば

かりだった。 〔朝日（タ） 6. 2.〕

l BTI, Betsy事件で声・明書一一一Betsy事件（Simahmgun地方一北スマトラ〉につ

いて農民戦線（BTl）企国委員会は次のような声明を発表したo

5月14日における BandarBetsy農園事件は同農閣の経営者Subektiの不らち

な行為によるものである。 5月14日の同農闘における農民耕作地のトラクター乗

入れ事件は同農闘における度かさなるトラクター乗入れ事件である。 BTIの得た

情報によると， Sumbersari,Sidomuljo, Sumberedjo, Tempelの各村における

Bet.5y農園地帯には，日本の統治以来農民が耕作地にしている旧農闘が存在して

いる（この農民達はオランダ統治時代に解雇された農園労働者，農i割近辺の農民

および1963年に25%の賃上げを要求したために｜調営農閣から解雇され労働者会事か

らなっている〉。 この耕作地には食績の他ゴム，むくろじ，はらみつ樹の果実等

の多年性農産物が械培されている。

この耕作地は農地改革委員会が設置される以前に農地紛争委員会によって承認

されており， 1959年法律第51号によって保護されている。
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付録

I 輸出奨励を継続せよ／ E. N.紙5)-J 5日社説

政府は今年の輸出高を 6億ド／レに仰せと要請したのこの輸出荷を達成するためには，

輸出奨励を行なうことが必要である。つまり，輸出量，輸出品の品目を増加させなけ

ればならない。 とれを行なうためには，手続や施設を正常化し，行政技術のまずさや

官僚主義の負担をかけないようにし， 不必要な不法徴税の負担をふやさないようにし

なければならない。

もし輸出品が港に到着し， 輸送の巡れによる隊法：一一ー技術的｜生i難や｜埠符となる法令

の存在一ーがなく，信用状が到着していれば， 輸／.. U品は船積みされ，取得外貨は容易

に外為銀行に流れ込むであろう。 しかし，もしやり方に障害が生じるとこれは遅滞の

原因となる。たとえば，前の LAAPLNifi!JJ支の時には， もし外貨契約の期限が切れれ

ば契約期限は延・長されねばならなかった。そして，もしこの外貨契約の延長・が一回目

の時には，第16の書式（その他の審査はなく〉を提出するだけで，延長は 1IJでみと

められた。

ところが現在， BLし！〉制度におけると同様のことが生じたとすれば，まず次のよう

な手続を行なわなければならない。

書式第16は下記の要件を満たした外貨契約にかえる。

1. 信用状の延期

2. もし輸出品が港に待機中の船で輸送されるとすれば，イ言別状の延期が必要で

あるということを明記した当該物資の輸送船会社の説明書。

しかし，さらにとれらの要件を満した場合でも， 14日以内にBLLDが延期の許可を

与えるかどうかは来定である。待機している船が出港してしまうまで， この延期が認

められないこともありうる。 もしかかる事態が生じるとすれば，我々は上述の輸出目

標がむなしくくずれさることを憂慮する。

E 物価政策 E.N.紙5凡6日社説

物価－政策は，長ν、問，我々の考えから遠ざかったことがない。ここ数年来，我々は

物価上昇，時に速く，時により遅いあの上昇から逃がれられたととがない。

現在でも，物価問題は，非常に注意を集めている。たとえばこの数ヵ月来，コプラ

から作られる製品の価格が急上昇している。報道によると，これは特定の便宜を獲得
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して輸出コプラの買付けを活発化している浩平の輸出業者・がいるからである（特に，

いつもは，ジャカノレタ市場に供給している地方から）。その結果，コプラの仙．格が急上

昇していると言うわけで‘ある。

物価．上昇に非常に影響を与えてヤるもう一つの現象は，短期間に16から24にまでよ

った SPP交換率の上昇である。周知の通り，普通SPP交換率は，直接輸入物価に影

響を与えるので，繊維のような物資の価格も上昇する可能性がでてくる。

このような状態の中で，政府は， GIA及び Pelniを含めた，種々の公共施設の料金

を上げることを決定した。 とのような政策が，引き続き，汽車賃，電気代値上げ、にま

で及ぶのか，我々にはわからない。我々はただ，我々の皮重なる経験から，政府によ

る物価及び料金値上げが， 一度も良い影響をもたらしたことはないし， 財政に対しで

もそうであったという考えを提起したν、。

政策転換の原貝ljによって，動揺しているとのような状況の中で，政府は物価問題を，

ぜがひでも解決されなければならない事として直面する時期に来ていないだろうか。

物価は，いろいろな現象を反映する。たとえば流通障害とか，たくさんのヤミ税の取

り立てがあるとか，投機にまわる金があるとか。 これらの問題が真剣に扱われなけれ

ば，国民諮問会議の決定に定められているような物価安定は， 決して達成されないで

あろう。

政府：が料金値上げー政策を延期jし， すぐに，国民諮問会議によって明らかにされたこ

と，即ち“価格，生産及び流通計制”を具体的に実行するために国民経済指令局を設

置すべきである。 とれが，全人民によって，安心して受けとられる解決策である。

且I SPP制度について 13. N.紙5月7日社説

銀行および私的資本統制担当大臣J.D. Massieはp せんだってのインドネシア銀行

支店長会議の開会式において，輸出業者に対するSPPによる奨励制度は再検討の必要

があるという見解を明らかにした。

大臣はその見解の根拠として，高騰したSPド価絡が，輸入物価を上昇させ，この値

上りが輸出物価をも押上げて，価格の不均衡（国内物価の外国市場における〉を拡大

させているからだと述べている。

大臣はこれに関連して， 国外における物価状況から切離された輪ILi特別ライセンス

を発行すべきではない。 なぜなら，これは単に物価の不均衡を拡大させるのみだから

だと述べた。

しかし，我々はこれと反対に，輸出業者一一特に臨時インドネシア輸出業者連盟

(GPEIS）の加盟員一ーは SPP制度を評価し，この制度が維持されることを希望して
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いることを記憶している。そしてこれの根拠は， 1964年一一輸出入業がSPP制度の下

に行なわれていた時期一ーは輸出が増加を示した年であったということである。

我々の意見では， SPP制度の好悪を検討する際に制度自体とこの制度が適用してし、

る場所の一般的環境とを区別する必要があると思われる。我々は上記の問題について，

展望を見誤まらないために，この二つの側ifiiを明確に分離して考えなければならない。

まず第1の側面ーーすなわちこの制度それ自体ーーにつし、て論議すると次のように

要約できょう。 SPPmu皮は SIVA,BEその他の制度と同様，輸入によって生じる収

の入増加を通じて輸出を奨励推進させようとするものである。 この際の輸入は輸出業

者自体が直接にあるし、はそのSPPを輸入業者に売却することによって間接に行ないう

るものである。

通常の場合，輸出業者はそれほど多くの規則にわずらわされずに， 自身で輸出産品

の生産に必要な物資，資材を充分に輸入することができる。 したがッて，この場合，

輸入と輸出の聞に関連あるいは“link”があることは危険を伴なわない。それどころ

か，この関連付けは， 当初輸入物資の価格が輸出によって獲得された外貨高を超過し

なU、ための， 一種の自動的機構として採用されたものであることを思い起す必要があ

る。この“link”は物価の変動から輸出業者を保護するものである。

しかし，もし輸入と輸出の問のこの関連が， 日釘：に激烈になるインフレ状態の中に

存在する時には一一特にこのインフレがまったく独立したセクター， つまり国家予算

によって作りだされる場合一一， 輸出業者に対して十分な焚励を与えようとする目的

に対してら旋状インフレ進行道経が始まるo なぜなら，輸出業者に対する焚励は SPP

価格が高いほど大きくなるからである。

しかし， SPP価格が高い場合は，国民の基本物資あるいは生産のための物資資材では

なく，者修品を輸入するのでなければ引合わない。そして若干の社会階層が多額の現

金収入増加を獲得するような激烈なインフレ状態一一これと反対に定額賃金所得の大

衆は日毎に窮乏化する一ーにおいては，新多品に対する需要は非常に強い。また，一

般的にかかるインフレ状態におヤては， 閣内における生産水準の低下のために輸入性

｜白jは極めて増大する。

これらのことすべてが物価一一特に者修品の仙j栴， そして次第に生活必需品と輸出

産品に及ぶまで一一高騰の原因となるに至ってν、る。そしてこの状況は，さらに大き

な不均衡をもたらし，これはまたSPP価．格の引上げ‘によってうずめなければならなく

なり，こうしてまた次へと進んでいくのである。

しかし，もし日毎に激烈！となるインフレ圧力が存在しなヤと仮定すると， 輸入と輸

出をり ンクするSPP制度は，輸入を輸出に適切に調和させる一つのメカニズムとして
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｛動き， SPP佃i格は比較的安定した所に落つくことも可能である。なぜならp 輸入物価

の高騰の原因となるようなSPP価格の値上りは，それ自体が輸入を制限することにな

るからである。そして， 一方では SPP価格の値上りが輸出を促進し，そして SPPの

供給量が増加する結果，その価格は低下し，我々の輸入はふたたび増加することにな

るのである。現在問題になっているのは，インフレの更進による輸入物資の有効需要

の増加がそれを充足する機会が与えられないことおよびこれを反対にSPP価格と物価

が上昇することである。

以上でSPP制度は単に中性的性格のメカニズムとして作用していることが明らかと

なった。したがって，我々がSPPf!11J度がインフレに対する防壁として作用することを

期待することはまったく誤っている。物価の高騰は，日街：に激烈！となるインフレに基

づくものであるから，その改普は， 巨大な国家予算の赤字に基づくインフレ要因およ

び生産を縮少させる諸分野における誤まった経営を除去するととから始めなければな

らなし、。

IV ふたたび SPPについて E. N.紙5月7日社説

ジャカノレタで最近行われたインドネシア銀行運営会議において， 銀行及び私的資本

統制担当大臣 J.D. Massieは，現なのように SPPの形態による輸出奨励は，より詳

細な検討をする必要があると語った。これはまさしく吋：宜えた発言で、ある。SPPが物

価や料金を上昇させることは，以前からきわめて明陳なことであった。 そして経済及

び金融分野における他の要素と共に， 現在の経済制j立がインフレへの道を促進化して

いるのである。

このSPP制度は，あの有名な反革命論者であるスミトロ｜専士の理想、の新しャ形態に

すぎない。彼が以前， BuktiIndusemen, Bukti Expo (B. E.), Bukti Pendorong Expor 

(B. P. E.）と｜呼んでいたものはSIVA制度， retention制度となり，現｛£のSPPとなっ

ている。その主旨は変ってし、ない。即ち輸出をより振興するために輪山業者に奨励を

与えるという主旨。SPPの発足以来今日迄，この奨励（SPP）は商品となり，そこでは

投機資本が合法的に肥沃な土地を獲得出来るようになっている。

輸出品に奨励を与えることはよいし，行われなければならないことである。しかし，

それを与える際，生産を強化し， 輸出品のバラエテイをより多くするという意欲を与

えるというはっきりと確乎たる目的がなければならない。そして輸出による取得外貨

は経済の“自力更生”のスローガンにあわせ， 我々国民経済発展に利益となる商品の

輸入に使用することが許される。つまり奨励を与えるという原則は，生産の強化を推

しすすめなければならぬということである。現在のようにSPPの名前をもっこの奨励

-199- 一（119）ー



インド ネシア

が3 外貨による出家歳入の減少をもたらし， その5分のlが投機資本遠のポケットに

流れ込むというようなことがもはやあってはならない。こういうわけで， SPPの形態

による奨励を，インフレ上昇を引き起こしている一つの聞をなくすためにも， 再検討

することは大変藍要なことである。

しかし， 輸出分挫fの情熱を持続させ， 6億米ド／レの目線を実現できるような条件を

作るためにも，ある棋の焚励が存続することは必要である。 この奨励が，二度と投機

商品になることを｜仰ぐために， この奨励は，輸IH品を作る生J定者逮に与えられるべき ー

である。 もし奨励が次の係な形態のものであったら望ま しい。

a.低利子・で必要者に簡単に科られる複：維でないイ昔款。

b.以来I・，補HりIJJJ；（料及び、部分11i1

c.輪LL¥i存i，月i-1がし、つでも港・に準備されるように継続的な運輸手段を保障する。

現在のようなSPPによる奨励を再検討する志志が本汽にあるならば，こうすべきだ。

形式とか名前だけを変えて， 投機とかインフレをより速く促進させるような新しい

計－凶をしようとする考えや策略をなくせ。

V SPP規定は再検討されるべし E. N.紙5月11日

最近の Sl》i』の能動きに鑑がみて，臨時インドネシア輪山業者連日企1:1ヰ会議議長

Naa日は次の様な見解を発表した。

法令に定められてU、るような SPPは，輸出を促進し，全｜誠氏の前裂を増すため

にあるのである。

輸出品の売り波しの偏に輸IH業者が獲得する SドPは， 二つの機能と目的を持っ

ている。日iJち，健全なSPP交換率の値動きがあることによって生産及び輸出取引

の部門の収入は多かれ少かれ他の物価の動きにつヤていくから， SPPは奨励機能を

持ち，生産と輸出取引を推進するのである。第 l,II, 1II類品目の商品， f:![Jち衣食

品，開発資財，一般交通 ・運輸， 商品とその部品を輸入するという SPP法令の目

的は，社会が必要とする主要原料や主要物資をふやすことにあるのである。

SPP交換率の健全な値動きと，特に“生産輸出業者”や“Exsport-Packers”の

輸出部門に移ってくる取引活動は，経済部門における政策転換にそっており，喜ん

で迎えられなければならなν、。

さけねばならぬことは， SPPを，上述の第四類l品目物資，特に，ぜいたく品を輸

入するために悪用することである。もちろん，これは， SPPの目的と法令に抵触す

るし，もしこ うし、う事が起これば、’ 人々は，上述の SPPを得ょ うと一生懸命にな

って，大混乱がおこり，その影響は，甚だ不健全だ。

一（120）ー． nu 
ハU内ム



インドネシプ

健企な SPP交換キは，その機能と目的として，生産と輸出取引を促進し，輸出

向と現在もっとも必要とされている政府外貨収入を拡大し，その上，国民の必需舟I

の輸入をふやすという J.M.UBS 中央銀行大臣， Naanの戸．明は，確かに正しい。

最後に，SPPの検討と改善が，生産発展－とインドネシア輸出市場開発に絶対的に

効果的であるように， SPP法令が再検討される必要がある。

VI SPPの使用に関する規制 B. N.紙5片14日社説

5月10日の中央銀行業務相および商業相の共同決議によって規定されたSPPの取引

に関する諸規定は， SPPによる輸出奨励制度にとって忘れることのできないものであ

る。我々は，］964年4月17日規則によって設けられたSPPが同年5月9日にインドネ

シア銀行SPP取引所で，まずSPP交検・率.7で売買が開始されたことをいまなお記憶

している。

しかし，その後1年の間にSPP交換率は，そのi時々の関係物仰の上下に対応して，

上下の値動きを示して来た。 インドネシア銀行取引所においてもっとも高値を示した

のは1965年 1月19日における19以上の交換率になった時であった。

しかし，自由市場において成立した交換率はさらに高い数字を示し， 31を上下した。

したがって， SJ中の売買を政府が規制しようとしたのは，本当はこの極めて高値をよ

んだ自由市場の SPP交換率についてであった。

投機の示度として重要なのは，交換率が示す価栴そのものだけではない。 これにも

ましてE在要なのは， 自由交換率とインドネシア銀行取引所における公定交換率との聞

の価格差である。たとえば，新規則が発表される 1週間前において，内出交換率が27

の時，公定交換率は16.3でその援は約10であった。

SPP能lj伎の変更の可能性について種々の声が聞かれるようになって一一たとえば，

J. D. Massie大臣一 一SPPに対する投機は活発化したようである。これは新規則が施

行される前に，し、そし、でIr.ISPPによる輸入が行なわれようとしたからであろう。

共同規則jの重要規定は次のようなものである。

1. SPPの有効期間を 1ヵ月に短縮する。

l. SPPの売波しは個人的に行なうことはできず，取引所を通じて行なう。

1. 登録京を有する輸入業者，輸出業者， 生産輪山業者および独自で輸入を許可

された企業のみが取引所において SPPを購入することができる。

1. 輸入は当該SPPに氏名を記載した者だけに許可される。

1. SPPは第l,II,III類のl弘日表の物資の輸入にのみ使用することができる。

共同決議に述べられているものはすべて新しし、ものではない。例えば， SPPは第 I'
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n, 111類品同の物資の輸入にのみi:l午11fされるとし、う規定は64年の4.H 17 H規則以米の

ものである。ただ，実施が規定にしたがわずSPPの投機的需要を増加させたのである。

また， SPPの使用を SPPに記名した者に限定するという規定も， 取引所で買われる

SPPにつかては現在まで適用されて来ている〈取引が成立した時には， SPPに買取人

の氏名を記入しなければならなνつ。したがって， SPPにおける攻策転換とは，それ以

前にすでに定められた規定に帰るということを怠味している。

現在疑問となっているのは， SPP規則の改正がどこまで期待通り成果一一特に投機

を減少させ， インフレ圧力を減らすかということである。

もしSPPの使J-11を第 I,IT, lIT類品目の物資の輸入に限定するとャ、う規則がまじめ

に実行されるならば， 投機的需：要は減少することが期待される。しかし，これも極め

て相対的な問題である。 なぜなら，投機的需要の大きさは，終局的には過剰需要によ

って決定され，新貨幣の発行，凶家予算の状態等によって規定されるからである。 も

しかかる諸要素が投機需要の存店を可能にするとなれば， 第I, II, Ill類｜私自の物資

といえども投資目的にi守った商品となってしまうことが想像される。

もしこれについて改正が行なわれないとすれば，自動車タイヤ，セメント， 建設資

材空手の物資が注目の棟になるi'1J能性が大きい。また，これに関連して， SPPの使用者

を記入し， SPPの買付け．人を議録粟を有する輸HJ入業者に限定するという規定も投機

を防止する保証とはならなν、。名古fJの借用等による悩人取引はν、ぜん発生する可能性

がある。 もし投機需要の源泉そのものが取｜除かれない｜恨り，なかば公やけに行なわれ

ていることが，今度は非0法的に行なわれるであろう。

したがって，共同決議に規定されたSPPに関する政策転換は表1'1iに表われそうな現

象一一投機に対する対策である。かかる措置は，丁度マラリヤ患者に対して熱は下げ

うるが病原菌までは殺すことのできなν、湿布を頭におくのとよく似ている。勿論かか

る措置も，混布が発作等を静めることができると同様に有効なものである。 しかし，

もし我々が経済における明白な改善を期待するならば，SPPの使用方法の規制措置は，

インフレ対策というより基本的な措置を伴なう必要がある。そして最近貿易相が語っ

たように， インフレ抑制の基本的指‘置は総合的政策の一部を成すものでなければなら

ない。

VJI ふたたびSPPについて B. N.紙5月17J:.l社説

最近えた情報によれば， SPPで輸入される品目表の編成は，最終段階に入った。こ

の土曜日には， I, Il, fil類品目物資の統計番号の補充だけを残すのみになった。そ

の結果，月曜か火曜日には，公表される可能性が大である。
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現在，商業界では，との品目表の完成を大いに待っていることは明らかである。 こ

の表は，現在の市．場状態における損得や．師格算定を割り／・LIすめやす喝になるからで、あるo

BL凶sirss News No. 120:3金曜日の社説で，新らしし、諸規定一一一前の諸規定を再確

認したようなもの一一将来のSPP取り引の分法に関する諸規定について， その概略に

関する若干の指摘を試みた。

しかし，一方，まだいくつかの注目すべき諸点がある。 したがって，我々は現街，

“新しい形態の SPP”の時代に入っているということに注目してみよう。

SPPが投機の目的として有利か否かは SPPで輸入されうる物資が投機の目的に有

利か否かにかかっているのは明らかである。

SPP輸入物資を I,II, ID類の品目に限定したけれども，投機目的に大変好まし

く，大変人気のある品目，民fJち，第W品目物資を作り出す羽田となった。

第IV類品目の物資を入れることが，輸出業者の奨励としてのSPP制度の最初の目的

を破壊するということは，以前からすでに自覚されていたことである。

付加金支払い等によって交換率をより高くするというような諸措置がとられたが，

ますますひどくなるインフレ状態にあっては， これらの付加金等は，決して輸入を抑

制することはない。 これらの余分な支払いすべてを考慮に入れても，商品の売り手達

が要求する価格は依然として消費者の購買力につりあうばかりでなく， とりわけヤミ

商人の購買力にも合うのである。

貨幣の流通量が増加するために， 有効需要が引き続き上に押し上げられるような情

況においては，物品が高いとν、うことは，消費量を減少させる障害とはならない。

輸入業者が， I, II，田類品目物資の制限の中にあって，利益の多い商品を見出す

方法をいかにみつけるかは， 有効需要カにかかってし、る。これに関して次のようなこ

とを金曜日の社説でふれた。取引所でSPPを買うことのできる事業者クツレーフ。を制限

しても，これはヤミ取引が行われないとし、う100%の保障にはまだなっていなレ、。

ある資本の所有者（取引所外での〉が，ある輸出業者ないしは他のSPP所有者と関

係を結び，特定のマージンによって自分遠の望む品物を輸入するという可能性がある

ことを我々はすでに言及した。 このことに関連して，どんな可能性がでてくるか，こ

の協力において，二者間にどんな関係が生じるかは，一般経済的要因， 特に投機意欲

及び、需要カにかかっていると言えよう。

この関係について言えることは，以前の自由市場におけるSPPの取り引きと違って，

この関係は，いずれは，属人化（personalized）即ち，非常に強い人に属する傾向がで

てくるであろう。何故なら，公的に協力（Kercljasama）が許されないならば；人々は，

余り知られていない人と協力する危険をおかしはしないからだ。何故なら，後日，問
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題が起こったら・・・・一昨i,11111が，約束のものと迷ってU、たり・・・・・・Htをする似ljは抗議できな

いからであるω

この明らかな属人化傾向は， 上に述べた・，，J能性“i必）J”とか“名古iiの借用”に対し

て強力な阻止力として作用する。それゆえ，この傾向は，上述のSPPの規定の目的に

合っていると言えよう。

しかし，ここで我々は，ある条件あるいはある可能性のlドで， それが有効に運用さ

れるためには， U、くつかの制限があることを自覚していたいと思う。何故なら，需要

圧力が強くなり，人々が， SPPで輸入できるし II,ill類品目物資に入っている物資

にさえも， i向い価格を払うようになれば， “購買力の均衡”は逆転するだろうという

ことが予想されるからである0・

いままでのところ，非常に重い条件を満たすことができないSPP所有者も，充分な

利益が予想されるなら，光分きつい条件で・も飲むことができるであろう。そうすれば

SPP所有者は，信用されうる経営者としての素晴しい名芦を獲得するであろう。どれ

だけのSPPがあれば需要・と供給の均衡が持続できるかが，ここにうかがわれる。

その聞に， SPP交換率の値観］きで，大変主主要なことは，輸出業者に対する奨励とし

て，交換率は，輸i十1がそのために後退しない程度に， 充分市くなければならないとu、

うことであるのは言うまでもない。

四 インフレを躍とめるための課税政策 B.N.紙5月28日社説

進んだ財政組織を持ち， 自由経済制度をと っている諸国にも，インフレの圧力をせ

きとめるために，やらなければならないことがいくらかある。

財政経済を学んだ人なら，公開市場操作，再割引政策等の方法を知ってし、る。これ

は，インドネシアのような開発されつつある国々のほとんどには効果がないと言えよ

フ。

ここで，インフレ防止の努力は，財政政策及び特に貨幣の流通量の制限を目的とし

たその他の措置に重点を置ーかなければならぬ。あるいは，かなりよい結果が出る見込

がありそうなのは一一他の政策と共に行われたら一一管理クレジット政策である。

上述のことを思い浮かべてみれば，最近，直接あるいは間接的に， 4寺定の集団に税

を課するためのU、ろいろな政策が政府によって決められたことがp 理解されうる。

しかし，ある種の税金を徴集するときと同じように， この場合にも，常には一致し

ないU、ろいな諸考慮に当fhiするo たとえば，徴集方法は簡単でなければないとか，入

金される高は充分大きく，そして社会正義の規範を満たすものでなければならない等。

最後に，度々達成されることは， 三つの問題点の妥協である。そうするには，ある
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種の理想（1りな諸手考慮をいくらかすでに犠4主にしてν、なければならないのはもちろんで

ある。

しかし， 一方， インプレ防止政策の一環としての財政政策を施行するにあたって，

非常に重要なととは，この政策がp 生産過程を遅滞させないようにすることである。

更に，もし出来るならば，この財政政策が， 生産過程を円滑にするように努力されな

ければならない。なぜなら，この政策が非常に無分別に行われるならば，必然的に，

貨幣の流通を減らそうとする一般目標が生産分野にかかってくる恐れが起るからであ

る。

そしてこれは，必然的に，生産過程の遅滞を引起し，隙寄となる。貨幣流通量の減

少は“idlemoney”即ち，社会において生産的な役割を果たさず，大体，ぜいたく消

費や，有害な投機活動に使われる金から取られなければならない。この“id1e”（遊ん

でいる〉金（一般的にはp 全然idleどころではなくp 投機には非常に活動的ではある

けれど〉に向けられた財政政策は，生産過程を促進することができる。何故なら，こ

の政策は，価格を安定させ，将来に対し， より確実な保障を与え，適格な費用算定を

より可能にするからである。財政政策は〈補助金受付等含めた〉社会的に有効性が少

ない（例えば，超ぜいたく品企業のように〉生産分野の発展や拡張を妨げ，・社会にと

って真に重要な生産分野の発展を促進できる。 これはまた，小生産者に有効な活動分

野を開いてやることによって， 過剰消費を抑えることができる。

昨年末の数ヵ月を振り・返ってみれば，税金の徴集や税率改苦2を大幅に行わなくとも，

間接税あるいは直接税のすべてが， 国庫に入ることを目的にしたものであったことを

我々は知ることができる。 もし我々が，もっとも重要な諸措置だけをみると，我々は

諸政策の中でも，次の項目を提出する。

1. 去年よりはるかに低い税率への改正。この意同は，少額納税者を免税にし，

加えた高傾所得者に対する徴集を強化することにある。これは，所符税3 法人税，

財産税その他に適用される。

2. スマトラ ・ノ、イウェイ開発のための徴税（SPl，リテンション停によるC&F

輸入高の5%）。

3. 1964年の開発基金：（年利6%で；JOO億ノレピア）o

4. 1964年の対決基金：（年平IJ15%で；100倍ノレピア〉。

5. SBM: （輸入に10%，半ぜいたく品のために20%から30%）。

6. 繊維工業革命基金；（紡績糸1；慨につき10万ノレピア〉。

7. Gelζerev: (1963年の始めから 5Promille）。

8. 交通災害基金：〈輸送手段の所有者逮によって納付されなければならぬ〉。
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9. 損害保険｜判官会社に保険を義務づける：（悶営企業と同によって監督されて

いる私企業，輸内入等の企業，に適用される〉。

10.釆存に容附を義務づける；（たとえば， Opletの来客に50ノレピア，パスの乗客

に250ノレピア等〉。

11. 自動車に対する DwikoraSWI: (400億lレピアが予想される）。

12.車の消賀’者信用に対する課税（Sumbangan):( 1万ルピア以上の信用に対し

て20%，但し受取人が政府，地方政府， IBW/ICWによる国営企業である場合は除

く〉。

13.北方開発のための企業許可に対する課税：（地方政府規定に従って，年間1000

jレピアから6万ノレピアの課税の対象になる企業が6種類ある〉。

14.免税（PengampunanPacljak): (500億ノレピア採入予定〉。

以上が，我々がこの数ヵ月に直附しているもっとも軍要な徴税である。課税される

大部分は，明じlで，合法的な活動（例えば旅行〉，所有，所得であるように見える。こ

れに関して興味をひくことは，すでに廃止されたSPP立合ャのために510億lレピアあ

るということは，あらゆる課税徴集に適用されないようにみえるべdlemoney" （遊

金〉がまだ存在していることを証明している。

区 "BPS・I) I・MURBA”および国民戦線 H. R.紙5月17日社説

ボゴーノレ宣言に従って，“BPS”とその同党が廃止され， Murba党も一時的に活動

を休止させられて以来，我々の国のナサユムを中心とする国民戦線が， 次第によくな

りつつあることは明らかである。

これは，驚く値しない。まず第一に， Murba党に操られている“BSP”（“BSP”の

指導者の一人は， AdamMalik）は， スカノレノ大統領が語ったところによると，スカ

ノレノ主義とスカノレノを亡きものにしようとたくらんで、いたからであり， 二番目に，

Murba党は長い歴史を持っており，スカノレニが圏内及ひザ悶外におU、ても常に関家統一

を紛砕する役目を果たしてきたからである。

Ali Sastroamidjojo, Idham ChalidとD.N. Aiditの最近の諸声明及び他のナサユ

ム分子の態度を詳細に検討すれば，すべてのナサメム党の意見は， 次第によりよい相

互理解に達しつつある。最近，我々の社会における， phobian（恐怖しょう〉も減少

している。

しかし，我々すべてが認識しているように，邪魔者分子ーに対する処置は， まだ終つ

てはいなし、。 “BPS”の諸新聞が，ほんのわずかしか残っているとは言いがたい。何

故なら，ほんのわずかしか残っていないというには， 問題があまりにも依然として多
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いからである。

ムノレパ党に関して協も雲うと，中央のすべての機関から地方議会， 国民戦線忙し、た

るまでのすべての機関が， ムノレパ党系の党員をただちに免職にしたと言う事実から，

スカノレノ大統領がとった処置は，全インドネシア人民の支持を得ることができ， それ

ゆえに正しかったことが判明した。

現在の我々の使命は， その活動が最近しだいによくなっている国民戦線を統一する

ことであり，それを妨げることではなく， 更に好き勝手にそれを妨げるととではなお

さらない。

もし，我々の歴史を振り返ってみれば， インドネシア ・トロキスト分子によって行

われた破増活動や， それによってインドネシア草命がこうむった被害に関する事実

が限りなくあることがわかる。
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インドネシア

BPS活動の復活

ジャカノレタと並んでスカルノ：主義擁護連盟 CBPS）の活動が活発であったメダン

市においてふただび同連盟の活動再開に関する二つのニュースがあった。 〈禁止され

たBp S系の新聞数はジャカルタで11紙，メダンで、10紙にのぼっている〉。

ーはBp S系の青年団が共産系の HarianHarapan紙（現在岡市における唯一の有

力紙〉の新開社を破壊し同紙の編集長に対し暴力を加えようとしたいわゆるメダン事

件である。

こはBp S系の新聞 Tjahaja紙の復刊である。同紙は7月4日，中央情報省の指示

にもとづき，北スマトラ州知事および同地方情報局の命令によって五者会議（Pan吋a

Tunggal；知事， 警察署長， 国民戦線，裁判所長官，政党代表〉決定が行なわれる

まで発行を停止されていた。ところが BukitBarisan第2師団長 Darjatmo准将は

Dwikora実施司令官という権限にもとづいて同紙の再刊許可書を発行した。同准将の

説明によれば，この措置は五者会議メンパーの意見と IPKI党（在郷軍人の組織する

政党〉の意向を聞いて行なわれたものである。

しかしこの問題に関する情報省の言明は4日における Tjahaja紙の停刊命令をくり

返すのみで，二つの命令の間の相違は調整されずその間の権限が問題とされるにいた

った。この事件に対する政府の態度は今後各地の同様な問題に対する先例的な意味を

もつものである。もし各地の地方軍司令官が，上記のようにDwikora実施司令官とい

う権限をたてに同様のことを行う権限を与えられるようなととがあれば， とれに対し

て共産党を中心とする左翼勢力のヲ齢、抵抗が予想され地方政治はかなり混乱すること

になるかもしれない。 この事件はたとえば過去において西イリアン問題で軍部の権力

が増大した時期において若干の地域では地方軍司令官がその権限を乱用して露骨な反

共政策をとった事例に情況が似かよっている。 もっともこの事件が直ちにかかる性格

のものであると断定することはできない。 Darjatmo准将は反共的軍司令官がしばしば

そうであるように，外領出身者ではなく，ジャワから派遣されており，－一般的な評判

では当地の共産党とも悪い関係ではないという。ただこの事件に対して中央政府の断

固たる措震が必要であり，もしあいまいに見過されるならば， これと同様の事件が各

地に拡がる可能性ば‘かりでなく， BandarBetsy事件のような農地問題や古くは華僑追

放にみられる寧， 官憲の不当な介入が相次ぐ可能性さえも考えられないことではない。
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争 メダン事件

あるつ

インドネシア ・ジャーナリスト協会メダン支部長その他ωにテロを行なおうとした反

共分子は＇ .スカノレノ主義擁護連盟（BPS）を支持する大衆団体や政党に属するものであ

5月29日にメダン市で、起った反共暴動は次第に政治問題化しつつ

ることが判明した（H.R.紙 6.2）。問中央協会理事長の言明によれば、， 旧BPS関

係の新聞は宗教（Agama）とか部隊（Korps）とかの名称を付したIkatanKaryawan Pers 

（新聞報道人連盟〉という団体を設立して新たな活動を行なおうとしており， たとえ

ばMerdeka紙の Diah氏は依然として週間紙Merdekaの発行責任者であり，反BPS

の編集者を追放しようとしていると語った（6.5）。またAliSastroamidjojo国民党党

首も最近の BPS分子の活動活発化に言及して， BPSは単にインドネシア ・ジャーナ

リスト協会だけではなく，国民党の敵であると言明した（6.7）。

争BPS系の新聞再刊 北スマトラの BPS系の新聞 Tjahaja紙に対して， Bukit

Barisan第E師団司令官Darjatmo准将は再刊許可書を発行した。この措置は北スマト

ラ第一級地方自治体の五者会議委員， IPKI党の意見を聴取してとられたものである。

これに対しインドネシア・ジャーナリスト協会メダン支部は， 同協会との事前協議な

しにとられたことに抗議した（6.9）。

φ新聞条令 情報省は新聞条令を発表した（6.4）。この条令によると，各政党，

国民戦線に参加している大衆団体，地方自治体等は新開発行権を有することになった。

これに対し BPSの蘇生を懸念する左翼勢力はこの条令に強く反対している（付録参

照〉。〈たとえば左翼がつねに攻撃しているSOKSIは国民戦線の加盟団体である）。

争BandarBetsy事件（注〉 Pematang Siantar地方法廷は BandarBetsy事件の被

告36名に対し5年から15年間の体刑を言い渡した（6.17）。 これに対し被告側は，殺

人が計画されたものであるとする判決を不満とし，控訴すと発表した。 15年の刑を言

いわたされたのは， BTISimalungun支部長Sarfat（事件当時現場にはいなかった〉

で3 判決理由はBTI支部大会で農民の耕作に反対する，者を粉砕せよという演説が，殺

人教唆になるとするものである。

〈注〉 5月14日， BandarBetsy農閣の経営者 Subektiは同農閑地帯で農耕を行な

っている農民（Sumbersari,Sidomuljo, Sumberedjo, Tempelの各村落の〉を強

制的に立ちのかせて，トラクターによる土地の耕やしを行おうとした。ところが，

これに反対する農民は立ちのきを強要する警官と衝突し，その内の一人を撲殺し

た。 これが事件の概要である。 ところで BTIの芦明によれば、，農民の耕作する

同農園地帯は白木の占領当時から農民が入り込み，食糧作物2 ゴム等を栽培し，

農地紛争委員会によって農地委員会結成時まで，また1959年の法律第51号によっ
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て岡地区は農民の耕作権が認められていたものである（H.R. 5. 31）。 BTIを中

心とする農民団体，共産党等はこの判決に強い反対を表明しており，今後政治問

題として発展 しそうである。なぜなら，この事件は東スマトラの農園地帯におけ

る農民の不法耕作問題〈同地帯の不法占拠による土地面積は約1万ヘクタールに

のぼるとみられている〉という氷山の一角にすgないからである。
この問題は独立直後から存在し，農地2法の制定以後も政府がいまだに解決す

ることのできない問題である。

インドネシア日誌

6月3日

T SPP交換率18.1一一インドネシア銀行取引所における一般SPPの立ち合いは

18.1の交換比率を記録した。 (B. N. 6. 4) 

6月4日

V対日漁業協力，漁業相談一一漁業大臣， HamzahAtmohandojo海軍中将は日

本訪問を終えて次の様に諮った。

来る 7月，日本の実業家達が漁業視察にインドネシアを訪れる。魚肉製造工場

がスマトラの東岸に新しく作られた港， Dumaiに建てられる予定である。この事

業では BaganSiapi・api沖の海上で‘余分に獲った魚を加工する事になっている。

他の計画には AmbonのAirTembagaでの漁業計商と西イリアンでの共同捕獲

計画がある。

この協力の枠内で， Galesong（南スラウエシ〉やMuntjar（東部ジャワ〉で獲

れた魚を保存する為，数カ所に冷凍室が作られる事になっている。この魚は輸出

される。この協力により魚の缶詰工場が改修される事になっている。 (Ant.) 

6月5日

V海運部門設置一一スカノレノ大統領は Dwikora内閣の下に海運部門を設置する

事を発表した。海運部門調整大臣は AliSadikin海軍少将であり，次の各省から構

成されている。

1. 海上交通省。大臣は AliSadikin海軍少将c

2. 漁業海洋開発省。大臣は HamzahAtmohandojo海軍中将

3. 海上産業省。大臣は Mardanus。 (Ant. 6. 6) 
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l Motik, SPP規則を批判一一インドネシア輸入業者，卸売業者団体のB.R. Motik 

会長は，先月25日の SPP再開を評して次の様に諮った。

輸入業者逮は一般にこの好機を歓迎した。しかし， SPP売買規則では輸出，輸

入業者がその取り引きに加わる為の身分証明書を持つ事を禁止しているので，

SPPを貿う為の非輸出，輸入業者には与えられている機会に彼等は未だ恵まれて

いない。この事はご、まかしを簡単にさせてしまう。インドネシア銀行が未だに行

なってヤる旧規則に従った SPP購入の為の預金は流動化される必要がある。貿

易業者逮は資金不足でその活動を行なうのが困難になってきている。同銀行の

SPP買入れ預金高は510億ルピアである。 (Ant.) 

6月6日

l Bukit Barisan第二師団司令官， Darjatmo准将（北スマトラ地方 Dwikora実

施担当官〉はメダンの諸新聞編集長との会合で， ImranZonyメダン ・インドネシ

ア ・ジャーナリスト協会理事長が最近のHarianHarapan紙の存在をめぐるテロ ・

グ、jレープのテロ行為事件を報告し，それに対する関係当局の注意を促したことにつ

づき，次の様に言明した。

あるグループに対して，社会の中で何者がやる如何なるテロ行為も認めるわけ

にはいかない。 (H. R. 6. 10) 

6月7日

Vスマトラ縦断道路， 1970年に完成予定一一Bratanataスマトラ縦断高速道路大

臣はスパンドリオ外相との第1回公式会談で次の様に発表した。

スマトラの北端， BandaAtjehから南端のLampungまで＇2400kmにわたるスマ

トラ縦断高速道路は，スカノレノ大統領の誕生祝いとして1970年の大統領の誕生日，

6月6日に完成する予定である0

6月夕日

(Ant. 6. 7) 

’SOBSI，新聞条令再検討を要求一一SOBSI全国委員会は情報相に電報を送って，
最近の新聞統制問題でのa情報相の省令を再検討するよう要求した。同声明によれば

革命の媒体として新聞の本質を果すかどうか請け合えない。何故なら，その省令は

NASAKOMを軸とする民族的団結を強める事，勤労者書記局と呼ばれるものに対

して便宜を与える事によって革命の柱石としての労働者，農民の機能を弱め， BPS

が新しいタイフ。で再び新聞を発行出来るようにしているからである。それは新聞界

におけるBPSの手先き分子解散に関する大統領命令が履行されていない事を怠味す
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るものである。

大統領が声明したように，新聞の政治宣言下の実施を保障するように，革命の媒

体として新聞が本当にその機能を果すようになるまで， SOBSI全国委員会はこの

新しい省令について中央インドネシア ・ジャーナリスト協会と事前協議をし，革命

的諸組織が出した提議につヤて充分考えてみたいとの要望を出した。 (H. R.) 

Vインドネシア ・ジャーナリスト協会中央理事会は下記の様な声明を出した。

インドネシア ・ジャーナリスト協会中央理事会は目下その省令実施について情

報相と話し合う努力をしている。

インドネシア・ジャーナリスト協会中央理事会はこの問題が我々の問の，特に

記者団と情報相との間に対立を惹き起す事にならなければと思っている。

これについてイン ドネシア・ジャーナリスト協会中央理事会は全加盟員に対し，

現にインドネシア・ジャーナリスト協会中央理事会が行なっている方針に同意す

るよう示唆した。

中央理事会はこの情報相の省令がBPSの解散に関する大統領命令及びBPSと

その他企ての手先き分子を撲滅する為のPWIMad ju Tak Gen tar大会における

大統領命令と相まって，本当にその目標を達成する事p 艮｜］ち国民の新聞を統制出

来るようになる事を切望している。

これらの全てのインドネシア ・ジャーナリスト協会中央理事会の措置と決定は

余りにも多くの新聞が発行されて，責任感のない新聞記者が沢山出てくる結果を

招くのを防止するのが目的である。 (H.' R. 6. 10) 

’パキスタンとの経済協力一一第2回パキスタン経済代表団が5月25日より 6月

7日迄インドネシアを訪れた事により，インドネシアとパキスタンの問の貿易関係

と経済協力はより具体的な形をとる事になった。

消息筋によれば， AkbarAdilパキスタン計画委員会話lj議長を団長とする第2回

パキスタン代表団とインドネシア側とは，双方ともジュート，榔子油，ゴムの分担

生産と加工砂糖や綿織物工業の生産の共同事業に協力する旨意見が一致したJ。

(Ant.) 

6月10日
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ソ連，日本大使と会談一一スパンドリオ外相は今月アノレジエリアで関

かれる第2回A・A会議開催問題につき， Sytenkoソビエト大使，斎藤日本大使と

それぞれ重要な話し合いをした。

スパンドリオが記者団に諾ったところによると，

Vス外相，

， 
t ． 

インドネシアと彼等の個々の国
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との問の色々な分野における協力関係についての問題も話し合った。（Ant.6. 11) 

6月11日

Vス大統領，A・A会議代表を決定一一スカルノ大統領は第2回A・A会議に出

l帯するインドネシア代表名簿を作成した。そしてその代表は会議を成功させるべく

当地で激しく戦うであろうとの確約をした。

スパンドリオの言明に依れば、，大統領は帝国主義反対闘争についての指示を出し

たと述べ，マレイシア閉題は単にインドネシアだけの問題ではなく，反帝国主義の

あらゆる国々の問題となっていると語った。

一旦我々が帝国主義を東南アジアにのさばらせてしまえば，それはどこにでも

のさばっていくであろう。そしてもし我々が東南アジアから帝国主義を一掃出来

れば，それは我々が世界中の帝国主義を追い出した事になるのである。反帝国主

義諸国の数が減るとしたら，世界は何と腐敗してしまう事か。

現在あらゆる所で‘反帝闘争の火が燃え立っている。しかし，帝国主義は独立し

たばかりの諸国が現われる事によっては未だ消滅していなし、。帝国主義は新興独

立諸国を圧迫する為の政治的・経済的 ・軍事的力を今なお持っている。インドネ

シアも政治経済分野ばかりでなく，軍事的にも帝国主義者の影響を全く受けてい

ない訳ではない。だから我々は彼等を一掃せねばならなレ、。

スパンドリオ外相は，自分は6月14自，随員と共に本国を出発し，アノレジエリア

に着くより先，前も。てアフリカ数ヵ国を訪れる事になっていると発表した。

(H. R. 6. 12) 

T PS方式による経済協力一ーサト務省スポークスマンはPS方式借款委員会の声明

として次のように発表した。

第一副首相は下記のPS方式による契約を承認した。

1. 植物油加工プロジェクト（ジャカノレタ〉

2. ぬか油プロジ土クト（西部ジャワ〉

3. 材木，製材所，造船所プロジェクト〈モノレカス〉

またこれまでに総額6437万9784ドルにのぼる下記の11の PS借款契約が締結さ

れ，すでに生産を開始している。

1. 石油プロジェクト（北スマトラ〉

2. ニッケノレ ・プロジェクト〈南スラウェシ）

3. 森林プロジェクト〈東カリマンタン〉

4. パーム油プロジェクト（東スマトラ〉
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5. 錫開発フ。ロジェクト〈パンカ ・ビリトン島〉

6. 真珠養殖フ。ロジェクト（南スラクェシ〉

7. 結晶糖プロジェクト〈モノレカス）

8. 森林・造船プロジェクト〈モノレカス〉 (Ant.) 

’SOBS！，物価政策に反対一一SOBSI全国委員会はスカルノ大統領に対して，現
在までの物価及び料金の上昇を再検討すると共に，物価，料金を上げようとするあ

らゆる計画を禁止し，取り消すよう要請する声明の中で，生産費を出来るだけ低く

抑える為に生産費計算のはっきりとした調査を行なう事を要請すると共にp 工業の

末端に至るまであらゆる分野で Nasakom体制を採る事を要請した。

又同声明に依れば， 既に400%も上っているパス料金をはじめとして，ジャカノレ

タ市では最近， GIA及びPELNI料金が再び，それぞれ200%と250%引き上げら

れた。その他次の様な腹の立つうわさがある。鉄道もそれに伴なって約200から250

%，電気料金は5倍，ガス料金は9から10倍，石炭は約200%，ガソ リンは約15倍

も上るという。その他も数知れなヤ／

この気狂いじみた料金と物価の上昇競争において，この引き上げ措置を強化しよ

うと色々な理由と弁解がなされてきたように見受けられる。そういった理由の中で

最も良くいわれる理由は，開発費用が上ったという理由である。しかし，何故，ど

んな理由で、開発費用が上ったかについては論議がなされていなし、。

補助金を与えなければならないので用役を提供する諸企業が国家予算に負担をか

けてし、るという芦もある。彼等に言わせれば，従って補助金は完全に，文は最小限

に止められねばならないというものであった。 ところが，彼らときたら何故赤字が

生じるかの論議はしない。しかし，この様な事情が真実としても，前もって出来る

だけ準備もせず3 補助金が何故必要となるかの要因を真に調査もしないで，補助金

が打ち切られるならば，それはもう無責任な事である。

SOBSI全国委員会は次の様に考えている。誤った経営，誤った人材配置などは，

物価や料金を引き上げれば，必然的に克服出来るものではなく，徹底的に戦わねば

ならないものである。何故なら，この誤った経営と誤った人材配置を物価と来十金の

引き上げに依って解決する事は誤った経営，誤った人材配置に金を出し，腐敗に金

を出す事を意味するものだからである。

今迄の度々の経験により，我々は物価と料金の上昇は， 国民の負担を重くするば

かりでなし実際問題としていつもブーメランになっている，という事を教えられ

たし，判った。何故なら，政府並びに国営企業や国営商社（PNN）こそが大きな消

費者であり，それどころか上に述べた用役並びに物資の最も大きな消費者であった
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からだ。例を上げると，石油は約50%，石炭は殆ど全部， GIAは大部分が明らかに

政府によって使用されているのである。補助金の大部分を減少したり停止したりし

た為に起った物価と料金の上昇は，補助金と記入してそれを石油，石炭，電気等の

支出にしてしまう事にもなるのは明白である。 (H. R.) 

6月 12日

曹ス大統領， A•A 会議について声明一一スカルノ大統領は A·A会議について

次のような声明を発表した。

インドネシアは第2回A・A会議を tea-partyではなく真の反帝国主義の会議

にするよう決意している。 A・A諸国がもし来たるA・A会議に参加しなくても，

少数で充実した反帝主義の方が更に良い。

インドがマレイシアの第2倒A・A会議への参加支持を表明した事に関しては，

よその国の事を非難は出来ないが，自分はもう我慢出来ない。もしインドがマレ

イシアが第2回A・A会議に参加出来るよう骨折っているのなら，インドはその

会議の根本精神に対し，忠実でない事になる。 (H. R.) 

Vゴムの生産自標一一バンドンで閃かれた国営ゴム農園運営会議は次の様な事を

決定した。

全ての国営ゴム農園の今年度の生産目標は引き上げられる。輸出目標も又培加

される。国営ゴム農園では昨年の生産高が10万1604トンであったのに対し，今年

の生産高を最低10万2643トンと見積もっている。1965年度の輸出目標は7万8600ト

ンであり，外国貿易により3700万usドノレの収入為あるとみている。
T. Sukarno国営ゴム農園経営局長官は次の様に発表した。

今年は1万3000ヘクターノレの農闘が植え換えられるであろう。国営ゴム農園の

総面積は20万ヘクターノレである。植え換えに使われる穏は CloonR 1124であ

る。 向上
1964年の国営ゴム農閣の16農閣の生産高は前A比べ16.6%増であった。この
ゴムの60%が政府の政府契約遂行の為に使われた。残りはアメリカ合衆国，ヨー

ロッバ，日本に輸出された。国営ゴム農園は去年，その外国貿易で3190万usド
ルをかせいだ。即ち1963年の17%増しであり，輸出総額の15%増しである。

(Ant.) 

6月15日

, Suwito氏フィリピンを出発一一一SuwitoKusumowidagdo外相第一補依官は香
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i巷に向けマニラを出発した。問氏はそこからパキスタン，イラン3 イラクを経てア

ノレジエリアに向う予定である。

マニラでは同氏はEmmanuelPelaezフィリピン副大統領及びMauroMendez外

相と会談し，また今月末アノレジエリアで開かれる第2問A・A会議フィリピン代表

団の団長と高I］団長ともそれぞれ個別に会談した。

インドネシアとフィリピンはこれに関連してアジア ・アフYカの指導者逮のアノレ

ジエリアでの会議を成功させる為，喜んで緊密なる協力を行なうものと思われる。

(Ant. 6. 16) 

6月16日

Vス外相，アジスアベパ到着一一一スパンドリオ ・インドネシア外相は，カイロか

らアジスアベパに着いた。外相は空港で記者団に対し，彼がエチオピアにやってき

たのはアルジエリアでのA・A会議に関する問題を討議する為だと語った。

(Ant. 6. 17) 

6月17日

’Bandar Betsy事件公判一 一Pematangsiantar地方裁判所は「BandarBetsy事
件Jで告訴された36人の農民に対し懲役5年から15年の刑を言い渡した。

Pematangsiantar地方裁判所における「BandarBetsy J事件裁判はRadjoHarahap 

裁判官， TjoaSeng Tjun裁判官及び検察側から P.Hutasoit検事の下に行なわれ

fこ。
:.j 

法廷において36人の被告はPeldaSudjonoを計画的に殺害したという訴状に異議

を申し立てた。彼等の言い分では，殺害されたPeldaSudjonoが一番先に農民逮を

殴った為に彼等が激昂したためである。

その後，この「BandarBetsy事件jの36人の被告達は RadjoHarahap裁判官の

判決を不服として控訴したb

6月18日

(H. R. 6. 24) 

V砂糖の生産目標一一Sartojo農業及び農地統轄大臣秘書官は記者会見で次の様

に5苦った。

今年度の砂糖生産目標70方トンのうち20万トンが輸出されるであろう。これは

去年の輸出より 8万トン多い。

70万トンという砂糖生産目標は砂糖工場が発表した暫定見積りに基づいて行な

われたものである。そしてこの見積りによると，西部ジャワにおける砂糖工場は
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100キンタノレから125キンタノレへとその生産を上げることができ， プカロンガンの

砂糖工場は90キンタルから 100キンタノレへ生産増加でき，南部ジャワのも う一つ

の工場では110キンタノレから130キンタルへ生産を上昇できるであろう。

一方， 1960年にはIヘクターノレ当り35キンタノレの生産能力しかもっていなかっ

たMadikusmo砂糖工場でさえも， 1ヘクターノレ当り100キンタノレ生産することに

なろう。

砂糖生産増大の枠内において，砂糖キピの植付面積はCeram（東部インドネシ

ア〉， 南北スラワエシ，アチエ〈北スマトラ〉を含むジャワの外領各地に新たに

広がり，約2万ヘク ターノレfこのぼっている。 (Ant. 6. 19) 

6月19日

V大統領，ブーメディン政権を承認一一スカルノ大統領はペンベラ大統領を打倒

したブーメデ、ィーン大佐の指揮するアルジエリア新政府を承認した。インドネシア

政府は又，第2回A・A会議を成功させる決意である旨声明した。更にこの政府転

換は国内問題であるから，第2回A・A会議開催が新アノレジエリア政府をA・A諸

国が承認するか否かに依るものではないとのベた。 (H. R. 6. 21) 

V財政部門の再編，宗教省の設置一一スカノレノ大統領はボゴーノレ宮殿において財

政部門を再編成し，宗教担当部門を設立する旨発表した。

Chairul Saleh第三副首席大臣による大統領声明の全容は次の通りであるc

宗教担当部門はK.H. Saifuddin Zuhri教授を統轄大臣とし，次の各省よ り成

る。（1）宗教省。大臣はK.H. Saifuddin教授。これに関しては特に3名の大臣補

佐官即ち，プロテスタント担当大臣補佐官Abednego氏，カソリック担当大臣補

佐官 Kwari Sosrosumarto女史， ヒンズー・ パリ担当大臣補佐官 BagusPutu 

Mastra氏を任命する。（2）ハジ担当省。大臣は KデH. Farid Ma1ruf教授。（3）政府

とAlimUhama関係担当省。大臣はK.H. Moh. Iijas氏。（4）国務大臣は宗教担

当統轄大臣 K.H. Fattah Jassin氏の補佐を受ける。

財政部門の新組織

財政部門は SumarnoSH.統轄大臣が管理する。 上記の財政部門の新組織は，

(1）中央銀行担当省。大臣はJusuf M uda Dalam。（2）国家財政担当省。大臣はDrs.

Surjadi。（3)Iuran Negara省。大臣は Drs.Hugeng警察准将（現移民局長官。

その後任は WidigdaSudigman。 又， その代理は Sutarjo）。（4）保険担当省。

Sutjipto Adhidarmo大臣。

これと関連して，国営質屋p Arta Yasa国営企業，国庫局が中央銀行担当省に統
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合される。そしてまた，中央銀行担当大臣補佐官としては ChandraHasanが決ま

った。一方，とれまで、歳出歳入監査省に入っていた歳出局は国家財政省に統轄され

Tこ。

大統領は更に， H.Aminuddin Aziz （ナフダトウーノレ・ワラマの書記長であり，

Mimbar Revo]usi紙の編集長〉を閣僚幹部会議補佐大臣に任命した。一方，今まで

歳出歳入監査大臣をしていたMoh.Hasan大臣は他の職務を与えられる。

(H. R. 6. 21) 

6月21日

V政府の適切な措置（H.R.紙社説〉

アルジエリアでの第2回A・A会議を是非とも成功させる為に参加L: アノレジ

エリアでの政府転換によ勺て影響を受けないとするインドネシア政府の決定は適

切である。何故か？ インドネシアの公式発表で明らかにされた様に2 アノレジエ

リアで起った変革は国内問題であり，特に新アノレジエリア政府はアノレジエリアは

第2回A・A会議を開けるような平静さを皆に示さねばならぬと述べている。

我々はこのアルジエリアの進展については来た、討議をしていない。しかし，独

立を擁護し，アメリカ合衆国に代表される帝国主義，植民地主義，新植民地主義

粉砕の闘争において，高揚した精神をもって第2回A・A会議を第1回会議より

更に内容の高いものにするべく，バンドン10原則への忠実なる愛国的，革命的全

勢力が必要な事に関しては疑いの余地は全くない。 (H. R.) 

6月22日

V対ソ貿易協定一一3月31日ジャカルタで調印された対ソ長期協定に依れば， 65

年度の対ソ貿易高は輸出2148万ドル（FOB），輸入1041万ドル（CIF）にのぼるとみ

られているo65年度には過去と違って政府の自力更生政策によ り，織維品の輸出入

は含まれていない。 (B. N. 6. 23) 

l SPP交換率23.8一一インドネシア銀行取引所における SPPの立ち合いで SPP

交換比率は23.8となった。この立ち合いで上記の交換比率以上の付け値で申し込ん

だ買い方は割り当てを受ける事が出来た。全く割り当てを受ける事が出来なかった

者についてその申し込み金は次の立ち合いに使用出来ず， 1週間以内に所有者に返

却される事になっている。 (B. N. 6. 23) 

6月23日

, Sukarno大統領は記者会見で軽工業省を繊維工業省，軽工業省，家内工業省の
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3省に分割し， Abdul Aziz Saleh少将を統轄大臣とする軽工業部門を設置すると

言明した。との言明によれば，繊維工業大臣はAshariDanudirdjoインドネシア国

軍准将，軽工業大臣はJusufAmir准将（現MakasarHasanuddin第14軍指令官），

家内工業大臣は AbdulAzis Saleh陸軍少将であるo 軽工業部門統轄大臣補佐には

T. D. Pardede （メダンのT.D. Pardede繊維会社社主）大臣があたる。

更に大統領は近い内にもう一つの省を設置する予定である。

同席の AzisSaleh軽工業大臣は次の様に語った。

家内工業省にはあらゆる家内工業的活動が所属し，軽工業には繊維と家内工業

を除く全ての生産活動が所属する。 (H. R. 6. 24) 

V北スマ・ べJしミナの石油交渉一一日本の北スマトラ石油開発協力会社は来月末

インドネシアの石油会社 Perminaとインドネシアの新しい油田開発について詳し

い話し合いを行なう計画である。

その話し合いは北スマトラにおける原油資源開発計画が計画通り進んでいない為

に行なわれるものである。

日本の会社と Ferminaとは，インドネシアにおける石油資源開発の為1961年契約

を結んでいた。

来たる話し合いでは現行の契約留意事項について話し合いがなされるであろう。

その契約のもとに，北スマトラ石油開発協力会社は1880万ドル出資する予定であ

るし，その開発計画用の用役と資材に約5200万ドノレを出資する事になっている。

それと引き換えに Ferminaは年間68万8000リットノレの石油を日本に輸出するは

ずである。 (Ant.) 

V国営農園コeム輸出計画一一中部、ブャワの第8国営ゴム農園の IskandarA. K. 

氏は記者会見で， 1965年のゴム輸出目標は7万8578トンであると述べた。 (Ant.) 

6月24日

’ス外相，各国代表と会談一一スパンドリオ外相はアノレジエリアのインドネシア

会館を訪れた NguyenDong Trinhベトナム外相，陳毅中国外相， MahmudRyad 

アラブ連合外相と引き続き会談した。

スパンドリオ と 3外相との主な論題はA•A会議とアルジヱリアにおける最近の

政府転換についてであったといわれている。

一方，既にアルジエリアに到着していたChenYi, Mahmud Ryadを含む各国外

相違も又それぞれ彼等の間で話し合いを行なうとともに， Boutaflikaアルジエリア

外相とも会談した。 (Ant. 6. 26) 
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6月26日

vス大統領， アルジエ リアに出発一一Sukarno大統領は29日に予定される第2回

A・A会議に出席する為出発した。随員は， ChaerulSaleh, Ruslan Abdulgani, Ali 

Sastroamidjojo, K. H. Saifuddin Zuchri, D. N. Aidit，羽Tilujo Puspojudo 

陸軍少将， Mardanus,David Chen, Oci Tjoe Tat。 (B. N. 6. 28) 

’Tani Marhaen, Bandar事件で声明一一TaniMarhaen農民組合理事長A.J. C, 
BarusはBandarBetsy事件の判決について言明し，法廷は農民の利益を全面的に

保護L，革命の一般方針に適合しなければならないと述ぺた。 (H. R.) 

Y Bandar事件，国会で討議－Pasirhondje及び BandarBetsy事件の判決が国

会で、問題になった。この中で議員の質問に対しAstrawinata法相は，同事件につい

て充分な資料を集めた後議会の国内委員会に対し答弁を行なうと答えた。（H.R.) 

’Bandar事件法廷， BTIの声明を承認一一5月14日の BandarBetsy事件被告に
判定を言い渡したPematangsiantar法廷は，インドネシア農民戦線中央委員会が行

なった農民の行動は防衛手段であるという声明を認めた。 (H. R-) 

6月27日

, Johannes Leimena代理大統領兼外相は記者会見で次の様に発表した。

スカルノ大統領， GamelAbdel Nasserアラブ連合大統領，周恩来中国首相は

カイロで会談し，来年ジャカノレタで開かれる CONEFOを完全に成功させるよう

全力を尽すとの意見の一致をみた。

アルジエリアで開かれる第2回A・A会議が来る11月まで延期されるについて

のインドネシア代表からの全報告を受けとった。その報告は Conefoが完全に成

功するよう努力するとの中国首相，アラブ連合大統領，スカルノ大統領の決意の

程についても言及している。 (Ant. 6. 28) 

6月28日

Vス外相，アルジエ リアを出発一一スパンドリオ外相はアノレジヱリア空港の記者

会見で、次の様に語った。

A・A首脳会議が予定通り開かれないのは遺憾である。しかし，その会議が11

月5日に開かれるのは喜ばしい事である。

A・A会議の目標はそれが延期されたところで，そのままである。全てのA・

A諸国はその会議がアルジエリアで開かれるべきものと確信している。

その延期でかえってその会議の政治的情勢の準備が行きとどくととは確実であ
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る。

私は各種の問題に関し，アルジエリアの指導者逮とお互いの話しをする為アノレ

ジエリアに戻ってくる積りである。 (Ant. 6. 29) 

6月29日

V東部ジャワの農園生産目標一一2億usドノレにのぼる全インドネシア農間生産
のうち最近決定した1965年輸出目標に関連して，東部ジャワ農園の見通しは明るい

と言われている。

1965年半期までに国営農国営団が行なった生産はその約50%に達した。民間農閣

の生産品については未だ明らかでない。Besuki農園は目下民間農園の生産に関す

るデータを集めている。

1965年度全東部ジャワの国営農国営団と民間農園の予定目標は次の通りである。

令
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4,100トン

4,700トン

民 間

Dwikora （農園）

国営農園営団

Antan国営農園営団

合 計

見積り高 1万6800トンの輸出向けゴムでは770万usドルが見込まれ，同じく 1万
3印0トンのコーヒーでは1120万usドルが見込まれている。
国営農園営団は400トンの茶を生産し， Antan農園は茶の1000トン生産を記録し

た。国営農園営団のココア生産は270トンに達し， Antanは300トンに達した。茶の

価格は220石usドルで、あり， ココアは30万usドルである。 (Ant.) 
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資料

〔I〕メ ダンの 暴 動

〔H.R.紙社説 6月3日〕

反革命勢力の石頭どもに対する Manipol主義勢力，インドネシア人民の革命的勢力

の攻撃が次第に活発化するにつれて，反革命分子は混乱し，ろうばいしつつあるだろ

うか。とんでもない。ブンカノレノはしばしば革命には革命分子と革命の敵とがあるこ

とを指摘している。革命の敵がみずからすすんで敗北をみとめるものでないことは当

然である。かれらは反撃の機会を待機している。

Harian Harapan紙の編集局をおそい， インドネシア ・ジャーナリスト協会メダン

支部長ImronZonyにテロを行なおうとしたメダンのテロ事件は，我々が今述べたこ

とが正しいことの明白な証拠である。

しかし，反革命分子は計算違いをしている。 もっともかれらが計算違いをしなかっ

たことはかつてないのだが。 メダンにおける反革命分子のテロ行動によって，我々す

べてのManipol主義者，革命分子はいっそうその革命的攻撃を新聞分野を含むすべて

の分野で強加するにL、たった。我々の知る通り， BPS(BPSの新聞を含む〉の解散に

関する大統領命令は， この大統領命令の実施義務を負ってν、る者たちがこれを忠実に

実行するに至っていない。 BPSの残党はいまだ存在をつづけ， ある地方においては

BPSの新聞を保護し，これを支援している役人がいる。先日の共産党大集会における

スカノレノ大統領の命令にあわせて， BPSの残党を一掃する活動の継続と反革命テロ心

粉砕とをすべての愛国的勢力とイン ドネシア ・ジャーナリスト協会の任務としよ うc

〔E〕 新 BPSにチャンスを与えること

〔BintangTimur是正 6月7 日〕

情報相は新聞管理の新しい規準にそった省令を発表した。 それはインドネシア・ ジ

ャーナリスト協会の側からも， 又，革命組織団体の側からも必ずや新しい反応と攻撃．

がおこると思われる内容のものである。この情報相の省令によって，首都ばかりでな

く各地でも一般日刊紙のいくつかの割り当てを受けている民族戦線勤労者共同書記局

と呼ばれるものに入る勤労者階層に関しては，特にそうである。

この共同書記局と呼ばれるものはBPSの後ろだてキある Soksiの機関，従って手先

きである。だから， それは少し前に関かれた大衆集会での大統領命令「MadjuTak 

Gentar PWIJの枠内において粛正されねばならないという事は公然の秘密である。
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ところが，この省令により，この階層に対しては再び我々の革命を分裂させ， 労働者

の団結を粉砕し，社会の中に対立を生み出す充分な可能性が与えられる事になった。

新しいタイプのBPSが入り込む余地は閉じねばならない。開けてやるべきではない／

必ず反応が起きるもう一つの問題は， 国軍の出す新聞も含まれる政府当局の一般日

干lj新聞に関する問題で・ある。その理由はインドネシア ・ジャーナリス ト協会は，例え

ば西イリアンにおけるように， 民間にそれ自身定期的に発行するだけの能力が未だな

い所での暫定的なものを除いては原則的には政府新聞の存在を否定しているからであ

る。現在既に解散させられているBPS系諸新聞の膝下からとひ、たっている当局の公機

関新聞は，実際にはインドネシア ・ジャーナリスト協会によって追放された BPS系記

者達の丁度良い隠れ場所として利用されていた。その結果，との公機関の日刊紙内で

のBPS系記者逮の行動の自由は彼等に分裂工作， 反農民工作を再び展開するチャンス

を与える事になった／ 我々は，はっきりとBPSとその手先どもの一掃を命ずる大統

領命令をもう一度思い直してみたい。その命令を新しいタイプのBPSに新たな余地を

与えず，反革命工作を継続する重要な報道手段を与えず， 効果的に実行せねばならな

い。彼等の手に新聞という武器を再び与える事は， 我々を束ljす敵に武器を与えるよう

なものである／ 我々は情報相がこの省令を再検討してくる事を望む／

(H. R.紙 6月11日に転載）

〔E〕 情報省令を検討す る

〔GeloraIndonesia 6月8日〕

情報相が新聞界において統制と秩序を行なっておられる努力に対し， 我々はもう一

度深く敬意を表するものである。

我々がここにいう統制とは，意気に燃えた革命機関の方針を統制する事であり，と

の重要な革命が， それがどんな形であれ反革命的要素を持たぬようにする事である。

それがBPSであろうが， マシュミ党であろうが， インドネシア社会党であろうが，

Manikebuであろうが。

従って，統制と秩序は「再編成から再編成へ」の方式に沿ったものでなければなら

ない。そしてこの再編成を行なう為の土台，即ち，政治宣言，Tavip，「BPS系のあら

ゆる新聞，機関，手先き分子を解散させよJという大会に於けるスカルノ大統領命令

(Madju Tak Gentar）という土台は既にある。

情報相が我が新聞報道界に於いて，皮革命分子やBPSに生きのびるチャンスを与え

る積りなど毛頭なし、のは明白である。我々はその事を信ずる。しかしながら，一般的

な性質のものでも，公的な性質のものでも， 新開発行許可に関する新しい省令が出れ
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ば，反革命分子とBPS分子がそれを利用して再びのさばり得る事が否定出来るまでに

は尚困難がある。 というのは，その様な分子やグループのおのおのが新聞統制権を持

つ事になるのだから。 これは一つの原則で、あって，技術的なものではない。従って，

もう一度新聞の統制権が問題になる。

何故か？ 反革命分子やBPS分子はまだあちこちに生きているし，それどとろか，

その多くがいくつかの公的機関，政党， 大衆団体の保護を受けている事は誰もが確信

するととろである。そしてとういう考え方からすると，選択を行なう権威当局の側で

も反革命分子やBPSがまだ各地に隠れているという確信からのがれる事は出来ない。

従って，ことにおいて選択の意味は単に補完的条件を構成するのみで、ある。

ところで，この省令により， 既存の印刷能力に釣り合わないばかりでなく，我々の

革命において目下急激におこなわれてし、る現在のあらゆる革命機関の再編成と簡素化

に，原則的に沿っていない沢山の新閣が生まれるであろう。 このように多くの新聞を

作る事は二，三の省を新しい省を従えた一つの新部門にするというスカノレノ大統領の

努力の精神と適合しないものである事は自明である。 とのスカルノ大統領の精神とは

機関を完備し，最大限に効率を上げるととである。

こういった事を企て考慮すると， この新聞統制に関する情報相の省令は，どうあっ

ても革命の道を破壊るよすうな，また反革命分子やBPSに生活の分野を与えるような

目的に到達しないように保護されなければならない。 (H. R.紙 6月10日に転載〉

〔W〕 情報省令に関する SuluhIndonesia紙社説 〔6月8日〕

情報相省令第51号，52号， 53号が出されたが， それは長ν、間待たれていた新聞統制

実施の方針を意味した。今やそれは用意が出来た。上に述べた三つの省令は情報相省

令第29号実施方針としての意味を含むので， それは重要な革命手段としての新聞報道

界におけるインドネシア新聞活動の規準に触れている。

情報相省令第29号にのってし、る新聞活動の規準に関しては， 我々は熟慮の結果， 特

定の意見を述べぬ事にした。我々はなおその中にいくつかの欠陥を見出したのである

が，我々は自分達の意見は述べなかった。何故なら，尚期待が持てると思ったからで

ある。それはその実施方針の中に我々のいう欠陥を補う，文は少なくともそれを軽減

する諸規定が記載されるであろうと思ったからである。

しかし，新聞統制実施方針と言われている情報相省令第51,52, 53号が出された後

で明らかになった事は，まず， 第29号省令の欠陥が軽減されるもしくは完全に補壊さ

れるという我々の期待が薄くなった事である。何故なら，情報相省令第53号の中jこ，

我々は新聞報道界の統制をなそうという， まさに初めの目的からはなれているとみら
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れる欠陥を明らかに見出すからである。

それを更に明らかにする為， 新聞統制実施方針としての第53号省令の欠陥を例とし

て述べよう。

その情報相省令第53号における諸規定を注意深く， 正確に調ベてみると，新聞報道

界には三つの性質ーがある事がわかる。先ず第一は，政府，政党，民族戦線共同書記局

に含まれる勤労者団体の公式的な声となってν、る新開。第三番目は政党又は民族戦線

共同書記局に入る勤労者団体階級と特別な関係を結んでいる新問。第3番目は上の二

つに類しない新聞であって， この様な新聞は独立新聞又は自由新聞と言える。

このような視角からのみ見れば，新聞界にはすぐにインフレが起る事は当然である。

その様な機会が開かれているので， 関係者各々がその権利を出来るだけ利用するだろ

う事は明白である。

勿論，全ては技術的能力如何であると言えるかも知れない。 しかし，この問題は一

時的な問題であり，全市的に真実ではない。なぜなら，新聞というものは必ずしも印

刷されているものでなくても良いから。謄写印刷でも良いし，他の方法もある。しか

し，明らかな事といえば，新聞報道界にインフレが起るという事である。換言すれば，

新聞の数を減らす目的の統制など到底成し得ないからである。

序でに注意すべきもう －つの問題がある。それは新開発行権を与える際の不平等で

ある。

重要な大組織，例えばBuruhMarhaenisとかSobsiとか， Sarbumusiなどは新開

発行権を持っていなν、。 というのは，それに関連のある政治思潮，組織団体をとおし

て与えられた発行権を取り上げられてしまったからであるc 一方， 民族戦線のメンバ

ーである勤労者共同書記局なるものに属する地方の組織は新開発行権を持っている。

この様な状態は公平を欠いていると我々はみなす。 一方，臨時国民諮問会議の決議で

は労働者及び農民は革命の柱として新聞を発行出来る。

これは現存する諸欠陥の一例である。未だ他にもいくつか欠陥があるが， それは我

々に言わせれば，深い考察と熟慮を必要とする所のものであるc ここで我々がいいた

い事は，政府の公的発行とその発行が，現在の新しい規準に基づいてなされた後にお

とるであろう新聞の質の問題である。

既に兆候があるインフレの可能性を見ると，新聞の質がすぐに上昇され，又は改良

される事を想、い描くのは難しい。 こんなに大きな機会が設けられているのだから，人

がある新聞の編集長に容易に成り得るのは勿論である。 このようにして新聞の質がど

のようになるかはぼんやり分ってきた。更に又，もしインドネシア ・ジャーナリスト

協会がジャーナリスティックな視点から検討して誰かを編集長に選ぶという権限を持
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たないとしたらそれはなおさらのことである。

このように，我々が新聞界において全力を上げて新聞を発行したいと望む時， これ

らのいくつかの欠点は，我々に言わせれば，熟考を要するのである。

政府の特に情報相の新開界に於いてただちに新聞統制を行なおうとする良い計画に

対し， 基本的には我々は敬意を表する事を忘れはしないが，上記の情報相省令にはま

だまだ欠陥があり，達成せねばならぬ目標，つまり，質の良ν、新聞をっくり，革命の

手段及び革命の大指導者BungKarnoの手段と しての機能を果す立場に真に立つ事か

らはなれてしまうのではないかと我々は心配しているc

それ故，昨夜報道会館でのインドネシア・ジャーナリスト協会理事長 A Karim 

DP.の演説で提案されたように， この問題について再び話し合いを行なうのが一番良

いのではないだろうか。 CH. R.紙 6月9日に転載〉

〔V〕 再度の新聞統制反対

〔SuluhIndonesia 6月10日〕

我々が新聞統制についての考えを発表するとすれば，それは全ての事に五っている。

つまり p 我々の考えは新聞の数とか新聞の質とか， 特にその内容に関する事ばかりで

なく， 新開発行許可の権限に関する事も含まれている。

この問題に関して，我々は独自に考えを発表する必要があると思う。なぜなら，新

聞統制に関しては既に不一致の兆候が最近出て来たからである。地方での若干の権威

掌握者は，新開発行に関し，色々な考えを発表してきたば．かりでなく，積糠的に新聞

統制分野の干渉措置を採りはじめて来た事が判明した。例えばその一つの例として，

現在北スマトラ，つまりメダンで起っている事がある。

メダンの権威掌握者は既に社会がその発行続行を望んでいない新聞の一つに発行許

可を与えた。それどころか，その許可は一度取り消された事のあるものである。 とは

言え，発行続行の許可は，単に一時的な性質のもので， 鼠終的命令を待っているので

ある。しかし，この様な状態を我々は不一致の一つの証明と考える。

新開発行許可権は一つの機関のみに掌握されねばならないと我々は考えている。 こ

の場合にはつまり情報相の事である。なぜなら，インドネシア独立共和国の歴史にお

いて，情報省と情報相とiま重要な情報媒体及び意気に燃える革命の手段として新開発

行を進展させるとν、う革命の仕事をになっているのだから。我々の考えからすれば，

一般的な新聞問題，新聞界に関連した処置を調整出来るのは情報省以外にはない。

例えばメダンでみた例は，我々が評価するところによると，行政の二つの機関，こ

の場合地方長官，情報局長と地方Dwikora実施担当官の二つの機関の問の不一致をみ
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せるだけでなく， 情報相によって既に決められた省令を破る事を意味している。そし

てこの様な状態は，統制なくそのまま放置されてはならないと我々は思う。

この様に，新関統制問題は根本的には全体的に説明されねばならないものと考える。

新聞の発行高，内容，性質に関することだけでなく， 情報相が一括して持つべき発行

許可権に関する事もである。新聞界に対する処置も又，整然とした手続がなければな

らない。それ故現在行なわれている様な新聞の責任者同志が対決せねばならない程，

多い機関は必要でない。 (H. R.紙 6月12日に転載〉

〔VI〕新 開 統 制

〔H.R.紙 6月10日社説〕

最近，新聞統制問題，特に 1週間前に出された三つの情報相省令について盛んに討

議が行なわれている。

新聞統制について討議するなら，我々は最も重要であり， PWIMadju Tak Gentar 

記念集会で大統領によって断固命令され，去る 5月23日のPK！記念大集会でも大統領

が再び繰り返した事，即ち「BPSとその手先き新聞はすべて解散されるべきであるJ

という事を書き落すわけにはいかない。

我々の考えでは， 先ずはじめにこの大統領の命令を実行してからでなくては新聞統

制問題を討議出来ないのではなャかと思う。

伊jえ』j:'，ノξンドンの「PikiranRakjat」来氏， スラノξヤの「SuaraRakjat」来氏，パレ

ンパンの「BatanghariSembilanJ紙，メダンの 「TjahajaJ紙といったように，現在

でもなお BPS系の諸紙聞は発行されている。 BPS系の諸新聞が大統領命令どおりに

閉鎖されない限り， 我国の新聞報道界はいつも不穏な空気に包まれ，本当に限止でき

る反抗も阻止出来なくなり，その結果，民族統一戦線が妨害される事にもなるだろう。

三つの情報相省令に関しインドネシア ・ジャーナリスト協会はその態度を表明した

が，もし具体的なインドネシア ・ジャーナリスト協会の考えを聴くベく情報相とPWI

との会合が早急に開かれるなら， それは大変喜ばしい事である。しかし，我々にして

みれば， BPS系の諸新聞の解散が未だ完全には行なわれていなし、段階では，どんな会

合も開かれない方がいいし，どんな新聞も新たに発行されない方がいい。又この様な

状態では「打ちこわし，そして発展するという哲学が行なわれない一一この打ちこわ

すという事は新しい発展にとっては絶対的な条件である。

BPSは未だに完全には解散されずにいるが，それどころか最近，その手先ばかりで

なく BPSの首謀者であるムルパ党まで、も復活させようとの動きがある。 しかしなが

ら，どの様なやり方でも，どの様な時でも，又どの様な状態ででも，国民は BPSもム

ルバ党も復活させるようなことはしないであろう ／
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概説

独立記念日のスカノレノ演説は，｜認際問題でアメリカ帝国主義を口を極めて

非難し，シンガポーノレの脱退問題については，それがマレーシア構想の当然

の帰結であるとして簡単にふれたにとどまったことが注目される。

とれは政府がシンガポーノレの今後のなりゆきに対して静観の態度をとって

いることにもよるが，対決政策がもはやマレーシア問題をめぐる反マレーシ

ア，イギリス，アメリカ闘争から， 国際的連繋をもった反米闘争へ重点が移

行したことによるものだろう。インドネシアは今後外国軍事基地図際会議，

CONEFO等を通じて，北京，ピョンヤン，ハノイおよびプノンペンまで含

んだ反帝枢軸の強化に努力するだろう。インドネシアは独立記念日を期して

世界銀行， IMFからも脱退した。スカノレノ演説によれば，「我々が帝国主義

国を必要とするのではなく，帝国主義国が我々を必要としている」とν、うの－

であるQ 日本の提唱するアジア開銀構想、は，マレーシア参加問題とは別にイ

ンドネシアにとって受入れ難いものであろう。

国内では共産党対軍の一部，回教政党（NU）間の対立が顕在化している。

共産党が前からスカノレノに要求して来た労働者，農民の武装化構想、が第5軍

の設立問題として論議されている。軍の首脳部はこれに対し強い反対の意向

を示し，軍の機関紙を通じて，あるし、は旧 BPS系の新聞を復刊させて，共

産党の論陣に対抗している。また前月発生した BandarBetsy農園事件につ

いてもこれが軍の挑発行為ではないかとも推測される。しかし第5軍構想に

関する限り，スカノレノは演説の中で， 「革命にとって不可欠な労働者と農民

の役割Jを強調し，同軍の設置を示唆しているo 共産党と回教政党の対立は

現象的には選挙の方法をめぐって展開されているが，相互の大衆組織争いは

今後益々深刻となろう。

衣料の自給化政策

〔綿糸の配給〕 8月23日のスカノレノ川島会談によって合意をみた3700万ド
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ルにのぼる経済協力に合意したが，その内2200万ドルが綿

助となつたo これは日木はもとよりインドネシア繊維業界にと っても朗報で

あった。現在インドネシアは経済の自力吏生政策のJ.jJで，食糧 ・衣料の自給

化をその重点政策としてとりあげているが，その達成には多くの困難な問題

が解決されずに残っているo たとえば綿糸の流通に関して次のような事件が

発生した。 4ヵ月程前，議会の委員会がジャワの各地に綿織物工業の実態に

ついて視察を行ない，最近その報告書を発表した。同報告はp 綿糸の配給に

ついて，動力織機の大中企業と手織機業との聞に差別が行なわれていること

を指摘し，手織業は休業状態になっており，現行の配給制度は特定業者のみ

を利していると結論した。ここ数年来，繊維品を含む基本物資はすべて政府

が国営商社を通じてその流通に介入するようになったが，特に今年の2月以

来経済最高作戦司令部（KOTOE）が強い権限を持つようになってν、るo した

がって上の結論は直接 KOTOEに対する批判の性格をもっていた。この批

判に対して， KOTOE情報部長Sudarson准将は， KOTOE衣料委員会は，

多くの資料にもとづいたガラス張りの統制を行っており，議会委員会は独自

で調査を行なう前に， KOTOEの資料を使うことができたと述べて，日音に議

会委員会の調査のあやまりを指摘し， “もっとも調査報告が既得権益をそこ

なわれた特定集団に開かせるためのものなら問題は別だが＂と邦検した。ま

た同衣料委員会の Aminudin准将は手織業者に対する綿糸配給の方法と各

地に対する配給量を具体的に示して， KOPTEXI（手織機業者団体〉の理事

達は現状に満足していると述べており，業者から苦情がでるのは奇妙である

と述べた。これらの声明は甚しく議会委員会を刺激するものであった。問委

員会は直ちに緊急会議－を用いて抗議声明文を発表した。これによると織機台

数に応じて綿糸の配給を行ない，動力織機業者には国営商社， DjantraY asa 

（国営紡績会社）を通じて業者の倉庫ーまで輸送させた上，政府価格で売渡し，

その製品については国営商社への売渡しを免除しており，まったく大企業の

みを優遇していると述べ，また KOTOE衣料委員会は数十億ノレピアにのぼ

る金額を私服化しており〈綿織者業界に不正があるとして業者が積立てた70

億ノレピアの綿糸前払金を凍結したととをさすものか〉また委員会はPRRI反

乱分子の残党であると非難した。かんじんの議会調査団の報告書が，公表さ
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れなν、現在両者の論議のし、ずれかに当否をFJJうことは難しいがp ここには政

府の衣料自給化政策の困難さの一面がのぞいている。

絶対量が不足している綿糸は，政府の統制にも拘わらず，自由市場におけ

る主要な投機的物資としての性格を今なお失っていない。

〔，綿業政策〕 政府の綿繊維自給化政策は，流通面では上記の綿糸輸入の国

営化による配給制度および製品の寅付け割当，生産面では，（1）原、綿の閣内生

産の拡張，（2）国営紡績工場の増設，（3）綿織物業の機械化があげられる。以下

では後者について述べるo まず原綿，綿糸，織物の輸入量国内生産量の関係

は次の通りである。

第 l 表

l輸入 62年 ｜国 内生産 ｜ 168年計叫
（トン） I （トン） ｜生産能力 ｜ （トン）

原綿 J A. 10,000 I D. 1,370 I I I. 150,000 
綿糸 IB. 29,000 I E. 10,000 ! G. 12,000 I 
綿 布［ C. 36,000 [ F. 39,000 J H. 83,900（トン）＼、

（注〉 Dは58年数字， EはA+D,FはB+E,Gは推定， HおよびIは8ヵ年

計画書。

(1) 原綿生産

綿花栽培は日本統治下における諸物資の自給政策の後急速に減少の傾向に

あったが， ここ数年来ふたたび増産のきざしがみえ始めた。政府は Nuse

Teaggara東部ジャワ等の綿花栽培地帯を中心に栽培を拡張し， 1968年には

ヘクターノレ当たりの生産高を100kgから200kgに，栽培面積を9400ヘクター

ルから76万ヘクタールに拡大し， 15万トン（必要総綿花最の50%）を自給す

る計画である。このため，たとえば3月にはソピエトかち綿花栽培に関する

専門家を招いて，調査を依頼し，両国の聞に綿花栽培プロ ジェクトが結ばれ

た 〈フローレス島でそれぞれ6000,1000, 500ヘクターノレ，チモーノレ島で l

万ヘクタール，スンパ島で、3000ヘクター／レのプロジェクト建設〕。

(2) 国営紡績工場

3月の軽工業大臣の声明によると，紡績工場の既存設備能力は23万5076紡

錐，契約済あるし、は建設中のもの32万5000紡錘で，これが完成すれば年間の

F
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綿花消費量は4万7500トンに達するので，新規の設備増設は行わないと発表
している。しかし現在のところ後者にっし、てはそのほとんどが契約段階のも

のであるから，既存設備能力は：：10万紡錘を上回らないものと推定される。と

ころで、紡績生産高に関しては，上記の綿花消費量は紡績生産が7時間づっの

三交代制で行なわれることを前提－に推計されているものと考えられるので，

実際の消費量はそのバ程度ではないかと推定される。そう仮定すると現在の

紡績設備が必要とする綿花量は約1万トン余りとなり，上記の表の輸入およ

び圏内生産綿花の量にほぼみあっているo 8ヵ年計画目標（165万紡錘〉か

らすれば紡績分野における綿糸の自給化政策はようやくその糸口をつかんだ

ばかりだといえよれたとえば，年間の綿布需要量を上記の表から控え目に

見積もって， 7万トン前後と仮定しよう。すると紡績生産における昼夜3交

代制の完全実施，建設中の紡績工場の完成を考慮、に入れても， 4万7000ト

ン程度の綿花消費量では綿糸の自給率70%以下である。契約済あるいは建設

中の主要な紡績工場は次の通り。

工場 紡錘数 生産高 綿花消費量契約問

Grati 

La wong Malang 

Setjang 

30,132 

15,200 

不明

Tjipaclung=Gratiと同じ設備能カ

中国借款による 4工場 115,000

政府による 3工場

(3) 綿織物業

75,000 

265,464 

3,780トン

l ,890 II 

8ヵ年計断書によると織機台数は次の通り。

4,200トン

2,100 I/ 

（英）

( IJ) 

台数 生産（m）※生産（トン）

ATM （動力織機） 16,541 127,507,600 

ATBM（非動力織機） 118,677) 
’ ｝ 376.272.450 

手織機（Geclogan) 609,651 J ’ , 

744,869 503,780,050 

※6mを1kgとして換算（布地l隔 lm×70cm) 
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かりに第1表から，現在の綿織物必要生産高を 7万5000トン（C十F）と仮

定すると，上記の表は綿布業はすでに自給化の段階に達っしていることを示

している。 しかし現実にはその生産高は設備能力の 50%にも達っしていな

し、。このことはまず絶対的な原料不足に起因しているo しかし一方では国内

総需要綿布の50%程度が輸入されている事実は，インドネシア綿布業自体が

多くの問題をかかえていることを示しているo まず綿布業の大半が，手織機

業によ って占められているため，製品の価格，品質の面で外国製品に競争で

きないことであるo 生活必需品である綿織物の価格高騰を抑えるためにはあ

る程度の輸入はさけられないところであろう。その他染料の値上り，電力不

足等も綿布業の経営にとって困難な問題をなげかけているo

争65年度国家予算

7月13日65年度国家予算が議－会で承認された。内訳次のとうり。

経常予算 歳 入 671,250,000,000ノレピア

開発予算

銀行予算

外貨予算

（経常予算〉

歳出 724,9,10,000,QQO II 

歳 出

供与額

供与能力

受取額

支払額

240,QQQ,QQQ,QQQ II 

4QQ,QQQ,QQQ,QQQ II 

250,000,000,0QQ II 

24,750,QOQ,OQQ II 

34,447,500,000 II 

歳出内訳公務員人事費 457,880,QOO,OOO II 

32,030,0QO,OOO II 

その他経常支出 235,000,000,000 グ

計 724,910,000,000 II 

年 金

したがって，経常予算の赤字は536億6000万ノレピアとなっている。ただし経常予算

歳入には，借款輸入による歳入増は含まれていない。

歳入内訳税収入 293,000,000ルピア

関税収入 155,000,000 II 

その他の税収入

その他の収入

174,750,QQQ II 

48,500,QQQ II 

671,250,QQQ II 
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政府の説明によると， インフレ￥f!ili1Jのため経常子算はできる｜浪り収支：を均衡させる

原則をとっており，赤字幅は前年度より小さくなってν、る。

今年度の歳入予算にみられる特色は，法人税， j以売税の税収が大きく見込まれてい

ることでこのニ税だけで税収の60%，全歳入の30%C昨年度は12%）を占めている。

（開発予算〉 開発予算は今年度から大統領の直接監督下におかれている。この予算

は歳出項目だけで歳入項目は発表されてし、ないく予算説明書は2400億ノレヒ。アを経常予

算および銀行予算の赤字とならべて， インフレ効果をもつものとして合計している〉。

そこで昨年度の開発予算歳入の内訳を以下に記す。

(1) 国営企業収益 2,000,000,000；レピア

(2) 外間借款，援助，日本賠償 55, 125,000,QQO II 

(3) Bプロジェクト収入 P. M. 

(4) SA  C見返り資合 24,600,QQQ,OQQ II 

(5) 石油収入 25,000,QQQ,(}QQ II 

(6) 各省雑収入 143,000,QQQ II 

106,868,0QO,OOO " 

今年度からは，経常予算の収支均衡を理由に，とれらの歳入源の内，（1),(2), (5）は

経常予算に組入れられることになってν、る。また（4）はアメリカ援助停止によって，（a)

はBプロジェクトの廃止によって，収入は皆無であり，開発予算の資金源はとざされ

ている。昨年来強調されている経済の自力更生の原則についてみると，今年度は食粗

衣料生産に重点がおかれることになってし、るが， 投資問己分の明細は発表されていず，

投資項目をみる限り総花的である。例えば1961～64年における開発銀行の投融資総額

2440億ノレピアは， 800億ノレピアが工業部門， 440億／レピアが流通通信部門， 330億ノレピ

アが観光事業，財政部門， 230僚；ルピアが食糧生産部門， 180倍；Jレピアが精神部門に投

融資されているが，との比率はおそらく踏襲されそうである。

（銀行予算〉 これは今年度から新しく設けられた予算である。これは銀行融資を統

制して，（1）従来融資が集中した輸入貿易商業部門から，生産部門へ融資を集中するこ

と，（2）国蛍企業に対して重点的に融資を行なうこと，この二つを目的とするものであ

る。このため，国立銀行は融資額の60%以上を国営部門へ融資することを義務づけら

れているほか，下記の規則を制定している。

部門別融資規制

生産部門 2,000億ノレピア ( 50%) 

輸出 H 1,480 " (37 .1%) 
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その他の部門

銀行;JIJ融資額

インドネシア銀行

その他の国立銀行

民間銀行

51億ノレピア (12.9%) 

l
 

m
・
J

ロ

640億ノレピア

2,750 II 

580 II 

4,000 " 

銀行別融資規制

国立銀行 生産部門 50% 

輸出 P 40% 

その他の部門 10% 

民間銀行 生産部門 50% 

輸出 H 20% 

その他の部門 30% 

部門別融資

生産部門 2,000億ルピア

輸出 H 1,480 庁

その他の部門 510 " 

しかしこの措置はどの程度達成可能だ、ろうか。 B.N 紙は輸出問題に言及して， 4

億ドルの輸出を達成するためには約330向億Fレピアの融資が必要だとしているの （これ

はゴムの国内価格1250ノレピアkgを50セントとして算定している〉。

◆BandarBetsy農園事件

政府と農民会議（MubesTani）は BandarBetsy事件で共同声明を発表したが，

政府はこの中でメダン高等裁判所に対し再審を命令すると述べている（7月4日〉。イ

ンドネシア学術者協会（HSI)は，同事件の被告弁護のため BandarBetsy擁護委員

会を設置して代表を北スマトラに送った（6月26日〉。 Darjatmo第2師団長は， Bulu

Tjina, Sei. Semajang, Tg. Morawaの各地で、行なわれている農民耕作地に対するトラ

クター乗込れを禁止する命令を発した。また同師団長は農民団体代表との会談で，農

民の耕作地にトラクター乗込れを命令したことはないと諮った（8月23日〉。

争JII島訪イの成果

独立記念式典に参加のためインドネシアを訪問した｝II島特使は， 国際問題，経済協

力問題でスカノレノ大統領と会談した。 この結果成果をみたのは，経
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油および西イリアン開発問題の他，3700ドルの経済協力で合意に達っした。3700万

ドルの経済協力は2200万ドルの綿糸（10万コウリ），1500万ドルのセメント，鉄管 h：ど

を内容とし，返済は－・！.1：，加山きを合む2｛ド決済である。！：！ヰ際問 j凶では，（1)A A会；t出，

(2）ベトナムnmmが，1・1心となり，会談の大半をついやしたといわれる。まずAA会議に
ついて，川島氏は「会議には政治経済， 人種的に相違する国々が集まるので運営次第

ではAAグループを分裂させる。なるべく AＡ諸国に共通した関心事をとりあげるべ

きだ。 日本としてはなるべく経済文化!U]!illをとりあげたいjと述べた。これに対しス

カルノ大統領は， すでに準備会議で議li¥Yを，政治的独立，経済的自立，民：版文化のf{iJ

上とすることに決っているので政治問題をはぶくわけにはいかないが， JJ；（則的には行

成すると述べたD ついでベトナムfl日J迫にうつり阿悶の平和的役怖について河合った。

スカルノ大統領ば，アメリカの不当牲を強調し， H木仰！の見解とかなりの食違いを！：I::

じた。また京市アジアB日発のための9ヵi司会議については，スカルノ大統領はまった

く関心を示さなかったとν、われる。それは一つにはマレーシアを合んだ会議にはH¥Nj'l

できないこともあるが，対ミj主｜のひもっき'fi11f想、に対する反発である口

日誌 C7, s月）

7 月
7 日 Vスカルノー大統仰はカイロでのナセル大統制，アユプカーン大統領，周恩来

t'，・4：日との四国首脳会談およびヨーロッパ訪日jを終えジャカノレタに加者した。

Vアイジット共産党r[:1央委員会議長とする同党代表団がソ辿をi17il/iJした。

9 日 Vスパンドリオ外相のシリア訪問終了にともない「全・w：界の民族解放運動，と
くに帝国主義，外国の支配と干i少に反対して戦っている人民の迎似を支主？すべき

だjとの河悶の共同，r了明が発表された。

10日 Vスカルノ大統領は，繊維工業大臣に AsbariDnnudirdjo l{t将－を任命した。

’l足業省は下記のように国民（Rukjat）炭産物輸出目探而を決定した。
同氏ゴム！愉Hl 51万トン 2位0400万 lごノレ

3 フ也フ－ " 20万 F 30007] II 

グノ｛ ;:I II l方5QQQ II ヨ000万 H

コーヒ－ II 8 7J II l765]j" II 

グピオカ H 25フJ II 800万 H

ふすま II 1万5000" 50万。

桜花生Hll,, 1000 " 不 明
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とうもろこし輸出

椀 þÿ|Ö " 
こしょう " 
ノミラ／ノミラのfヒII 

シナモン " 
カポック ，， 

ゲプニヲ II 

砧：1ヒ生 II 

25万トン

l 7i " 

3万

6000 II 

l万5000 庁

5000 II 

100 II 

1 JJ5000 " 

インドネシア（7 JJ) 

1 W:5000万ドノレ

lOOJJ " 

25607i 

350刀. II 

t!OO]i 伊

J78Ji5000 II 

þÿ�4�2N��5�0�0�0" 

lOOJi " 

その他 11 16万3000II 176万 H 〔B.N〕

17日 ’7奇跡大｛止－によるとサレー第三副首相は， CONEFO会議1mnuw1,iilのため， m
21日AA会議終了後D'JちにCONEFO推的安n会を出成する者えのようであるo
Vマレーシア放送によると， ジャカノレタ政tMに反対するj也プlj.',1斗まNJ，.ドルネオで

反，r;Lを起こしパンジャYレマシンil'iイ、j・近の飛行：・J)h＂をti悦口

V砂羽If工場32を日本が PS方式で修車｜！近代化するこけii/契約が訓f/J。丸紅飯田

（東ジャワ7工場），兼松（中部ジャワ11），三井物産（東ジャワ，西ジャワ14）

の三宅l：で，3000万ドルのflt款で機械設iiiiit居えつけを行なう。 69｛下5J;J完了の予定。

18日 ▼スバンドリオ外相を団長とする高級節団は，アフリカ，中東の14ヵ国を訪

間，数ヵ国と軍事，貿易，政治協定を結んだ。

19日 Vイン！ゴネシアはコンゴ（プラザヴイノレ）と外交関係を樹立日

21日 f 1f(l:j 局が語ったところによると，インドネシアは，このほどリオ群島にミサ

イ／レU;J也を作ったo

V日本社会党使印刷は，ノレクマン同党rj:1央委i(il］議長等と会談したが， lレクマン

J;¥IJ議長らは「q1ソの対立を解決するためにはソ述側に変化が起きることが必要で

あるJと述べた。またこの見解のD":t法をさらに問いただしたのに対し， 「昨年秋

フ／レシチョ 7・ソ辿首相が代ったl設な人的変化を意味するJと述べた。

22日 Vスカルノ大統領は加水燥禁止大会に出席するため京京にf{1Jうインドネシア代

表団を接見し，①帝国主義者が国家の独立とU！：界平和に対する脅威的な兵慌を持

っている｜恨り，被抑j五＠Iの人民もj安兵訪日で防衛する権利がある，③核．兵協1古』：の

j」＇.1』ドi

肱．兵a器と新興毘lの核．兵器所有．とにはつきりした逃・v、があり，後者は自由と平．和を

苧fるために（史わJi,るだろう， と述・ベた。

24日 曹スカルノ大統制はバンドンでIJIJかれていたU136四回教徒会議（ムハマジヤ〉
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インドネシア（8月）

の閉会式で「インドネシアは自 vnのため近い：（手米にJJi［燥を生産するだろうJと述
べ／こ。

' 日本社会党使節団はアリ・サストロアミジヨヨ総裁らと討議をおこない，共

同Jrn”を発表した。共同J!t明は，（1）両党の:iili;IW, (2）新航民地主義反対，（a）マレー

シア紛争におけるインドネシアの政策支持，（，1）仰21日IAA会議および CONEFO

実現推進，(5)ベトナムに関する1954年のジュネーブ協定の完全実施支持，などを

述べてU、る。

25日 ' þÿRÝ•“m tJ；会党＠11涼）；；；長はサレ一節3副首相を訪問，サレー第3 M1J首相はイン

ドネシア政府はことしいっぱいで外資導入，外国との合弁事業を中止しＰ s (!:I: 

j主分.fj－）方式で日本と製鉄企業主始めたいなどのな1,'iJをIVJらかにしたほか，コネ

プォ c新 !≫Jfr/ff,4会議）には， 1:1本政tfのほか社会党をも正式招特したいと述べ

26日 ▼ジャカルタで新任のマーシャル・グリーン駐ジャカルタ米大使に反対して約

25万のインドネシア市民が大使館邸に押しかけた。

V三菱JJl；じによるインドネシア政府とのunで7』ドの延べ払いで約2000万ドル
（約72似円）の火力発悩フ。ラントの輪山契約が:ii：式発効した。

羽田 陸軍補給本部長ハルトノ准将は軍機関紙との会見で「インドネシアは第2 tulγ 

ジア・アフリ力会議後，郊i回の核尖験を行なうことになろう」と述べたロ

29日 Vサデキンi'f(i11.1Hm門担当相は先日のW!f.Jfil協定に続き北京で1-J1j 共からの船舶約10

必JI昨入al・fiMにi制！＂；fJ,, 

8 月
1日 vクアラlレンプ〕 1レのサンデー・タイムズはq，共がインドネシアのJJ1（燥製i主主

綬l山していると報じた。

る日 V住友i［，盛合同等の1/ffiH:6仕はインドネシア｜向けアルミ松，条の11ド延：払いl愉III 

を推進しているが，今月中に3000トン分210万ドルのL • C C信用状〉が開設さ

れる見迎しである。

7 日 約7000人のデモ隊がスラバヤの米国領事館を襲い，投石したり，領事館の壁に

！メ米ス 1:.1ーガンを強りつげたりして気勢をあげた。

8 日 Vカノレタウイナタl'.14会議－J.;：・は，'I－』凶I哉氏凶歓迎会で「インドネシアは近い：日米，

þÿ{,1田原爆実験を行なうJと述べた。
V閃民党はこのほど「党路線を無悦したJとの羽U.l:Iでノリレジ:;ii；記長（元首相〉

イスナエニ副市記長，ハジスベノj/t111部ジャヲ支部委只長ら7人を除名した。
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インドネシγ （8月〉

9 日 ’スパンド’リオ外HJは，シンガポーJレがJtl！必l1:1て快あると山：訂すれば．，インドネ

シアはシンガポーノレを承認し，これと外交関係をBUくJJJ訟があると述べた。

10日 Vスパンドリオ郊iM1l首・：｛：IJはシンガ、ポー／レ独立1/lB岨．にi刻するl'1J:il','i指導者会議に

/JJ 席したあと，記者団に対し「シンガポールには英国の基地があるので，インド

ネシアがシンガポーfレを－永i認することはむずかしいJと；m－.－） たo
V ストウオ干iilll政策HIは「インドネシアはシエノレ，スグンパックr,,,i1:I；のh'hllH況

を本年度までに接収する。このため石油会社代表と交渉を始める」と発表した。

V スカノレノ大統仰は政ff'.f'j｝：の首脳を必めて協議した終来，シンガポールのマ

レーシア辿邦ilJlf:脱後も現在のマレーシア粉砕liY-Mfi-を；IUJi:し，羽！：合；20j)hl年記念日を

機会にいっそう強化する:J:YSo I・を再確J認した。シンガポー1レの独立を承泌するかど

うかは，いましばらくjiiJ国の動 l(i］を弘ることにし，！i§LiiJt，とを凡介わせた。

1 1日 V米政／j:fは「近い将米に江｝1 回原爆実験を行なう」というインドネシアのカル

クヴイナタlq会議長の8rlの発言を然段し，「政治的LJIドJを持った発言」であり，

科学的，技術的根拠はないとみている。

13日 ▼三井物産等の7商社はこのほどインドネシアのGKBI （ジャワサラサ工業協

同組合）に 160]Jド／レの染料－をl愉II.Iする交i少をまとめた口これは40W皮にはいっ

て初めての大11(/i父約でこれに続いて米市アジアar.・rn1ri'iJけに大地に｝求約できる凡通

しである。

14日 ' 通産省は国内景気の打開ともからめ，インドネシア向け綿糸10万コウリ（2200

万ドル）の輸出を特例として認める意向を固めた。

15日 Vインドネシア独立20）川年記念式典／HJ.'itJとインドネシア首脳との会伎のため，

叫（投t¥1i叫外相1はジャカ／レクに主＼｝治しTこO

＇）味殺外 lllはスパンドリオ外相！と米たるunア／レジこにでPUかれるfA121目アジ
ア・アフリカ（AA）会議対策，ベトナム紛争などについて会淡した。

16日 ' 1:1本政府の特使として川，，＇.い七次郎自民党副総枕はジャカ／レクに泣いた。

' 共産党系の情報によると，インドネシアは独立20NJJ:i］三記念日の大統償ちif；泌を

きっかけに，外資の追出し，米英などの援助の拒否など，いわゆる“帝国主義的

ほlYJ”のJ故退と拒否を求める大キャンベーンをDH始する方針とし、われる。その2日

以にあげられているのは，シエノレ，カルテックスなど，米英系石油資本の企mi彼

j民の可能性である。

Vユソフ沢弘；＼：I!｛士；氾育会見で「インドネシアは外国からの輸入を減らして“j'.j

立経済政策”を遂行するだろう。まjご共産l:&I諸国との貿易を促進十る」と：wっ
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た。

17日 Vインドネシア独立20J;iiJ1F，にさいし，平lJ'iで1mかれた悦賀レセプションで社it；泊

した北朝日r;(i.駐在のスプリ・ユスフ・インドネシア即時代J:1H大使は，ベトナム11¥Ji：叫

に言及して「インドネシアは，よくi洲市！Iされた5制大政の義男jl{をいつでもベト

ナムに送る情的が！日米ており，もし＊－・チ・ミン北ベトナム大統制が袈ポナjl, 

ば， 5 wi1nnm11，あるいは主らに多くの兵を送る」と言明lしたじ

' 独立20J;iJJ&r：記念式典で， スカルノ大統領が独立広場に集まった数10万の郡集

を前に， 21時間20分にわたって前説，聴衆の熱狂的な紋Jlf-iを受けた。

V独立記念式典でのスカルノ百Jr説はマレーシア紛争iこからむシンガポール，ベ

トナム問題などで了’旭されたほどのはげしさはなく， CONEFOや人氏YI｛の創設

を強調した程度で，昨年よりかなり穏やかだった。

Tインドネシアは， !bl際通貨法企（II¥1F),-Ut飢に対し脱退をi並｛（；－， )l)l退は/iiJJ 7 

t=i付で発効した。

18日 ’日本のカーボンブラック業界各社がインドネシアから引合をうけてU、た5000

トンのカーポンプラックのうち1700トンは成約できる比過しである。

19日 三井物産と砕Jjj林栄の両社は，インドネシアの国色村：栄公怯（プツレブクニ〉と

1:!]1司uえび南部のカ リマンタンj也区の森林／J日発u自定と， これに伴う 5007］ドノレのmユ
款供与契約がまとまったので，正式調印すると発去した。

20日 スカルノ大統合同は，インドネシアに対するフオツ力一 F-27型フレンドシップ

号航空機の供給にIMJについてフオツカー・ロイアノレ，オランダ航空機製{V所（工

JXJ・）との契約に調印したG

21目 T スパンドリオ外相は「1¥j i主！とインドネシアは近い将来，シンガポ〕／レを玖；1i

することはない。インドネシアのマレーシア，シンプ／ポ］／レに文・け－る対決政策は

今後もあ2けられるJと述べた。

23日 川島自民党副総裁はスカルノ大統領と会談した。第 2 Fllアジア・アフリカ（A

A）会議，ベトナム紛争，マレ｝シア，m題などについて今後の見通しが；N議され
たようであるω

25日 ▼紙パルプ業界はインドネシア向け経済協力の一環といして1五ドのあと払い方式

による300Tiドノレの紙m輸出を進めていたが，インドネシγ担rJから遅くとも 9):J
上旬までに上何紙9000トン（240万ドノレ）分の信用状がJ両lく見通しとなり成約が

確実となった。

30目 V共産党と国民党系などの約1000人がジャカノレタの米大：使館周辺で「米国粉砕 J 
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「グリーン〈米大使） /.L＼てゆけJなどと：古いたプラカードをかかげてi放しいデモ

を行なったu

資料

ス力ルノ大統領演説

大空の星に達せよ（自力更生の年〉（抄訳〉

一一一19G5lrHJ] 171 i -

C 世界帝国 主義の終り〕 私は幾度となく20世紀は世界帝国主義の終息の世紀である

と語って来た。Pax--imperialistica は長い間の我々を抑圧，搾取，奴隷化して来たが，歴

史の鐘は人類の平和（ Humanica）を形Jj比するII‘.＇fþÿ0L'v、たったことをつげてし、る。全

人仰の平和・帝国主義の強制する3j毛布1よ永述にさらば。入賞iの｝Ii.干llよ永述にょうこそQ

私は人民の　問会議において，帝国主義の生命線をくつがえして死にいたらしめる弁

1f1l：法について・fJ'）.えした。 カー／レマルクスは，資本主義の“静子、’であるプロレクリア

ートが，資本主義の；店主穴をJまると予－；J・したのはまさに火災である。我々すべて， プロ

レタリアート，農民，私がマルハネンと呼ぶその他抑圧された人々， またさらに抑圧

された諸国はいまや， jtl{ijして'l'il;I豆半義のhl・穴品i＼りとなっている。諸枯，これ以上に

大きな名誉はない。

20i]3])1Jの独立以米，私は今nほど誇りを感じ感動したことはない。インドネシア人
Li.;の目を見たまえ。そのまなざしは太陽よリも蹄やいている。インドネシア人氏の決

意を見たまえ。その固さは鉄よりも固 lJ、。

・iWl:.!tl:Ij盗よノ インドネシア人民はもはやおlliJたちに負けることはない。 もし我｜茸

の人民だけが負けないとすれば，我々は手l:;;;i’に誇りを感じるQ しかしそれだけではな

い。我々人氏はやがて帝国主義を打ち1-'.t.かすであろう色

我々はやがて勝利をおさめるであろう。

情lfJ主義分子と反!fyJ分子が一般的にU、だいている誤りは， かれらが貧しい人民大衆

をll[E視していることである。しかしインドネシアの指導者・の111にも，称号付きの婦人，

t1t抜，官僚資本家，J山主，金貸しの巾にいてはじめて安清を感じる者が存在する。 も

ちろん革命的なあるいは反則的な指場者，山:ii：のあるいは偽の｝rt導者は存在するもの

である。

もし’帝問主義分子が人民によって，あるν、はインドネシア，ベトナム． コンゴ， ド

ミニカその他の国において打ちのめされたとしても，それは国民の罪ではない。なぜ

ならかれらはし、つでも人民を船氏地主義的な尺！文あるいはポン ドやドルの尺度で眺め
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ているからである。かれらは金貸しのように，京市アジア， q1京，アフリカ， T特アメ

リカ，オセアニアにはどれだけの人々が存在するかを勘定している。幾百万！ごノレかの

金を与えれば，ミドはそれですむのである。かれらは，現在もっとも価胞の低下した貨

幣がポンドをドJレであることを認識していない。多分私がいっていることを信じない

人もあろう。 しかし脅えてみたまえ。マ｝シャル・プランの｜時代に京ヨーロツパのl

憶の人民に対して1｛むドルが破壊活動の目的で支出された。 しかし現在京市アジアの

2憶の人民に対して破域活動を行なうのに， 10億ドノレが文rnされているq つまりドノレ
は少くとも 5分のlの価値に低下したのである。 しかもこのドルはアメリカに対する

同情と友好を生むだろうか， 反対に東南アジアの人民の反感と敵対心をままき起してい

るo たぶんアジアの人々はヨーロッパ人より市制liなのだろうか。我々が民族の独立を

｜折l剖緋持しなければならず2 また帝国主義が世界に存在する限り，我々は帝国主義分

子の破壊活動，干渉，侵略に対抗する心情えをもたなければならない。なぜなら，，;i:

図主義分子は決っして，スカルノ，シハヌーク，毛沢:ur，プーメディン，ハフェス2
ナセル， トクーレ，ケイタ，エンクルマ， エェレーレ型の独立を容認しようとはしな

いだろうからである。

かれらはせいぜい，将介石，朴正j札カオキ，チヨンベ，ラ｝マン等の“独立”を容

認し祝福するだけであるロ しかし帝国主義分子が将介石やその他の人物に陥－けている

ことは好いことである。なぜならかかる人物は世界で沿っとも腐敗したゃからであっ

て，いかに多額のわレ援助があろうとかれらはそれを私服化し， けっしであるいはほ

とんどその金を反革命の目的には使用しないからである。諸君，帝国主義の

は手先々を利するものなのである白

〔革命の利i) 諸君，我々は我々の革命を誤った尺度で測ってはならない。革命は革

命の粁でのみjJllJることができるのであるD 革命はオックスフォードやコーネルその他

における禿頭の教授どもの書いた教科書の科で測ることはできない。私はこのことを

強調する必裂があると思っている。なぜなら，かかる帝国主義的教科書を神聖不可伎

の権威あるものと考える人々が存在するからであるo 帝国主義分子によるや11型なる伝

道（missionsacree）あるいは白人の重荷（white man’s burden）とは神のおきてなのだ

ろうか。迷える人々よ目を聞きたまえ。

ではある革命はいかにして本命の科りによってi}lilられるであろうか。すべては公共

の福祉に適合するか否かで厳密に吟味されなければならない。公共の福祉，これが我

々の只ローガンである。公共の抗告l；のためには，個人的には損失があろうと，企業収

益が減少しようと，それは我慢しなければならない。またある者が自動ii［，パンガロ
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｝，冷it：制＼（，エアコンディショナ｝をふやし， あるいは忠、子をヨーロツパや宇宙にま

でも留学させるとした場合にも公共の福祉に適合しなければこれは許されない。

我々の革命の中核である労働者とi島氏を見たまえ。かれらは私が本命のi-j:t核とll予ぶ

にまったくふさわしい。かれらはぐちゃいいわ貯を言わずに働き生産する。かれらは

かれらの要求，をもってν、るがそれは大体四！解できうるものであるo 労働者が子供の教

f:3ト・1t｝代を11＼せる賃金を望むことが恐！解できないものなのだろうか。政氏がわずかな土

地を要求することが迎！解されないものなのだろうか白私は rudruk芸人の次のような

言集を足、いだす。 “くわは持っても土地がなければp どこをそれで耕そうか”しかし

我々の中にはまな践を気どり，親分を気どり， 自分こそ革命の所有者であり共和国の指

導者であると考える者がいて，かれらは自分が革命に奉仕するのではなくて，革命が

｜当分に奉仕することを望んでし、る。かかる人々，成り上り者，香具師， 不当利得者は

N usakam bangan （牢ごくの所存地）の住人にしたいと私は忠、う。

私はいつも階級［甜争は民族闘争に従属しなければならないと言明して米た。そして

私はこの要求が人民の大部分に理解されていることに満足している。 しかしもし腐敗

汚職の放や国也・の盗人迷が反共和国あるいは反人民的行動を続けるならばp 階級nnの
闘争がかれらの者惨な生活を燐きつくすI!寺がきても驚かないようにせよと私は忠告し

ておきたい。

（新しい要請］ 我々の革命は現在もはや試行あるいは実験の段階ではない。我々は

もはや尖験や試行を行うことを泊されない。 フットポーノレチームと同様に，我々はま

ど完成していない選手を出すわけにはゆかない。我々の革命はもはやそのとるべき形

態を発見した。そして現段階は我々を新しい条件，要求，尺度に当店iさせているb

ut, a 進歩的であqた者も，今日は後退的となることがある。昨日革命的であった者
も，今日は反革命的となることがあるs 昨日：急進的であった者も，今日は不活発とな

ることがある。 したがって，諸活，過去の実縦だけを自慢する人々を我々の中に許し

ではならない。たとえ1945年におし、ては大将であっても，現在革命的民族統一， NA

SAK.OM戦線を破壊し，革命の中核を敵視するならば，かれは反動分子となったので

あるo また反対に，過去または現在においてとるに足らない者であっても， 11'i:命に忠

尖たらんとする者は革命勢力である。

去る 6月25日，私は国民戦線の最iwj指導者として基本的な5つの指令を発したu

1. 人民の奇襲戒心と覚悟を強めるo

2, 人民の規律と責・仔：を重点視する。

3. ボゴール宣言と NASAKOM主義の定着化によって民族統一を強化する。
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4. 集団的あるいは個人的利害に民族的利益を優先させる。

5. インドネシア革命の五大波符－NASAKOM，パンチャシラ， Ivfanipol/

Usaclck, Tri Salcli 1'avip，自力更生一ーにJJJ.身するb

私はこのII寺から現在までこの命令が実行されていることを苔んでいる。

(Tavipの｛p.における勝利〕 Tahun Vivere Pcricoiosoの1fにおけるil若々の勝手IJ

－一私は沿っとも越本l’内で重要なJ!.tだけを述べるが一ーの内で主要なものは，インド

ネシアの国連脱退，ある民族の独立を完成させるのは自力更生であるという自:l,＇.ふ政

策転換に関する人民識別会議の決議， BPSとその新聞，主導者・の解散，以革命的以乱

分子の KabarMuzakar, Geru昭 anの掃討，反制盟主義的会議となった進歩的諸国に

よる節2ml非同盟国会議，歴史的な.10Jli}1；：：バンドン会議，知216JAA会議の延期後に

おけるアラブ迎合，パキスタン＇rjJj乱インドネシアによる非同盟諸問首脳会淡， そ

して最後にはほんの数日])fJに起ったシンガポー／レの新植民地述内i脱退によるマレーシ

アの混乱である。

以上の勝利は決して小さなj勝利ではない。この勝利はインドネシア人民が一致団結

して軍隊のごとく， 洪水のごとく，かたし、規律をもって， 一つの指祁のもとに敵に立

向った成果である。

園連について

現在の組織における凶述はもはや維持することは不fif能である。台湾にi広－カしてtj-1

国を敵視し，イスラエノレに味方してアラブ諸国を敵視し， Ti1アフリカに味方してアフ

リカを敵視し，マレーシアには－方してインドネシア共和国を敵視するrn1辿は，明らか

に帝国主義に味方して諸民放の独立を敵視するものである。

1960年に私は図Jillの改組と場所持えを要求した。現在私は， I調述がその誤りを認め

て＇ :f:R本的な改組を行なうことを要求するD さもなくばl耳元llはii話口をたたきあうだけ

の場として笑いものになるばかりか，さらに醜nf.なものとなるであろう。そして図述

は悶際述盟よりもあるし、は資本主義国の議会をすべて集めたものよりも邪悪な機関と

して呪われることになろう由資本主義国のi議会はせいぜい“代表”して白国民を搾取

するだけであるが， 国連は“代表”して朝鮮，コンゴ，北カリマンタン，その他の植

民地における人民を抑圧するものである。

政策転換について

政策転換に関する人民諮問会議の決議は，経済的意味をもつばかりではない。勿論，

その経済的意味は大きい。なぜならもし我々が政策転換を行なわなければ，我々は次

第に経済宣言から逸脱していくであろうからである。 しかしその政治的；な味はまたこ
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れしにおとらず大きいものである。なぜなら政策転換Li,改良三i：.技あるいは発民段階ii位

Jiil主義（Tcori予basenspt・on日）を持ち込もうとするあるいは， 二段階革命論の・vti:念を混

乱させようとするU険主義＝斤を紛併することをなl此してν、るからである。またさらに

政策転換は， 計画立案における主観主義の廃除，経済統制における主観主義の廃除，

簡単にいえばすべての主観主義，偏重主義，短慮，軽率の廃除のために我々を教育す

るという教育の芯：l氏をもっている。

SPSについて

BPSが“スカノレノ主義の名のもとに，スカルノの教義とスカルノを抹殺しようとし

た”ものであったことは公然の秘情である。 もちろん，忠実に私の政治思想を受けい

れ，それをスカノレノ主義とII手ぶことを提案した者もし、たが， BPSについては問題がま

ったく異なっている。アメリカのある大新聞が，米間政府はインドネシア人民の疑惑

を喚起するために“あまりにも早急円にBPSに支持を与えたことを認めたという事実

は軍大なことである。アメリカの文持がなくても，インドネ人民は， f.{lから肉をはぎ，

if;:良な目的と邪悪な目的とを区別し， BPSがほんとは何であるかを認識することはで

きる。もし， BPSがある邪fil；な計岡に関係してν、たということを思い起せば，それは

民技術ーを破壊し， NASKOM概念を混乱させる綿々の政治的犯罪に関係していたと

同時に通常的犯罪にも関係してU、たとu、うことは明らかである。 したがって私は附帯

なくBPSの諸新開閉鎖という叩：置をとった。布、はすでにあれこれの新聞において禁止

された主義が古いあるいは新しい他の新聞にもぐり込むことがないよう注；立をうなが

したい色

反乱について

Kartosuwirjo, Soumokil, Kahur Muzakar’ Gerungan 等の反革命的反乱の一掃は，

lm;Nに参加したインドネシア四mの兵士と人民の！勝利であり， 相、は心から祝怖の言・来
を述べたい。反乱の一掃はnmにとっても暫告となるであろう一一けっしてインドネシ

アにおU、て反J11，：命の火遊びを試みではならなν、。 1945年に一一ーすなわち19年内fjの8月

17日の前説のq1で一一私は次のような洗訟を喚起した。 “民族の統ーというな’Wtを深

く認識し信奉することによって， 政府はつねに統一追求し，分裂を回避し，“統一

は我々を強悶に結ぶ，分離は我々をほろぽす’という歴史の教訓にしたがってきた”。

しかし政府はこの過程で，政府としての地位を強化しなければならなかった。様々の

若l)f位者，破壊主結者が政J(.fの権威に直接対決した。そして政府はちり3うちょなくかれ

らに対してとるべきH'dU.をと ってきた、

非同盟会議について
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非同盟に関するインドネシア共和国の意見は I誕めてIJ/jfi'Mであるように思われる。非

同盟とはインドネシア共和国の意見では， 反帝国主義的性格を有するものでなければ

ならない。 もし！ふも＋.m主1：義的でなければ，かかる非｜司l混とはすでに｜日出｜切なものであ

る日なせ・ならそれは帝国主義に味方するものだからである。かかる非同盟はせいぜし、，

NATOやワルシャワ条約との関係の下で存在しうるのであり，帝国主義とJx.市国主
義あるいは，植民地国と反植民地国との関係において非同盟（Nonblok)であることは

不可能である。棋めて明確な反新」≪c民地主義の概念をもって，君、がf〔桜ひきいるイン
ドネシ7代表は第2回非同盟会議において制限的な貢献をしそしてこの会議－は反新植

民地主義の会議となったのであった。革命的非同j涯は勝利をおさめ，阿佐的非同奴は

敗北するであろう。ところでインドネシア自体に関していえば，インドネシアは， ＂第

三勢力論”を認めない国として知られてν、る白なぜならインドネシアは世界をただこ

つの陣併つまり革命的主！？興勢力と反動的旧勢力とにわけで考えるからである。 これは

現在の世界状妙に対する宥観的な分析から生れたものであり，来年我々が主似しよう

とする新興国会議も客観的なものである白

第1固 AA会議記念式典について

第1厄IAＡ会議記念式典はアジア・アフリカ民族の断固とした反帝国主義の宣言で

あった。 AA諸国の会議があたかも人税的偏見，分離主誰，派閥主義の会議であるか

のような全ての恥知らずの批難を我々は粉砕することができた。第1回ＡＡ会議記念

式典の般，！rなf花王むとその他の議事を通じてー－特に我々の二大大陸からの代表者逮の
mにおける会合，泣見の交換を通じて一一等しく反新杭民地主義をとるAA諸国にお
ける共通理解は深まった。そして記念式典に対する企ての破壊活動は失敗したばかり

か，記念式典は締やかしい成功をおさめたのである。インドネシア国民自身にとって

も，記念式典は非常 fこl主要な政治的教育となり， 間際l}¥jJM!に対するインドネシ了人民

の関心はI科大し，独立闘争の過程にある同胞に対するJJ.tm：の；r§：識は日まった。

小首脳会談について

全世界ほインドネシアがアルジエリアにおける第2回AA会議に充分の準仰をもっ

てHI府したことを知っている。スパンドリオ外相のひきいる出l僚代表団はすでに7）レ

ジェーに到着していた。一方私自身がひきいる首脳団はカイロに安11殺しただけであっ

たD なぜならAA会議準備委員会はとうとう首脳会談を来る11月初めまで延期するこ

とを決定したからである。帝国主義分子が釘2回AA会議を挫折させるために苑もの

ぐるν、の努力をしたことはもちろんである。このことは特にイギリス述邦諸国会議か

らIf！らかである。 しかしさらに軍要－なことは，アルジ、エリアにおける状勢の変化であ
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るω ベンベラがj_y,:{,fJ ;if I談会によって似泌さjLたus，インドネシγ政府は即座にプーメ
ヂ fンの指導する新政権を承認した白これは単に第2回AA会議に対するよ待感ばかり

でなく，インドネシア政府がこの変動を進歩的なものだと吟えたからである。ベンベ

ラのようにあっかわれることを恐れる指導者がいるが， これはかれらが既得椛識の指

導背であるということを証明しているにすぎない。ベンペ与の失墜は，もしある:tfi｝持

者が人民の利害から遠ざかればかれは失墜するという警告をすべての指導に与えるは

ずである。

我々は第2lill A A会議の延期後，カイロで首脳会淡を聞いた。フランス紙が小首脳

会談とよぶこの会議にはナセル，アユブカーン，周恩来と私が出席した。この会議の

成果はすでに一見受に知られており．荘、はこの成果に満足しているロ

アメリ力資本について

我々は1957年にオヲンダ資本を桜収し， 1963年にはイギリス資本を接収した。そし

て今年の初頭にインドネシア周民はーーその諸権利を新植民地マレーシアに対して秘

扱的な援助を与えてU、るアメリカの攻明から謎るため一一アメリカ資本を接収した。

現在この資本はインドネシア政府の管理化にある。このことは，自力更生の原則に

上って帝国主義，封建主義から完全に解放された独自の経済を建設しつつあるインド

ネνア共和国にとって重要な前進である。
現在の世界において，社会主義はまったく流行となづているo 人民に敵視されるこ

とを認まない政府で自己を社会主義的とl！予ばない政府はないロ しかし市－妙なことに，

これらの社会主義国の中には， 自悶に帝国主義資本の存在を治：して，社会主義を完成

しない国がある。

それどころか，氏版民主主義変却をもまだ始めていないのに，社会主義建設とすで

にti・111している111がある。インドネシアは，この段階でし、くつかの主要な成果を述＇）

したにも拘わらずその市命はいまだ‘氏族民主主持段階にあるということを｜折(li!J！；叩1す

るロ

しかしやがてはインドネシアが全－！：会主義を建設する時は来るであろう。それは帝国

主義資本が一掃され，J出：：：t，こ所有される土地が人氏に111・配分される！時である。明主！な

ことは， 帝国主義資本をもって我々が社会主義を建設することは不可能だということ

である。社会主義どころか国民経済さえも不可能である。したがって，外悶独占資本

をj剣除した経済建設の原則は，我々に対してもはや提起されることのできない原則と

なっている。

ところでこのことについてアメリカに対するインドネシアの態度はすでに周知のと
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ころであるのアメリゾJ1l文11:f自体も我々のこの態度を熟知している。さらに現状におい

ては，諸問題はアメリカの態度如何にかかっているむかれらがマレ｝シアに対ナる俊

lY1合中止してインドネシアとの友好・をlulf反させるか， あるいはjf!fこマレーシアJ没収Jを

継続しインドネシアに敵対するかどうかということが，現：（£のインドネシアとアメリ

カとの関係においてもっとも氾－要なIHll国である。

アメリカ政府はこのことを充分検討したがよいc なぜなら最終的にほ我々は主Hi1悶

として， インドネシアに敵対するU、かなる外国資本をも国有化しあるヤは彼収する充

分な権利を有ナるからである。

シンガポーJしについて

マレーシア計画の脆弱性は設立当初から目にみえていた。このことは私が幾百度と

なく表明したところであるD 全！止羽Lが知っているように，アザハリの指揮する北力リ

マンタン革命によってまず最初の崩壊地点となったブルネイは， マレーシアを拒訂し

マレーシアに参加lしていない。帝国主義新聞は，マレーシア経済があたかも繁栄して

いるかのごとく立伝しているけれども彼地において生活水準の低下！こ反対する労働背

の諸行動をもはやかくしおおすことはできなν、。

その政治ばピネカ， トゥンガルイカの紛争11をうけ， 人民は協調しているインドネシ

アがあらゆる＠iから称抗をあびてるのにひきかえ， マレーシアにおいては人種的偏見

による抗守トがたえず去［！日イじしている。 こJ1，らのことは，マレーシア計rmn が þÿ_7m1jされた
計闘であると証明している。マレーシアlまr.p囚人に頭数で従事うになろうという目的で

作られたものであるロ

私はかつて， “クアヲルンプーノレとシンガポーノレとの対立はクアヲ／レンプーノレとジ

ャカ／レクとの対立よりも厳しい”と冗談をいったことがあるo もちろんこれは巾なる

冗談であったが，シンガポーノレがマレーシアから脱退したということがすでに事実と

なった以上，脱出もあったのであるD マレーシアは内部からHM裂をはじめた。そして

やがて完全にlu＼践するであろう口この世界のいかなる勢力もマレーシアの生命を維持

させることはできない。 トウンク，イギリス，アメリカあるし、は天空の1000人の神々

でさえも白 この事件は，結果としてあらゆる地点におけるイギリス植民地政策の崩壊

を日正明するものである。 イキ、リスは西．インド辿）！

邦に失敗した後，マレーシア連邦にも失敗した。

（悶際：！た勢〕 我がJ1,1，：命の同）l危よ， 我々の革命はつねに国家的な恨rj而と国際的な側而

を有している。 このこつの側而は，相互に切臨すことはできなし～ 共和国の20PJfP.記

念、日に当り我々は現在我々がおかれている国l抗マ状勢を検討する也要がある。
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ィγ ドネシア（7, 8 PI〕

第 2次大））ij.f去の20年HH, 国際連合設立後の20年間， i市民肢の平和に対して依然flH札l

や希望が残っている。しかしが尖は，多くの民族はかまだ帝国主義文明の影響によっ

て，受出告をこうむっている。

帝国主義者は自己を文明的とn千ぶことを最っ－とも好み， かれらは我々を非文明的と

ll子ぷこ土を好む。 しかしてかれらは軍隊，艦隊，軍 事基地をもって我々に“文化を教

えこみ”に来る義務を感じるのである。

そして“文明を教えこむ”に際して，かれらは寛容であれ財産をおしまないが我

々が強a附に反抗すれば，我々に爆弾を投下するのである。つまりかれらはマルク，カ

ンボジア，ラオス，キューバを燥峡するのである。

現在もっとも強・ti'Hこ）刈r.lcしているのは，ベトナムに民族であろう。この民族は毎日，

仰11l, 毎秒，ワシントンからの“聖なるi史的i”という飛行機によって爆弾を雨のよう

に降らされるのであるo もしこの“単なる依節刊が全市的に破れさるとすれば，我々

が匂ド文明的”であるというのはむろん誤りであるo

J白書Rの反対側からやってくる述中l丸 “平和の擁護者”とし、う名前！をもち，一方自

問に住んで，自己で物事を処理し， 生活を’討んでいるベトナム人民は“侵略者”と 11予

ばれる。

;i-t・t'i，どちらかが羽：っているのだD それはベトナムかアメリカか， jilijjJが5王ってい

ることはありえないし，両方が神聖であることもありえないのだ。

らかが神聖でどちらが狂っているかの結論をだせるだろう。

アメリカがインドシナの戦争において“エスカレーション”を行うllJ1由は，結局

“ベトナムが共産主義闘になる”のを防止するためである。相、はホー叙父さんがアメ

リカ人民が飲むのにアメリカが資本主義国になるのに支障を感じたということは陥い

たととがない。アメリカはベトナム人氏がそう望むとしても，ベトナムが共産主義国

になるのに文郎を感じるのだろうか。民族自決の権利は，ある同の人民がその希望す

る政治の形態を決定する怖利をも意味している白 このととはアメリカの H独立Jlr.言.，，

にさえ記されているではないか。それともこの偉大な宣言はそれを生んだ民族自身に

よってすでに放楽されたのであろうか。

もし:ft々 がベトナムに対するアメリカの侵E誌を放任すれば， 明日にはそれが他の国

でi回るかも知れないのだ。いやドミニカではもう起っているo したがって，悩人ある

いは我々全体の平和のために，我々独立を愛し平和を愛する諸氏依は， アメリカの役

時に対抗し，ベトナムの同胞に税駆的な支援を送らなければならない。

アメリカ政府に対し私はikのように忠告したい口一一私はかれらがいまもJ忠告を問
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イ γ ドネツア（7, 8月〕

くことができるよう希望ナるのだがu アメリカ政t(:fはその烈りを；認め，ただちにベト

ナムおよびインドシナから全面的に撤退すべきである。アメリカはベトナム民主主義

共和国が“交渉に応じる気がない”ことを非難するのは無駄である。なぜならアメリ

カ自体がベトナムから撤退しない以上，平和解決に応じる気のないのはアメリカであ

ることを全ての人が知っているからである。アメリカにとって帆ーのとるべき道は京

市アジアから全而1'1りに撤退することであるということをアメリカは自党したがよいロ

もしかれらがこれを拒否すれば，すべてを失うかも知れなし、アメリカとイギリスよ。

現代はもはや帝国主義時代ではない。現代は反帝国主義の時代なのだ。現代は帝国主

義のhi1i裂のH寺代なのである口

"}1・【命の邸をなめた一人として， 私は帝国主義がかつて自主的に降．服したためしのな

いことを知っている。かれらは，強大な－勢力によって，あるいは国家的国際的陥力によ

って日ntrn11されてはじめて降伏するのである。 ここに新興国会議のな義がある。なぜな

ら私は新興国会議を通じて，全ての悶際的了1'i..命勢力の結合を立l司しているからである。

これを私は間際的 NASA！《OMとよぷ口その構成は全世界の氏践的国家， 宗教的国

家，共産主義国家を結合したものであって，新植民地主義に対抗し，帝国主義の存在

しないあるいは搾l＆のない世界を新たに再・kllすることを目的とするものである。

現在の悶｜際：伏勢は我々に味方している。インドネシアの閏述脱退はこの国際状勢を

さらに良いものにした。 なぜならば，我々の友好閣の中にはインドネシアの閣述脱退

に賛成しない， あるいはインドネシアが国辿に復帰することを望むものもあったが

イン lごネシアの国辿脱－退をかれらは新付（民地主識との対抗においてかれらの地位を強

化するために利用することができるからである。明白なことは，国主lsが現在では勝手

気ままにふるまうことができないということであるo なぜなら，もし必要とあれば悶

辿なしに生きようとナる勇敢な同家あるいは政府の立見や態度に， 悶述は考慮を払わ

なければならないかbである。かかるインドネシアの態度は，国主主に向けて宛せられ

るもゥとも倣しい批判である。国連はもし望むなら目をみ閃らいで兄よ。

AA述｛g：強化のため，私はスパンドリオ外相と 3人の閣僚をq:1京4ヵ国，アフリカ

8ヵ図に派遣した。この使節団は我々と訪問先の国々との11nに深い共通耳l！解を育てて

くれた。私はこの“St¥foriBerdikari”使節団に対して感謝の言裁を述べる。インドネ

シアは， 自力更生は国際的協調を一一ー特＇ tこすべての新興独立国の聞におV、ては一一拡

大化しこそすれ減少させるものではないことを確信している。 自力頁生が指寄するの

は，協淵と共通商！鮮ではなくて帝国主義に対する依存であるo

新指｛｛民地主義はつねに他人の領土に軍事基地を設き， その外国w.ミJt：基地は世界平和
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にとって故大の危険となってU、る。 したがって，インドネシアの大衆団体が主体とな

って，一つの委員会を作り， 今年中にインドネシアで外国託事基地反対国際会識を防l

itl：することにしているu インドネシア政府は，この会議の翌日急：がバンド．ン精神に合致

するという理由で，この会議を励迎している。

日持lこ新制民地主義に対する全世界的な人民の闘争が強まっている。事rr:t1lt民地主義

はごつの要因によって日形態の梢民地主義よりもさらに危険なものとなっている。 'A'1

1は，その形態と策略が国民に充分には知られてk、ないことであるo つまり人民はこ

の新しい形態について経験を有していないのである。第2は植民地化が，自にはっき

りと見えるものでなし、ことであるo これは新柏民地主義が，代理によるリモートコン

トローJレによる，速くからの植民地化であることによるものである。

私はいつも，帝国主義が我々を必要としているのであって，我々が帝国主義者を必

要としているのではないという考えから出発している。帝国主義者が非常な空騒ぎを

して，狭だましをしようとする時，私が“援助なんぞくそくらえ”と呼ぶ理由はまさ

にこのことによるものである。かれらは，くそくらえ呼ばわりされた後で，現在また

我々に近づづきその援助を提案している。 しかし私は，新杭民地主義者の援助がただ

ではないことを知ってし、る。 したがって，問題は提供されるひもっき援助が直接的か

あるいはInJ接的かということである司そして以上のこと以外に，かかる述中はインド

ネシアの主怖を時ni1..,. インドネシアにおける破壊活動を全面的に中止することを知
らなければ．ならない。

インドネシア共手口国l土、北カリマンタン2 アンゴラ，モザンピク，ギユア（Bissan).

ポルトガノレ仮チモール，仏領ソマリ， fyJイエーメン，オランアザエア，オマン，アザ

エア（南ア）， ナミピア（「布団アフリカ〉，ベトスワナ〈ベチェアナランド〉， レソト

（パストランド〉， スワチニ〈スワジヲン）つその他の悶民の独立闘争に樹海的支援を

よ1・えるであろう凸

インドネシア共和国の全信1土は独立し，我々は帝国主義の残がいをインドネシアか

ら一掃したとはいえ， この世界に未だ解放されない領土が一片たりとも残る限り，イ

ンドネシア共和国はその政命が完了したとは考えない。いつも私が言うように，イン

ドネシア人民は，主義として新拙民地主義粉砕闘争を行なう。

〔国内状勢〕 諸;g-, 悶内状勢も我々jy，：命分子にとって有利に！Mいているo今日で政

治宣言（Munipo1）はちょうど 6年の年を経た。教化と荷1I純：一一体育訓純一ーによって，

また継続的な組織活動によって，インドネシア人民は自慢するに足る政治的自党を有

している。 かる国民は，もし規律をもって組織され，さらに戦闘的に訓純され，さら
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に!Ir'1りには：じた教化をほどこされ， さらにii&切な；fU；でlYf）｝主さjLるならば， 必－y:人r¥;
・1見ff；の一定；u::(!¥mmwt penderitaan）実旋するつまりインドネシア革 命の5 JJi( 則とい

う五切日によって／lilう際w《のない0:tJJをよ:lつであろう。

ポゴー／レ＇（ i：ち・の採択以来，民族的紘一は，特にさらにtit続的に行なわれた偽？vfanipn¥

j討を背分子のi8Jllによって， ；j:Jhに111川なものとなη ている白 しかし枝々はすでに述

！｝たされたー限度の統一に；r/1'.j足してはならなU、。我々 は， NASAlくorvrを侭1li1hとする；＇1＇.：命

的な氏版統ーを， 民J；矢同家としての我々の政治生活において決定的な悦併を有ずる勢

ブJに主で引iめなければならなU、n

民族戦線はこの目的のために重要な役割をはたすことができる。私は，中央あるい

は地方のJ伊品－！？？が人民の指導？？であるよりは＇ 官僚であるとして，このほど私が叱り

つけた民族戦線が， 労働方式による革命８すなわち下放運動）と呼ばれる新しい第

一歩を歩みだし，大衆からでて大衆に帰るという適切な指導方法を採用し， 人民・の自

主性を喚起しようとしていることを喜ばしく感じている。独立宣言第20周記念日の国

民委員会と民族戦線のスローガンはインドネシア革命の5大護符の実旋に向って一致

Ell市11し，競争せよである。

Mnnipol/Usdek, Pantja Sib, NASAKOrvfが次的lこ佼i歪するにつれて， Ji1U1分子

は夫ifiiさってこれに対抗することができなくなってヤる。 J,z近顕著な現イ'.ffとは，fl.)読者，
rlはほほえみ心は邪思といった迎q-1の.！：N1J！！である。すべてがfvlanipo！に｜百！なし，すべ

てが PantjaSilaを認め，すべてがNASAKOMを承認している。かかる状態におい

ては，革命的分子を測る第 1の尺度は言行一致であるという私の言葉に注意したまえ。

諸君の指導者，人々，誰であってもその行動によって判断したまえ。 もL-fi・［OJがわき

;u:にそれるものがあれば， その＝庁を足蹴にせよ。
国家機関，大衆団体，政党，その他の団 ＋：すべて我々は行動という一つのf葉で判

断せねばならない。特に政党に関して，私は現在のManipol主義者の闘争に際して政

党がその役割を競って強化することを命令したい。革命的政党は人民大衆を革命に参

Jmさせる｛抗めて有効な除問である。 このことをけっして疑つてはならないn これを疑

うこどはMnniJ】olを院うことであるのしかしな、ば再度：；！，＇，：命的政党ということを強調す

る口1vfur＼】sa党のi活動停 .1 

壊するものにはちゅうちょのない措置をとるということを示している。私はManipol

主義政党に；jこのように命令する。偽詩的分子， SPS分子，SOSKA分子， NASAIく0恐

怖症分子，逸脱分子から自己を離脱し，現在の Manipol

って人民の受難の委託に奉仕し，革命の5護符をもって闘うべきである。
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インドネシア（ 7，日 JJ) 

国家的諸機関に対して，私は人民と真に一致団結することを命令する。人民に対す

るが｛土l土プ己分なものであるなどということはなb、L，’ましてベコj岳民1Jであるなどとし、う

ζとはない。 J=t_4氏をtu貯な人1/!Jとしてみる.f't自民Jlli'r:ri氏のようであってはならなし、臼人

民は詰・;fJの恨加であり， ）Jであり，義務であり，熱的の源泉である。

人民に対しては， 私はそのすべての努力を革 M i'i'J 民族統一の強化にささげることを

命令する。単に主義のため，思想のために，宗教のため等に専念し， I品IiiJと紘一をtn存

するようなすべての即日11:t義をーも！？せよ D 去る：ln人民的1111会品は，.！xJ(JJxJ3；ιμ
宗教主義，反共産主義宣伝活動の禁止を決議した。 このりとst誌ははなはだ；ヰぶべきもの

であって， JえがElliのJiれ＂：j立法機関がそのi1d壬を自覚してし、ることの夫れである。 この

決議をよく心に問めてう liz大の忍日Hをもってこれを尖行せよ。

JiH5:，私が蛇浴した出5'11（陥;ti,¥にi見lしてl市：誌が盛んである日以内fJ私がのべたように，

私が新しい怖似をうちだすたびに，隙々の反応が夫Jt, それらはYl念なことにしばし

ば1/.l勢力の教科目に彩押されたものであった。 またz 布、の！肝心を“人J.'M以刊だとtit史m
する人もいる。しかし，相、は相、のf+ii叫に対して与えられた多くの文l!iiこ！品目,tしている。

我々 はつねに：・肝炎から11¥発しなければならなν、。そのとj事実とは新 Wi氏！出；I_:_誌がそのJ)_

のXと鋭仰を我々に1r1Jftてし、るとし、う：！Ji：；たである。 またその事実とは，国の防衛は我

々に最大の努力を要求しているという事実である。我々の45年憲法第30条によれば，

すべての〆人E己は！主｜家のIWf//;Hこ参加する椛キljと穴｛壬古川っているのである。荘、はその日1,1

wを倣li(i'l包に｜丸トIしたi丸山＇1)1：のJ1}i:°,'j1i)令官として決注’を’ドすであろう υ
：店、はインド．ネシアjじ平11/j4の近代的な；1i:11x：がp いかなる方ifiiからのt訟をも紛！みする川

意と能力があることを極めて誇りに感じている。 インドネシア共干111-i.fI I i:I：まは司＇d王1::1仁淀

および封建主義に対する闘争において重要な役割をはらさなければならない。

1964 ifに私は次のように；；日ったc インドネシ了共；:rnt=mw隊は，もし人民に対してf.(t
と水のごとき紘一品＇；（－干関係に立てば， けっしてJ&:Iじすることのない妙力となるであろ

うと。＊は仇なしにも存伐できるが， f.(lは司；Iくなしには生存でさなし、とし、う ことを心に

泊めたまえ。人民と統合せよロなぜならインドネシアJI，：手｜！！五ド小q；まは本命！旬以！：まだから

である l) '}l＇，：命のlりj{{f.rとは人民の｜リ」t{11iである日インドネシア;iVf11l'tsD! 隊は，崇高な防衛

のiJI技とならなければ、ならなヤ。 しかし多数のr:j þÿÿ� .1去し、jむ；：，ど総， jぷし、似空をJ.;j:：つJえ

!11において，我々は孜々のi:HJ家主怖を人民なしに・ri(i：保することは不！可能である。 した

がって，もし必要とあれば，人民－，労働者以氏その他を武装化する必要があるG かれ

らは依然として生産に従事するが必要な時には暫時武器をとることになる。

耐Pl.t（こすえば， ;¥Yi"l1i, 111:=1r.ジャカノレクにおける郡山blAA会議問僚会議におし‘ても

庁

FAt
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インド庁、シア（7, 8JJ) 

ポ認された1、avipの3大締j悩の尖艇に全力をかたむけなければならない。しかしj卦家

の3大綱領は三つ共に尖行されなければならず， それそ’れを9Jリ離してはならないと

いうことを心に留めなけ．ればならない。 もし経済の自力東去がなければ，政治的とi汁：ft

と文化の向性はなしまたその逆の場合もしかりである。我々の会注な，全努力は誌

に力強い（Sakti)3大綱領の全ifii的実旋に'21＇（；.仕しなければならない。

政治的主権

諸君これ以上部いものが存在するだろうか。！l三-W.:k:c以上にわたって，インドネシア

民族はこの政治的主権のために闘争し，汗を流して働いて来た。現在この主権はすで

に我々の手t:j:1に1;t1匿されている。我々はもはや訟によっても文配されることはない。

我々はもはや維にも籾らず， nmにも物乏いをしない白 この政治的主怖を我々は共同で

支持し，縦波しなければならない。 l主i家形成と性格形成はこの政治的主怖を強化する

ために強力に抑進められなけばならない。現在のi主l民的利手u－一各都宗教Im，外国人

子孫を合むを組放，mの湖:fn-i丸あらゆる創lj,人都的偏見からまったく解放され
た人民的調和であり， 我々はこれを自己の身体の飽！本側巡とi戸j様に愛’h'lをもって発展

させなければならない。この政治的主権のためには，議会が援問したごとく，地方行

政長官と地方議会議貝の党籍保持然止を廃止し，地方行政長官の職務を地方議会議長

から分1,i{tさせ？地方滋会を NAKAKOM化し， 全インドネシアに第3級地方公共団

体を段位して，国内行政の苑肢を・J！・らなければならない。

経済の自力更生

:Htl:Vこれ以上強いものがあろうか。先l:f私が人民総HH会議で述べたように，我々は

すでに我々の手中にある資金およびjJに剃って， それをj比大m占に利別しなりればなら
なャ。“却は米j；：誌のq1で死ぬ勺という古い諺を永久に終らせなければならない。我々は

抗々の衣食問題を舵決するに必要なすべての条何二を有しているD このIH｝泡Jの解決を防

省する者は抱れであろうと，人民と歴史の審判にi)!Jに立たねばならない。我々の自然

は泣かであり，人民は勤勉である。しかし最近その汗の結J＼白が地主，仲n人，金貸し，
背間引い，村のJ匹ni返どもに食ぃ}itされている。 11'i命を『i;F殺する諸分子に自己を変革す

るための充分な機会を与えようとする私の努）Jはもう充分である白私はもはや充分我

悦したο 』一ー人の父捌のようなlt悦を示して米た。しかし私の我悦には限界がある，
ましてや人民の我慢には。政j也改革の災旋に対する私の努力はもはや充分である。実

旋期限を私はすて’Iこ延期した。 もし必要とあればさらに1年延Jmする用：むさえある。
私はもはや充分我慢して来た。 l人の父親のような我伎を示して来た。しかし私は今

一度くり返して言7う。私の我岐には限度がある白まして人民の我慢には。企業会講
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イン ド本シア（7,8}1) 

(De、vanPeru討ah仏an）が；・，fi・
しかし多くのI血ブj"におν、て会it浅は｛成;j;・してU、る。我はすでに光分我似して米た。一人

の父親のような我慢を示して米た。 しかし私の我悦には｜取！立がある。ましてや人民の

我慢には。我々はこれらの障害を乗り越えるこおによってのみ，経済における自力更

生の原則を実錠することができる。

文化の独自性

これより以上lこすばらしいものがあろうか。我々の：u也，水，岱主iが也かであるだ
けでなく，我々の文化もまた豊かである。我々の文学，造型芸術，舞踏芸術，すべて

が抜かである。新しインドネシア文化を砧i没するために，我々は必裂なすべての条件

を有している。ｋの新しい文化は，強固な人民的独 自性をもって，人民に奉仕するも

のでなければならないω 我々は"i!i‘きものを去って新しきものを創造しなければならな

い古い文化あるし、は外国文化に対する我々の態度は，民族民主革 ｛，μの態！交である。

古い文化から，我々は刻池：.1.:務を一Mし， 外｜通文化から＇1i1l1}JJ：筏を追放しなければな

らない。 したがって，イギリスとアメリカの骨？凶主義的フィ／レムがボイコツ卜される

のは艇めて当然のことであり，ビートノレズの｛f柴， 三文文学， 9;（.逃いじみたダンス，

その他に｜品lv、をいどむことは極めて当然のことである。我々の伝i民文化の肱に，我々

は政金の文字で USDEKのKの文字をtlliかなければならない。我々の文化は革命的

文化でなければならず，先日布、がSalaで述べたように“U'!fftの代表，大ま？との代表”で

なければならない。我々は取に‘？とのエキスのような災とすばらしさの所産”である

だけでなく， “・｝1立命のエキスのような労働者，泌氏，兵土の所産”でなくてはならな

い。
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インドネシア

概況

印バ紛争をめぐる大衆デ、モ，および10月に予定される外国軍事基地反対国

際会議の支持述卸Jが活発に行われた。国内問題ではp HMIと旧社会党系鉄

道労働者述m1(PNIKA）に対する共産党系団体の解散要求が高まっている。

21日にはムルバ党が全市的に禁止された。また451:μ組が多数の機関を集めて

記念大会を聞くす｜－阿をたてたが，アイデ、イット共産党中央委議長の反対にあ

って失敗に却した。このすt・国はム／レパ党の解散によって政治権力のよりどこ

ろを－f郁夫ったサレ一日IJ1引札マリク大臣等が'15!rl三組の政治権力を復活させ

ることによって，スバンドリオ・アィディットらに対抗しようとしたものと

他t｛設さjしる。

政府 は自力更生経済ーー特に衣食自給ーーを喧伝している。このため国家

経済指導評議会，自力更生司令部，国会衣料評議会等が相ついで設置された。

また愉入のJTl常化， SPPmi]J;.[ （））総本的日！Cff:,11M発計岡におけるBプロジェク

トのJje.1i二等は実施の段階に入ろうとしている（PS方式についても最近は再検

討されつつあるもようである）。しかし一方経消政策の変更による物frHiJ時立が

いちじるしくなって来ている。

物価の値上り

9月に入って諸物自Hiが目立って値上りの傾向を見せはじめている。主袈物

資の値動 iきは次のとうり。
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インドネシア（9月〉

これらの物価上昇と並行して， SPP価格もじりじりと上げて舎ている。し

かしこの物価勝負についてその主たる原因をこれだと指摘することはむづか

しし結局今度の物価勝賞は下記にのベるいくつかの条件の相乗作用による

ものではないかと考えられる。

まずつねに諸物価の豪引車となる米価の値動きをみると， 9月の初旬にお

いてジャワの各地で突然米側が値上りした。たとえばジャカノレタでは9月初

めの1週間の間に1リット／レ430から600ルピアに，また米産地として知ら

れジャカノレタよりはつねに安い米が買えるスラパヤ型マランにおいてさえ

6501vピアに値上Pした。 この突然の値上りはおそらく配給米，放出米価格

の値上げおよび公務員に対する米側補助金の引上げのうわさが流れたためと

思われる。事実9月下旬にいたって米側補助金は，ジャカノレタ在住の公務員

に対して米1キロ当り 270Iレヒ。アから460；レピアに， トウモロコシ混入米に

ついては120から290ノレピアにそれぞれ増額された（9月24日B.N紙〉。ま

た一部の地方について鼠寄，干ばつによる収穫減のニュースがあることも値

上Pの一因になっていると考えられる。

しかしたとえ今度の値上りがこうした原因によるものであったとしても，

米価が今後もまだ値上りをつづける次のような可能性が存在する。

昨年8月の大統領演説によって今年から米の輸入は全廃されることにな

り，今年に入って米輸入のエユースは聞かれないようになった。このため政

府は輸入米にかえて，食糧生産の増強，供出米制度の改正等によって，でき

るだけ多くの政府手持米を獲得することに力をそそいでいる。しかし輸入米

100万トンを国内の供出米によっておぎなうことはもちろん不可能であり，

公務員，軍人の配給米の減配，米の配給にかえての現金支給等を余儀なくせ

られている。特に都市居住者に対する放出米自j当の減少はいちぢるしいよう

である〈共産党ジャカノレタ支部は，共同声明の中で政府がもはや人民に米の

配給を行なっていないとして批離している←E.N紙9月14日〉。

次に繊維品の値上りについては， KOTOE衣料委員会による織物業者の綿

糸前払金の没収による衣料生産の減少p 問委員会の活動停止にもとづいて生

じた紡績工場における綿糸の滞貨等が価格勝良の直接的原因であろうがF そ

の他にも自カ頁生政策にともなう衣料輸入中止のうわさ等も間接的な要因と
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イYドネ－；，－7 (9月〉

して考えられる。

その他石油についても，石油補助金支出による 1億5000万ルピアにのぼる

会計の赤字を解消するための石油価格の値上げのうわさがあることも同時に

考慮されるべきであろう。今度の諸物価の全般的鵬貴はこれら上記諸物資の

値上りが直接間接に影響しあったものといえよう。

政府は最近における自立更生経済のスローガンの下に個々の経済政策を極

めて性急に変更しようとしているように思われる。もちろん湿迫した外貨不

足にもとづく衣食の輸入制限，税制jの改革，はびこる汚職のぼくめつ運動等

は緊急の要請であるにしても，輸入の国営化， SPP制度の改正等が急進的に

行なわれれば少くとも短期的にみればかなりの抵の輸出の低下を招来し大き

なぎせいをいちどきに国民に強いることにならないだろうか。政府は今月に

入って，国家経済指導評議会，自立更生司令部（KOTARI)，国家衣料評議会

等の機関を相ついで設立したが，これらも短期的には指導系列の変更，錯そ

う？法令の乱発によって，物価！勝負の一因ともなる可能性をもってν、る。

φ65年の輸出実績

6'1年1月から65年8月21日までの納m実績次のとおり。

附l±＼契約および尖行制 (l巳f立： 100方ルヒ。ア〉

契約額

通常if輸出 ｜ 依託輸出 I 総
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B. p. s. I K. B. B. T. 
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イソドネクア（9月〉

7月 l2,2s1.1 I 144.8 I 2,395.9 I 1,sss.o i 2,s4o.o 
8月 l2,283.o ! so.1 I 2,343.1 I 2,1t14.o l 2,435.o 
9月 I 1,676.4 I 1os.2 I 1,1s1.6 I 1,625.o I 1>1so.o 

第3・四半期｜ 6,210.s ! s10.1 I ι520.6 l_ 同 7.o 1 1 ,055.o 
10月 J 1,628.1 I 42.s / 1,670.6 / 1, 766.o J 1,929.o 
11月 I 1,355.7 I 51.4 I 1,401.1 I 1,207.o I 1,733.2 
12月 I2,499.9 l so.2 I 1,530.1 I 3,413.0 I l, 349.8 

第4・四半期 15,483.7 1 山 1 1 s,607 .3 l ι386.o I 丸山O
第l・四半期

第2・ H
第3・ p
第4・ 8

6,382.3 

7,488.5 

354.9 

324.6 

6,737.2 

7,813.1 

6’210.5 I 310.1 I 6,520.6 
5, 483. 7 ' 124 . 1 ! 5, 607. 8 

合計 i2s, 565 . o ・1 1 , 113 . 1 I 2G, 678. 7 
19G51ド

4,323.0 

5,257.0 

5,357.0 

6,386.0 

21,323.0 

7,242.2 

6,905.0 

7.055.0 

5,012.0 

25,214.2 

1月 1 ],78tJ.9 I 11:~.] ( J,918.0 I 1,G25.0 I l,'19!).'{ 
2) j t 1 , 7GL 7 J JG:{. 2 ! J , 923. 9 ) J , 524, 0 J l, fJ!Hi. 0 
3 Yl I 2,209.2 1 911.3 I 2,ao:L5 I l,G77 .0 I ] ,GOI.4 

郊I・四川 l5,7日8 I 390.6 I 附 6.4I ι826 .1 l '1,662.8 
,1 n I 1,305.8 l 1ss.s l 1,494.6 I J 1,922.9 

5月 I1,490.4※I 100 .4 I 1,590.8※I I 1,544.9 
6月 I1,s10. 7※1 6 . 2 I 1 , 816. 9※I I 1,847.9※ 

ふ．白羽目 1---4,6雨対－五.4 r 吋2.－~た1 J 5,315.7 

7月s I 1,043.6 l 4. s s I 1,048 .4 l 1 
8月s11 416. a I 1.s s I 41s .1 I I 
( 1 ---21日） JI I I I I 
〔注〕 S＝恒定数字

※＝追加による修正数字（9月7日 B.N.紙〉

〔；沢注〕 B. P. S.は中央統計局の統計

K. B. B. T.は不明l

。外国借款（62～65年〉に対す忍開銀の保証実績

50G.5S 

1962-65年にいたる外国｛！？款に対して， n日発銀行は下記の矧にのぼる保却を与えた。

一（180）ー -168ー



ソピエト

Trikora鉄鋼プロジェクト

Tjilatjap過燐酸）！巴料工場

Kalimnntan鉄鋼プロジzクト

北スマトラ・アルミニューム・プロジェクト

Sigura-Gura P. L. T. A.プロジzクト

浴湾施設プロジェクト

Kalimnntanハイウェー・プロジェクト

Autoeexportからの資材購入

空港建設

Ambon技術研－究所プロジR クト

A 
Iこ3

チ 2ニ コ

日

Bone砂払if=T：羽・

Tonasaセメント・プロジェクト

鉄道Jjr.制i

Bomn問料企業機械購入

Intrih 

PLNのヂーゼノレ機械
九 日・
ιニI ifl 

木

Bemo 

Garam国営企業の船舶

Djnntra yasa 国営紡績会社（Tjilatjap II) 

Banjuwangi製紙工場

海運省（燃料、機械〉

Musi鉄橋

A 
tこ1 i
 

d
Z
H
 

ルーマニア

Daya Yasa医l’nUJJ総工場
Boma 図官イ~業・の機械. i部品
(21001：－.の鉄道jJ£il明1を合む）
β、 4

・1
 

再
！
”

← 169-

イソドネクア（9月〉

2067万3193ドノレ

482方2882 II 

179万8779,, 

2万2000" 

28万8000/I 

B万5553" 

30万0226,, 

3万0608 n 

9万7190" 

50万4056 II 

2862万3397,, 

55713676 " 

65万8197" 

2500 n 

260万2666 II 

50万5352 II 

8万9470 II 

430万9361" 

269万4345 II 

175方1634,, 

204万6838" （日綿実業〉

227万7320" （京洋綿花〉

悶 4533 11 （認知
131万1875 II 

1019万6545 II 

13万1679 II 

,1,14)]0587 II 

457万2266 II 
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東 － 独

プラネタリューム

道路，架橋

Ombilin石炭鉱業

Peprida国営企業建設・部品

ム
ロ ＝2n

 フランス
Djatiluhur計画
(Gardu Induk Tjawang & Tjigelereng) 
飲料水プロジェクト
(Menado, Bandjarmasin, Semarang, Padang) 

Citra“C&G”（港湾）

Citra“H”（港湾）

Djatiluhurダム

Clarkフォークリフト，タッグボート輸入

Djatiluhur電力機械

必』
仁I

品
目

μ

西 独

ヂーメンス電話設備

Keruk 船舶

Tandjung Periok Steam Power Plant 

Muntok錫溶鉱所

動力省

メb、
口 計

イタリア

Djatiluhurフ。ロジェクト

Marmer Tulungagung 

1万9530ドノレ

6万2747 グ

3万：3318 庁

4万6373 II 

16万・1968,, 

57万1886 II 

86万2649 II 

51万9532 II 

199万6799 II 

1707方4955 IT 

8132 " 

80万2500 グ

2281万8952 II 

96万1944" 

21 )j"8781 II 

180万0615 11 

259万8027 II 

11万9999 II 

569万9366,, 

P

P

M

 

Q
J

内

δ

円，山

内

L

唱
i

d

H
宮

nδ

司
A

A

M

－M

可
A

口
o
n
w
d

万

万

方

d
u
z
n
u
d
u
τ
 

5

3

8
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－－
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－
唱
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，
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し仇u
 

官

Gn
 

？’i
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，G
 
r
 
a
 
G
 

〆’E
、

合計

ポーランド

Ombilin石炭鉱山

イギリス

Setjang, Grati, Tjipadung 

ハンガリー

Semarang Glass Bulb & Tube Factory 
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ユ｝ゴ

ジャカノレタ DockYard 

オランダ

UMF Werk Spoor NV f{151?i1 ( i(iJ巡省〉

U S A 

Convnir Jct 990A 

スイス

Pilatus Poster機

(9月25日B.N.紙）

。間接税は高くない

イソドネγア（9月〉

111万5749FJレ

61])5784 II 

ll 737f 2G84 11 

8 Ji0657 ,, 

原料に対する｜間接税は重すぎるので税制を改定すべきだと主張する拡新聞の芯見に

答えて，税務相は次のように語った。

基本的な若干のDI（~EI·を例にとれば，陸上げ伽格と市場制li格との問に極めて顕著な隔

差が見出される。

I 現金あるいは｛昔款〈延払い〉で日本から輸入された40番手の綿糸の場合。

l相当りの仙．格（C&F) $ 207 

ノレピ 711lti 格

微献金

207×Rp. 250=Rp. 51,750 

20 XRp. l,350=Rp. 279,450 

）｜輸入税 Rp. 0 

陸上げ古！！i格 Rp, 331)200 

利j問を30%とし，その他の経1~を力IIえると 3 販売品Iii棉は約 447]4015ノレピアと推？とさ

れる。ところが1!1:U.}filli絡はなんとが」350万ノレピアである。

この350万ノレピアの内， 1/IJ接税分はわずか徴課金による27万94501レピアであり， I/IH主

税はrli砂利Ii格のわずか8%となっている D

II J;J〔純の場合

JJ；（綿輸入の場合は1ドノレにつき250ノレピアを支払うだけである。輸入税および徴課金

は0%であり，間接税は存在しないことになる。ところみに 1lごJレ250；レピアの原料i

価格を市場価格と比較してみたまえc 上の二例は，間接税の付加が輸入原料品のrl-r場

価格をつりあげているのではないことを証明している（9月24日， B.N.紙〉。

φKOTOE食糧委の活動
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KOTOE食糧委員会委員長只トリスノ・スドモによると，同委員会の活動状況は次

のとおりである。

1. 食糧に関する一般政策は，食総評議会および国家生産評議会のメンパーから構

成される図家食紐評議会（DEPANAS）が決定することになっている也

2. KOTOE委員会は8月中旬までに下記の5部門にわたって作i訟を行って＊たo

(1) 病虫害ぼくめつ作戦。ランポン，西部ジャワ，中部ジャワ 2 東部ジャワへの

専門チ｝ムの派遣。 7月における病虫害ぼくめつの3パイロット・プロジェクトの

放！置く西部ジャヲー－Bekasi,Krawang, In<lramaju, Purwakarta, Tjirebon，中部

ジャヲー－Brebes,Tlgal, Pemalang, Pekalpngan, Tjilatjap, Banjumas, Purworedjo, 

Pati, J1embang，東部ジャワー－Banjuwangi Djember, Lumadjang, Malang, 

Bodjonegoro）。経費は鼠駆除，自転車，ジープの購入，修理等可7億ドノレ。

。） 治山治水作戦。 Neyama（東部ジャヲ〉およびTadjun(Ba吋umas）の池瓶プ

ロジェクト（経費， 9000方ノレピアと2250袋のセメシト〉。 Kaliwadas（中部ジャワ〉

の瀦税復旧工事〈経費， 1000万ノレピア， 1000袋のセメントおよび36.5トシの鋼条〉。

(3) SSBMの大衆動員作戦。活動は1965/66年の大衆動員計画の準備に費やされ

た。計画によると，全国で15方ヘクタールにおよび，水田を3000の単位にわけで，

農業関係の学生による指導員6000人を動員するととになっている。

(4) とうもろこしおよび肥料作戦。この活動は次の諸分野におよんでいる。病虫

害の駆除，施肥，優良品種の採用，都子の選別によるとうもろこしの培産。生産過

剰地帯からの集荷。集荷J也の貯蔵倉庫，輸送，こん包，価格等に留意した輸出。と

うもろこし輸出外貨による肥料の輸入，肥料工場の設立。

(5）食糧の流通。政府の食糧貿付けを円滑ならしめるため各省，各国体と討議を

行なった（9月6日， B.N.紙〉。

＠綿糸割当ての現状

衣料協議会は非カ織機の役割を再評ftlliし， “衣料分野における人民の潜在力の動員

に絶対必要”であると言明したが， 非カ織機の織物業者の現状は楽観できない模様で

ある。

現在政府は中国，ユーゴ，イ夕日ア等から綿糸輸入を計画しているが，中共綿糸〈第

3, 4回〉の輸入前払い金を納入しているのはほとんどカ織機をもっ織物業者で， 7

月 4日京でに前払が行なわれていない綿糸予定輸入量は， 8000梱にすぎないといわれ

るo
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7月4日以来，カ織機織物業界に対しては AnekaNiaga国営商社を通じて追加綿

糸割当が行なわれているが（Aneka Niagaは綿糸の独占輸入を行っており， 1965年の

輸入量は 14万梱と予定される〉，ユーゴおよびイタリアからの輸入量それぞれ7000,

8000梱の前払金納入者はすべて力織機織物業者である。そして40万台にのぼるといわ

れる非力織機の織物業者は現在まで，輸入綿糸のわずか20%しか割当を受けていなし、

(9月28日， E.N.）。

争中部ジャワ自治体企業の繊維製品配給計画

中部ジャワ第1級自治体知事は7月22日， 当該自治体企業の繊維11i1配給について次

のような命令 No.H. 02/37 /5を発令した。

5月15日の国務大臣令第5号を実施するために下記の諸規定にもとづいて繊維品の

配給を指導し管理する。

1. 生産高の50%を中部ジャワ第一級自治体外の諸地方に割当てる。西日系合は BAP-

USKOPDA Djakar旬が算理する。

2. 生産高の25%を生産工場の経営者に割当てる。その配給は工場の治安，工場に

対する諸便宜の提供，労働者の福祉を考慮して工場経営者が管理する。この配給に対

して価格の補償は認められない。

3. 生産高の25%を中部ジャワ第一級自治体の住民に割当てる。配給は下記の規定

と優先順位を考慮して BAPIPDAが行なう。

a.第一級自治体の Bupatiを経由して住民にたいする配給。

b.官吏／軍隊の協同組合に対する配給。

住民および協rr:iJ組什に対する配給は， th～

行．なわれる。

C .中部ジャワ第一級自治体の工業部の指示をうけて繊維を似料として使川する

工業生産体に対する配給。

d. 中部ジャワに所在する医i’尚南祉に対する配給〈しかし，かならず（主民に配給

しなければならないという条件で〉。

繊維品の配給の目的は，

1. 衣料に対する住民の負担軽減。

2. 企業の治安，職員 ・労働者の福祉。

3. 繊維を原料として使う工業の存続および当該工業が存在する社会に対する利益

の付与。
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4. 衣料の関取引の絶滅。

衣料の闇取引を絶滅するために，各配給の担当者は第二級自治体および配給が行な

われる地方の指導者を通じて文書による報告を BAPIPDAに提出しなければならな

い。報告には，配給地域，配給を受ける者の氏名，消費者に対する配給価格を記入し

なければならなν、。規定の配給分野における逸脱行為に対しては，現行の法規にもと

づいて断関たる処置がとられるであろう u

第一級自治体企業の繊維品をあっかう配給担当者，生l出者，工業に対しては第）級

白治体の開発のための義損金を寄付する機会が与えられる。

φTrikorα 鉄鋼所30%完成

8月までにTjilegonのTrikora鉄鋼所は30%完成した。同月までに投資された総額

は196億6205万ノレピア＋400万ドノレ （対ソビ、エト追加借款〉に・達つした。 1962年5月初

日に建設がはじめられた問プロジェクトは， 1967年に完成する予定で，建設資金総額

は1520億ノレピアにのぼるものと思われる。完成時における生産能力は銑鉄5万1000ト

ン，建設用鋼鉄l万8000トン，鋼鉄ワイア l万50000トンである。同プロジェクトはソ

ビエトの経済協力によってはじめられたもので，現在までの援助額は3600万ドノレであ

る。

φBTI中央委議長 Asmu農村の7悪魔について演説

BTI中央委議長AsmuはSOBSI第2回全国委員会で次のように演説した。

国家経済を破壊し，勤労者人民の生活を苦しくしている農村の7悪路と都市の3悪

魔の行動は一つに結束してヤる。この10悪魔を退、治するには，農民と労働者，すなわ

ちBTIとSOBS！，あるいは革命的大衆機関相互間の活動の調整が必要で‘ある。たと

えば，地主を保護するために，県庁所在地の官吏は農地改革があたかも，すでに完了

したような報告を行っている。ところが BTIとAliarcham社会科学アカデミ ー

(AISA）との調査によれば，農地改革は行づまっているばかりでなく ，農地改革が終

ったといわれている地方でいまだ土地の集積が行なわれているのであるQ

また，地主をのぞく農村の他の6悪魔もいまだ農民によって粉砕されていなし、。こ

れらの悪魔，たとえば，青田買い，邪悪な仲買人，官僚資本家，農村のごろつき，邪

悪な官吏，高利貸し等は，いまだに農村をうろっき回っている。村の6悪魔と都市の

悪魔との関係、についていえば，仲介入どもは公然とあるいは秘密裡に，スマランから

ジャカノレタに毎日15トンの米を運んでいるという事実がある。また，青田賀人は水田
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その他の耕地を質取りするばかりか，卵まで質取りして都市に運んでいる。

農民運動がいまだ強くないことに留意して， SOBS！傘下の労働組合一一特に農業関

係の労働組合が農村の悪魔を粉砕しようとする農民を援助することを望む。

互いの協力を促進するために， BTI,SOBS!, Pemuda Rakjatが11月に中央および

各地方で共同の記念式典を開くことを提案する（9月17日， H.R.紙）。

争45年組と民族と民族戦線理事会 〔H.R.紙社説〕

、 今日我々は， 45年組中央理事会のメンバーであり，民族戦線理事会副議長でもある

アイデ、イツトの45年組中央理事会にあてた書簡を掲載した。我が国における民族戦線

の地位と任務を意識的にせよ， あるいは無意識的にせよ弱化させるようなあらゆる策

動に対して我々はこれを容認することはできない。これに関連して，民族戦線の一員

である45年組についてはなおさら，地方，省，局，国営企業等を含摂するようなすべ

ての業務は， もし必要とあれば民族戦線が行うことが最も適切である。

現在45年組の最高指導者であるスカルノ大統領は，数週間前45年組に対して極めて

急進的な再編成を行った。とれは，特に先程禁止されたムルパ党の分子が45年組に潜

入し，ャたるところで自己を“革命の宣言者”あるいは“革命の先達”などいいふら

し， さらには民族戦線に対して破壊活動を行なっているということが公然の秘密とな

っているからであった。しかし， 45年組はまさに改組された。今や，その全活動がそ

の団体にふさわしい任務にだけ限定されるならば，極めて好ましいことである。

我々は民族戦線理事会が，全分野における革命的攻撃の強化を成功させるに必要な

様々のイニシアチブを時宣に応じてとることを希望する（9月9日〉。

日誌 （9月〉

3 日 vス大統領，KIAPMAのためのキャンベーンを命令ー一一スカノレノ大統領は，外

国軍事基－地反対国際会議（KIAPMA）を成功させるための広範なキャンペ｝ンを

同会議準備委員会に命令した。

5 日 T KOTARI任命式一一スカルノ大統領はボゴール宮殿で自力更生司令部（KOT-

ARI）のメンバーを次のように任命した。

1. 貿易部門担当 - Achmad Jusuf商業相。

2. Prasarana部門担当 ー一一AchmadSukendro国務相。
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3. 生産部門担当 一－M.Jusuf軽工業相。

4. 財政 H 一一Jusu£ Muda Dalam大臣。

5. マスメデ、イア部門担当一一Achmadi情報相。

Vス外相， KABIR追放を強調一一一スパンドリオ外相は Partindo党第4回総会開

会式で演説し，官僚資本家は搾取される人民の敵，革命の敵であり，我々は共同

してこれを粉砕しなければならないと諮った。

6 日 V青年戦線デモーー青年戦線はジャカノレクで数千人による集会を開き，カシミ

ーノレ人民の支持，インド批難の決議を行った。

7 目 vアイデ‘イツト，パ国大イ吏と会談一一アイデ、イツトj七i.l{d

ンドリオ外相官廷でパキスクン大使と会談した。

vス大統領，印・パ紛争で声明一一スカルノ大統領は印 ・パ紛争に関する戸別

の中で，カシミ」ノレ住民の闘争に対するインドネシアの背年の運動を承認すると

述べ，インドネシア国民の阿情は民族の独立維持のために死闘するパキスタン国

民に向けられていると諮った。

Vゴム輸出目標高10万2643トン一一B.N.紙が得た情報によると，1965年のゴ

ム輸出目標高は10)72643トンである。内訳は， G対 G貿易協定によるもの対ソ

ピエト 2万1000トン，対中国7000トン，対チェコ6000トン，対ユーゴ3600トン，

対ハンガリー1800トン，対ポーランド3000トン，対東独1800トン。インドネシア

ーメキシロ一日本の三角貿易によるもの7000トン。

vアイディット，45年組中央理事会に書簡一一共産党中央委議長アイデ、イツト

は， 45年組中央理事会に次のような書簡を送った。

1965年9月3日，私は私自身が講師の一員に名をつらねてν、る“45年組連帯機

構普及週間”の日程表を受取った。私は， 45年組中央理事会の理事および民族戦

線理事会の一員として，各地方，各省，各局，同営企業，インドネシア国立銀行

を参加させようとする“普及週間”のような活動は，もし必要とあれば民族戦総

理事会が行うべきだと考えている。

その最高指導者ブンカルノによって改組された45年組が各地方，各省、，各局，

国営企業，国立銀行を包摂するような諸活動を行うことは許されない。私の意見

は以上の通りであるが，45年組の中央理事会がこれを配慮されんことを希望する。

8 日 T KOTI，印・パ紛争を討議一一最高作戦司令部は会議を開いて印・パ紛争，マ

レーシア対決政策を討議した。会議後スパンドリオ外相は，次のように諮った。

印 ・パ紛争は帝国主義国がアジア諸国を弱化させるために分裂工作を行ってい
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るということの証拠であるというととに会議の意見が一致した。我々はまた，マ

レーシア対決をも検討したが，結論は以前と同様である。つまり，、ンンガポーノレ

の承認については，静感の態度，マレーシア対決の継続である。

, GKBI理事会，解散さる一一アハディ移住・協同組合相は，省令第0062号によ

って，インドネシア ・パチック協同組合連合の理事会を暫定的にに解散し，同大

臣が直接指導すると発表した。

9 日 V反インド・デモーージャカノレタでパキスタン国民の闘争を支持する人民脊年

回傘下の青年隊は，インドの情報局とガンヂー・メモリアル・スクールを占拠し

た。また，インド大使館には数千人のデモ隊がおしかけ，窓ガラスを香川，自動

京に放火した。

, MPRS首脳部，大統領に覚書一ーハイルノレ・サレー， アリ ・サストロアミジ

ョヨ，イドゥハム・カリド，アイディット，フ。スポユドの5人の MPRS首脳部

は大統領と会談し， 8月31日における MPRS合同会議の決論として覚書を提出

した。覚書によると， MPRSは大統領に国家経済指導評議会の設置を要請し，そ

の役割は KOTARIと対立するものでな〈，それを同会議の一部となすと述ペて

し、る。

10日 , SOBS!, 45年組記念式典に反対。

, SBKA，大統領に電報一一鉄道労働連盟は 7万5000の鉄道労働者を代表して

大統領と第1副首相に電報を送り， PBKAに対する KOTRARの処置を歓迎し

た。また， SBKA国電報の中でUlojoutomo准将を議長とする“PBKA改革委

員会”を解散させるよう要求した。

vス大統領演説一一スカルノ大統領は国家防衛研究所で次のように演説した。

最近我々の統ーとカを破壊するための侵略行為が病発化している。たとえば，

ミナハサにおいては，フィリピンからインドネシアにもどされた移民の中に帝国

主義分子にそそのかされた侵略者が入っており，かれらは明らかに CIAの手先

である。

, BTI, 45年組に抗議文一一農民戦線中央委員会は，予定されている45年組の

記念式典に反対して次のような電報を送付した。

各地方，各省，各局， 国営企業を参加させるような活動は民族戦線によって行・

なわれるべきである。上記の活動は45年組を隠れ家として反動的活動をつづけよ

うとするムルパ党の策動である。

v中部ジャワ共産党会議閉会一一 スマランで開催された中部ジャワ共産党定期
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会議の閉会式で，共産党中央委員Sidartojoは次のように述べた。

将来のすべての分野における革命的攻撃に際して，中部ジャワ共産党は反革命

分子が存在するいかなる所に対しでも与えるべき打撃を与えるであろう。

13日 V反HMI集会一一ジャカルタでHMIの粉砕，解散を要求する学生，青年の集

会が行なわれ，ジャカノレタ地区警察長官に対して要求書を提出した。

vとうもそ5こし輸出見込み10万トン一一とうもろこし作戦部長SutrisnoSudo-

moは25万トンのとうもろこしの年間輸出計図にもかかわらず，日本に対してわ

ずか3万トンを輸出しただけであるが， 65年には10万トンの輸出が見込まれると

語った。

vアイディ ＂） トに勲章一一スカルノ大統領は，アイデ、イツト共産党中央委議長

およびWilujoPuspojudo人民諮問会議副議長に対して， Mahaputra第3等勲章

を授与した。

14日 vスパンドリオ演説ーースパンドリオ第l副首相は， SOBSI第 2回全国委員

会の開会式で次のように演説した。

官僚資本家と労働者との間に妥協はない。官僚資本家は追放しなければならな

い。人民の意欲は育成されなければならず，これを消滅させてはならない。人民

の意欲こそ輩命の絶対条件だからである。

15日『VDwikora閣議一一スカルノ大統領はDwikora閣議を右集し，①マレーシア対

決にもとづくすべての事件，②国家経済指導委員会（Deppenas）の設置問題，①

KOTARIの任務について討議した。

17目 ’スパンドリオ，議会合同委で演説一一スンドリオ第3副首相は議会の合同委

員会で次のように演説。

新植民地主義分子は，もしA・A諸国がすべての分野で自立すれば，かならず

死滅するものだ。帝国主義分子は，もし援助がなければA・A諸国の人民はあた

かも挫折するかのようにいU、ふらしている。しかし，とれはまったく逆であって，

A・A諸国は新植民地主義が粉砕されれば確固として自立できるのである。

T KIAPMA支持の大衆集会一一ジャカノレタにおいて民族戦線，各政党，大衆団

体等の各団体は，外国軍事基地反対会議を支持する合同集会を開いた。

T 50851, HSI共同声明一一SOBSIとHSIは共同声明の中で，インドネシア革

命の“寄生虫”を一掃するために，都市の悪魔ども一一特に官僚資本家，盗人，

汚職屋に対する闘争を強化すると述べた。

V在郷軍人，印 ・米大使館にデモ一一ジャカノレタで数千名の在郷軍人が，イン
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ドのカシミーノレ侵入に抗議してインドおよびアメリカ大使館にデモを行った。

vオランダから借款一一国営スズ会社は，このほどオランダが対インドネシア

経済協力の一環と して，パンカ島スズ鉱山修復事業のため， 1500万ギルダ〈約380

万ドル）の借款を向社に供与することになったと発表した。同社によると，パン

カ島の175スズ鉱山は全部修理が必要。

18日 Vインドネシア機撃墜さる一一空軍のC130大型輸送機が，サラワク領内でマ

レーシア保安隊に砲撃され墜落した。

V日本の石油採掘協力，中止一一ジャカノレタの日本大使館筋の情報によると，

さきにインドネシア政府より要議があって，日本の石油資源開発会社が同国と PS

方式で開発しようとしていたセラム島の石油採掘は，このほどインドネシア側か

ら自カで開発したいとの申入れがあったため，同社の協力，参加は一切中止とな

った。

v日本からのセメント輸出一ーセメント業界は，インドネシア政府から輸出引

合のあった24方トン（530方ドノレ〉のうち13万5000トン（300万わけを政府保証

の1年後払い方式で，残りは第3国金融機関を経由した後払い方式で輸出する方

針を決めた。インドネシアは年間60万トンのセメントを輸入しているが，最近は

おもな輸入先を共産関から日本に切替えつつある。

19日 v日本からブロ＂／ク・フラント一一不二設計所はこのほど大成建設を通じコン

クリート・ プロック製造プラント一式をインドネシアに輸出した。これはセラム

島砂糖工場建設工事に良質なプロ ックを供給するためのもので，とのほか数プラ

ントの引合がある。

20日 T Hardiらの政治活動禁止一一Dj匂a第7警察管区司令官は国民党から追放され

たHardiらの政治活動を禁止すると発表した。

21日 Vス大統領，ムルパ党を解散一一スカノレノ大統領は命令（Keputusan）第291号／

1965によって，ムノレパ党と全国における同党の支部の解散を命令した。

’衣料協議会終る一一16日からジャカノレタで開催された第1回衣料協議会が終

った。

同協議会は衣料における自力更生， 3ヵ年計画，生産流通の三点を討議し， 自

力更生に関して次のような結論を出した。

園内における機械，部品の使用と生産物に兎・点をおき，とれらの製造に必要な

物資の輸入が優先される。繊維品の輸入は制限されるべきである。年間一人当た

りの消費量はより現実的に考慮してSmとする。
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24日 V日本との油田開発交渉暗礁に一一カリマンタン東北海岸地区のPS方式によ

る石油田開発のため， 8月中旬いらいインドネシア石油当局と交渉中だった石油

資源開発会社の飯田海外調査室長ら 4人は，最近インドネシア側が利権料として

500万ドノレを要求してきたため，交渉を一時中止して帰国するととになった。

25日 V 日本からのアルミ輸入一一経序．業界はアノレミ板，条のインドネシア向け1iqτ 

延払いのLCの開設状況をまとめていたが，最近明らかにされたところによると，

予定量を大幅に上回る6822トン分， 480万ドルが到着する見込みで、ある。したが

って， 一品目当たり 300万ドルのワク内では消化できないので，近く全量認める

よう通産省に陳情する予定である。この商談はインドキシアj1'.1jけ延払い総額1500

万ドノレの内， A品目として800万｜りレのワクが設定され，セメ ント，紙パルプ，

アノレミ，農機具の四品目がA品目に組入れられており， －，W，円こ＇1たり300万ドノレ

のワクでLC到着服に認可していく方針をとっている。

29日 ’日本からトラック輸入一一トヨタ自動車は，インドネシアからトラックなど

軍用車轍504台の注目をうけた。
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資料

衣料部門における革命的攻撃を継続せよ

〈衣料協議会における Ir.Sakirman演説要旨〉

H. R.紙， 9月20,21日

I 衣料部門に深まりつつある諸困難

(1）衣料生産は継続的に低下の道をたどってし、る。 1964年における生産高は約4

億メートルであったが，人民顧問会議の8ヵ年計画舎の目標生産高にしたがえば，

12億1900万メートノレは生産されなければならない。 もちろん， 8ヵ年計画の目標高

は， 1人当たり年間12メートJレと規定していてあまり客観的なものではない。 しか

し，たとえば， その目標が70%達成されるとしても約8億50007:iメートノレである。

過去において生産の低下の原因となったのは次の要因である。

a.綿糸の流通を自由化し，その側格が物価政策によって統制されないように

した5月26日規則の制定。この結果，原料は投機目的主なり，官僚資本家の操作

の対象となった。

b.国家的総合的な性格をもったプラニングの中で決められた計画にもとづい

て真険に働くという自覚が事業担当者に欠けていること。

c.国家計画が成功するために必要な条件としての， 良い政治的 ・経済的環境

が栴主しないこと。

(2) Tavipの三大原則，自力更生命令， MPRSの決議第7号の誕生によって，経

済の自力更生の原則が衣料分野でより大きな成果をもたらすであろうし， 衣料分野

で“政策転換”の道が歩まれるであろうと期待された。そして我々は“政策転換”

の印を見た。しかし，それは， KOTOEの衣料委員会による右傾的な政策転換であ

った。

KOTOE衣料委員会の措置は非常に人民を一一特に衣料生産者，労働者，農民，

小織物業者を傷つけるものである。 70億ノレピアにのぼる前払金が凍結されたが，こ

の内30億ノレピアは非力織機業者のものであり， また，これらの業者はその20%しか

KOTOEによる織糸の配給を受けとっていなし、。カ織機業者につν、てもそのわずか

しか織糸の割当を受けていない。これはかれらがKOTOEに対してやさしい態度を

とるからである。とのため数万，数十万の労働者が失業している。
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かかる措置は官僚資本家という経済君主どもの一般的戦術と無関係ではないと思

われる。なぜなら，かかる措置は，まさに AdamMalikが国営商社（PDN）を国営

貿易商社（PNN）に改組した状況の下に行なわれているからである。この官僚資本

家の気ままな行動の結果，入手できる資料によれば， 65年の衣料生産は64年のそれ

よりもさらに減少するはずである。暫定的推計によると，65年の生産高は64年の30～

40%を越えず， 1億5000万メートノレ以下と考えられる。

KOTOE衣料委員会の措置は，衣料分野における現実の経済力〈好き勝手なある

いは正当でなし、措置を甘受している非力織機業者の経済力をも含む）に依拠すると

いう自力更生の原則に反している。経済の自力更生の｝）矧ljの違Jx行為は，単なる政

府と議会の共同声明だけで解決されると考えではならない。また， KOTOE衣料委

員会を Desanas,Balaksanasのような他の機関に併合することで解決されるもので

もない。それはKOTOE衣料委員会の中にかくれている官僚資本家，盗人，汚職屋

等の諸分子がいまだ一掃されていなし、からである。 KOTOE衣料委員会を解散させ

る具体的な闘争とは，新旧衣料委員会を問わず，いかなる形態においても，たんに

官僚資本家を利するだけの措置の実現を粉砕するととである。

(3) 衣料分野の状態はすでに重態におちいってャるといっても良い。極めて低い

今年の生産に加えて，国内製品および計碩されていた輸入品が行なわれないために，

自由市場の衣料価格は暴騰する結果となっている。 4月から 7月の問に人民が概め

て必要とする粗繊維価格は100%騰貴した。たとえば，自生地は 4月の1300ノレピアか

ら7月には2600ノレピアに， 粗ドリノレは2500ノレピアから5000ノレピアに上った。衣料分

野における価格の勝貴は， もちろん，米を含む日常必要物資の価格に強い影響を与

えるものである。

我々が入手している資料によると， 1964年末から65年4月にいたる特定期間にお

いて，衣料物価の上昇は米価よりもより急速であったことが判明している。つまり

米価の値上りが約80%の時，衣料物価は200～300%の値上りである。かかる状態は

農民を協めて傷つけるものであるo かかるはげしいインフレは衣料物価にはねかえ

ってくる。インフレは投機業者の横行をうながすからである。官僚資本家，投機業

者を利する投機取引の対象の一つが衣料品であることはすでに明らかである。

II 衣料分野における自力更生の原則に関する概念。

(4) 人民諮問会議の決議第6号の中で，経済の自力更生とは，農業および農園を

基礎とし，工業をさらに発展せしめてこれを経済発展の背骨としながら自己のカ，

すなわち，既存の経済力にたよることによって，物的需要を充足するという自己の
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能力を確信することであると述べている。また，この決議は，既存の経済カとは何

かということについて，それは原則的には労働者，農民，漁民の労働力と，国営あ

るいは私営の経済単位から構成されるとはっきり述べている。 したがって，経済の

自力更生の原則とは常に我々のよりどとろとすべきこつの要素，すなわち，（吋既存

の経済力および，（同既存の経済力の基礎をなす農業および農園との背景をなす工業

からなっていることは明らかであり，我々はこれをつねに発展させなければならな

い。 KOTOE衣料委員会に関する苦い経験は，我々が過去に食滋問題で経験したよ

うに，これは国家と人民にとって極めて重要な問題であり，食糧 ・衣料問題は人民

の道に反するいたずらな命令主義によっては解決されず，人民と革命の利益に全面

的に奉仕するととによってのみ解決されるということを示している。

(5）衣料分野の自力更生の原則を時間的観点からみると， それは長期的で、もあP

短期的なものでもある。長期的にみた自力更生とは，衣料分野において8月革命の

任務を次のような形態で完全に遂行するととである。

(a）綿花，生糸，レーヨン，合成繊維等の原料を機械的および大量に供給，処

理することである。

(b）衣料および織糸の需要を満たすために，紡績工場と近代的な織物工場を建

設することである。

(c) 染料および補助材料の充分なー量を生産するととのできる化学工場の建設。

(d）機械や部品を生産することのできる工場 ・修理工場の建設。

(6) との長期計画の目標を志向することによって，現在の衣料会議の任務は短期

的には政策転換の3ヵ年計画にあわせて，実際的 ・具体的・民主的な道，すなわち

衣料の自力更生の原則の Manipol的実施の道をたどらなければならない。 1966～68

年の3ヵ年聞においては次の目的を達成しなければ、ならない。

（司 1966年から衣料の輸入を中止する。

（同人民が購買可能な線まで衣料価格水準を下げなければならない。

(c）来る数年間の内に原料，補助材，部品等の供給において自力更生を達成す

ることができるような基礎を作る。

これらの目的を達成するためには，衣料委員会議は下記の諸問題を検討しなけれ

ばならない。

(a）年間生産計画の決定6

（同生産手段の動員。

(c）原料の備蓄。

-183ー 一（195）ー



ィγ ドネγァ （9月〉

(d）原料補助材等の流通。

(e）生産物の配給。

(f）金融。

（回実施機関と実施条件。

ill 年間目標生産高の設定。

先に述べたように， 8ヵ年計画によって設定された生注目標高は客観性を欠いたも

のであった。間百｜－商は，はじめの3ヵ年間（1961～63）に一人当たり年間衣料消費量

を平均10m，つづく 3ヵ年間に平均12mと設定し，最後の2ヵ年に15mと設定した。

もちろん，これが客観的かどうかは相対的な問題で、ある。

人口が相対的に少く， また，衣料の生産手段が極めて発達した国々においては，年

間l人当たり15mの消資量は少なすぎ、て客観的とはいえない。たとえば，朝鮮民主人

民共和国では，25mの消費量でもまだ少いと汚えられ，氷上fJU1：数年後に50mの消費を

みこんだ計酬が立てられている。

しかし，インドネシアの現状においては，ギ／j:に侭~q・と補助材料の供給がまったく外

国に依存しており， 1人当たり年間消賢岳；10mで、さえも許可すぎると考えられる。 我々

が十分に客観的で現災的だと考える消時「！桜山iは8mである。このr:i標高を基－礎にし
て考えると，インドネシアの人口は1966,67, 68｛下において，それぞれ1億0634万人，

l億0878万5000人， 1KU128万7000人と推定されるから，各種衣料－の必要訟はそれぞ

れの年で8億5072万m, 8億7020万m, 8億9029万6000mである。

IV 生産手段の供給。

人民諮問会議の決議第7号に合わせて，目標を達成しようとすれば，カ織機，非力

織機等のあらゆる種類の生産手段を供給する必要がある。現状において非力織機の能

力に注意を払わない官僚資本家達の態度はまったく誤っている。手協力織機はいぜん

として既存の経済力を構成しているほ、かりか，力織機よりもより大きな勢力を構成し

ているのである。

我々は二本の足で歩まなければならない。 もっとも一方の足として非力織機を使う

ことは， それが官僚資本家に法外な利益をもたらさなし、から，かれらはおもしろく思

わないだろうが。暫定的な推計によれば，動員可能の織機台数は和）非力織機40万台，

（防力織機1万台（小1j1i;I), l万1000台（広幅）で， 12億mの生産能力を有し，我々が3

ヵ年計画に定めている各年生産目標高をはるかと超過している。

もちろん，実際にはこの生産能力は完成に達成することはできなU、が， もし1966作

においてこの生産能力の75%が達成で、きれば， 1966年から外国衣料を輸入しないとい
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う目標は達成することができる。各種衣料の生産計画のこれ以上の具体化は，当該諸

委員会において衣料会議参加者の諸君によって達成されることができるのである。

V 原料の供給。

衣料問題の解決とは， もっとも重要な原料である原綿， 生糸，レーヨン，ラミーそ

の他の原料の供給問題である。公やけの資料によれば，現在国内の原綿生産高は1万

ヘクターノレの国有綿花栽培地から生産される l万5000キンタノレの原綿である。再度そ

の非客観性を認めなければならなν、8ヵ年計画によると， 1964年に栽培面積は25万ヘ

クタール，生産高は3万トンと決めてν、る。 この目標は去る2月，ボゴーノレの原綿栽

培計画委員会において変更され，1968年に15万へク タ｝ノレ，生産高は3万トンと規定

された。

もしこの数字が達成されたと仮定しても， 国営農閣の生産高は需要訟の充足からは

ほど遠U、。なぜならば，もレ我々が1968年に最大目標生産高を12億メートノレと計阿す

れば， 15万トンの原綿が必要であり， もしまた，年間l一人当たりの＊品布消：荷量の8

mを達成しようとすれば，少くとも約14万トンの原綿が必要である。

現在における原綿およびその他原料の緊急必要量について言及すれば， 今年中に15

万紡錘の重要プロジェクトが完成するとして， 1966午における紡績能力は，現在稼動

中の24万1000紡錘十15万紡錘＝約40万紡錘であり，約4万トンの原綿を必要とする。

とのことは，現在の悶内原綿生産高1500トンは需要最の4%であるととを意味する。

この悲劇的状況をみて， ある人々は失望して自国の能力に信頼しなくなったり，衣

料の原料一→寺に原綿の供給問題で自力更生は不可能だと考えたりしはじめている。

しかし，かかる人々は，信頼あるいは希望のよりどころは我々が閣の経済の基礎で

ある農業および農園であるということを忘れている。 したがって，もし我々がTavip

三大綱領およびMPRS決議第7号に偽善的であるまいとすれば，現在の原綿供給分

野における困難から脱出する唯一の道は，計画的，企図的に住民原綿栽培を促進させ

ることである。

基本的な食糧の栽培荷i積をそれほど減少させないためには，現在植林されている林

業省管轄下の11方2000ヘクターノレの山林および林業省管轄外の12万ヘクターノレの山林

に住民の綿花栽培を行なわせることができる。そしてこの場合，同面積の3分のlに

は干期の2ヵ月前に草創告を始めるとし、う条例：で，栽培期間の短いカンボジア綿を；隙え

ることができょう。

また PakJagusの行なった調査結果，つま り，カンボジア綿と長い栽培期間を要す

る綿との交積の成功によって，気候条件とH寺期の選定が適切に行なわれれば， どこに
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でも栽培できるとし、うことに注意を払う必要がある。

このことに関連して，本来革命的農民団体によって行なわれるべきで‘あって，腐敗

した機関によって行なわれるべきでない，綿種子の配給問題に注意を向ける必要があ

る。また，どの公的機関が住民綿花栽培運動をす，－両し責任を有しているかを，明確に

具体的に知る必要がある。

国営および住民綿花栽培事業と並行して， ラミー，性糸，レーヨンのような原料の

供給を常に継続して行なわなければならないことはもちろんである。

また，化学原料，染料，また， 輸入の必要がある機械部品等の補助材の供給も保障

されなければならない。

これらの物資は，全体的な輸入計画の実施の枠内で，つねに政府によって管理され

所有される状態にならなければならない。

羽 原料の流通。

原料，補助材，機械部1店等の管理と所有の措置は，生産の円滑化を保障しうる一つ

の絶対的な措置である。 しかし，この措置は，もし他の措置すなわち，原料の流通統

制を保障する措置を伴なわない限り，いまだ充分ではなし、。

経験によれば， KOTOE衣料委員会が衣料分野における特定部門に対して積極的に

介入する以前あるいは以後においても，輸入されるあるいは間内で‘生産される原料が

それを受取る資絡のない人々や集団の手に落ちたり，配給が完全、意的または不公平に行

なわれるため，官僚資本家がその)fi｛料を投機や市場操作の円的にするという11f能性を

大きくしている。

原料流通の統制は，現実の流通機構を通じて行なうことができ，複雑をともなわず

容易に人民がとれを支配することができる一一特に繊維労働者・と衣料分野で、働く全労

働者によって。

官僚資本家，国富の盗人に対しては，断固たる方策とできるだけ重い刑罰がとられ

なければならない。

綿糸を必要としている国営機関あるいは私企業が，事業の中止や生産能力の低下を

余儀なくさせられている現状をもはや生ぜしめではならない。信頼すべき情報による

と，スマランおよびチラチャップの国営工場における綿糸在庫は山積して，配給され

るのを待ってヤるとν、う。

このことから，もしこの状態が放置されれば， これらの綿糸は工場から蒸発して，

自由市場やその他の官僚資本家の倉庫に姿を現すだろうという結論が引出される。流

通の統制計画とは， 自づから問料金や不必要な他の徴課金のぼく滅を含むものでなけ
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ればならない。

また，正常でないあるいは不正な現象，つまり本来生産のために使用されなければ

ならない原料を売買するとし、うような現象は廃止されなければならない。 したがって

必要原料を規定の最および価格で消費者に配給した後にも， それら原料の使用につい

て監視が行なわれなければ、ならない。そしてこの監視は，労働者自身によって行なわ

れるのでなければ，良好にあるいは効果的に行なわれないで、あろう。

VII 製品の流通。

製品の流通問題に関して，衣料協議会の中には異なった二つの意見がある。

二つの意見では，政府はもはや流通問題，さらに正確にいえば繊維製品の販売を考

慮する必要はないと主張する。なぜなら，政府が製品の販売に介入すればするほど，

状況は複雑化し，原料の保有，流通，使用の面では撤底した方策がとられたとしても，

衣料問題はふたたび未解決の問題となるからだと主張する。

もう一つの意見は，国家が原料の流遇，使用の統制にたづさわるだけでなく，民族

私企業および国内私企業および国内私企業の繊維製品をも含む繊維製品の販売を統制

することによって，はじめて国営部門の経済における支配的地位は保障されると主張

する。なぜなら計画された製品の一部あるいは全部を統制することによってのみ， そ

の製品を投機業者の支配から解放して，繊維製品の物価政策が保障されるからだと主

張する。

製品の流通部門における国家機闘が官僚資本家，盗人，汚職屋どもの暗躍から切り

離されたものでなければならないという絶対条件が充足されねばならないことはいう

までもない。

政府による人民への繊維製品の販売問題は， 人民，特に労働者農民の購買力と切離

すことはできない。政府は人民，特に労働者農民の購買力をたかめるために，下記の

ような方法で必要な措置をとる必要がある。

（吋 物価政策によって決められた適切な価格で購買できるように労働古・の実質ー賃

金をあげる。

（防農業基本法，収獲物配分法の実施。農業生産を拡大するに必要な措置。繊維

工業製品価格と見合うような農産物価格の決定。

(c）都市や農村における投機的商人，仲買人，関商人をぼく滅することによって，

都市から農村農村から都市への物資輸送を円滑化しなければ‘ならない。

四金融問題。

すでに計画された目標を達成するためには，外貨あるいはノレピアの形で多くの資金
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が必要である。

大さ．っぱな推定によると，原綿，ラミー，化学繊維，機械部l皐tその他を外国から輸

入するに必要な外貨:ffi：は毎年1依2500万ドノレを下らない。 また，同時に管理費，労働

者の賃金，その他の出費をまかなうためにノレピア資余が必要である。

若干の人々はかかる巨額の支出をみて，ふるえを覚えたり恐怖を感じたりしている。

しかしかれらは， 次第に発皮肉上している繊維生産が資金を必要とするだけでなく，

資金源を創りIL＼しているということを忘れている。ここで我々は，もしがj述したよう

な諸条件が充足されるならば， まかなν、うる“坑寸：；文/1'r”という術誌に遭遇する。

我々 は， 11j：年長少｜以9俗；メートノレと計・°U'Iiされた全生保物の妥：＇jなiii場11Hi絡と，製，＼；r 

のj似売によって政府および氏1 1~ 1企業が取得することができる純益を大ざっぱに推定す

ることができる。つまり，迩輪費，流通t~；l:1 1［点’を含めた全物店主伐のがJ20%の純益は取

得可能であろう。

最大限の資余とプJの動員fよ， タト貸およびノレピアの流通分野でnなうことができる。
つまり，進歩的な国営企業，民族私企業， 国内私企業や労働者，設氏あるいは個人的

性格を有する勤労人民の経済諸カにもとづく資金とカの動員が。

たとえば・，SPPの廃止によって，国家が全面的に管理する外貨の増加分は 1億2500

万ドルを下らないであろう。また，政府はこれと並行して超過価格，延払いその他に

よって取得された私企業の外貨を動員することもできる。短かく言えば，政府が我々

の輸出による全外貨一ー もし必要とあれば， ただちに悶有化あるいは蝶収しなければ

ならない Stanvac,Caltex, Shellの外岡石油？企業をも含めて一ーを管邸ーするこれがで

きれば，繊維工業建設に必要な外貨資金源の不足に心配することはなくなるであろう。

立機構および実施条件。

1. 日毎に激烈となるインフレ状態においては， 悶家および人民の能力の限度内

で安定的固定的な資金をもって繊維生産目標を；汁阿することが不可能であることは

明らかである。すでに破滅的となった経済状態，特にインプレ状況の克服方法をさ

らに深く検討することなしに，衣料の生住，流通計聞について討議しでも，それは

単なるむだ口である。

このインフレを克服するには，民主的な集権的指導機関すなわち，スカルノ大統

領が直接指揮するナサコム構成にもとづく国家経済指導委員会によって総合的な国

家計画が存在することが必要である。このナサコム構成による国家経済指導委員会

は，現在のDwikora内閣と直接的な協力が保障された時にはじめて MPRS決議第

6号の規定にもられた諸任務を達成することができるであろう。
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このためには，閣僚幹部会とDwikora内閣から構成される大統領補佐委員会は有

能で忠実でインドネシア社会主義の理念を有する Manipo list勢力で補充されなけれ

ばならない。そうすれば，閣僚幹部会あるいはDwikora内閣は全体としてナサコム

を枢軸とする革命的民族統一の構成を即決し，官僚資本家，国富の盗人，汚職屋ど

もから解放されよう。

2. 原料，補助材の在庫，流通，使用から製品の流通にいたるまで，衣料分野に

おけるすべての事業は，繊維工業省によって行なわれねばならない。そうすれば，

現在他の各省，たとえば，農業省，決闘省，在郷軍人省等によって行なわれている

多くの事業は繊維工業省の管轄下に入らなければならなくなるであろう。

3. その任務を良好に遂行するために，繊維工業大医は次の機関によって補佐さ

れる。

（吋ナサコム構成にもとづく大臣補佐委員会。

（ゆ繊維工業大医が議長として直接指導する国家衣料協議会。会議副議長とし

て3人のナサコム代表を選ぴ，その他のメンバーは箕疋な有能な忠実なManipolist

とする。こうして会議の構成員は， ナサコムを枢軸とする民族的相互扶助を反映

しなければならない。

4. 国家衣料協議会の任務は，

（吋 Mupper】asがさら；と細回化するはずのMPRS－政策

いて，年次あるいは定期的な事業計四を作成する。

(b）決定された目標にあわせて原料，補助材，部品等の在庫，供給，使用に関

して計画的な監督と調査を行なう。

(c）繊維製品の流通を監視し，製品の価格統制の監修を補佐する。

(d）生産方法あるいは原料，製品の疏通を効果的に院替するため， ITH営企業の

企業会議および私企業にも設置される予定の企業会議と i~：接的に協力する。

(e) Jf・同iされた目標高の達成過程でManipolistが自由に競ィ！？トできるように，衣

料分野における基木的見産力としての労’働者，農民， 同体および企業家の権利，

f!-1向の遂行を保障することを補佐する。
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「9.30運動Jと共産党

クーデター後2ヵ月を経過した現在，アイデ、イツト共産党中央委議長が射

殺されたことが，かなり確かな情報として報道されている（朝日新聞， 11.29）。

クーデター以後，いまだ妥協を示さない陸軍の弾圧と，巷の反共運動の中で

インドネシア共産党はこれにどう対処しようとしてきたのだろうか。

10月1日， 「寝耳に水」のクーデターによって陸軍に先手を許した共産党

は，二つの可能性を追求してきた。一つはニョ ト，ノレクマンの2人の幹部を

ジャカノレタに残して，クーデターとの無関係を説得し，無傷でナサコム体制

への復帰を求めるととであり p 一つはp これによって時間をかせぎながら，

アイディットが中部ジャワに潜行して陸軍への対抗手段を講ずることであっ

た。しかし，前者に関して陸軍は，事件当初から共産党とク｝デターとの直

接的な関係の存在を明言しており， 6日の閣議では，当面共産党の「無罪」

を認める意志のないことを明らかにしている。陸軍は359万と公称される共

産党を骨ぬきにするため，状勢が陸軍に味方する閑に，なしくずしの共産党

弾圧を行なっている。このため，陸軍はスカルノが憤怒するような「魔女狩

り」（11月10日スカルノ大統領〉を助成し，個別地域における共産党活動禁止と

いう巧妙な個別撃破戦術をとっている。

一方，後者に関して，共産党は本格的抵抗手段をとる段階には到達してい

ないと思われる。現在，中部ジャワの各地で陸軍との間に“戦闘”の発生が

報じられている。しかし，共産党が正面切って軍隊と対決しはじめた兆候は

いまだない。とれは陸軍を中心とした反共団体による党員逮捕，家屋焼打ち

等に対する防衛 ・報復の域を出ていないことを示すものではないだろうか。

いずれ共産党は反撃に出るにしても，軍のしらみつぶしの「魔女狩り」の静

まるを待って戦線を整備するにはよほどの時日を要するであろう。このよう

に，共産党が現在後退を余儀なくせられているのは，なによりもクーデター

が同党に不意打の一打を与えたからに他ならないと考えられる。
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以下，事件後，スノリレト陸軍司令官就任 (10月14日〉までの政治概況を追

ってみよう。

10月1日未明， ウントン親衛隊第1大隊長は， 3個大隊を指揮して，ヤニ

陸相以下5人の将軍を殺害し，革命評議会を設置した。この「9.30運動Jは，

ウントン声明によると， CIAの支持を受けて10月5日以前にクーデターを企

てていた将軍評議会を粉砕するためのものであった。革命評議会メンパ｝に

はスパンドリオ外相をはじめ，有名無名の45名（後掲日誌参照〉の名があげら

れておりj州，県，君R，村落にも各段階に応じた革命評議会が設置されるこ

とになっていた。

しかし，このクーデターの性格は，現在もなおはっきりとしていない。事

件後逮捕されたウントン中佐は，自白の中で「クーデターの目的は，まず短

期的には革命評議会を設置し，長期的には共産主義者が支配しうるような政

権を確立することJであったと述べている（毎日，ll.20）。

確かにこの 「9.30運動jは，単に「将軍評議会の将軍および将軍評議会メ

ンバーの手先や同調者となった将校の独裁的な行動を終結させるための，ま

ったく陸軍内部の行動」 〈ウントン声明〉と考えることはできない。なぜな

ら，ウントン中佐は6人の将軍を殺害しただけでなく，内閣を解散して革命

評議会を設置しているからである。したがって，ここで共産党とのつながり

が問題となってくるが，少くとも共産党首脳部とのなんらかの関係を想定す

ることは無理なようである。

まず，革命評議会名簿をみてみると， 45名からなるこの名簿には，政界の

要人としてスバンドリオ外相，スラフマン国民党書記長，オマノレダニ空軍司

令官，マノレタデ、イナタ海軍司令官等の進歩的と考えられている人々をはじめ，

およそクーデタ一計画者などとは縁遠い好人物レイメナ副首相などが入って

いる。また，陸軍関係、では， ウィラハデ、イクスマ少将（ジャカノレタ〉， ラフ

マッド准将〈スラバヤ〉，マフムッド准将（パンジャノレマシン〉，ラャチュド

ゥ准将（タンヂュンプラ〉， ソリチン大佐（マカッサノレ〉の各師団長らが含

まれていた。しかし，これらの人物はすべてクーデター後ウントン声明に呼

応して動く気配はまったく示さなかった。これは，おそらくワントン中佐が

これらの人物の事前承認によって名簿を作成したのではなく，クーデターが
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完全に成功した時，承認を得られそうな人物をのせたにすぎないことを示し

ている。ワントン・クーデターは，かかる点で単独的行動の印象が強いので

ある。

しかし，ウントン鎮圧に当ったスノリレト軍は，いち早くクーデターの背後

に共産党が存在したことを明言して，共産党弾圧を開始した。陸軍がその証

拠として挙げているのは，①6人の将軍殺害，遺棄の場所“ワニの穴”が共

産党翼下団体のプムダ ・ラヤット，ゲ、／レワニの義勇軍訓練野営地の附近であ

ったこと，②これらの団体からの逮捕者の自白が陸軍の考えを裏付けるもの

であったこと，③ノ1リアン ・ラヤット紙社説が 「9.30運動Jを支持したこと

であり，その後の④ウントンの自白等である。しかし，もし共産党中央部が

直接 ・間接に関係したとすれば，スハノレト軍が反撃に転ずることはもう少し

困難であったろうとも思われる。今度のクーデターは，ウントン中佐を中心

とする親衛隊と，若干の青年共産党員によって行なわれたのではないだろう

か。

とうしてクーデターによって不意打を食らった共産党のその後の態度は，

一貫して撤底した行動を欠くものとなった。 io月2日，党の機関紙ハリアン

ラヤットは社説の中で， 「9.30運動」を陸軍内部の問題としながらも，これ

を愛国的行動と呼び，人民はこれに味方すると述べた（後掲日誌参照〉。 しか

し，同日の日付でアイデ、イットがソロで発したといわれる指令（Trompat

Masjarakat紙10月4日〉によれば，「9.30事件が陸軍の内部問題であり，共

産党は関与していないJことがまず強調され，「9.30運動Jに対する態度は，

将軍評議会に同意せず，これを批難するという間接的な支持に変った。とれ

らはいづれも，スハノレト軍がジャカノレタを制庄した後に発表されたものであ

るが，両者の聞にかなりの時間的ずれがあることが重要である。 2日の社説

を発表する時点で，党幹部は同事件に青年共産党員が参加していることを知

らず，青年将校だけのクーデターと誤認したか，あるいは6人の将軍殺害の

事実によって，陸軍が分裂していると信じたのかもしれない。空軍司令官オ

マルダニの場合は，明白に後者の見誤りをおかしたと思われる。同司令官は

1日，午前9時半に空軍布告を発つして， 「9.30運動」を支持し，予想され

る「外国の破壊活動とその一味Jの反革命行動に対処するよう命令した。
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しかし，生残ったナスチオン国防相，スハルト少将のまき返しは極めて迅

速に行なわれた。 1日午前7時に全軍う指揮をとることを布告したスハノレト

少将は， 9時にはジャカノレタ放送局を奪回し， 20時30分には鎮圧完了の放送

を行っている。そして，事実夜半までにはジャカルタ周辺の治安回復に一応

成功したと思われる。他の地域においては，反乱支持を表明して政府軍に抵

抗したのはデイポネゴロ師団のスヘノレマン大佐の連隊のみで，他の軍隊はす

べてスカルノ支持を表明して，スハノレト指揮下に人った。アイデ、イツトのソ

ロにおける指令はこの状勢変化に対応しようとしたものであろう。オマノレダ

ン空軍指令官も 2Rには前布告を撤回して， 「9.30運動Jと空軍との無関係

と，他の軍の内部問題に介入する意志のないことを表明する軍布告を発しな

ければならなかった。

しかし， 1日夜半すでに3軍掌援の見通しに自信をもったスノリレト軍は，

2日早々にハリアン ・ラヤット，ワノレタパクチ紙を発禁処分にし， 3日には

共産党員の逮捕に乗り出してきた。

2日から6日の閣議にいたる問，共産党幹部は完全に沈黙を守った。この

間マレーシア放送は，ウントン中佐および武装共産党員が中部ジャワに向け

進撃中であるととを述べた（4日）。また， 自由インドネシア放送は， ウン

トン中佐が3日ジャカノレタの青年共産党員や同党支持者にライフノレ4000丁と

弾薬を与えたと伝えた。しかし，これらが事実としても，これは必ずしもこ

の時点における共産党全体の動向を示すものではなかった。たとえば，スラ

パヤにおける当時の状況をみてみよう。 10月3日同市では共産党その他ナサ

コム代表を含む9者会議が開催され，ナサコムの強化，スカルノへの忠誠を

決議した共同声明が発表された。同日の東部ジャワ ・プムダ ・ラヤットは，

声明を発して，全軍の結束を呼びかけたスカルノ演説および同地方9者会議

の共同声明の実施を指令した。また， 5者会議は， 2日， 4日に行われたソ

ブシによる労働運動をクーデターと無関係なものとして承認し，ソブシは大

統領命令にしたがって企業内のサボタージュを禁止せよとの指令を発してい

る。こうして岡地方の共産党および関係団体は，さし当つての行動の中で、ア

イデ、イット指令を額面通りに受取って実行している。

共産党幹部の沈黙は6日における中央委の声明でようやく破られた。当日
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ク」デター以後初の閣議がはじまる数時間前，中央委政治局は声明を発つし

て「今回の事件は陸軍内部の問題であり， PKIはこれにまったく関与してい

ないし，今後ともスカノレノ大統領の教えを守って，国民戦線の団結を強化し，

マレーシア粉砕に全力をあげる」と発表した。最初クーデター支持と将軍評

議会批難を表明した共産党は， 2日，まず前者を撤回し，ここにいたって後

者をも引っこめてしまった。この経過の中には，不意打を食って見通しが困

難となった共産党の姿が浮ぼりにされている。この閣議にはニョ ト，ノレクマ

ンの2人の幹部が出席し，ナサコムの復元を提案した。閣議の決議をみると，

(a）既成事実の再確認，（ω陸軍が批難する空軍，共産党ヘの同軍のある程度の
妥協といった内容のものである。既成事実の再確認とは，将軍殺害の非難，

6将軍を国家輩命の英雄とする， 「9.30運動J結成の不承認， 「9.30運動」

責任者に対する陸軍の行動の要請で、ある。後者は全政党へ政争中止の呼び、か

け，陸軍へ軍の他のメンパー非難中止の要誇で、あった。しかし，共産党がク

ーデターと無関係で、あることはついに承認されなかった。また，後者につい

て陸軍と反共勢力はこれを尊重する意志は毛頭もっていなかった。特に陸軍

と回教政党は，今までの共産党に対する劣勢をばん回するために，この閣議

後ますます反共運動を盛上げあいった。この時点で陸軍はp スカノレノ大統領

をほぼその影響下におくことに成功したといえる。 10日にスカノレノ大統領は

「9.30運動」に加わった反徒を粉砕する金権をスノVレト少将に与え， 14日に

は陸相兼陸軍司令官に任命した。

こうして陸軍はクーデターという緊急事態の余波に乗じて，国民の支持を

とりつけることに成功している。しかし，陸軍が将来にわたって政治的影響

力を持続させようと欲する限り，その前面に立ちはだかるのは，危機に瀕し

た経済ゃにわかに変更できない外交の諸問題がある。ここに現在続けている

共産党弾圧が，長期を要するせん減作戦にまで発展できない限界が存在する

と思われる。スカルノ大統領が対共産党政策で考慮中といわ札る新党形成，

I党市j等や， 実はスカノレノ ・ナスチオン会談などを通じて陸軍 （ムノレパ，

NU党などの意向を代表する形で〉が長期政策に苦慮、していることを示すも

のであろう。

共産党の沈黙は，一つはかかる陸軍の出方をみるためのものであろう。ま
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た，一つには，今度の事件で分断された各地域の組織に対する再編のためで

あろう。このことは，従来の共産党の「平和路線」に対する批判の再燃の問

題をも含んでいるから，党幹部の指導性の回復の問題でもある D また，時間

の経過の中で，陸軍を中心とする反共的熱病のしずまりを待ってF 行動に移

るということもあるかもしれない。

以上みてきた所から，今後も共産党の今の幹部が党を掌握する限り，ナサ

コム維持と武力抗争の二つの道が，強弱の度合は変えながらも継続されるの

ではないだろうか。

日誌（10月〉

〔I〕 クーデター発生

1 日 Vウントン声明ーーインドネシア放送によると，大統領親衛隊第1大隊長ウン

トン中佐は次のような芦明を発表した。

「1965年9月30日，首都ジャカノレタに駐留する軍が行動を起こし，他地域の

部隊の支持を受けた。大統領親衛隊長ウントン中佐の率いる“9.30運動”は，

いわゆる将軍評議会のメンバーである将軍たちを対象としたものである。多数

の将軍が逮捕され，通信その他重要施設は同運動の管理下に置かれている。ま

た，スカルノ大統領も無事で，間運動の保護下におかれている。

将軍評議会は米の CIA支持を受けている破壊組織である。 CIAの活動は最

近，とくに8月第1週にスカルノ大統領が重体になっていらい，非常に活発化

していた。大統領が病気で死ぬだろうとの彼らの希望が実現しなかったので，

目的を達成するため，将軍評議会は10月5日の陸軍記念日に，東・中 ・西部ジ

ャワから軍隊をジャカノレタに派遣することにより，カの誇示を行なう計画だっ

た。

将軍評議会は，ジャカ／レタにこのような大規模な軍隊を集結することにより，

10月5日以前にクーデターを行なうことさえ計画していた。ウントン中佐が

“9月30日運動”を起こすためイニシアチブをと？たのは，このような反革命

を限止するためだった。

この行動の結果，ジャカノレタにインドネシア革命評議会，各地方では州から
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村まで各単位ごとに革命評議会がおかれる。

インドネシア革命評議会は，東南アジアと世界の平和のため自由かっ積極的

なインドネシア外交を変更しない。第2図A•A会議の開催とマレーシア対決

にかんする政策は変わらない」

また， 9.30運動情報部は次のような声明を発表した。

1. インドネシア共和国の安寧w パンチャシラ，革命の玉大護符の実施，陸

軍および四軍全体の発展のために＇ 6月30日木曜日夜半ジャカノレタにおいて，

10月5日の四軍記念日を期してクーデターを計画した将軍評議会と自称するメ

ンパーに対する粛清行動が行なわれた。若干の将軍は逮捕され，首都の通信お

よび重要施設は完全に9.30運動の管括下におかれた。9.30運動は将軍評議会の

将軍および将軍評議会メンパーの手先や同調者となった将校の独裁的な行動を

終結させるためのまった〈陸軍内部の行動である。この行動は陸軍外の軍隊に

よって援助されている。

2. 9.30行動に引つづく行動を円滑化させるため， 9.30運動を無条件に支持

する民間人および軍人から構成される草命評議会が設置される。1945年憲法に

もとづく人民諮問会議の総選挙を行うまで，インドネシア革命評議会が暫定的

にインドネシア共和国の全権力の源泉となる。インドネシア革命評議会は，イ

ンドネシア人民が，パンチャシラ，草命の主大護符を実現するための手段であ

る。インドネジア革命評議会は，その日常活動において9.30運動の司令官およ

び若干の副司令官かちなる評議会幹部会によって代表される。

3. すべての権限がインドネシア革命評議会の手中におちたことによって，

Dwikora内閣は当然の帰結として，解散された地位に立っている。インドネシ

ア革命評議会によって閣僚会議が設置されるまで，旧閣僚は日常業務を遂行し，

各省の秩序を監視する義務を有するが‘新しい公務員を任命することおよび広

範措置をとることは禁止される。すべての旧閣僚はインドネシア革命評議会あ

るいは草命評議会が決定した新閣僚に責任をおう。

4. インドネシア革命評議会の下部組織として，地方に州革命評議会〈最大

議員数25名〉，県草命評議会〈最大議員数15名〉，郡草命評議会〈最大議員数10

名〉，村落革命評議会（最大議員数7名〉を， 9.30運動を全面的に支持する民

間人および軍人によって組織する。この地方革命評議会は， 当該地方の最高権

力機関であって，州および県においては行政委員会（BPH）がこれを補佐し，

郡および村落においては9・_30運動を全間的に支持する人々からなる当該地区の
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民族戦線理事会がとれを補佐する。

5. インドネシア革命評議会幹部会は， 9.30運動の司令官および副司令官が

これを構成し， 9.30運動の司令官および高I］司令官は，それぞれインドネシア草

命評議会の議長および副議長となる。

6. 地方革命評議会の設置後， 当該革命評議会の議長はすみやかに評議会の

議員の構成に関して一段階上の革命評議会に報告しなければならない。州革命

評議会はインドネシア革命評議会幹部会の，県革命評議会は州、臨命評議会のp

郡および村落革命評議会は県評議会の文書による承認をえなければならない。

ジャカノレタ 10月1日

9月30日運動司令官

司令官ウントン中佐，高1］司令官スパノレジョ准将，ヘノレ空軍中佐，スナノレディ

海軍大佐，アンワス普視o

v革命評議会名簿一一9.30運動情報部は，革命評議会名簿を次のように発表し

た。

1. インドネシア革命評議会の設置に関する希告第1：号を実施するため，下

記のインドネシア革命評議会構成員を発表する。

(1）ワントン中佐（評議会議長）， (2）スパルジョ准将〈同副議長）， (3）へJレ空

軍中佐〈同）， (4）ナスノレデ、ィ海軍大佐（同〉， (5）アンワス警視〈同〉， (6）オマ

ノレ・ダニ空軍司令官，（ηスチプト監察長官，（8）マノレタデ、ィナタ海軍司令官，

(9）スパンドリオ外相， 。。レイナナ副首相， (I］）スラフマン（民族主義集団〉，

ωファタ ・ヤシン〈宗教主義軍団〉， (l争シラジュデ、イン・アパス〈宗教主義
集団）, (14)チュギト（共産主義集団〉， (l5)アノレジ ・カノレタワィナタ， Mシア

ウ・ギオク・チャン， Oカスマノレノ， ωハノレトノ E:KO（海兵隊？〉少将， (19)サ
タリオ警察准将， ωザイニ ・マンスーノレ〈中央青年戦線〉， ωヤヒア（中央
青年戦線〉， ωスカトノ〈中央青年戦線）， ωノξンパン ・クスノパジ（全国学
生連盟〉， ωラーマン（民族戦線副事務総長〉， ωノリレドヨ（学生〉， ωノミ
スキ・ラフマット少将， 納リャチュドウ准将， ωソリチン准将， ωアミー
ノレ・マフムツド准将， 00アンディ・リグァイ准将， ωスヨノ陸軍少佐，紛レ
オ・ワティメナ空軍准将，(33)ウタミ・スルヤダルマ，(34)Ａ・ラティーフ陸軍

大佐， ¢3$ウマノレ・ウィラハディクスマ少将， 00スペニ女史，紡γノ1ムダ・マ

ワノレデ、ィ女史，鱒スノリレティ・スワノレト女史， ωファタ大佐， ωスヘノレマン
大佐， ωサムス ・スチプト海軍大佐， ωスハノレデ、ィ〈記者〉， 紛スマノレトノ
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警察総監，例ジュンタ・スワノレデ、ィ，紛カリム〈インドネシア・ジヤ｝ナリ

スト会議〉

2. 評議会の議長および副議長はインドネシア革命評議会幹部会を形成し，

評議会の名で行動する。

3. 革命評議会の民間人メンパーに対しては，中佐あるいは同階級の寧の位

が与えられる。評議会の軍人メンバーは以前の階級のままとする。ただし，中

位以上の階級にあるものは9.30運動の司令官ウントン中佐と同階級の位を使用

しなければならない。

9.30運動司令官

インドネシア革命評議会議長

ウントン中佐

ジャカルタ 10月1日

T 9月30日運動に関する共産党機関紙 Ha巾 nRakjat社説 (lo月2日〉一一「9

月30日，いわゆる将軍評議会と呼ばれるクーデターからスカルノ大統領およびイ

ンドネシア共和国を護る行動が行われた。親衛隊のワントン中佐にひきいられる

9月30日運動によって声明されたものによれば，スカルノ大統領とインドネシア

共和国とスカノレノ大統領を護ることは，愛国的で革命的な行動である。

将軍評議会がそのクーデタ一実施計画をいかに弁明しようとしても，それは批

難さるべき反革命的な行動である。

我々人民は，ウントン中佐がその愛国的行動を行うに際して提案しようとした

ものをよく理解してν、る。

しかし，それはともあれ，上記の問題は陸軍の内部問題である。しかし，政治

革命の諸任務を自覚する我々人民は，革命と人民の保護のために9月30日運動に

よって行なわれた行動が正しいものであることを望んでいる。

人民の支持と心は，すでに9月30日運動の側についていることはいうまでもな

い。我々はすべての人民に対して，すべての可能性への監視とIL;ヰ蒋えを鋭敏にす

ることを命令するJ。

Vオマル・ダニ空軍司令官命令一一1日午前9時30分， 空軍命令第445号を発

表した。

1. 9月30日夜， CIAの破壊活動から革命と偉大な革命指導者を護るため，

9月30日運動が行なわれた。こうして外国の破壊活動にしりおしされて，イン

ドネシア革命に危険をおよぼした分子が陸軍から一掃された。
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2. 上記の運動によって，外国の破壊活動とその一味が沈黙してしまうこと

はなく，反革命運動を活発化させる可能性が大きい。

3. インドネシア共和国空軍は革命の手段として，つねに一貫して進歩的 ・

革命的なあらゆる運動を援助し，支持するであろう。そして，反対にインドネ

シア革命を危険にさらすようなあらゆるくわだてを粉砕するであろう。

4. 本令によって，私はインドネシア空軍の全員に対して次のように命令す

る。 f挑発や誘惑を警戒し，国内あるいは圏外からのあらゆる可能性に対する

心構えを高めよ」。 ( Warta Bhakti, 10. 1.) 

vスヘルマン，ウントン支持表明一一ジャカノレタ放送によると，中部ジャワ地

区のスヘノレマン司令官はウントン中佐のクーデターを支持すると宣言した。この

日新たにジャカノレタ地区陸軍司令官に任命されたスハノレト将軍は，中部ジャワ地

区の全将軍に経急メッセージを送り，スヘノレマン司令官に抵抗するより命令した。

V発地の信頼できる情報によれば，ウントン中佐を支持していたのは3個大隊

だけだといわれる。

V将軍の死体発見一一10月4日にいたってジャカノレタ放送は， 「反乱軍に殺さ

れたヤニ陸軍司令官を含む6人のインドネシア将軍の死体が発見された」と次の

ように述べた。

これらの死体はジャカノレタのノレパン・プアウア地区の“ワニの穴”と呼ばれ

ているところにひとまとめに埋めてあった。殺された他の5人の将軍はノリレジ

ヨノ，スバノレマ，スプラプト各少将，ディコノレコ，パンジャイタン両准将で，こ

のほかタンディアン少将の死体も同じところで発見された。

〔E〕 スハルト軍のまき返し成功

1 日 Vスハルト声明一一スハノレト陸軍臨時司令官は1日夜ラジオ，テレビを通じて

次のような声明第002号， 003号を発表した。

「9月30日反革命運動の鎮圧に関して，陸海空警の四軍の問に了解がついた。

9.30運動は若干名の陸軍将校を誘かいしたJ（以上002号〉。

「革命評議会の中には， BasukiRachmat少将， Ryacudu師団長， Solikin

師団長， AmirMahmud師団長， A.Latief師団長，UmarWirjahadikusuma 

少将等の名が見出される。しかし，かれらはいぜん各自の任務についており，

9.30には関係していない。9.30の声明にはいつわりである。各陸軍軍人はそれ

そeれの部署について反革命に対抗せよ」〈以上003号〉。
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v警・海軍，ナスチオン支持一一夜のジャカノレタ放送は，警察と海軍がナスチ

オン国防相と陸軍の側につくことに同意したと発表した。ただし，空軍の動向に

ついては同放送は何もふれていない。

，草命評議委はまやかし一一深夜クアラノレンプーノレで聞いたインドネシア放送

は「クントン派が発表した革命評議会員の氏名はまやかしである。これにはラフ

マト少将，リアクド中将など5人の将軍が含まれているが，これらの将軍は実際

には共産主義者の企てに抵抗したJと述べた。

Vスハルト軍，クーデターを制圧一一クアラルンプールで傍受したジャカノレグ

放送は，ナスチオン箪の勝利を伝えると共に，次のように報じた。

1. 目下スノリレト将軍の指揮によると思われるナスチオン軍によって掃討作

戦が進められている。 1. ヤニ陸軍司令官はウントン派に逮捕され，その消息

はいまのところ明らかでない。 l. スカノレノ大統領とナスチオン国防相はワン

トン派を粉砕するのにシリワンギ師団を使った。 1日深夜の同放送は粉砕され

たクーデターの親共的性格を強調した。

V東部ジャワ知事命令－ークイヨノ東部ジャワ知事は， 9月30日事件に関して

次のような命令を発した。

9者会議，公務員，国営企業および自治体企業の理事者，全民間防衛団，警

察および大衆団体および、東部ジャワの全人民に対して次の命令を発する。

現在我々は，最大の敵であるネコリムに対して死ものぐるし、の対決を行な

っている最中である。我々は共同して国民的警戒心を最大限に高めなければ

ならない。我々はたんに，合法的なヒエラノレヒーを通じて我々が共通に愛し

ているスカノレノ大統領にだけ従うのみである。我々は国家的忠誠をもってナ

サコムを枢軸とする進歩的革命的民族統一を監視せねばならない。

10月1日午前7時とその後のインドネシア共和国ラジオの報道を聞いた諸

君は，おそらく驚いてそれをどう解釈していいか迷ったにちがいない。

我々はとこにウントン少佐にひきいられた，いわゆる革命評議会が，反革

命的行為であり，ブンカノレノに導いられる草命の道を裏切ったものであると

言明する。かれらの行為は合法的なものではない。

現在ジャカノレタに駐在するブラウイジャヤ第8師団長から我々が直接現在

までに得た情報によれば，革命の大指導者スカルノ大統領は我々の手の中に

ある。

諸君は錯綜した非合法的な報道を信じてはならない。合法的な報道を継続
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して報道しているインドネシア共和国ラジオの報道にしたがえ。

ブンカノレノの指導の下にパンチャシラにもとづいた国家に対する監視，統

一，忠誠を強化せよ。

10月1日22時スラパヤ

五者会議を代表して

東部ジャワ知事 ウイヨノ准将

(T. M 紙 10.2.) 

Vスハルト，クーデター鎮圧発表一一ジャカノレタ放送によると，革命評議会ク

ーデター粉砕の発表は1日午後8時15分（日本時間午後10時15分〉スハノレト准将

によって行なわれた。スノリレト准将はジャカノレタ放送を通じ「われわれはスカル

ノ大統領を全面的に支持する」とのベた。

2 日 T KOTI布告一一スカノレノ大統領はボゴーノレ宮殿に四軍司令官を招集して最高

作戦司令部（KOTI）会議を開いた。会談後発表された KOTI布告は次の通り。

1. 10月2日，大統領は四軍の司令官および首脳部を招集して9月30日事件

の解決を命令した。同命令は特に事件前の平和状態、を回復することを命じてヤ

る。

2. 政治分野の解決が行なわれるためには，かかる平和状態が必要である。

また，この事件の背後には，大統領によって解決されるべき政治的諸要因が存

在することに注意が払われた。

3. 四軍の総力を結集させるためにすでに命令が発せられた。

4. これと併行して，さらに広範な事件〈特に Dwikoraと関連して〉の起

る可能性民対して，心、構えをもち警戒するよう命令が発せられた。

5. 同命令は四軍によって受け入れられ，やがて良好に実施されるであろう。

6. 公衆に対しては事件前の状態を回復する努力を援助することを命令し，

平静を保つことを希望する。

？ とれ以前に出された大統領の声明にもとづき，陸軍の指揮権は暫定的に

大統領が掌握し，陸軍の日常任務の遂行のためにPranotoReksosamodra陸軍

少将が任命される。

8. 9月30日事件に関連する治安秩序の維持の遂行のためにSuharto少将を

任命する。同少将は，すでに大統領によって大綱を定められた政策にそって任

務を遂行する。 以 上

発令地：ボゴーノレ
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1965年10月2日24時

最高作戦司令部事務局長サプ｝ノレ

Vウントン解任一一朝のジャカノレタ放送ほJウントン中佐，スヘノレマン少佐ら

6人は全員解任，スカノレノ大統領は堅く守られているJと発表した。
Vジャカルタ，戦争状態宣言一一クアラルンプールで傍受したジャカルタ放送

によると，ジャカノレタ市内では2日朝揮ち合いが起り，同市に戦争状態が宣言さ

れた。

vスハ）1..ト，スへ）1..マンに反抗を命令一一インドネシア放送によると，スハノレ

ト少将は中部ジャワのデ、ィポネゴロ師団の将兵に対し， 司令官のスヘノレマン大佐

に反抗するよう二度目の緊急要請を送った。

vアイディ ット， ソロで指令一一アイディット共産党中央委議長は Trompet

Masjarakat紙に次のような演説をよせた。

私は現在，安全裡に中部ジャワにいることを報告する。私は9.30事件に関し

中部ジャワ共産党委員会に対して次のように指令した。

1. 9.30事件は陸軍の内部問題であり，共産党は関与していなし、。ーすでに

公表したとおり，共産党の見解はつねに革命の手段であるすべての機関にお

いて粛清が行なわれることおよび大統領の改革に同意してν、る。将軍評議会

に関しては，共産党はとれに同意せずこれを批難するものである。

2. 私は全共産党員に対して，五つの邪悪（都市の3悪魔，農村の5悪魔，

マレーシア，アメリカという世界の悪魔，現代修正主義）を粉砕する緊急任

務の実施を命令する。

3. 革命の五大護符の実施のために，ナサコムを枢軸とする草命的統一の

監視と支持を強化せよ。

4. 政党内の統一を維持強化し，政党と民族との紀律を聞く保持せよ。

5. との指令は東部ジャワおよび全インドネシアの共産党員に対するもの

である。

10月2日

ソロにおいて

vアイディ・yト，中部ジャワに潜行か←←日干lj紙Apiは，クーデター後のアイ

デ、イツトの行動について次のように報じたく3日〉。

10月2日午前3時， ジョクジャカノレタのアディスチプト空港に一機の飛行機

が着陸したが，その中にアイデ、ィットとオマノレダニ空軍司令官の姿が見られた。

-149ー 一（215）ー



ィγ ドネシア（10月〉

アイディットはスダノレヨ空軍少佐に伴なわれて，ジョクジャ市の行政委員．スト

リスノの家に行った。向日午前6時アイディットは自動車て。スマランに向い，

再びジャカノレタにもどった。現在までアイディットはジョクジャ地方，特にナ

ングラン，ウォノサリにおいて秘密裡に会合を行なっている。一方，ダエ司令

官は2日，マデ、ィウンのマオスパティに飛び，同日午前10時ドノ ・インダノレト

空軍准将をマデ、ィウンに呼び，夕刻ボゴーノレの閣議に出席するためジャカノレタ

に帰った。 〔A.B.紙 10.14.〕

V空軍，スカルノ支持一一空軍のアンドコ副司令官は，スカノレノ大統領支持を

声明し， 「空軍は“革命評議会”に参加したことはない」とし，全軍に今後の指

示を持つよう述べた。

l NU等ス力）＼..ノ支持一一ーナスダトールワラマがスカルノ大統領支持の立場を

明らかにし， PSIIもクーデターに遺憾の意をあらわした。さらにリアウ島の知

事カハルチジン ・ナスチオン准将もクーデターを制圧したスノリレト少将への支持

を表明，島民がスカノレノ大統領に忠誠を尽すよう呼びかけた。

v空軍声明書一一空軍は次のような声明書を発表したくNo.005/207 /65）。

1. 空軍は9月30日運動に関係していなし、。

2. 空軍はインドネシア革命の大指導者の方針に適合したあらゆる革命の手

段の体内で行なわれたあらゆる粛清運動に同意する。

3. 空軍は他の軍の内部問題に介入しない。

4. 空軍はインドネシア革命評議会あるいはその構成員に関して無関係であ

る。

vスマトラの空軍，ス力）＼..ノ支持一一シンガポールで聞いたメダン放送によれ

ば，スマトラ島のインドネシア空軍はスハノレト臨時陸軍司令官への支持を表明し

た。

Vディポネゴ口師団長放送一一スルヨ ・スンペノ第7師団長はスマランのラジ

オ放送を通じて，概要次のように演説した。

第7師団の全兵士は全面的に大統領を支持している。また，共和国の行政の

掌握と，内閣の解散を企てた9.30運動を認めない。

Vスパンドリオ，ジャカルタに向う一一メダン市にある官営インドネシア放送

は，スバンドリオ第一副首相兼外相が2日スマトラのメダンを出発，ジヤ・カノレタ

にもどったと放送した。

v陸軍，共産党機関紙発禁一一陸軍司令部は，ウントン中佐の“9月30日運動”
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の支持を表明したインドネ、ンア共産党機関紙ハリアン・ラヤットに対し，手入れ

を行・なった。 2日付けの同紙は社説で，ウントン中佐のクーデターは「愛国的な

草命行動である」と主張，さらに「人民の支持と心はいうまでもなく人民の側に

立つものに与えられるJとのべている。

信頼できる筋によると，警察は売れ残った2日付けのハリアン・ラヤット紙を

押収するとともに，同紙と共産系華商紙ワノレタ ・ノミクティを発刊停止処分にした

といわれる。

また，陸軍司令部は午後，共産分子が浸透している国営のアンタラ通信社をも

“通知のあるまで”閉鎖した。

一方，ジャカlレタ軍司令官ワマル少将は，ジャカJレタ市内の全出版社を軍の管

理下に置くことを明らかにした。

Vスハルト軍反撃一一夜ノミンコックで傍受したジャカルタ放送によると，反乱

鎮圧に当ったのはナスチオン国防相下のスノリレト准将であり，同准将の指揮する

シリワンギ師団は， 1日午後ジャカノレタ市内に入り，大統領官廷周辺，国営ジャ

カノレタ放送局などを占拠，反乱軍と軽い銃火を交えたのち，ジャカノレタの完全鎮

圧に成功したととを明らかにしている。

Vジャ力Jレタに戒厳令一ークアラランフーノレで傍受したジャカルタ放送は「大

ジャカノレタ地区および西部ジャワに戒厳令が発せられたJと報じた。傍受者によ

ると，同放送はこれ以上詳しいことは明らかにしていないが，戒厳令は陸軍に反

クーデター後の態勢固めを行なうために出されたものとみられている。

〔E〕 各方面の動き

3 日 vスカルノ演説一一スカノレノ大統領は， 3日早朝ジャカノレタ放送を通じて次の

とおり声明した。

国民のみなさん，この声明は私が大統領として，軍の最高司令官として，ま

た，インドネシア革命の偉大な指導者として， 1日に発表した命令を確認する

ものである。国民の聞のあらゆる混乱を終わらせるため，私が元気で無事であ

ることをことに改めて声明する。

私はきょう 2日“9月30日運動”の問題を解決するため，レイナメ第二副首

相やその他の重要各省庁の指導者とともに全軍の指導者を招集し，わが国の平

和と法と秩序を回復すべきであると命令した。この目的を達成するためには，

あらゆる武力紛争を防止すべきである。
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との段階でのインドネシア国民の闘争の重要株にかんがみ，全国民にドゥイ

コラ〈マレーシアを粉砕し革命を強化せよとのこつの命令〉を実現するため普

戒心と用意を怠らぬよう命ずる。

私は全国民に平静を保つよう呼びかける。また，全大臣，全将校が平常どお

り，彼らの任務を果たすよう呼びかける。

.w.の指揮権は直接私が掌握しており，留時日常の軍務を遂行させるため陸軍
第三副司令官，プラノト ・ラコソソ ・サモルド少将を任命した。また，私はス

ノリレト少将にたいし“9月30日運動”に関連しー秩序と平和を副復するよう指示

した。団結の精神を築きあげよう。

Vスカルノ，2度目の演説一一スカノレノ大統領は3日午後日時55分（日本時間

4日午前1時55分〉からジャカノレタ放送を通じて，今回のクーデタ一発生後2度

目の演説を行なった。同演説は2分間の短いもので「9月30日運動Jへの空軍の

参加を否定し，国軍内の団結を呼びかけ，箪がスカノレノ大統領の命令に服するよ

う命じた。演説の内容次の通り。

兄弟諸君，軍内部の対立をもたらしかねない誤解が存在するため国民の問の

疑惑をとり除き， ｜ミシイコラ運動におけるより有力な国民て統ーを打ちたてるた

め，私は大統領3 最高軍司令官として次のように戸l列する。

l. ＠軍がいわゆる 9月30日運動に参加したというのは真実ではない。

1. 私は1日朝，私自身の自由意思で・ハリム空軍基地に行った。それはも

し何か悪いことが起こった場合，他の場所へ移るのにも最もよい場所だと考

えたからである。

1. われわれは引きつづき警戒，空軍と陸軍の聞にいかなる戦闘が発展す

るのも許してはならなヤ。

私は全軍に対し，国家と革命を救うため結束するよう命令する。私の命令に

従え。

’東部ジャワ7者会議共同声明一一東部ジャワの政党と 7者会議の代表は，次

のような共同声明を発表した。

東部ジャワの全社会階層は，

1. 国家機関あるいは警察大衆団体に加入している者を問わず，パンチャシ

ラにもとづくナサコムを枢軸とした進歩的・草命的民族統一を断固維持強化せ

よ。

2. 民族的警戒心と心構えをたかめよ。

一（218）ー ・ -152-



イYドネシア（10月〉

3. 民族的原則をかたく保持し，各自の生活分野で治安秩序を維持せよ。

4. 無条件でスカルノ終身大統領の命令を忠実に実行せよ。

スラパヤ 10月3日12時

東部ジャワ知事 Moh.Wijono 

第8警察管区司令官 Soemarsono

Brawidjaja第8軍管区代表 R. Soenarijadi 

スラパヤ高等検事 KoharHari Soemarno 

民族戦線スラバヤ支部

海寧司令官 S.Koesoembrot 0 

第6Kodamar司令官 Soejatn 

空軍司令官 SoedarjoAdisaputr 0 

東部ジヤワ政F台団体代表

PNI, Reddy Sudijanto 

Partindo, Koestondo 

IPKI S. Ramelan 

Perti, H. Hanafie Sofyan 

Partai Katholik IM Soejoko 

Parkindo NP Tambunan 

NU  Koesholehoedin 

PSII Mansur Burhan 

PKI Boenadi Hadisoemorto 

V東部ジャワ青年戦声明←ー東部ジャワ青年戦線支部指導委員会は， 10月3日

のスカルノ演説に関して次のような声表した。

1. いわゆる9.30事件においてスカルノ大統領が無事であったことを神に感

謝する。

2. 10月28日の青年のちかいの精神を有し， 8.17の独立宣言に忠誠をちかう

東部ジャワの全青年団体，学生，青年戦線加盟員に対して次のように命令する。

(1) 他の革命的機関と共に， 10月3日1時30分の大統領演説を実施せよ。

(2) 10月3日12時の東部ジャワ 9者会議および警察代表の共同声明を責任

をもって実施せよ。

(3）反ネコリム精神の，強化によって民族的警戒心と心構えを高めて，民

族統一〈特に，青年，学生問の〉精神を強化せよ。
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同戸明には，同戦線議長HamidSPと書記の A.Luisが調印した。

Vジャ ｝l,.タ師団命令－pjaja第5師団長ウマノレ・クィラハデ、イクスマは次の

ような命令を発表した。

1. いわゆる9.30運動とよばれるものが，陸・海・警察軍を奇襲するために

特定の人間に対して武器を分与したことは事実である。

2. 上記の三軍は断固継続して掃討を実施する。

3. 9.30運動から武器を受取った者は， 72時間以内に当該地区の軍司令部に

譲渡せよ。

4. 武器の所有者を知ってν、る者は，責任当局に通報しなければならない。

5. 第3項の規定を実行しない者は，死刑に処せられる。

V将軍評議会は未存在一一空軍情報部長サブロト少将は，インドネシア放送を

通じて，こんどのクーデターおよびその後の発展について陸軍側の解釈とみられ

る次のような放送をした。

“9月30日運動”と 自称するグループは，米中央情報局（CIA）にそそのかさ

れた将軍たちによる“将軍評議会”のクーデターを防止するために決起したと

主張したが，将軍たちによるこのような反謀は現実にはいまだかつて存在しな

かった。これは“9月30日運動”によるクーデターを開始するための彼らの口

実にすぎ、なかった。

v全政党スカルノ支持一一ジャカルタ放送によると，共産党を除くインドネシ

アの全政党〈国民党，ナフダトーノレ・ウラマ党など8政党〉は向日，スカノレノ大

統を支持し忠誠を誓うとの声明を発表した。

Vウントン， PKIに武器一一シンガポーノレで傍受した「自由インドネシア放送J

は「ジャカルタでの1日の戦闘で反乱軍の23人が殺された。スカルノ大統領支持

の軍隊と反乱軍との聞でさらに戦闘が続けられるものとみられるJと次のように

伝えた。

反乱軍は現在追撃を受けている。反スカノレノ・クーデターを試みたウントン

中佐は， インドネシア共産党（PKI）の青年や同党支持者に対し， ライフノレ銃

4000丁と弾薬を与えた。 PKIの青年たちは東ジャカノレタですでにシリワンギ師

団と衝突し，現在もジャカノレタ市街では銃声が聞かれる。しかし，シリワンギ

側はいぜん事態を掌握している。中部ジャワではスヒノレマン中佐の率いる軍隊

が，現在大統領の軍隊と戦っている。スカルノ大統領は，ジャカノレタの南60キ

ロのボゴーノレ近くの別邸にかくれている。

一（220）一 -154ー



イγ ドネシア（10月〉

Vスハ）1-ト軍，治安に当喜一一陸軍は，首都ジャカノレタをその掌握下に置き，

戦車，装甲車も出動して重要施設を警戒中である。空軍の“忠誠”を疑問視して，

大統領官邸前の広場に対空陣地が設けられたほか，精鋭シリワンギ師団の部隊が

ジャカノレタ市周辺に展開，市内に通じる道路の警備に当たっている。

信頼できる報道によると，ウントン中佐は大統領付き親衛連隊のうち 3個大隊

の支持を受けて決起したが，そのうち2個大隊が自発的に投降したため，第1大

隊のみを率いハリム空軍基地まで撤退，同基地から飛行機で中部ジャワへのがれ

たといわれる。ハリム空軍基地は2日夜，陸軍によって包囲p 占領された。

一方，反乱を鎮圧したシリワンギ師団は1日午後，西部ジャワのパンドンから

ジャカノレタに急行，その後増援部隊の到着で，いまのところ少なくとも 6個大隊

の兵力，戦車や装甲車46台を擁しているといわれる。

v共産党員逮捕始まる一一3日夜のマレーシア放送は，インドネシア軍部がジ

ャカノレタで共産党員の逮捕を開始したことを伝え， 「アイジット中央委員会議長

を含む共産党幹部の消息は不明であるが，彼らは地下に潜行したものとみられて

いるJと報CTこ。

同放送はまた， 「軍部はジャカノレタ以外の数地域でも同じような反共攻勢を開

始したjと述べた。

, KOTI，スカルノ支持一一インドネシア放送の傍受担当者が明らかにしたとこ

ろによると，インドネシア軍最高司令部は同国の全軍が国内平和の回復を呼びか

けたスカノレノ大統領の命令の実施を支持するむね保証した，と発表した。

4 日 Vスカルノ，陸軍を掌握一一シンガポーノレで傍受したジャカノレタ放送は，スカ

ルノ大統領が軍最高司令官として，すでに陸軍を直接掌握しているとのインドネ

シア陸軍首席スポークスマンの言明を伝えた。

V陸軍記念日，延期一一ジャカルタ放送は「インドネシアの陸軍記日念は現下

の情勢のため予定通り 5日に開催することは不可能となったJとのスカルノ大統

領の布告を伝えた。

同布告によると，記念日は来月10日に延期され，記念日の催しに参加する企部

隊はそれぞれの駐とん地に復帰するととになった。

vダニ命令一一一インドネシア放送によると，ダニ空軍司令官の命令で，空軍の

全将兵に次のような要請をした。

現在存在する他の軍と人民との友好関係を維持せよ。 “9月30日運動”に加

担した空軍将兵がいるなら，彼らは明らかに国家に対する反逆者であり， 空軍
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の名誉を傷つけるものである。これら反逆者はもっともきびしい罰を与えられ

るであろう。

Vジョクジャ政府軍に奪回一一ジョクジャカノレタ放送によると，インドネシア

政府軍は，中部ジャワのジョクジャカノレタ市を奪回した。同市は4日朝，親共産

軍により占領されていた。

’スパンドリオ，スカルノと会談一一ジャカノレタ放送は夜，スパンドリオ外相

がジャカノレタで行なわれたス、カノレノ大統領と各軍司令官との会談に出席したと報

じた。

’反乱軍に降伏呼びかけ一一ジャカノレタ放送によれば，インドネシアの大統領

宮殿護衛のチャクラピラワ連隊長サブル准将は， 4日再び間違隊の反乱分子に降

伏を要求し「72時間以内に降伏せねば厳重に処分されるだろうJと呼びかけた。

Vナスチオン声明一一インドネシア放送によると，ナスチオン国防相はクーデ

ター以来初めて同国軍に対し，国外からの敵対行動への防衛を強化するよう呼び

かけたo

vウントン，中部ジャワに向う一一マレーシア放送が報ずるところによると，

ウントン中位の指揮下にある反乱軍と武装共産党員は，現在中部ジャワヘ進撃中

で，同地で陸軍に対抗するため一大拠点を作ろうとしているといわれる。また，

反乱派のディポネゴロ師団のウスマン中佐はジョクジャカノレタ，マガラン管区を

掌握している。

これにたいし， 1948年ノレメダンで共産主美者の反乱を粉砕した経験を持つシリ

ワンギ師団が再び共産主義者を粉砕する任務を与えられている。

マレーシア放送は，さらに次のように報じている。

1. 最新の情報によると，スハノレト将軍指揮下の軍司令部が現在ジャカノレタ

を掌握しているが，武装共産党員は岡市東南部とノ、リム空軍基地付近にとどま

って抵抗を続けているといわれる。

1. また，共産党ゲリラはジャカノレタとボゴーノレ，バンドン間の主要道路沿

いに散開し，間断なく行動しているといわれる。

v政府首脳会談一一スカノレノ大統領は，前日に引き続きジャカノレタ郊外のボゴ

ーノレ宮殿に軍，政府指導者を集めて協議を続けた。この協議にはダニ空軍司令官，

マルタジナタ海軍司令官，陸軍のスノリレト少将，プラノト少将，ムノレシド准将ら

軍部首脳およびスパンドリオ第一副首相兼外相，レイメナ第二副首相も出席した

といわれるが，ナスチオン国防相はジャカノレタの陸軍司令部にとどまっていると
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いう。

陸軍首脳はスカノレノ大統領の面前で，ダニ司令官が反乱軍に武器を渡したこと

を非難し，同司令官の解任を要求したといわれる。

5 日 Vディポネゴロ師団降伏一一ジャカノレク放送は，中部ジャカノレタの反乱側ディ

ポネゴロ師団の多くの部隊が政府側に降伏したと発表した。間放送は降伏した部

隊の兵力は明らかにしなかたが，これら反乱部隊は，前師団長サルビニ少将が

くりかえしていた「共和国の思想、に忠誠であれJとの呼びかけに応じたものとU、

われる。

V反乱軍，殺害行為一一ジャカノレタ放送によれば，中部ジャワで反乱軍を掃討

している政府軍兵士たちの家族を反乱軍側が殺害しているといわれる。同放送に

よれば，これまでに72人の遺体が発見された。

, SOBSIの指令一一スラパヤ支部の SOBSI執行部は加盟員に対して次のよう

な指令を発つした。

国内におけるネコリム分子および反革命分子の活動に対する警戒心を高めよ

という大統領命令にもとづき，SOBSIは全加盟員に対して，国営企業を破壊す

るようなあらゆるサポタージュや他の行動に対抗せよと命令する。

〔T.M. 10. 6.〕

v東部ジャワ，SOBSI活動承認さる一一スラパヤ第2級民族戦線支部において

五者会議が実施された。 （出席者：スラパヤ市長－Murachman,Sukotjo中佐，

警察代表－Soemむdi，裁判長長官－Soegirjo，民族戦線一Damanhuri,Redy, 

SOBSI執行部〉。との会談でSOBSI代表はSOBSIは国営企業あるいは自治体企

業を接収する意図はまったくもっていないとして，BarisanTjeluritの挑発行為

を批難した。また， 10月2日， 4日のSOBSI加盟員による労働運動は，国富を

まもるために国営企業内の官僚資本家を追放するという以前からの活動の継続で

あると諾・った。

会談では原則的に，五者会談は官僚資本家追放の SOBSIの活動を認めるとい

う結論に逮つした。 〔T.M. 10. 6.〕

v 反共運動始~－インド、ネシア情勢が次第に正常化するに従って，インドネ

シアでは共産党の解散と，親共派の9月30日のクーデターによる6人の将軍殺害

への報復を要求する声が強まっている。

夜のジャカノレタ放送によると，多数の団体がスカノレノ大統領に対し，反乱の指

導者たちに強硬措置をとること，共産党およびその前線組織の解散を訴えたとい
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フ。

この訴えに参加した団体には回教労働組合をはじめとする回教，非回教労働，

青年各国体の名が挙げられている。

l NU, PKIの解散要求一一一ジャカノレタ放送によると，ナフダトーノレ・ウラマ党

は同日スカノレノ大統領に対し， 「9月30日運動」の背後にあったとの理由で，イ

ンドネシア共産党を禁止するよう申入れた。

vモコギンタ司令官，メ＇＇／ セージ一一ジャカノレタ放送によると，スマトラ地区

軍司令官モコギンタ少将は，スカノレノ大統領にメッセージを送り「スマトラは掌

握下にある」と述べ，さらに次のように報告した。

1. スマトラの住民は陸軍を支持し“9月30日運動”の反乱分子掃討にも支

持を表明した。しかし，一部の組織はいぜん陸軍への支持を明らかにしていな

し、。

1. 住民は将軍人を殺害した反乱分子・の復しゅうを要求している。

〔W〕 陸軍の支配権強化

6 日 l PKI政治局声明一一閣僚が関かれる数時間前，共産党中央委政治局は，スカ

ノレノ大統領が二回にわたって国民の団結を呼びかけたラジオ放送を全面的に支持

するとの声明を発表した（UPI－共同電によると，同声明はさらに， 「クーデタ

一事件は陸軍の内部問題であり，これに干渉しない」と述べている）。

vス力）［..ノ，スパンドリオ会談一一スパンドリオ第一副首相は，スカルノ大統

領をまじえてボゴールで関かれた閣議（97閣僚が出席〉のあと声明を発表し「政

府軍と共産系反乱分子の戦闘が続いていると伝えられる中部ジャワ地区は平静で

あるJと述べた。

ジャカルタで得た最新の情報によると，中部ジャワのジョクジャカノレタ市は，

政府軍の支配下にあるといわれる。

v閣議始る一一“9月30日クーデター”の処理，協調体制の立て直しを協議す

るため午前10時からボゴーノレの大統領別邸で軍幹部をまじえて開かれた閣議で，

スカノレノ大統領は新旧植民地主義と戦うインドネシア草命をあくまで遂行するた

めには，国民の団結が必要であり，クーデターの処罰は第二段階の政治的な問題

として自分の裁断にまかせてほしいと要望した。

閣議のスポークスマン役をつとめたスパンドリオ第一副首相の説明によると，

出席者はこれを原則的に了承したといわれるが，同夜のジャカノレタ放送は，軍幹
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部が反乱分子を激しく非難，スカルノ大統領の希望通りの解決が実現できるまで

には，かなりの時聞がかかるものと観測されている。

閣議では政界，宗教界，共産党，軍部の代表がかなり興奮したふんし、気の中で

ひとわたり発言したがp 席上， PKI（インドネシア共産党〉第ニ副議長のニヨト

氏は，同党中央委政治局が5日に発表したという声明を読み上げ「今回の事件は

陸軍内部の問題であり， PKIはこれにまったく関与していないし，こんどともス

カルノ大統領の教えを守って国民戦線の団結を強化し，マレーシア粉砕に全力を

あげるJと同党の態度をはじめて明らかにした。

しかし，これに対し軍幹部は， PKIがクーデターをかげから支援したこと，反

乱軍かち武器の供給を受けたととなどを具体的に指摘しかなり興奮したやりと

りがかわされたといわれる。

’閣議で八つの決議一一ジャカノレタ放送によると，つぎの八つの決議を採択し

7こ。

1. ノ、リム空軍基地付近の共同基地で死体となって発見された6将軍の殺害

を非難する。

1. 6将軍に弔意を表わし，かれらを国家，革命の英雄とする。

1. 9.30運動の結成を承認しない。

1. 国民が平静を保つよう呼びかけ，9.30運動結成の責任者に対し陸軍が行

動を起こすよう要請する。

1. 全政党が政争をやめるよう訴える。

1. 陸軍が軍の他のメンパーを過去数日間の行動のかどで非難しないよう要

誇する。

l. ネコリム〈新植民地主義，植民地主義，帝国主義〉がこのインドネシア

の悲劇を利用しようとしており， 軍は即応の構えでいなければならない。

1. 全閣僚に対し，通常の任務を遂行するよう指示する。

vスパンドリオ，閣議について声明一一シンガポーノレで、開いたジャカノレタ放送

によると，スパンドリオ第一副首相は，閣議についてさらにつぎのような声明を

発表した。

1. 9月30日のクーデターに参加した一部空軍将兵たちは空軍当局の管理下

にある。

1. スカノレノ大統領はウントン中佐によって発表された“革命評議会”に同

意しないと述べた。
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1. 大統領は国民あてのメッセージで「平静を失うことなく，向こうみずな

盲目的な行動をとらないようj呼びかけた。

1. 大統領はさらに，迫りつつある敵に対決するため陸軍にいっそう団結す

るよう呼びかけた。

1. 大統領は国家の統ーが将来および帯命の目的にかなうものであると説明

し，危機の収拾については自分を信頼するよう国民に呼びかけ，平和と治安は

回復されようと述べた。

T PKI, 2000人逮捕一一クアラノレンプーノレ放送がジャカノレタからの報道として伝

えたところによると，インドネシア軍部隊は武装共産党員約2000人を逮捕した。

’8紙の再刊を許す一一ジャカノレタ放送が報じたととろによると，陸軍情報局
長はとのほど，二つの英字紙インドネシア ・ヘラノレド，ジャカノレタ ・デーリー・

メーノレを含む日刊紙8紙の発行再開を許可した。とれら8紙には共産系新聞は含

まれておらず，また，官営ではあったが共産色が濃かったアンタラ通信および週

刊刊行物の発行再開問題はまだ「考慮中」であるとしている。

vスパンドリオ，無実を主張ーージャカノレタ放送によると，スパンドリオ外相

はジャカルタで記者会見し，同外相がいわゆる「9月30日運動」に関係していた

との説を否定，反革命を非難した。

Vスハルト，反乱軍掃討の司令官一一ジャカノレタ放送はp ジャヲ島中部で抵抗

を続けている容共派反乱軍の残存分子を粉砕するため新たに陸軍司令部が設置さ

れ，スハルノ中佐が司令官に任命されたと発表した。

先週失敗に終ったクーデターの指導者ウントン中佐の支持者は中部ジャワに撤

退して共産主義者と合流，政府軍に対し最後の抵抗を試みている。中部ジャワの

数地区ではいまだに戦闘が続いている。

7 8 Vスマトラで・反共デモーースマトラのアチェ放送によると，間島北部で、二つの

大規模なデモが行なわれ，共産主義者を非難すると共に同党禁止を要求した。

T Perti，共産党禁止を要求－ Perti党〈イスラム系〉理事会は9.30運動の反

革命分子によっておこなわれたテロを批難し， PKIと同党傘下の大衆団体解散を

要求している NU,PSI!を全而的に支持すると発表した。 〔B.Y. 10. 8.〕

v反共運動拡がる一一ジャカノレタ放送は 「インドネシア共産党を解散させよと

いう要求が各種団体から出されつつある」と次のように報じた。

「民族文化組織Jはスカノレノ大統領に対し， rg月30日運動」の反逆者を公
開で銃殺し，共産党と共産系の強力なインドネシア労働組合連盟（SOBS！） を
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禁止する命令を出すよう要求した。

同様な要求を出しているのは，インドネシア通信運輸労組，インドネシア労

組連合（GASBINDO），回教協同組織，インドネシア進歩青年組織，インドネ

シア青年学生連盟などである。

また，反共キャンベーンが続けられており，軍は共産党悌圧を行なっ．ている

もようである。

この反共キャンベーンの中心になっているのは，クーデターのあとジャカノレ

タで直ちに発行を許可されたアンカタン・ベノレセンジャタと軍機関紙ベリタ ・

ユダの両紙で，アンカタン・ベノレセンジャタによると，回教政党のナフダトー

ノレ・ウラマなどの4政党と六つの大衆団体がとのほど共同声明を発表し，共産

党および同党と連絡のある組織を禁止するととを要求した。

8 日 Vアンタラ，パージを要請一一インドネシア放送によると，国営通信社アンタ

ラは今回のク｝デターを起した9.30運動派のテロ行為を非難するとともに，スカ

ノレノ大統領に対し，同運動に加わったすべてのアンタラ社員を取調べて追放する

よう要請した。

一方，共産党の勢力が強い労働組合中央連合（SOBSI)はスカルノ大統領に対

し，大衆の力を利用するため， 9.30運動と関係がない人々からなる第5軍を結成

し，スカノレノ大統領の直接指揮下に置くよう要請した。

vスマトラで軍命令一一スマトラのメダン放送は， 「スマトラ住民は，同軍管

区司令官の許可なく住居を離れることを禁止された」と発表した。 －

vプムダ，ラヤ.. ，卜多数が逮捕一一ジャカノレタ放送は8日，右派の陸軍部隊が

ジャカノレタ地区の共産主義青年戦線のメンパー多数を逮捕，彼らが9月30日のク

ーデターに関係していたと非難した。

！司放送によると，これらの青年のうち 5人は“9.30運動”の計問書を持ってお

り，他の青年は武器を持っていた。

この日っかまった共産主義者のうち，幹部の3人はクーデターに関係したこと

を告白し，クーデターの計雨舎を持っていた5人は，ジャカノレタ郊外のハリム空

軍基地で秘密の軍事訓練を受けたことを認めたという。

なお，ジャカノレタ放送は今週初め，ジャカノレタ地区で約200人の共産主義者が

逮捕されたと伝えたが，とんどの逮捕ほとれとは別だとみられている。

, 50万の反共集会一一ジャカノレタ放送によれば，ジャカノレタのスタジアムで午

前， 44の非共産系の政党および宗教団体の関係者約50万人が参加して大反共集会
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が開かれ，親共クーデタ一派を激しく非難する決議を採択するとともに，スカル

ノ大統領に共産党および9.30運動に関係した他のすべての組織を解散するよう要

求した。陸軍の支配下にあるこの放送局は，集会は非常に！日奮した空気に包まれ，

一部から“ただちに殺せ／”との叫び声があがったときには大会はある程度混乱

したと報じた。

同集会はさらに，①スカノレノ内閣および高度の政策立案機構から共産党分子を

一掃する，②すべての訓練所，政府，アンタラ通信社およびインドネシア ・ジャ

ーナリスト協会から共産主義者を追放する一一ことを要求した。

先週のクーデターいらい，このような大会が開かれたのは初めてである。

一方， 8日朝のジャカノレタ市内は軍隊が完全に制圧していた。しかし，主要施

設にはいぜん戦車，装甲車，兵士が警戒に当たり，主要な十字路や広場にも配置

されている。また，大統領官邸のまわりの広場には対空砲がいぜん据えられてお

り，さきに取りはずした対空砲も7日もとの場所に戻された。

〈注〉 R P通信によると，この日のデモに参加した政党はカトリック党，クリ

スチャン党，独立護持連盟（IPKI)，イスラム連摺党（PSII），ナフダトール ・

ウラマ党（NU），プルティ党〈イスラム〉などである。

, NU，クーテeタ関係者を追放ーージャカノレタ放送は，ナフダト｝ノレ・ウラマ党

が ‘＇9.30運動”の革命評議会リストにのっていた党幹部をはじめ，との運動に関

係した党員を追放したと報じた。

, PKI本部，焼打ちーーゾャカノレタで，数千人にのぼる若い回教徒のデモ隊が

インドネシア共産党本部を焼き打ちして全焼させた。デモ隊は口々に「アイジッ

ト〈共産党議長〉を殺せ／J「共産党を解散せよ／」と叫んでいた。との間軍隊

はデモ隊を制止せず，見て見ぬふりをしていた。

デ、モ隊は平屋の共産党本部を焼き打ちしたが，裏手に建設中のコンクリート3

階建の新しい党本部の建物は難を免れた。このあとデモ隊は「共産党くたばれJ

と叫びながら行進を続け，米大使館前では「米国，万歳／Jと叫んで気勢をあげ

た。これはいままで共産党が同大使館前で行なった無数の反米デ、モとはきわ立っ

た対照をみせていた。

夕日 Vス大統領，軍に反徒一掃の全権一一マレーシア放送が10日報ずるところによ

ると，インドネシア陸軍情報局長スプロト准将は9日夜「スカルノ大統領が陸軍

にたいし， 9.30運動に加わった反徒を粉砕する全権を与えた」と発表した。この

スカルノ大統領の委任は過去1週間以上差し控えられていたものである。
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10日 Vスカルノ ・ナスチオン会談一一12日発行されたインドネシア陸軍機関紙ブリ

タ・ユダはスカノレノ大統領とナホチオン国防調整相が会談した旨次のように報じ

ている。

これら 2人の草命指導者たちは， 「9月30日運動」を唱える一派の反逆的行

為によって，わが国民と国家にもたらされた遺憾な出来事を討議した。両氏は

同事件の全関係者を粛清する問題について，お互いに理解し意見が一致した。

vスカルノ，住民にメ ッセージ一一スカノレノ大統領は10日，東インドネシアと

その周辺の住民に対し，陸軍に協力しインドネシア革命に忠実であるようメッセ

ージを送った。このメッセ｝ジは，陸軍作戦部長ノレクマン少将がマカッサノレ放送

〈セレベス〉を通じて読み上げたもので，同少将は同地域の住民に反革命に警戒

心を高めるよう要請した。

, 1000人以上が逮捕一一信頼すべきインドネシア陸軍筋が述べたところによる

と，インドネシア陸軍は向日，共産党員と 9月30日のクーデター未遂事件に加担

した陸軍草人など1000人以上を逮捕したといわれる。一方，反共デモ隊は10日，

共産党系団体のインドネシア民主青年団本部と親共派の全インドネシア労働組合

中央組織（SOBSI）本部を破壊した。

陸軍筋によると，これら逮捕者の中には，ニヨノ共産党政治局員とクーデタ一

計画の指導者の1人であった第i歩兵師団司令官のラティエフ大佐が含まれてい

るという。

一方，ノレクマン共産党第1副議長とニヨト同第2面JJ議長はスカノレノ大統領とと

もにジャカノレタ南方約50キロのボゴーノレ宮殿にいると伝えられる。

V国民党，陸軍支持一一夜のマレーシア放送によると，スカノレノ大統領が創立

したインドネシア国民党は，陸軍部内の親共産主義分子の一掃に支持を表明した。

この国民党の支持声明によって，陸軍は共産党弾圧運動に関しインドネシアの主

要政党全部の支持をとりつけることになるわけである。

vアンタラ通信再開←一夜のジャカJレタ放送によれば，アンタラ通信は同社の

記者その他すべての勤務員に対し， 11日朝から平常どおり業務を再開するよう命

じた。

11日 ，スカルノ・ナスチオン会談。

Vウントン逮捕一一ジャカルタ放送によれば，陸軍はクーデターの指導者ウシ

トン中佐を逮捕したとν、う。クントン中佐は11日午後，中部ジャワ北岸のテガノレ

で，人民の協力を得て2人の兵士によって逮捕された。同中佐はそのときテガル
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から同地東方130キロのスマランヘ逃げようとしていた。

v反共運動活発化一一マレンシア放送は，インドネシア各地の放送に基づき，

次のような情勢を伝えている。

1. 北スマトラのアチェで11日，反共デモ隊が共産系婦人運動協会の事務所

に放火，焼失させた。共産系機関にたいするこの種の事件は，過去3日いらい

3度目である。

1. インドネシア陸軍は全スマトラ地域で鎮圧作戦を強化するよう指示され

ており，その主目的は共産系反徒の武装解除や制圧にある。北スマトラでは事

態が緊迫，そのため陸軍から夜間外出禁止令が布告された。メダン，パダン両

市では， 12日に共産党を非難する大衆集会が関かれるはず。

1. ジャカfレタでは市内の2地区で夜間外出禁止令が緩和され，計2時間の

短縮をみた。

1. 国営通信社アンタラ通信の資任者にモハメド ・ナハ／レ氏（38）が起用さ

れた。同氏は同社の非共産主義記者である。

1. スカルノ大統領は11日スイスの新大使と会見したさい「インドネシアが

偉大な革命を遂行するには，その利益を各地で、積極的に防衛しようとするネコ

リム（新植民地主義者，植民地主義者，帝国主義者〉勢力を打倒しなければな

らないjと諾った。

’ソ連，スカルノに書簡一一ソ連のプレジネフ共産党第1書記，ミコヤン最高

会議幹部会議長，コスイギン首相は，このほどスカルノ：大統領にメッセージを送

り「われわれはあなたが健康を回復し，高度の義務を遂行されていることを知っ

て喜んでいます。われわれは大統領とインドネシア国民がインドネシア革命の崇

高な目標を実現するのに成功をおさめるよう望んでいます」と述べた。

vパキスタン，スカJL,ノに電報一一ジャカノレタ放送が伝えるととろによると，

アユブ・カーン ・ノミキスタン大統領とニエレレ’・タンザ、ニア大統領は，それぞれ

スカルノ大統領に電報を送り，スカノレノ大統領の無事を祝うとともに，同大統領

が今後もインドネシア国民を率いてその革命の目的を達成するようとの希望を表

明した。

v 米公館，国外退去始~一一不安定なインドネシア情勢に伴い，当地の米大使

館職員の妻子の国外退去が始っている。これについてグリ］ン・イ ンドネシア駐

在米大使は「国外退去は予防的な措置で，最近の特定の事件には関係がない」と

語り，過去2, 3ヵ月にわたって大使館員の在インドネシア妻子を減らしている
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ことを強調した。

12日 Vスカルノ・スパンドリオ会談一一スカノレノ大統領は，スバンドリオ第1副首

相と約1時間半にわたり話合った。

同日のジャカノレタ放送によると，との会談の後，スパンドリオ副首相はジャカ

ノレタ放送に対し， 2 人は来月アルジェで開かれる第 2 回アジア ・ アフリカ（A•

A）会議に関連した問題を話合ったと諮った。

2人はまた，インドネシアにおける最近の情勢が，世界各国へどのような反響

を与えたかも検討した。その際，スカノレノ大統領は諸外国がインドネシアの危機

につけこむことがないよう警告し 「危機はインドネシアを弱めず，かえってわれ

われの革命を強めるであろう」と諮ったと，スパンドYオ副首相は伝えている。

T PKI j(j議長宅襲わるーーーノレクマン共産党第1高lj議長と， ニョト第2副議長の

邸宅が約200人の回教徒に襲われた。回教徒たちは両氏の家具や持物を引きずり

出して焼いた。

，陸軍，武器を押収一一ジャカノレタ放送がタ亥rJ報じたところによると，インド

ネシア陸軍部隊は共産主義者の隠れ場所に手入れを行ない，何百という中国製軽

機関銃を押収した。

同放送によると，これらの武器は，ジャカルタ東方24キロのベカンで発見され

たものだが，発見された時期については明らかにされていない。

V大学など閉鎖一一夜のジャカノレタ放送によると，インドネシアの14の大学，

専門学校など高等教育機関は，同国の政治，寧事的危機のため一時閉鎖された。

同放送は，この閉鎖によって，さる 1日のジャカノレタでの親共産派のク」デタ

｝に学生が参加したことについて調査されることになると述べた。

，ラティフ大佐逮捕一一ジャカノレタ放送は12日，ワントン中佐の「革命評議会J

のもう 1人の指導者ラティフ大佐をさる 9日逮捕したと報じた。ラティフ大佐は

逮捕の際抵抗し，両j即を撃たれた。

〈クアラノレンプーノレ発のAP電によると，ラティフ大佐はジャカノレタの第5歩

兵連隊長で，ウントン中佐のクーデク一計画を支持した同連隊の90%はすでに投

降または逮捕されたといわれる。〉

V陸軍，スラパヤを支配一一ジャカノレタの軍事筋が諾ったととろによると，“9

月30日運動”に関係し，捕えられたー陸軍将校は取調ベに対し「クーデターは当

初11月20日に決行する予定だった。しかし，革命的な情勢になってきたので，時

期が早められたJと述べたの
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12日の陸軍機関紙は，政府軍は東部ジャワの首都スラパヤをいまや完全に支配

したと幸Rじた。

V中部ジャワ PKI分子，山に逃げ込む一一マレーシア放送によると，インドネ

シアの中部ジャワ地方では，一部武装した者を含む数千人の共産主義者が軍の追

及をのがれて山地へ逃げ込み，緊張が高まっているといわれる。

13日 ’青年共産党団体禁止一一ジャカノレタ放送は，インドネシアの二つの青年共産

主義者団体に対する解散および、活動停止命令を発表した。とれは，さきのクーデ

ター以来インドネシア政府が共産主義者に対して明らかにした公式的な最初の措

置である。

’反共デモーージャカノレタで約2000人の反共デモ隊が青年会館を襲い，備品や

窓ガラスを破壊，中庭でこわれた備品，書類を燃やした。

青年会館は大統領宮殿から90数メートノレのところにあり，共産系青年組織の本

部が置かれ，これまでデモの集合場所にもなるなど共産党の根城ともいえるもの

だった。

v スカルノ ， A•A 会議に出席か一一インドネシア駐在の斎藤大使は， スカノレ

ノ大統領と会見後，記者団に「スカノレノ大統領はアノレジェでの第2回アジア ・ア

フリカ（A・A）会議に予定通り出席するということだ。大統領は健康そうで，

クーデター前と同じく日常の政務をとっている」と語った。

vスカルノ，新共党設立考慮か一一政府高官は「スカルノ大統領は北京に傾い

ている現在の共産党に代って新しい共産党の設立を考えてヤる」と述べ，さらに

「インドネシアは中国との関係を再検討するかも知れないJと語った。

vスカルノ， PKI禁止を拒否一一アンタラ通信は， スパンドリオ第1副首相兼

外相の声明を報じたが，観測筋はこの声明はスカルノ大統領が共産党それ自体を

完全に禁止せよとする回教，キリスト教団体の要求を拒否するととを意味するも

のとみている。同大統領は12日，ジャカノレタの独立宮殿でスパンドリオ第1副首

相外相と会談， このあとスパンドリオ第1副首相はアンタラ通信に声明を発表し

た。

同第1副首相はこのなかで「スカルノ大統領は一般民衆への情報提供はナサコ

ム（民族主義，回教，共産主義の協力体制〉の構制の構成要素を公平に反映した

ものでなければならない。なぜなら，ナサコムこそインドネシア革命の基礎だか

らだ，と命じている。さらに同大統領は，もしナサコム構成要素の一つが違反を

犯したとしでも，とれをまっ殺してしまうべきではないと述べた」といわれる。
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Vウントン自白一一クーデター未遂事件の首謀者であるウントン中佐は“共産

主義同調者”であることを認めた。この告白は，数人の閣僚によって行われた査

問の際に述べたといわれる。

また，ウントン中佐は「9月30日運動」は最後には勝利をうるだろうと述べ，

クーデターは第一段階にすぎないとも述べた。

Vクーデター中国が画策（KS紙〉一一ジャカlレタの新開カリャ・パクティ紙は

「有力筋の情報によると，中国情報機関は10月1日のクーデターを背後で商策し

支援した。中国情報機関は反乱軍に大量の武器と豊富な資金を提供した」と報じ

た。ジャカノレタの新聞がこのように公然と中国を非難したのは初めてである。

ジャカルタの新聞は，クーデターが陸軍によって鎮圧されたあと，再び発行が

認められているが，いずれも陸軍の監督下にあるものとみられる。

14日 V軍，制圧を一時中止一一ジャカルタ放送によると，インドネシア最高作戦司

令部（KOTI）は，全軍に向けての指令の形で， 「9月30日運動」の参加分子に対

する制圧行動を一時中止するよう命令した。

間放送によると，この指令は「平和と秩序を維持し， 9月30日運動の調査を容

易にするために」行われたという。

VスハJI,ト少将陸相兼陸軍司令官に任命一一スカノレノ大統領は，記者会見でス

ハルト少将の陸相兼陸軍司令官任命を発表した。

vアイディ ・7ト，抵抗運動を指導か一一インドネシア軍機関紙は，アイジット

共産党中央委議長が中部ジャワでインドネシア陸軍に対する抵抗運動を指導して

いると報じた。

T KIAPM，ジャカルタで一一スカルノ大統領は，インドネシア情勢が同大統領

の掌握下にあることを全世界に印象づけるため， 「外国軍事基地の撤廃を要求す

る国際会議Jをパリ島でなくジャカノレタで開催するよう指令した。

この会議は当初，今月JO日にジャカノレタで挙行される予定だったが，政変のた

めに17日に延期され，しかも開催地をパリ島に移していた。

v陸軍，米へ特使派遣か一一消息筋によれば，陸軍は圏内の共産主義勢カを押

えるに当って，米国の援助を取付けるための特使を派遣した。この特使はインド

ネシア陸軍の戦略箪司令官スノリレト少将の命令を受けた大佐で，陸軍がこのよう

な形で特使を派遣したことは，スカノレノ大統領および反米・親中図的なスパンド

リオ第1副首相兼外相の政権に密着している人物を陸軍が信用していないことを

示すものとみられる。
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との特使が米国に要請しているのは，ジャワ島，スマトラ品－以外の多くの品を

制圧するために必要な通信7庖設である。

ワシントンで伝えられるところでは，インドネシア陸軍の申入れは障害にぶつ

かっており，特使はなにも約束を得ないで帰国するととになるとみられている。

米国務省は現在のところ，インドネシアの国内情勢について静観の態度をとって

いるからである。

’駐日大使声明一一ノリレソノ ・インドネシア駐日大使は“9.30運動”クーデタ

ー事件いらいのインドネシア園内情勢について戸明を発表，そのなかで，①クー

デタ｝事件後もナサコム（民族主義，同教，共産主義の協力体制〉などインドネ

シア本命の基本原則は変わっていない，②スカノレノ大統領の権威と影響カはクー

デタ一事件後いっそう強まっている一一ことなどを強調した。 l同大使の声明要旨

は次のとおり。

1. ス－カノレノ大統領は（クーデタ一事件における） 7将軍殺害を非難し，ウ

ントン前中佐が設置したいわゆる革命評議会を承認しなかった。9.30軍動は，

インドネシア革命が内部からも外部からも，また，左派によっても右派によっ

ても打倒されるととが不可能であることを円：ぴ証明した。

l. “9.30運動”はインドネシア革命の試練であり，インドネシア革命はこ

の試練を無傷で乗り切り，以前よりいっそう強固になり，その主要な敵である

ネコリム（新旧描民地主義，帝国主義〉にますます強く立ち向かうことができ

るようになった。

1. “9.30運動にもかかわらず，悶軍最高司令官およびインドネシア革命の

偉大な指導者としてのスカノレノ大統領の権威と影響力はいっそう強まり，イン

ドネシア国民がそれを喜んでいることは確かである。

’中国系大学焼打ち一一回教徒を中心とする右翼勢力の反共デモは，ついに反

華商デモ，反中国デモにまで発展した。 中国系のレス・ピュブリカ大学が焼打ち

され，付設の工業高校は破壊された。デモ隊は1万人以上に上り，さる8日のイ

ンドネシア共産党（PKI）本部焼打ちを，さらに数倍も上まわる大規模のデモだっ

た。大学構内に立てこもった中国入学生たちも反共デモ隊と撤底的に戦い，最後

には警戒の陸軍，警察軍の兵士たちがデモ隊倣IJに同調してlド国入学生たちを射揮

した。

〔V〕 10月15日以降の動き
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15日 T NUの反PKI決議一－NU党，その全下郁子邸設は，9.30事件連座のかどでPK.I

及び同党系翼下団体を解散させるべきとのNU中央委員会の要求の全面的支持を

表明した。

vス大統領主要閣僚と会談一一スカノレノ大統領は園内治安正常化について，ス

パンドリオ第1副首相，レイメナ第2副首相，スハノレト陸相，ウィラハディクス

マ・ジャカノレタ軍司令官ならびに主要閣僚・官僚とムノレデカ官で会談，スカルノ

は特に早急なる事態収拾と9.30事件の余波の防止を強制した。

T KOTI指令一－KOTIは全地方ドゥイコラ担当司令官に， 9.30事件に関連し

たとの明白な証拠のある政党と大衆＊J3.1織の活動を停止するよう教示した。

，ァ情報相ジャーナリストに警告一一 アクマディ情報相は，報道関係者に，積

極的な事態復旧ならびに反革命の防止に協力するよう要請，もし協力しないなら

ば，何らかの措置をとると示唆した。

v郵便労組停止される一一ヒダャット陸軍 ・郵便・電信電話相は，一時的に郵

便労働組合の全活動を停止させた。

v西ジャワからジャ力JL,タ市へ米の付加供給一一ジャカノレタ市は，西ジャワか

ら2500トンの米の追加供給を得ることになった。酉ジャワ知事によると，タンゲ

ラン（200トン〉，カラワン（1000トン〉，スパン（600トン〉， インドラマジュ （700

トン〉である。

16日 Vス将軍陸相に任命一一スノリレト少将，正式に陸相に任命された。同時に KO

TIの参謀総長にも任命された。

vス大統領KOTI開催一一スカルノ大統領KOTIを開催，出席者は，空軍司令

官を除く全司令官幹部メンパー。討議内容は， 9.30事件とマレーシア対決，なお

アイジット PKI議長の出欠は不明であった。

V議長，9.30事件を非難一一カノレタクイナタ下院議長は，9.30事件は反革命で

あり，議会は大統領を支持し革命の玉大護符を守る。又議員は事態復旧のために

軍に協力するようにと演説した。

v平和委員会活動停止一一インドネシア平和委員会ダヤット議長は，問委員会

を一時的に閉鎖する声明を行なった。同議長によれば、，委員会メンパーの85%は，

9.30事件に関係ある政党， 大衆団体に属している。

vスラパヤで、大衆デモーースラパヤで・大衆集会のあと，群衆がジャラン，ペン

ゲラの PKI事務所を焼払った。

v西ジャワで青年団体活動停止処分一一・西ジャワ青年戦線は9.30事件に直接・
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間接関連した7団体の一時的な活動停止を決定した。との7団体とは，ペムダ ・

ラヤャト， CGMI,DERHIMI, PPL IPPI, ・ベムダ・インドネシア，ゲノレミン

ドである。

’KIAPMA準備整う一一KIAPMA開催に先立ち，非公式会議で次の決定がな
された。

①インドネシアの国内問題は論ぜぬ，②インドネシア代表カタウィナタを会

議々長に任命，③ムシャワラ，ムカフットの精神で行う。

V武装部隊，中国大使館に乱入一一新華社電は， 「16日夕 6時すぎ，インドネ

シア武装部隊のー隊が中国大使館に乱入した」と報じた。

vアイジット逮捕？一一カノレタ ・パクティ（回教系紙〉とアピ（軍系紙〉はア

イジット PKJ議長は， 14日ジョグジャカノレタで会議中に逮捕されたと報じた。

17日 T PWI, 9.30事件を非難－PWI（インドネシア ・ジャーナリスト会議〉メダ

ジ支部行政委員会は議長，高I］議長，書記3人の活動を9.30事件関連のかどで業務

停止処分，又 PWIスラパヤ支部は9.30反革命を強く非難した。

Vス大統領 KIAPMAで演説一一スカノレノ大統領は KIAPMAで「20世紀は，

旧勢力が敗れ新勢力の勝利の時である。又ジブラノレタノレから沖縄に至る外国軍事

基地撤廃はわれわれの神聖な義務である。NEFOはその生命線を守る為力を結

集しなくてはならなU、Jと演説した。

’KIAPMAはムシャワラ，ムカファ ・yト精神で一一カノレタクイナタ KIAPM議
長，会議はじめに「KIAPMA は来るべき第 2回A • A会議とコネフォの基礎ゆ

え大変重要である：＞ KIAPMAは多数決によって決めるのではなく，ムシャワラ

（話し合い）とムカファット〈同意〉に基いて行われなくてはならないJと演設

した。

V学生デモ， PKIを非難一一約3万人の学生が9.30事件粉砕学生連合の支持下

でデ、モを行った。間デモは現在の学生組織の解散要求，PKI及び翼下団体の禁止，

9.30事件支持のハリアン・ラヤット等の新聞の発刊停止をスカノレノ大統領に要請

した。

18日 Vス大統領に忠誠を一一第8空軍地方司令官アディサプトロはサレー空港で

AURI （インドネシア空軍〉のメムパーを前に，スカルノ大統領によってとられ

るすべての決定に忠実であることを強調した。

Vス国防相要望一一一スノリレト新国防調整相は国民に，各自の仕事を遂行し，ス

カルノ大統領に服し，反革命を一掃し，インドネシア革命を推進することを要望
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したo

v東ジャワで反 PKIデモ瀕発一一アンタラによると，この教日間，東ジャワの

ジェンベノレ，ボンドウォソ，、ンイトウボンドで反PKIデモが瀕発している。

v反PKI活動一一ー西ジャワ KIAPMA委員会は， PKI，パルテインド分子を問

委員会から追放した。

VジャカJl,タ議会，9.30事件を非難一一大ジャカノレ夕立法議会は， 9.30事件の

指導者と革命評議会をはげしく非難し，四軍に事態、復旧の為の協力を表明した。

vス大統領演説一一スカルノ大統領は22名の空軍士官学校の新卒者を前に「革

命の玉大護符を守り，他のイデオロギーにそまるな。インドネシア革命には自に

見えるものと見えないものがあり，後者の方が危険であるJと演説した。

, 9.30事件は反革命一一ユドデイノリレジョ監察長官は「9.30事件は，明らかに

クーデターでああ反革命である。それはパンチシラを危険に陥入れる政治的冒

険であるJと言明した。

V力トリック青年団，軍へ忠誓一一カトリック青年間，カトリック学生連盟中

央委員会は，軍への協力を決定し，スノリレト国防調整相の9.30事件根絶方針に賛

意を表した。

V外交副委員長声明一一ジシティン議会外交委員会副議長はアンタラへの声明

の中で9.30事件の根絶を強調，文同事件はインドネシアの外交政策を変えるもの

でないととを表明した。

vス大統領に服従せよ一一アクマディ情報相は，同省官吏にスカノレノ大統領の

インドネシア革命路線〈草命の五大護符〉に従うよう強調した。

’各省PKI系組合を禁止一一各省ともSOBSI，同系組合の活動

, PKIは部分的一時的禁止一一 ジャカノレタ放送によると，PKIはジャカノレタと

その周辺地区で禁止された旨発表。 文この措置は一時的なものに終るかもしれぬ

と報ぜられている。尚この放送は PKIが， 9.30事件に関係している旨を初めて

公式に委関したものである。

, PKI禁止を布告一一シンガポ｝ノレのジャカノレタ放送によると，軍当局はPKI,

翼下団体の一部を禁止した。 これはハディスカモ少将により発表きれた。文開放

送は BTI，プムダ・ラヤット，ゲルワニ， SOBSIなどの名をあげ，同司令官が

fこれらの団体の指導者は5日以内に陸軍，警察当局へ出頭せよJと命じたこと

を伝えた。

vパ空相演説一一ノミノレトノ空宇目は従業員を前に「インドネシアの統ーを守るた
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めに革命の路線からはなれた者を正すことが必要，又各々その義務を遂行するな

ら，革命のゴールは実現されよう」と演説した。

V鉱業相ヨーロ・7パへ一一スカルノ大統領命で、アノレムナント鉱業相はヨーロッ

パ訪問旅行へ出発（蘭，東独，仏，チェコ〉。鉱業協力が目的である。

, 9.30事件関係者逮捕一一9.30事件首謀者の一人ムリジョノは，ボジョラリで

中ジャワ保安隊に逮捕された。

19日 Vスハルト任命祝一一PERSAMI（回教大学卒業生述盟〉は，スノリレトの国防

調整相任命をスカノレノ大統領に感謝し，又PKI,その翼下団体の解散要求を行っ

た。

，南力リマンタンで反 PKI運動一一反・反革命司令部の支持の下で，南カリマ

ンタンの105の政党，大衆団体は， PKI及びその翼下団体，ならびに9.30事件と

関連した個人に厳罰を与えることをスカルノ大統領に要請した。

T KOTI事務局長談一一スチプト KOTI事務局長は， 「スカルノ大統領は1964年

4月12日に PKI幹部にインドネシアの現行法，秩序を守るように，さもなくば，

PKIを解散させると警告したことがある」と言明した。

vアチェ付近で PKI党員逮捕一一・中部ジャワ PKIの指令で 6月からロ〕．ス

マウェにいた2名の PKI党員が北スマトラとアチェの境で警戒中の住民により

逮捕された。

Vマディウムで政治活動禁止一一マディウム軍司令部は一時的にマデ、ィワムで

の全政治活動を禁止した。

T PKI系紙処分一一南カリマニタン地方ドウィコラ執行担当司令官はPKI系の

グロラ ・ト リサクティ紙を発禁処分にした。

v反 PKI指令ーーウイラハディクスマ大ジャカノレタ軍司令官は， 9.30事件を軍

内部の事件とするのは馬鹿げていると言明した。又PKI，その翼下団体の一時的

停止を命令した。それら団体は，プムダ ・ラヤャト，ゲノレワニ， CGMJ,PERHI 

MI, IPPI, HSIである。

'f GBP声明ーーウイラハデ、イクスマ大ジャカノレタ軍石j令官命令は，戦時行政の

名において成されたが，又9.30事件に関連した，あるいはしたと思われる諸政党

の幹部は，地方警察，軍当局に屈け出るよう要求した。

サノレプムシ問教徒労働組合組織に属する GBP（銀行労働組合〉は， 9.30事件関

連の指導者の全預貯金を凍結し，これを国家の下におくべきこと，更に GBPは

回教徒党のPKI，その翼下団体解散案を十分に支援すると声明，これはアトマウ
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ィジャ議長によ りなされた。

T KIAPMAで日本代表演説一－KIAPMAで日本代表平野義太郎は 「米帝はア

ジアと全世界共通の敵である」と演説した。

v議会冨IJ議長9.30事件を非難一一国務大臣兼議会副議長ジャイテュは， 9.30事

件は外国の政党に指揮された外国の協力の下で行われたものであると主張した。

V食糧委員会会議開催一一レイメナ第3副首相は食糧委員会々議を開催。アチ

ェ，ラムパン，西ジャワ，中ジャワ，東ジャワ，小スンダ，南スラワェシの8知

事と諸地域の食糧事情について諮り，文それぞれの現情報告書提出を求めた。

v東ジャワで大衆集会一一東ジャワの67の政党p 大衆団体を代表する数万人の

大衆集会が開かれ， 9.30事件に関連のPKI，その翼下団体の禁止を要求，又軍に

インドネシア革命，国民，大統領＼ナスチオン国防相を混乱から守るよう表明し

た（PNI,NU, PSII，カトリック党など〉。

v南力リマンタン住民に平静要望一一マクムッ！ご南カリマンタン軍司令官は｛主

民に平静と秩序を維持するため当局に協力し， 9.30事件分子の活動に決意を払え

と警告した。

Vメダン焼打ち一一北スマトラ， メダンのPKI事務所が群衆によって焼打ち

された。

T PKI員の政府機関勤務を禁止一一北スマ トラ軍管区司令官ダリアトモはPKI,

その翼下団体のメンパーは同地域の一切の政府機関で働くことを一時的に禁止す

るとの命令をそだした。

v西ジャワで8大学閉鎖一一教育省は9.30事件に関連のあった西ジャワのバン

ドン6，チレボンー，ボゴーノレーの8国立大学を閉鎖させた。

v青年戦線7団体西ジャワで停止一一西ジャワ青年戦線は共産勢力浸透の強い

共産系7団体の活動を停止した。

vインドネシア閣議，対中打解を協議一一スカノレノ大統領‘は閣議で中間関係を

打解する方法を協議。サレー第3副首相は閣議後， 「クーデター失敗に伴う混乱

が両国間の誤解をうんだJと語った。

T PKI地方で再編成一一陸軍当局は， 9.30事件支持者・としてジー1’カノレタ市内で、

1334人が逮捕されたと発表した。

20日 þÿ%¼ÿ!0ûA会議は予定通り一一スカノレノ大統領と駐インドネシア ・アノレジェりア

大使との会談でA • A会議は予定通り開催することが決定された（10月 28 日閣僚

会議11月5日首脳会議〉。
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Vサレ一公式声明ーーサレー第3副首相，北鮮，中共から帰国して以来始めて

の公式声明を行い 「人民は9.30反革命の政治的解決をスカノレノ大統領に一任。更

にネコリム警戒と北京，平譲，プノンペン，ジャカルタ反帝軸重要’性を強調。帝

国主義の戦術はインドネシアを友国から引き離すととであるjと述べた。

vカトリ .. ，ク学生スカJ［；ノ支持一一インドネシア ・カトリック学生連盟のジャ

カノレタ支部は，軍行政による PKI，その翼下団体の活動の一時的停止を支持し，

同時にスカルノ大統にその解散を求めた。

’シリワンギ司令官演説一一西ジャワシリワンギ第6軍区司令官アドジィは，

住民に対して「反革命の監視，反革命の毒からのかれるように努力せよ。インド

ネシア革命は神に祝福された方法をとるならばきっと勝利するだろう」と演説し

た。

'f KOTI開4世一一スカルノ大統領はKOTIを開催， 9.30事件後の諸問題，マレ

ーシア対決について討議，決定は下されなかった。

’ス大統領，政府首脳と会談一一スカノレノ大統領は3人の副首相，若干の閣僚

と園内治安を論ずる。マクマデ、ィ情報相によると3 会談では，秩序回復のための

各分野での方法，又外交問題で、は反帝枢軸についてがその内容であった。

VマジャレンガでPKI解散一一マジャレンガ市でPKI，その翼下団体の地区委

員会のメンパー 〈パノレタスアンダ，スブ。ジトゥ等〉は同地区の PKI党細胞を解

散し， PKIを脱すると宣言した。

vイスラム青年反共集会一一約10万のイスラム脊年〈代表はNU，回教徒労働

若連合，回教徒農民連合〉はPKI，その翼下団体の解散を要求しつつ， KIAPMA

の支持，政府の中共への警告要求を決議した。

V経済計画MPRS決議1965No・6一一スハルト国家開発計岡大臣はスカルノ大

統領に経済計画を提出，これは MPRS決議1965No. 6とよばれるo

vポゴールで反共テoモーーボゴール住民は9.30事件に遺憾の意を表明し，デモ

隊は PKI系のゲドゥング・ペ／レテムアン ・ラクヤットに侵入し焼払った。

v反中共の青年デモ一一5万人の青年デモ隊がスカノレノ支持を表明すると共

に，中共の園内干渉を断固として処理すべきこと。 中共は最近のラジオ放送によ

るインドネシア非難やPKIへの援助をやめるべきことを要求し， もしそれが続

くなら，我々は中共との関係を断ち，インドネシアにある全中国資本を接収する

だろうとの決議を採択した。

vアブダルガニ大臣海外青年へ要望一一アブダ、／レガニ総括相は海外にいるイン
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ドネシア青年に対して，母国が現在おかれている情況を忘れぬよう要請した。

v陸軍が新聞電報を検閲ーーヅャカノレタの軍司令部はインドネシアからの新聞

電報をすべて検関し始めた。これは独立以来初めてである。

' 1万人の反共集会一－KIAPMAに呼応してジャカノレタでNUの大衆集会が

関かれ， 1万人が参加。演説者はこぞって PKIの解報を要求した。

T PKI 西ジャワ地区解散一一PKIの西ジャワ地区委員会とその大衆機関のメン

ノξーは，同委員会と同機関を脱退，その解散を宣言した。

21目 'f KIAPMA 終~一一会議は55ヵ国からの代表と AAJA (A・ Aジャーナリスト

連盟〉などの国際団体の出席のもとで行なわれた。閉会式で、カノレタグイナダ議長

は「会は大成功であり，そして会議は始まったばかりで歴史と共に進展するもの

である。我々の仕事は帝国主義の生命線を死線に変えることである」との演説を

行った。会議で採択された議事目録は，（a）帝国主義，植民地主義，新植民地主義

反対の現段階での反軍事基地闘争についての意見の交換，（b）外国軍事基地撤廃の

速やかな履行，闘争のための手段と方法ならびに低開発諸国の自由な進歩的，平

和的な成長，（c）世界の特殊地域における帝国主義，植民地主義，新植民地主義に

対する闘争強化の手段と方法である。

T 9.30事件絶滅要求運動一一9.30絶滅連合（ND,PSII，カトノリク党，パノレ

テインド， IPKIなどの政党団体可び諸々の大衆団体から成る〉は9.30事件に対

する闘いを強化する一方，人種主義的行為から身を引くよう大衆団体，職能グノレ

ープに訴えた。

’反9.30事件宗教団体行動一一9.30事件紛砕宗教者行動司令部はボゴールでの

大衆集会でスカノレノ大統領に忠誠を誓うと共に， PKI旗とアイジット肖像を焼払

った。又新PKIを作るいかなる努力も拒否し，正しい路線にそってインドネシ

ア国家を守る用意があると言明した。

，コーヒー生産回復一一国有コーヒ｝ ．プランテーション第6支部のムスタジ

ャブ支配人によれば，その生産は9.30事件で一時停滞したが，それ以降漸次回復

していると述べた。

T KOTI開催一一スカノレノ大統領 KOT！を開催。 ドクィコラ関係者と国民に対

して命令が発せられた。前者は革命の持久性の完遂と安全のために全可能性を動

員するとと，後者は革命の五大護符に基き，分裂をやめ統一を維持することであ

るo

T PKIは9.30事件に関連一一一PNI執行委員会と PNI人民組織のリーダーは共同
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声明の中で， PKIと翼下団体が9.30事件に関連したとの明白な証拠があると声

明。 ．これはサストロアミジョヨ議長とスラクマン事務局長により発せられた。

v南スラウェシで集会禁止令一一南及び南東スラウェシ第14軍地方司令部は同

地区での集合を禁止する命令を出した。又ドウィコラ執行部の許可なしにはデモ

も禁止となる。又許可なしに24時から 5時まで村落や公道での人民集会を禁じ

た。これは18日より発効した。

22日 l NU，軍を支持一－NUの高，ll事務局長H ・ジャムベックはいくつかの軍当局に

よる PKI及び翼下団体の活動を停止させる努力に十分なる支持を与えた。それ

は9.30事件との関連上，適切で必要なものであるとした。

V国民経済の円滑化一一ジュドディハノレジョ警察司令官とスニノレト陸相は．スカ

ノレノ大統領に報告，との中で，警察と陸軍は他の軍機関と協力して国民経済をす

みやかに運行するため，運輸の安全を保証するための警戒をしている。これは特

に，ジャカルタ及びその周辺，中央ジャワで厳重である。

l PKI関係者改宗一一数万人のPKI翼下団体員が所属団体を脱け， 9.30事件分

子をつぶすため軍に協力することを表明した。

，酉ジャワ司令官声明一一9.30事件を粉砕するには，事件に関連した党，団体

の解散だけでは不十分，活動の全萌芽を摘みとらねばならない。

23日 V民族偏見主義をすてよ，ドウィコラ地方軍司令官談一一パンジヤンマシン地

方のドウィコラ実行地方軍司令官A・ マクムッドは9.30：事件は政治事件であり，

民族問題ではないことを強調，更に，民族偏見主美はネコリムを益するだけであ

り，団結の必要を同地方住民に訴えた。

vスラパヤで・反9.30事件行動一一スラパヤの9.30事件、絶滅行動連合は，内相あ

て9.30事件を支持した各地方責任者の辞職を促す声明を送った。

v北スマトラで共産主義者逮捕一一北スマトラのパタンセランガンで61人の共

産主義者が陸軍により逮捕された。

曹ス陸相，通信網管理を指令一一スハノレト陸相はスフノレジ三ノ陸運通信本部長

に対し，治安と秩序を保るため，国内のすべての電信 ・電話網及びジャカノレタ放

送の技術施設を管轄するよう指令した。

V殺害7将軍の後任決定一一スノリレト陸相は9.30事件で殺害された7将軍の後

任を任命したく第1陸軍次官ムノレシド少将，同第2次官ノ守ンガベアン少将らし

, NU声明一一NUのスディピョ事務局長は，政府は9.30事件関連分子による

サボ行為から生活必需品の生産と分配を守るように要請した。
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V海軍司令官演説一一ジャカノレタでマノレタディナタ海軍司令官は，・9.30事件は

外部からの支援を得た内部からのインドネシア共和国をつぶす企てである。又海

軍は革命の遂行を助けると言明した。

v西ジャワ PKI系団体追除一一西ジャワ NFは事件後の平静をやめるため，一

時的に PKI翼下団体を追除することを決定。

V米価は下り気味一一ユスフ貿易相は， 9.30事件以来一部の者の買上げにより

米価は上ったが，今は下り気味であると述べた。

VジョゲのPKI系団体接収一一ジョグジャカノレタのPKI，翼下団体の事務所は

政府により接収された。

Vス大統領演説一一スカノレノ大統領はムノレデカ宮での地方長官，軍幹部との会

談で，反共，反中共デモをやめよと警告，スパン ドリオ外相も同趣旨の演説を行

なった

24日 T SOBSI活動停止一一23日のスカノレノ大統領警告直後に，政府は多数の党員が

いる SOBSI活動を禁止した。

T PKI議員資格停止一一マレーシア放送は，インドネシア国会のPKI党全議員

が資格を停止されたと報じた。カノレタワイナタ議長は，この決定はジャカノレタ地

区軍当局の命令に応じるために下されたとのベた。

v南スマトラでPKI系団体一時禁止一一南スマトラのPKI,翼下団体は一時的

に禁止された。

V中ジャワで反中国運動一一中ジャワのスマランで，回教徒を中心と した群衆

が中国入所存の建物を焼払った（メルボノレン放送〉。

v船舶会議決議一一アンタラ東京発によると，インドネシア，ヨーロッパを運

行している外国船会社は，インドネシアの40%はインドネシアの船でという要求

に同意した。これは最近東京で開かれた船舶会議で合意に達したものである。

25日 T PWI, 9.30事件関係者を処分一一インドネシア ・ジャーナリス会議（PWI)

ジャカ／レタ支部は， 一時的に更に77人のメンバーを休職させることを決定。これ

らは9.30事件以来禁止させられていたワノレタ ・パクティなどの編集者や記者であ

る。先週間支部で、は既にρ リアン・ラヤット関係者はじめ40人を休ませるととを

決定した。又ベスキ，ジョグジャカノレタなどでも同様の措置がとられた。

Vナ国防相，PKI禁止要求一一ナスチオン国防調整相は軍司令部で， 9.30事件

は何年間も綿密に準備されたものだと言明，更に大統領にPKIの全面的禁止を

強く要求した。
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v北セレベスのPKI関係者は出頭一一北セレベス軍司令官は，PKI，その翼下

団体に所属するものは当局に出頭するよう命令した。

, 9.30事件関係団体リスト一一アンタラ通信は，9.30事件に関連した138のPKI

系団体を発表した。 PKI,SOBSI他。

’革命の五犬護符を守れ一一中ジャワ第四響察区警察委員長マルポロは，住民

に革命の五大護符に基づいて全進歩的勢力の統ーを強めるよう強調した。

vア情報相談一一アクマディ情報相，フランス国営放送の代表との会見で，9.30

事件をクーデターと非難し，インドネシアの将来はスカルノ大統領の指揮と命令

を待っていると述べた。

vス大統領要望一一スカノレノ大統領は21日に出した種族主義，反乱，復讐のよ

うな破壊活動禁止令をすみやかに履行するよう地方当局へ要求した。又現情はネ

コリムに利用される。従って，革命の五大護符を支持するよう広く訴えた。

26日 V重要企業のス卜禁止一一西ジャワの地方ドウィコラ執行行政官は，重要私企

業のス トライキを禁止した。

T Pe川，PKI分子を追放一一Perti回教徒執行委員会は，党から PKI，同翼下団

体の分子追放を強化。報（アンタラ〉によると，アプパス議長は更迭され，代り

にA・ワヒドが後継者となる模様である。

Vジャカルタで反共デモ一一一50の政党，大衆団体よりなる約10万人のデモがジ

ャカノレタのタマン・スラパティで行なわれた。デモ隊は9.30事件に関連した者の

国家機関からの追放，PKIの禁止を要求しつつ， 外務省，内務省へ向った。

VジャカJI,タで通信手段が軍の下におかれる一一ジャカノレタ市内の次の場所で、

通信手段が一時的にジャカノレタ軍司令部の監視の下におかれた。

①国営郵便電信会社，②石油会社，③航空会社，②電気・ガス会社，⑤新聞・

通信社，⑥国営会社，国営貿易会社所有の他部門。

この監視はジャカノレタ軍司令部電信部によりなされる。

T SOBSI系組合停止一一サノレジョノ社会問題相は，SOBSI翼下の社会労働組合

の全活動を停止する命令を発した。

Vジョゲジャカルタで・戦時宣言一一スノレヨスンベヌ旅団長 ・中央ジャワ軍司令

官は，中央ジャワとジョクやジャカノレタの自治地区で戦時状態を宣告した。この日

から，午後5時半から午前5時半までの消灯時間が当該地域に適用される。

T PKI系団体の文書押収一一輩，各部隊は，スラバヤ各所でSOBSI,HSI,ペ

ムダ・ラカット関係の重要書類多数を押収した。
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vス大統領，中国大使と会談一一スカノレノ大統領は9.30事件後はじめて，挑仲

明駐インドネシア中国大使と非公式に会談，内容は不明である。

vス外相の解任要求一一ジャカノレタの回教徒数千人は外務省にデモをし，スパ

ンドリオ外相の解任を要求，同時に PKI解党と米価引下げを要求した。

27日 Vザレー演説一一ーサレー第3fillj首相はシルク会社従業員の前で，会社をもりあ

げることは織物工業を助けることであり，国民に適十分な衣料供給を可能にする

ことであり，更に国が自立することにも助けとなると述べた。

V砂糖関係会社から9.30事件関連者の追放要求一一砂糖会社労働者の執行委員

会は， 9.30事件関係者， SOBSIメンパーを砂糖関係事業所から追放することを

要求した。

V陸軍・ PKIが衝突一一陸軍の発表によると， 中ジャワのプランナパンで陸軍

部隊は共産勢力と衝突し，50人の共産主義者青年を殺害した。

vス内相命令一一スマノレノ内相は，ジャカノレタ特別区での地方政府労働組合，

そのメンバーが9.30事件に関係しているとみられる全活動の一時的停止を宣言

した。

vス陸相，各部隊に要請一一スハノレト陸軍司令官はデ、ィポネゴロ師団の各部隊

に，本来の革命路線に復帰するよう要求した。又9.30事件はパンチシラに基づい

た，民族革命とスカルノ大統領と人民の引離しを企てたものであり，こうした企

ては狩りとられねばならぬと警告した。

vス大統領声明一一スカノレノ大統領，予定通り航空産業を続けるようにとコペ

ラピッフ。航空産〈業発展実行本部〉に教示した。

V戒厳令宣言一一中ジャワの軍当局は，反中国感情，デモ“放火”突発に対処

するため，戒厳令を宣言，スラカノレタ地区に午後5時半から午前5時半まで，ス

マラン地区に午後11時から午前4時半までの外出禁止令を出した。

28日 T SOMAL, 9 .30事件を非難一一SOMAL（インドネシア学生連合事務局〉は，

9.30事件を非難する声明をだした。これはバンドン，スラパヤ，ボゴーノレ，ジャ

カノレタの各学生組織に支持されている。

V反9.30事件声明一一国民戦線事務局長スディピョは，9.30反革命事件は罪深

いものであり，処罰されねばならなぬ。又これを粉砕するために人民は一致して

草命の父，大統領スカルノに従わねばならぬと明言した。

T NU党，ス大統領，ナ国防相を支持一一回教徒党中央委員会はワイッド議長

の署名で声明を発し，事態復旧のためスカノレノ大統領，ナスチオン国防調整相に
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よりとられる措置を支持する用意があると述べた。

’ス大統領，首脳陣と会談一一スカノレノ大統領は軍，政府最高首脳と会談し，

中ジャワでの暴動と対中国関係について討議した。

’ス大統領p 7政党指導者と会談一一スカノレノ大統領は彼の革命遂行を支援す

る7政党の指導者逮と会談（PNI,NU，キジスト教党，カトリック教党， IPKI,

PSII，ノ勺レチンド），席上スカノレノは， 9.30事件の政治的解決を可能にする環境

と平穏を作り出すことが必要であり， 9.30事件はインドネシア革命の一環として

の政治的事件であることを強調，又，もし今後右旋回すれば9.30事件以上の災厄

を招くだろうと述べ，政党指導者に国家と草命の安全のために一致協力して努力

するよう要請した。更にインドネシア革命の理念をくり返し強調した。

Vス大統領，首脳陣と会見一一スカルノ大統領は，当面の国内・国際情勢を討

議するため， 3人の副首相，陸・空軍最高司令官，ジャカルタ地区第5軍司令官

と会談した。

V海軍情報官明一一スティプト海軍情報担当官は，西ジャワ近、海に外国艦隊が

いるとの最－近の新聞報道を否定した。

V外務省スポークスマン，9.30事件を非難一一ハノレソノ外務省スポークスマン

は，外務省ははっきりと事件を非難してきたし，外交政策をスカノレノ路線に忠実

に行なってきたと言明した。

29日 T KOTOE司令官ヨーロッパへー－KOTOE最高司令官スケンドロは， 自立更

生促進の経済使節団団長としてA・A，ヨーロッパの数ヵ国視察旅行に出発した。

，ジャカノレタ第5軍区司令官はインドネシア移民局をその指揮下においた。と

れは9.30事件鎮圧の一環として行われたものである。

v革命の正しい路線をア情報相警告一一アクマデ、ィ情報相は人民に，スカノレノ

大統領によって指導される革命の正しい路線からはなれ， 9.30事件のように極左

にいったり，ネコリムが望んでいるように極右にいったりすることのないように

警告した。これは“青年の誓いの日”の儀式で行なわれた。

v公共関係相，ス大統領に報告一一スカノレノ大統領は，アブダノレガニ公共関係

調整相から，現下の国内，国際情況一般に関する報告を受けた。

, 1000人以上がPKI系団体を脱退ーーすでに1000人以上のPKI，翼下団体のメ

ンパーが所属団体から脱退したとアンタラは報じた。彼らはスカノレノ大統領に忠

誠を誓い， 9.30事件を非難している。

' 7政党，ス大統領に共同声明一一スカノレノ大統領支援の7政党は共同芦明を
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だし「大統領がクーデター後の情勢を正義感，国家，革命，神に対する責任感に

基いて解決するものと信じている」旨述べた。

vス大統領， 7政党声明に満足一一スカルノ大統領は7政党の共同声明に満足

の意を表し，最も重要なことはわれわれの革命の安全を守ることであり，それは

インドネシア社会主義に基くものであり，右よりであってはならないと表明した。

，ス大統領，軍に治安要請一一スカノレノ大統領はKOTI会議でインドネシア

全土に治安を確立し，平和と秩序を維持するよう全軍に指令した。これはKOTI

参謀総長のスハノレト陸相に伝えられた。

v教育界からも共産主義者追放一一タユブ高等教育相は教育界で働くすべての

共産主義者を追放した。との追放命令は，文部省の大学および高等教育施設の学

長，学部長に適用された。

30日 Vサレー副首相演説ー←サレー第3高lj首相は，国民戦線本部前で「インドネシ

ア社会主義は外国のまねもので、あってはならない。又ネコリムに対して十分警戒

するように」と演説した。これは自立更生委員会の席上なされた。

V空軍ス大統領に忠誠一一空軍司令官へラムパンミ代表とする空軍の指導者・は

9.30事件解決のための大統領の措置に忠義を払う旨，大統領に伝えた。

vスブJl,.ト将軍談一一スブ、ノレト陸軍中央情報局司令官は，反革命分子は，軍と

人民により制圧されていると“青年の誓いの日”の記念式で語った。

，ァブダルガ二声明一一アプダノレガニ総括相は革命精神普及諮問会議で， 「わ

れわれはパンチシラに基づく革命路線からはなれではならない。これは進歩的路

線であり，これをはづれて右旋回しではならぬ。安定した政治のためにはスカル

ノ大統領に負う所が大であるJと述べた。

V労組禁止令一一スカノレノ内相は9.30事件に関連したとみられるSEPDA(Re-

gional Administration労組）と PPDI(Indonesian Village Authorities労組）の

全活動を全国で一時的に禁止することを決定した。それと同時に， 1週間以内に

各支部の指導者は当局に出頭するよう命じた。

V経済機動部隊を設置一一国民戦線は中央政府，各地の軍，政治当局を補佐す

る目的で「経済機動部隊Jの設置を決めた。これは各地域毎に設けられたが，こ

の目的は生産物の流通，とくに食糧の！順調な設置をはかるための措置である。

V義勇軍創設命令一一軍発表によると，スカノレノ大統領は「インドネシア義勇

軍」の創設を命令した。これはマレーシア対決のために名のりでた2100万人の義

勇兵志願者を組織化するものである。
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資料

I 残酷な屠殺

Angkatan Bersendjata 10月5日解説

いわゆる9.30運動と呼ばれる反革分子どもは，残酷にも陸軍の将官たちの命をうば

った。かかる殺人行為が人聞に対して，特に革命に対しつねに忠実であり功績のあっ

たインドネシアの英雄に対して行なわれるのを許してはならない。我々は残酷という

言葉を使った。なぜなら，早朝誘拐され連行・されて暴行され， 銃撃されて殺されたか

らであり，さらには，古井戸に頭を下に足を上にして， さながら積木のようにつみ積

ねられていたからである。

ことで重要なととは， とれらの死体が遺棄されていた場所が，ゲ、／レワニ，プムダ・

ラヤットの野営地に近接していたというととである。また， 6人の将軍と 1人の士官

に対する残酷な殺害が，グルワニP プムダ・ラヤットが上記の場所に野営している最

中に行なわれたことである。プムダ・ラヤットのの態度や声明をみると，かれらが全

面的に9.30運動の反革命分子を支持していることは明らかである。これら共産党の団

体が， かれらの．テントからわずか数メートノレはなれたところで、起った事件を知らなか

ったなどということはどうしても信じられないことだ。また，素直な頭で考えれば，

共産党が知らなかったというととも信じられないことである。

我々は7人の死体が古井戸から引上げられた直後， そこでスハルト少将が言った言

葉を引用しよう。 「諸君はとの井戸の周辺が空軍およひeフ。ムダ・ラヤット， ゲ、ノレワニ

によって実施されている男女義勇軍の訓練場となっているととを知っているだろう。

そしてかれらは基地防衛の訓練を行っているのかも知れないが， そこで逮捕された1

人のゲノレワニ加盟員は，中部ジャワから来たことを自白しているJ。

したがって，上記7人の殺害事件は明らかに当地のプムダ ・ラヤット， ゲノレワニの

活動と関係がある。我々はこの残酷な殺人が行なわれるわずか2日前にアイディット

が行った演説をいまだ記憶している。かれは，もし HMIを粉砕できなければ，ズボ

ンをぬいいでスカートに替えよと言っている。このアイデ、イツトの指令は，もちろん

共産党諸組織の全活動に対して行なわれたものである。

したがって，我々は上記の残酷な行為，蕃行を非難する。これは48年のマディウン

におけるムYーの共産党事件と同様な残酷行為であり，蕃行である。 9.30運動の反革
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命分子によって生ぜしめられた事件の意味を自覚することは，我々全部にかせられた

責任である。なぜなら，それは国家，民族，宗教，パンチャシラとマニポルにもとづ

くインドネシア社会の秩序を撹乱するものだからである。

我々は革命の大指導者に対する献身の態度をさらに自覚し，革命の5大護符に奉仕

しなければならない。行動の統ーと主義の戦闘性を高めよう。神が我々と共にありま

すように。パンチャシラ，プンカノレノ万才。

E ワこ の穴屠殺場

Angkatan Bersendjata紙社説

悲しむべき事件が，現在マレーシア新植民地に対して対決最中にあるインドネシア

民族を襲った。 9.30事件は事実が物語るように，反革命であるととは明白である。そ

れは文明と人間性に対する障害であり，明らかにパンチャシラを破壊するものである。

神を信ずるインドネシア民族はこの事件をそのままに見過すととはできない。

10月1日午前6時から11時までの問に，ハリム空港（ワニの穴〉で行なわれた人間

性を絶する暴力行為は計画的な裏切り行為であり， 国家，民族，特にスカルノ大統領

に対して行なわれた裏切り行為である。また，スカノレノ大統領自身が当地から 3キロ

ほどのところでヤく，スプラプト，パノレマン，ノVレヨ，ストヨ， ノぞンジャイタン，テ

ンデアンの命をうばった屠殺行為が行なわれたことを知らなかったからにはなおさら

そうである。

国民と兵士は悲しんで、いる。なぜなら，かれらはネコリム粉砕の主勢力であったし，

革命の諸任務において大統領の助言者であったからである。現在インドネシアは悲し

みと心配におおわれている。背後からの剣先がネコリムを利し，闘争するインドネシ

ア国民を傷つけているのである。陸軍だけでなく，インドネシア民族全体が骨の髄に

こたえるような痛みを感じている。野蕃で血に飢えた9.30反革命の裏切り者は，愛国

者の命をうばった。スカルノ大統領が，この事件はのろわれるべきだと考えているの

は正しいことである。大統領は7人の革命的愛国者に，真の意味における革命の英雄

の位階を授けた。

願わくんば，神がこれら革命の英雄逮に対して， その誤まちと罪を許されんことを

祈る。そして，その霊魂が慈悲深い神に受け入れられんことを祈る。

匝反革命を粉砕 せ よ

D. M.紙社説 10月7日
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我々が1945年8月17日に独立を宣言した共和国は， いいままでしばしば反革命分子

によって裏切られてきた。今度のものは，いわゆる9.30運動である。この反革命運動

は共和国を背後から刺したばかりでなく， 高級将校に極めて残酷なテロを行ない，か

れらのいうところの“革命評議会”を組織し， 故意にブンカノレノによる革命の指導か

ら逸脱した。

公的声明あるいは諸事実から推せば， プムダ・ラヤットおよびソプシが非合法的に

武器を保持し，また，非合法的に配っていることは明らかである。また，共産党の機

関紙ノ、リアン・ラヤットははっきりと，いわゆる9.30運動に味方している。このこと

はかれらが反革命である9.30運動を認めていることを物語っている。反革命運動を支

持し承認することは，反革命行為以外の何ものでもない。

ナフダトウーノレ・ウラマが断固として9.30運動を支持し，援助する共産党， 大衆団

体および新聞を解散， 発行停止するよう大統領に要請した理由ははっきりしている。

つまり， かれらが反革命運動に支持と援助を与えたととにもとづいているのである。

“すべてのイスラム信仰者は断国大統領の背後に立ち，我々が血と涙で建設した共

和国を護孔革命と革命の五大護符を譲り，公正にして繁栄せる的会の建設に向って

闘争を続け，あらゆるネコリムの蕃行に立ちむかい，真理をまもり虚偽をしりぞけ，

人民苦難の宣言を充足させるために闘い， 4軍による9.30運動の粉する崇高な任務を

援助し，この正しい闘いがいつも神の加護を与えられるようアラーに祈・ろう”。

N 9.30事件が反革命的冒険家の行為であるとはもはや明白である

Pelopor紙社説 10月7日

9.30運動の冒険的行動を誰が手助けしたかはもはや明白である。証拠が物語ってい

る。 10月2日，共産党の公的機関であるハリアン・ラヤット紙の次のような社説を読

むがよい。

「しかし，政治と革命の任務を自覚する我々は，革命を人民の安寧のために9.30

運動によって行なわれた行動が正しいことを望んでいる。人民の支持と心はすでに

きっぱりと9.30運動の側についている」。

ここで“望む”および“きっぱりと”というハリアン ・ラヤットの言葉の力点に注

意しよう。そしてプムダ・ラヤットとアンワノレ・サヌシの声明を読んでみよう。

「我々は75方人の東部ジャワ，プムダ・ラヤットの名において，各地にインドネ

シア革命評議会を設置するという9.30運動を全面的に支持し，その背後につく 」

ここにおいて，共産党がプムダ・ラヤットの声を通じて10月1日のクーデターを全
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面的に認めているというととは明白である。 なぜなら， 9.30運動の産物であるインド

ネシア草命評議会の設置を全面的に支持しでかるからである。評議会の設置は9.30運

動の産物ではないのだろうか。かれらはもはや元首としてのスカルノ大統領をまった

く排除してしまっている。大統領とドゥイコラ内閣をこの冒険家達は解散させようと

したのである。そして共産党は，残忍な9.30運動の皮革命的暴険家遠の作った評議会

を支持している。

V 事実は逃口上を必要としない

Berita Yu白紙社説 10月8日

昨日我々がすでに述べたように， いわゆる9.30運動は陸軍の内部問題であるといっ

て無実をよそおっている集団がある。

しかし，革命的な人は，ブンカノレノの手から国家権力を収奪し， ドゥイコラ内閣と

人民諮問会議を解散して，スカノレノなしの“インドネシア革命評議会”を設置すると

とが， 単に陸軍の内部問題であると信ずるほど愚かではない。かれはとの事件を国民

的な規模で解決し， クーデターを行った集団に対して対抗しなければならないという

にちがいない。

かれらが， 9.30運動は単に陸軍の内部問題にすぎないと宣伝する理由は，我々が昨

日いったように， かれらが真．実のものを稜味化し言逃れようと努カしているからであ

る。

かれらが言い逃れし暖昧化しようとしている事件の真相は何か。

1965年10月1日に9.30運動と自称するクーデターが起り， その司令官は国家元首の

親衛隊のクントンという l人の裏切り者であって， 陸軍の外の特定集団に援助されて

いたとし、う事実を， かれらは国民の記憶から消してインドネシアの歴史の叙述を暖味

にしようとしているのである。

我々にとって9.30反革命事件は， ここ最近2ヵ年間にかれらが行った様々の要求と

誹誘と並んで政府およびその諸機関の権威に対する妨害行為の頂点、としてのクーデタ

ーに他ならない。

65年10月1日事件以前に起った諸事件に注意してみれば〈たとえば，かれらが軍レ

｝ヨン司令部の解散と， 同司令部がある村の悪魔と協同しているという理由で西部ジ

ャワの PUTERPRAの解散を要求したような〉，かれらの真の目的は陸軍を国民から

引離すことに他ならない。

かれらはとの要求によってかれらが一方的行動と名づけるものに対して行動を起と
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し，国家の官吏すなわち， インドラマユの森林警察に対して武力反抗を行った。これ

は現在インドラマユ事件の名で、知れている。

また，インドラマユ事件の後， かれらはボヨラリにおいて警察官に対して武力反抗

を行ない，さらには中部ジャワ， 東部ジャワにおいて宗教集団？と対し行動を起し，か

れらの行動強化に“成功”した。

との二つの行動において， かれらは革命の呪いから自由になったので成功したと考

え，もっとも草命的な集団の方向へ一段上昇したと感じた。かれらはマニポル主義者

の競争という口実を使って，その攻撃を一段と強化した。そしてスジョノという l人

の陸軍軍人が国家的任務と革命の遂行中に大勢で攻撃され，突かれ，鍬で頭を打たれ

て死ぬといういわゆる“パンダノレベッシ”事件を惹起した。そしてこの事件において

も， かれらは農地基本法あるいは農地改革という口実をつかって犯罪事件を政治事件

に切替えることに成功した。

そして最後には， 10月1日事件発生の2目前，大胆にもかれらは大統領の前でHMI

に関する国家機構再編最高司令部（KOTOE）の決定に反対し，公然と，もしHMIを

解散できなければズボンをぬいでスカートに替えようとのべた。全面的に大統領に服

従している我々は， これを人民諮問会議が国家と革命指導のために終身の全権を与え

ている大統領に対する挑戦であり侮辱であると考える。

大統領の権威に対する大胆な，明白な暴力的な態度の頂点が， 親衛隊のウントンを

使い，陸軍内部にクーデターを起そうとする“将軍評議会”が存在するという口実を

もちいたことである。かれらは蕃行の残酷さをもってパンチャシラに反抗し， ヤニ将

軍をはじめとする将校達を殺りくし， 大統領の手から国家権力を奪取しようとするク

ーデターを起したので、ある。

かれらが9.30運動と自称する10月1日事件を，単に陸軍の内部問題であるとする口

実が，手を隠して石を投げようとするものであることは明白である。

我々は事件の真相を求明して， 9.30反革命集団によって行なわれた歴史的事実を逆

転させ不明確にしようとするたくらみに嘱されてはならない。

たゆまず前進せよ，神は我らと共にある。

羽経済分野の治安

Berita Yudha紙社説 10月11日

10月1日，いわゆる9.30運動と自称する者逮による反革命官険行為が発生して以来，

全国民の注意は個人的，集団的あるいは国民的利害を伴ってこの事件に集中された。

一（252)- -186-



インドネシア（10月〉

そして真の愛国者にとっては，もちろん国民的な利益がより優先され， これが個人

的目的の解決あるいは達成に先行した。 しかし，偽愛国者が優先，先行させ，死もの

ぐるいで争い取ろうとしたものは，個人的利益あるし、はせいぜい集団的利益であって，

臆面もなく国民的利益を無視し，犠牲にしようとするものであった。

9.30運動による反革命的行動の結果， 現在のような危機的革命状況において，我々

は誰が真玉の愛国者であり，誰が偽愛国者であるかを容易に指摘することができる。

換言すれば，我々は誰が真に革命的であり，誰が反革命的であるかを明言することが

できる。

ある個人あるいは集団に対して， それが革命的か反革命的の基準は政治的視点から

のみでなく，経済的視点あるいた民族的性格の反映という視的からも観察されうる。

なぜなら，我々の革命とは“多くの革命の一世代内での総括”あるいは“重層的な輩

命”と名づけ・られる草命だからである。

したがって， スカルノ大統領によって反草命的冒険行為と規定された9.30運動と自

称するものに対して，我々は次のように明言できる。すなわち，かれらの皮革命性は

軍にク｝デターの形をとった政治分野におけるだけのものではなく，経済分野および

文化的分野，民族性の分野におけるものでもあり， かれらがヤヱ将軍やその邦友を位

致し，暴行を加え死にいたらしめたように， かれらも投致され暴行され殺りくされる

であろうと。

我々が共同で対処しているかれらの政治分野における反革命的行為の今後の解決策

は，すでに大統領の手中ににぎられている。経済分野におけるかれらの反革命的行為

について，我々は共にその結果を味わっている。日常生活物資，特に基本的物資の価

格は日を追って高騰している。

この点に関しでも我々は共に注意を払わなければならない。この明白な困難を克服

しようとする我々の努力は， 9.30運動の反革命的冒険行為がもたらしたものである。

基本的物資の流通を円滑化する諸努力を規定した商業省令第033号にもとづいて，

我々もまたすべての経済関係者に対して， 向省令を忠実に実行することを命令する。

これは9.30運動の反革命的冒険行為と撲滅一掃しようとする軍隊を援助する各人の革

命性，自覚の証しである。

VII Duta Masjarakot紙社説

10月11日B.Y.紙掲載

スカノレノ大統領の手から権力を奪取した， いわゆる9.30運動事件およびこの運動が
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行なった残忍な行為とテロは， 当然ながら国民の怒りを呼び起している。もっとも我

慢強い，あるいは過去の事には心を抑えることのできる国民でさえも， いまやその我

慢強さを失っているの我慢の袋はあまり取り出しすぎてもう空になったのである。我

慢には限度があるものではないだろうか。

もしこの怒りが正しく真実に味於するものであれば， 国民は怒る権利がある。国民

はネコリムを怒る義務がある。ネコリムは対決しつくさねばならないものだからであ

る。国民はマレーシアを怒る義務がある。彼国はプンカルノの指導するインドネシア

革命を破壊する目的をもった新植民地主義計画だからである。国民は肉体的・精神的

テロによって行われた蕃行を怒る義務がある。これは真理にそむくものだからである。

もし真実に味方しないならば，我々は何ものにも味方することはできない。

この怒りとは別に，国民は充分な警戒Jむをもって， ネコリムは泥水で釣をすること

ができるというととを理解している。 しかし，幸いなことに， 国民の政治的自覚と草

命的精神はすでに充分向上しており， いかなる妨害に対しでもこれを粉砕することが

できる。真正のパンチャシラ主義者，マニポノレ主義者は， スカノレノ大統領の指導の下

に，いささかも恐れず， その反ネコリム精神をいささかも失うことはない。

国民は共産党とその大衆団体によってたくまれた9.30運動に対する怒りの最中にお

いて， スカノレノ大統領がこの反革命運動を一掃し，革命の玉大護符を護持しながらイ

ンドネシア革命を完成させる政策をとることを希望している。

四 Sinar Harapan紙社説

10月11日B.Y.紙掲載

我々はスカノレノ大統領によって指名され大統領に責任を負うドゥイコラ内閣を解散

させた9.30運動の行為についてすでに述べた。 この行為は非立憲的であり，法律的基

礎のないものであり，諸事実からしてクーデター以外の何ものでもなく，権力の収奪

行為である。

我々はかれらが人間性を逸した残忍さで 7人の革命の英雄を投致し殺害したことを

述べた。これらの英雄は， これまで祖国と民族のために献身して来たのである。反革

命分子はテロのために武器をくばり， パンチャシラとマニポノレに基・づくインドネシア

共和国が分裂崩壊することを望む革命の敵をのぞいては， 誰によっても認めることが

できない殺人行為を行なったのである。我々の軍隊を破壊しようとするかれらの行為

は，国内・圏外を問わず， ネコリムによって惹起されたあらゆる挑戦に対処するに当

って進歩的革命的勢力の統一の絶対条件を構成する革命闘争の前に立たされている。
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かれらは様々の口実をもってその行動を正当化しようと試みているが，疑うべくも

ないその行為と声明によって国民の目と感情をごまかすことはできない。

バノレキンド党とキリスト教大衆団体はその共同声明の中で， 全パノレキンド党員とキ

リスト教大衆団体は， 呪わるべき非人間的な行為を行った9.30運動を認めることはで

きず，強くこれに反対すると述べている。そして全加盟員に対して，あらゆるカをも

って， スカノレノ大統領の指導の下に治安粛正に当っている軍隊に対し全面的に協力す

るよう指令した ζそしてスカノレノ大統領が9.30運動に等加したすべての分子に対して

断固たる処置をとり，同運動に関係したすべての政党，大衆団体を解散するよう要請

した。

IX ウントンの逮捕は9.30反革命の真相を開いた

Berita Yudha紙社説 10月13日

9.30運動を掃討する箪隊を心から援助した全国民の自覚の高まりによって， 現在ま

でに反革命的冒険分子の主要人物が逮捕された。JO月9日にラチフ元大佐が逮捕され’

11自には中部ジャワのデ、ガル附辺で9.30運動の主謀者ウントン元少佐が逮捕された。

ウントン逮捕も当該地の民間防衛団および軍隊の協力によるものであった。

ワントンの逮捕によって， 9.30運動の秘密は直ちに明らかにされ，親衛隊と寧隊全

般，さらには国家とインドドネシア革命に不名誉を与えたウントンのテロ行為を， い

かなる分子，政党，大衆団体が行なわせたかが知られよう。

現在国民に明らかになりつつある特定政党，大衆団体，人物によって動かされ，支

持されることなしに， クントンが高級将校を殺害し，内閣，人民諮問会議を解散し，

大統領を排除して革命評議会を設置し，大統領の権限を収奪するというような大胆な

行為を行うことは不可能である。

かかる裏切り行為が暴露されるにしたがって，軍隊による掃討が次第に容易に行な

われうるようになって，我々は敬愛する大統領の措置に全面的な信頼を寄すている。

即時的な掃討作戦は我々の最大の敵であるネコリムに対決する基礎として我々がも

っとも必要としている秩序，治安の空気を作りだすために絶対的な必要事である。な

ぜなら，ネコリムは我々が分裂し弱化し，我々を粉砕することが容易になることを望

んでいるからである。 9.30運動と自称する官険行為は， かれらが自覚するとしないと

に拘わらず，我々の敵ネコリムが望んでいるものと一致しており，我々が弱化しない

前に直ちに掃討される必要がある。

また，このこととは別に，我々は9.30運動によって統御できなくなった経済生活の
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変動を円滑化するために，国民は秩序と治安を待望しているということを言明してお

きたい。

国民が9.30運動とその支持者を怒り呪うその理由は理解することができる。

ウントンとラチフの逮捕によって， 国民は反革命的冒険分子をただちに見ゃぶり，

掃討を行う軍隊にさらに熱心な全面的支持を与えるであろう。

パンチャシラ革命を維持するため，軍隊と国民との問の協力を維持しなければなら

ない。神は必ず真理の道を開くであろう。
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11月の概況

この2ヵ月間に政府は相次ぐ経済政策を打出した。陸軍を中心とする政府

当局は，地方軍司令官に共産党弾圧の全権を委任することによるなしくずし

の共産党勢力排除に自信をえており，し、まや巷の反共運動の拡大を抑制しは

じめている O たとえば大統領の魔女狩り批難（11.10），新聞条令（11.10) 

による過激な反共紙アピの発禁，反共自警活動の制限（11.22）等は， 伝え

られようにいまだナサコム体制に執着するスカノレノ大統領に対して共産党徹

底弾圧を望む陸軍が譲歩したという形はと っているものの，陸軍自体が政状

安定に動きだした左証であろう。

政府はいまや民心の安定および新会計年度を目前に長期的な経済政策の提

示を迫られているo

新経済政策への動き

11月25日大統領は閣議決定にもとづいて， 66年度財政経済政策の大綱を発

表した。これによるとまずインフレ抑制のための国家予算の均衡を第1目標

にかかげ，このため次のような方法で歳入増をはかっている。 1.経常予算の

均衡＇ 1.金融予算を逼迫させない規模の開発予算（66年度中に完成しない開

発ザロ γェクトは廃止される） 1.政府補助金削減のため国営企業に原価計

算方式を導入等で、ある。

そして税制改革による増収を検討する一方，歳入増，国営業の独立採算性

を名目に鉄道電信電話等公共料金および石油価格の引上げ（11.21）を行っ

た。たとえば石油料金はガソリンで1リットノレ4.75ノレピアから 250；レピアに

引上げ、られ，これによる歳入増は5000億ノレピア程度にのぼると推定される。

しかし，これらの措置は一方でインフレを一層刺激することになった。たと

えば石鴻料金の値上げ後2日間でジャカルタの米価は20%値上りし，ジャテ

ィヌガラからジャカノレタへのタクシー料金は5000ルピアから 1万ノレピアへと
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倍にはね上った。

そこで新政策のためとはいえ，インフレ・抑制が急務とされている現時点で

あえてかかる措置がとられた理由は別にも存在すると考えられる。 9.：－的事件

後政府は軍事警察費の増加，あるいは民心安定のため公務員に対する越年資

金の給付等によって多額のルピア資金不足に当面していると考えられるo た

とえばサレー副首相の声明のとお り公務員1人当りに7万5000ノレピアの1時

金が支給されるとすれば総額2400～2500億ノレピアあまりの即時的財源が必要

だと推定され，上の措置はこのための一方策だとも考えられる。

またある報道によれば12月13日のデノミネシーションによる通貨改革もか

かる観点から行なわれたとしている。まずデノミの切下げ幅は1000分の1で

新！日ノレピア交換の際には10%の税金が徴収されるとするものであるc しかし

いまの激烈なインフレを抑制するような預金封鎖，新旧紙幣の交換制限等の

抜本的方策はとられず，デノミおよびわずか10%の税金という形での平佃i切

下げのみでどの程度のインフレ抑制となるかは極めて疑問である。したがっ

てこの措置が緊急なノレピア資金の調達方法として考えられるわけである。

しかしともあれ政府が9.30事件後の民衆掌握の過程でいままでになくイン

フレ対策に真険にとり組もうとしていることはたしかであろう。

最近国会で成立した66年度予算は，経常収支が歳出55億3000万新／レピに対 ・
して歳入72億3200万新ノレピア，開発支出11億ノレピア，大統領特別支出約10億

ノレピアとほとんど均衡予算の形をとっているとし、われる。

一方財政経済政策のもう一つの主眼点は，外貨政策であるo まず輸入の国

営化， SPPおよび延べ払い輸入の廃止が規定された。最近すでにマイナスに

なっているともいわれる外貨事情のため，たとえば日本からの延べ払い輸入

の未決済高は5000万ドノレにのぼっており， イ政府は近く債権国にモラ トリ ア

ムのための使節団を送る予定だと報じられているo したがって政府は一時短

期延べ払いによる輸入を中止する一方，輸入の国営化， SPPの廃止等によっ

て輸出獲得外貨を完全管理し，物価統制に役立てようとしているのである。

しかしたとえば SPPの存在は不当にルピア高の輸出為替レートになやむ輸

出業にと って唯一の刺激であったので，新しい奨励策がとられない限り，輸

出の低下はまぬがれず，外貨問題は今後に大きな問題を残している。
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φ軍部勢力の増大

11月は， 9-30事件の事態収拾に関して活発な動きが見られた。ここでは焦点をスカ

ノレノ大統領と軍首脳部との関係におき， その中で当面の流動状態に両者がいかに対処

していったかをみることにする。

10月10日 ナスチオン国防相はスカルノ大統領に対し，①正義の保持，②陸相の任

命，③国軍内部におけるクーダタ一関係者の粛清，④クーデター関係団体，政党の調

査，解散，③情報関係の改造の5点から成る要求を提出したといわれるが，事実これ

の実現し、かんは， インドネシア政界における権力構成を明確にしていく手掛りを与え

てくると思われるので， これを軸にして考察を進めてみる。

まづ③に関して11月16日， スカノレノ大統領は陸相にナスチオン派のスノリレト少将を

任命し，同時にスハノレトはKOTI参謀総長にも就任した。③に関しては，オマノレ ・ダ

ニ空相の海外視察という事実上の追放，更に11月27日の同氏の空軍司1ぎからの解任と

いう事実などに加えて， 最も注目されるのは，スハノレト陸軍司令官が， 11月3日にス

カルノ大統領に新しい陸軍最高司令部名簿を提出したことである。 との後の記者会見

でスハルト司令官はスパンドリオ外相の事実上の格下げ， すべての情報活動は陸軍の

情報機関によって統括されることを示唆した。

なお，新陸軍最高司令部Li，以下の通りである0

．間務大臣兼陸軍司令官ースハノレト小将

・陸軍司令官第一補佐官ーアルト准将

・｜陸軍司令官第二補佐官ースミトロ准将

I/ 第三 II 一一ダJレソノ II 

，， 第四 II 一一ノ、／レトノ II 

ff 第五 ff ～－7，ノ、ノレノ II 

，， 第六 II 一ーダ／レヤトモ fl 

{I 第七 II ーーアラムシヤ JI 

• fik：寧t司令官第一次官ームルジット少将

。 第二 H ーパンガベアング

特別 かーラフマットグ

II 慌察長官ーギンティングス

更に25日にボゴール宮殿で、スカノレノ大統領と会見した後， スハノレト陸軍司令官はp

陸軍の重要な人事移動を発表した。 これによるとこれまでスハノレト司令官が兼任して

いた陸軍戦略予備司令官にウィラハディクスマ ・ジャカノレタ軍区司令官が任命され，
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その後任には， マームド南カリマンタン軍管区司令官がなったc

更に KOTI（最高作戦司令部〉の再編成にも注目する必要があろうc これは11月12

日スノリレト陸軍司令官， KOTI参謀長・がスカノレノ大統領を訪問した際， 「インドネシ

ア革命のすみやかな遂行jのためにその必要性を力説したものであるo かくてスノリレ

ト提議が採り上げられ22日，従来の10部局を 7部局とし，すべて軍人をもって構成し

各軍より，これに参画ーさせる方針の下に新KOTIが誕生した。その構成は

－参謀長ースハノレト陸軍少将

－参謀次長ーへノレラムバン従事少将

－第一部長一ウィラナタクスマ陸軍准将

・第二グーシカーブ海軍中将

－第三 M ーアンドコ空軍准将

・第四 H ースパノレト海平准将

・第五グ ースナルソ陸軍大佐

・第六庁ースノレヨ陀寧准将

－第七 H ーテイノレトスデイロ陀軍准将

・筈記．長ーサブル准将

－陵寧局長一スナルヨ陸軍大杭

これら一連の只ハノレト少将が表商にたった陸軍人事は当然， ナスチオン同防相の見

解の反映と考えられる。

次に④に関して特にPKIに重点をおいてみると， 17Hには西ジャワ第一級地方自治

体での PKT,その翼下団体の活動禁止， 19日には全西ジャワ， 22日は北及び中央スラ

ワェシ， 23日には南及び南東スラウェシで同様の措置がと られてし、る。これは各軍管

区司令官の名によってなされてヤるが。 この他の地域でもこれにH手応した動きが現わ

れている。スカノレノ大統領はとうした軍の強硬な反共政策に了解を与えているという

ことは確実視されてはいるが，未だ五式には共産党の非合法化を宣言していない。従

って事実上PKIの活動は多大な制限をうけているとν、うものの，スカルノ大統領と軍

の関係をはかるバロメーターは， スカルノの PIG解散立言とし、うことになるであろ

う。しかしそれは実際には，今ですら微妙な段階にある対中共関係とも関連してくる

事である。

最後に⑤をみてみる。これは③とも関連があるが，従来各軍に各々情報機関があり

その他に大統領に直属の情報機関があり，これがPKIとつながりのある空軍将校，親

衛将校，外務省官吏などにより運営されており， その長官がスバンドリオ外相だ、った
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が，2日ズノミンドリオがその職を解任せられたことは， インドネシアの当面の政治地

図の上で， スノリレト陸相就任と共に大きな波紋をなげかけた。以上5項目がナスチオ

ン国防相をリーダーとする軍とその攻勢を受けとめんとするスカルノ大統領との間の

関係を示すものである。

争1966年財政経済政策

11月22日，大統統令第26号で， 1966年の財政経済政策が発表された。Business

Ne・,vsによれば，その概要は以下のとおりである。

第1章 1966年財政経済政策の一般原則に関して

第1条 1966年財政経済政策の一般原則は生産の増強と経済の自立更生である。

第2章歳出歳入政策について

第2条 ＋経常予算は均衡させなければならない。

第3条 開発予算は赤字であるが，その赤字は金融予算を逼迫させるほど大きな

ものであってはならない。

第4条経常予算および開発予算において，特に1966年に完了しない諸プロジェ

クトについて最大の節約を行なわなければならない。

第5条 prasarana建設には最優先権が与えられる。

第3章 クレジット政策に関して

第6条 クレジットは金融予算内の一項目としてクレジット予算に組入まれる。

第7条 クレジットは生産の保障にもとづν、て与えられ，生産部門特に，食滋，

輸出，衣料部門に向けられる。

第4章外貨政策に関して

第8条外貨政策は生産増強を目的とする。

第5章外国貿易に関して

第9条

(1）政府は外国貿易を管理しなければならない。

(2）輸入は，政府および政府の名において行う民間企業のみによって行なわれ

る。

(3）延べ払u、による輸入は廃止する。

(4）生産奨励証書（SPP）は廃止する。

第6章物価政策について

第10条国営企業は原価計算の原良IJにもとっし、て活動しなければ、ならない。

勺
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第11条生産費にもとづし、て決定された価格に対して生産を増強するための刺激

として妥当な利潤が添加される。

第12条政府が統制する物資は政府が価格を決定する。

第7章俸給政策について

第13条俸ー給は最低肉体必要物にもとづし、てて決定される。

第14条公務員および政府職員に対しては若干の物資が現物で支給される。

第8章通貨供給政策について

第15条通貨供給は金融予算の必要最に合わせて行なう。

第16条 国営企業を含む政府機関内および国営企業を含む政府機関と民間側との

間の支払いは帳簿決済によって行なう。

第9章付則

第17条 もし本令の実施のために過渡期間が必要であれば，可能な限り短い日数

を設定する。

第18条本令に充分規定されていない事項に関しては， 5}lJ途規定する。

第19条本令の実施はドゥイユワ閣僚幹部会がこれを行なうe

第20条本令は制定日をもって発効する。

場石油値上げ

プノレタミン国営石油会社のサレ ・シレガール理事長は， 11月22日の石油価格値上げ、

の目的について次のような説明を行なった。

1. 値上げ．によって，政府がプノレタミンに与えて来た補助金を廃止することがで

きる。

1. 今まで実現できなかった国常企業からの政府収入が実現する。

1. こうしてフ勺レタミンは政府のノレピア資金の財源として利用される。

1. 現在まで‘適当な収入を得なかったポンプ所有者側および石油商社，運輸業者

も利益をうる。

l.・石油価格を全国均等にすることを目的としてJ各第1級地方自治体は石油収

入を猿．得することができる。

l. 石油消費の節約

周知のとうり，変更価格は次のとうり。

1. ベンジン，250ノレピア／リットノレ， 2.ケロシン，150ノレピア， 3.ソラーノレ（ADO)

150ノレヒ。ア， 4.ディーゼノレ（IDO),100；レピア， 5.燃料油， 100ノレピア
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日誌 （11月〉

， 

l 臼 V四軍共同声明一一中央ジャワ四軍は，インドネシア革命の敵と反革命を粉砕

するために，四軍は協力し，同時にスカノレノ大統領に忠誠を誓う旨の声明を発表

しfこ。

’戦争状態宣言一一スカルノ大統領はジャカノレタならびにその周辺地区の戦争

状態宣言を合法化した。

2 日 ’ゲJI,ワ二除名される一一コワニ〈インドネシア婦人会議〉は9-30事件に関連

してゲ、ノレワニを除名することを決定（10月29日付で〉した。

T PKI，政府機関から追放一ーウイラハディクスマ大ジャカノレタ軍司令官は9-30

事件に関連したジャカルタ地区内の全政府機関の関係者の活動停止を各機関に通

達した。

Vアンタラ監視一一アジヱ西ジャヲ司令官兼ドウィコラ実施担当官は国営アン

タラ通信を西ジャワ地方ドウィコラ実施担当官の監視下においた。

T KA州，大統領に提議一－KAMI（インドネシア学生行動団体〉は， PKIが

あっては反マレーシア，反ネコリム闘争は強化されないとの手続を送った。

なお KAMIに加盟している学生団体は， PMII,PMKPI, Mahasiswa Pant.. 
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jasila, GMKI, HMI, GMNI, GSB, GMO, lmada, Pelmasi, PMB, SOMNIで

ある。

v北スマトラ軍司令官任命一－P.ソピラン方布団長は北スマトラ第一地区司令

官に任命された。

vモコギンタ将軍談一一第一マンダラ司令部司令官モコギンタ将軍は部下の前

で，われわれの当面の主要な任務は国家とインドネシア国民の，生活様式の基礎

としてのメンテャシラを守ることであり，そのためには9-30事件のような事件を

取り除かねばならないと強調した。

TLC 1カ月延長一一インドネシア国立銀行筋によれば， 9.30事件以来約1ヵ片

間外国との電信関係が途だえたので，期間の切れたLC状について自動的に 1ヵ

月延長されることになった。

3 日 V内相，ス大統領と会談一一一スマ 1レノ内相は，スカ／レノ大統領との会談の中で

中ジャワの6県の長を更迭したと報告。X治安復旧の必要から何州かの知事の更

迭について，その可非を質した。

’反共学生デモ一一インドネシア大学で，KAMI（インドネシア学生行動団体〉

主催の10万人の学生の大衆集会が開かれ， 9<30事件粉砕の軍の活動を支；寺し，ス

カノレノ大統領を支持すると共に大統領に PKIの解散を促す決議を行ない，米帝

国主義を非難し，最近の北京放送に遺憾の意を表明した。

v陸軍首脳陣決定一一

－国務大臣兼陸軍司令官ースノリレト陸軍少将

・陸軍司令官第一補佐官－s・アルト陸軍准将

伊 第二 H ースミトロ ， 
グ 第三グーダノレソノ If 

II 第四 II 一ノリレトノ II 

” 第五
，， ースノVレノ ，， 

II 第六 II ーダノレヤトモ f’ 
II 第七 II ーアラムシャ II 

－陸軍司令官第一 deputy－ムノレジッド陸軍少将

グ 第二 M ーパンガベアン M

II 特Jjlj ,, ーラフマット

－陸軍監察長官ーギンティングス H

Vス大統領問議を開く一一スカノレノ大統領，閣僚に三人の副首相を含拘てムル
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デカ宮で閣議。閣議後，サレー第三副首相は9-30事件後の事態復旧，ボゴール・

バイパス計画，更に最近，鉱業協カと関して欧州旅行をおえたアルムナント鉱業

相の報告について討議があったと諮った。

▼斉藤大使談――帰国中の駐インドネシア斎藤大使は佐藤首相と会見し，9-30
事件後も両国の友好関係を続けるべきであると述ペた。

，教科書検定一一プリヨノ教育 ・文化相と会談の後，教科書検定委員会は9-::30

事件関係者が書いた教科書を禁止処分とした。これらは反ノぞンチャシラとラ反マ

ニポノレ反革命の五大護符をすてるならば使用許可がおりようと，同相の名で指示

があった。

l PKI議員停職一一 カノレタウイナタ下院議長はPKI.1.:その翼下団体の国会議員

57名を一時的に停職させた。

v事件関連市長追放一一スマノレノ内相はジャワとスマトラの5人の市長くスラ

パヤ，チレボン，ソロ，マゲラン，サラティガ）と81人の県知事を追放した。

主な新任者名

ソロ市長一スマンティ陸軍中佐

マゲラン市長一スナノレジョ陸軍大尉

サラティガ市長一スギマン陸軍中佐

v政府職員も停職処分に一一ジャカノレタ地区軍司令部は，管下のすべての官fr

と国家機関に対して PKIとその翼下回体に所属する職員を停職処分にするよう

指令した。

vス陸相演説一一スノリレト陸相は，新しく任命された陸軍最高司令部の3人の

将軍の新任式で反革命を粉砕するには，軍内外におし、てそれをもたらす精神的要．

棄のみならず，物理的力をも排除せねばならないと演説した。3人の将軍はs. 

アノレト陸軍准将〈元ピノレマ大使），スマトロ陸軍准将〈元第 4mulawarman軍区

司令官〉， ダノレヤトモ陸軍准将（元ブキット ・パリサン第二軍区司令官〉で各々

軍司令官の第一，第二，第六補佐役である。

v外相 KOTRAR開催一一スパンドリオ外相は革命機構再編司令部で，国家安全

と革命への努力推進の中で、当面必要な政策を論議した。会議は他にKOTRAR第

四補佐官サブル陸軍准将，ウイリォディナタ空軍少将，それにKOTRAR政治局

のメ ンパーであった。

vパンチャシラ護持の勝利一一第六軍管区〈西ジャワ〉司令官アジエ陸軍少将

は，勝者はパンチャシラと神を守る者であり，敗者はそれを裏切るものであると，
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PSil指導者の前で語った。

Vアイジ・'J ト中部ジャワに一一スハノレト少将はアイジット議長は， 9-30事件の

ノミイロット計画に含まれている中部ジャワ！:fur<.に潜伏している報道があると語っ

た。

4 日 ，ミナハサ国民戦線解散ーー ミナハサ国民戦線執行委員会が解散され，新たに

PNI, NO, PSU, Parkindo，カトリック党， IPKl,Partindoから成る委員会に結

成された。

’KOTI I開催一一スカノレノ大統領は，ボゴール宮殿で‘ KOT！を開催した。会談
後アフマディ情報相は何ら決定はなされなかったが，9-30事件と関連して当面の

治安情勢，第2回AA会議，経済問題について大統領に報告がなされたと語った

なおこの閣議の出席者は三人の副首相，四軍司令官， KOTIメンバー，スマノレノ

内相，ダラム中央銀行相，クィラハデ、イクスマ・ジャカノレグ軍医司令官で、ある。

V情報相，予知事件を非難一一アフマディ情報相は9-30事件は，インドネシア

革命に対する政治的，心理的害悪であるとKOTRAR一員の資格において声明し

千』

l PWI会謙一－P¥Vl（－インドネシア・ジャー寸リスト会議が，ジュナイディ

P¥VI中央委員会議長の副会で開催，彼はこの会議の目的は9-30事件に関係した

PWI中央，地方団体を粛清することであり， パンチシラにもとづくインドネシ

ア革命の一翼をになうものとして PWIを強化することであると述べた。なおア

フマディ情報4・目，スマノレノ国務大凶，タイエプ高等教育科学相，アジ、ス宗教相，

スプロト情報局軍詞令官が列席した。

／ 
'f 7.，，；；ンドリオ声明一一スパンドリオ外相はシンガポーノレのイ ンドネシアとの

ノξーター貿易再開希望についての反論の中で，マレーシア対決，ネマリム反対を

強調した。

，国営海産物会社の活動状況一一国営海産物会社のブディジョノ理事長は同会

社の活動について次のように語った。

現在問題なのは仲買商人の存在である。仲買商人はたとえば漁民から魚をキ

ロ当り 900ノレヒ。アで買付てけ市場で2例めから3000；レピアで販売している。国営

公社ならば，キロ当たり15001レピアで買付けて，消費者にはこの15%高程度で

販売することができる。

現在もっとも多く取引されてし、るのは，サパであるが，ジャカノレタ市は毎日

15トン程度を必要としている。しかしこの需要量に対して現実の供給は10トン
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程度で，国営会社はこの内2～3トンを取扱っているにすぎなャ。会社は仲買

商人の問題を解決するためにRKあるいはRTを通じての販買方法を考えてい

る。

また国営会社は魚の保存について3ヵ年計闘を持ってし、る。

輸送につν、て，会社は40トンの輸送能力を有する船を7隻有してU、る。12月

には， 70万ドノレで日本から購入した船（250トンの魚を輸送できる〉が一隻加

わることになってν、る。

V日本からの締糸輸入一一 日本紡績協会は，インドネシア向け綿糸工O万コリの

廷払い輸出商談をまとめるため倉敷紡績綿製品部松谷次長ほか2氏を10月末から

ジャカノレタへ派遣しているが，このほど間代表団かちはいった連絡によると，商

談は代金決済方法などあらかた話合いがまとまり，このままの調子で行けば近く

最終的にまとまる見通しで，今月中にも第1回船積みをできる公算が強くなって
与、，
C J』 O

商談の進展内容について現在までにわかってャるのは， ①支払い方－法は1年据

遺・の2年・問に 3回分割払い， ②金利は5.25%とするーなどで，これらの点につい

て日本側ではこれまで同国向けに輸出していたキャンブPックなどに対する支払

い条件（5回分割払い，金利5%）にく らべあまり悪くないので，大体応ずる方

針を固めているD

5 日 , PKI大量逮捕一一陸軍中央情報局は今月はじめに，タンゲラン地区で9-30事

｛ヰに関連したll8名の PKI党員を逮捕したと新聞記者に語った。

vパキスタンとの海軍協力一一スカルノ大統領は，マルタディナタ海相に，パ

キスタン海軍との特別に密接な関係を持つことを祝福しつつ許可した。

vス陸相，反共政策強調一一スノVレト陸相は， PWI特別会議のメッセージで

治安回復のために・，9-30事件関係者の強力な粛清策を推連していると述べ，これ

はパンチャシラという遂行に貢献している PWIからも期待されていることだと

声明した。

, MPRS, 9-30事件関連者を処分一一人民諮問会議は，反革命9-30事件に関連

した議員を活動禁止処分にした。サレー同議長はこれはスカ jレノ大統領の決定が

あるまでの一時的処分であると述べた。

，反共紙に発行停止一一情報省は反共色の強し、ジャカノレタの日刊紙アピの発行

を停止した。

, MPRSから PKI追放ーーサレー第3首相は声明を出し， 国民協議会から事実
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上共産党議員全員を追放したことを明らかにした。

6 日 Vス大統領平静を要望一一ボゴールで88名の閣僚を集めて開かれた閣議でスカ

ノレノ大統領は， 9-30事件の政治的解決を可能ならしめるよう，事態を鎮於ること

を要望した。閣議後のスパンドリオ第一副首相によると，大統領は， 9-3(）事件が

インドネシア革命を右旋回させる力に利用されることは，更に危険であると述べ

情報相に事態鎮静のために報道管制するよう命じた。又， 大統領は反PIG活動

を考慮してし、るが，これは文人民を煽動してし、る諸政党に対しても問様である，

などの旨述べたと諾った。

, LPKB，国民に要請一一民族統一促連協会（LPKB）中ジャワ支部は，ノミンチャ

シラを奉ずる国民，政治間体，大衆団体に対し， 9-30反革命粉砕のキャンペーン

を続ける一方，人種的偏見にかられることのな＂＇Ir、ょう訴えた。

, PASKORMA――海平隊ののハルトノ少将は，スラバヤ第一艦隊司令部（PAS

KOARMA）の創設を発表した。

Vパリの治安対策一一パリj誌の PKI系団体は一時的に停止されたっこれら団

体はノ〈リサン ・タニ ・インドネシア， ゲ1レワニ， プムダ ・ラヤット， νクラ，

HSI, SOBSI, JPPI, PGRI （教員関係〉である。またパノレ軍事ど1J，，；は， 壬：あの夜

間外出禁止l時間を23時から4時までと決定した。

V二紙閉鎖一一デンパサ－，レ〈パリ島〉の親9-30事件系二新聞は， ドhイコラ

執行官により閉鎖された。そのニ紙は＇ Harian Facljar’と‘Dwipa’でふる。

V船舶保有量一一現在国営，民営合せて49の定期航路があり，各船舶は500か

ら4000重量 トンで，合計15万重量トンである。

ペノレホおよびスワスタ ・ナショナノレ社が行なってし、る特殊輸送（石炭、肥料，

セメント，砂糖，ヤシ油，塩，米，その他緊急輸送）はは隻で4万7850総重量ト

ン，年間輸送能力75万トンである。

急行客船は 4隻， 1万9220重量 トンで，年間60万人の輸送能力を有する。この

他国営農閣の労働者輸送のために2隻（5500重最トン，年間5万人の輸送能力〉

が存在する。

特定地域で活動しているローカル線は300隻でスワスタ ・ナショナノレが所有す

るもので， 3万重量 トン，総輸送能力50万トンである。

この他に7日）0隻にのぼる小舟（30万トンの重量， 250万トンの輸送能力）が存

在する。 (B N紙）

7 日 ，ァ情報相，PWIを賞讃一一アフマデ、ィ情報相は PWI第一二期会議での決議
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は革命の道に沿ったものであると， PWI最終会議へのメッセ」ジの中で述べた。

その中でジャーナリストは事態平静への協力，大統領に対する忠誠を求めると同

時に，将来各党は唯一紙を持つことを許されるだろうと諮ったる

, 9-30事件分子逮捕一一ベラワンでインドネシア国軍により， 9-30事件に関係、

ありとみられる40名が逮捕された。

T PWI会議終わる一一3日間にわたる PWI特別会議がおわったが，！司会議ーで

P¥VI改訂綱領，新中央委員会委員任命， 9-30事関連分子の追放，同事件に関す

る若干の決議がなされた。

，日本のセメント輸出減少一一延べ払い方式の実現で唯一の好調な実績をあげ

ていたインドネシア向けは同国の内紛から配船が途絶えたため。同国向け輸出盆

は9月は5万3500トンの実績なのに対し， 10月は 1万4500トンしか輸送されてν、
ザ皆、、今、’品、4 ・0

業界，商社筋ではインドネシア向けは船積みが開始されたので，再び増勢をた

どるとしているが，国内向けが減産体制をとっていることからも，メーカー各社

は調整金供出による輸出に対してはあまり意欲を示していなし、ので，よほどのス

ポット買し、付けがなν、かぎり本年度の輸出円標（約200方トンの〉達成はむずか

しし、との見方が有力である。

8 日 v反共婦人デモ一一連歩的団体に属する約3万人の婦人は， PKlとその翼下回

停の解散，反革命の悪影響から青少年を守ることなどをスカ／レノ大統領に要請し

て，ジャカ／レタでヂモを行なった。

, PKI非難一一s.ギンティング議会外交委員会副議長（PNI指込者〉は， PKI
とその翼下回f本が， 9-30反革命の背後にあった明白な証拠があると強調した。ま

た他のすべての政党，大衆団体はその道こそちがえ，口擦は反革命粉砕であり？

jヌネコリムであると述べた。

，ス大統領，経済安定を呼びかけ一一スカルノ大統領は，吋荷の経済情勢への

対処の仕方と，反ネコリム，反帝闘争を強化する忠告を閣僚に告げた。これは閣

議後．サレー第三副首相により記者団に伝えられた。

vレイメナ演説一一 レイメナ第二副首相は，ジャカ，，ノグの大衆集会で，反革命

の徹底的鎮圧， パンチシラに基づくインドネシア芸！！社会 i：義を目指すことを強く

演説した。約 l50万の大衆を集めたこの集会は，スカルノ大統領路線支持を表明

すると共に＇ PKIを禁止せよ’ gスカルノの長－命どザイデットを殺せ’などとr!4.

んだ。
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T MPRSで PKI処分一一・人気諮問会議（MPRS）の議長サレー第三副首花はp

MPRSの102名のメンパーが、 9-30事件関連のかどで、権利を停止されたと述べ

fこ。

V東ジャワ DPRD,9-30事件を非難一一 東ジャワゴトン ・ロヨン地方議会は，

9-30事件を非難し， PKI，その翼下団体の解散と禁止を要求した。また同事件に

関連したとの理由で東ジャワのサストロディレジョ副知事を直ちに追放するよう

要求した。

9 日 V外相，中国大使と会見一一スパンドリオ外相は，官舎で挑中国大使と両i歪の

経済 ・貿易の協力を中心に約一時間会議した。

V海相，声明一一英雄記念日でのメッセージで，マノレタディナタ海相は： 9-30

事件は反ネコリムと反マレーシア闘争を一時停止させた。逆説的にν、うと．それ

は革命遂行には色々な障害があるということを知らしめたとu、う意味では，示唆

に富むものである，と述べた。

v北スマトラ知事更迭要求一一北スマトラJi.革命粉砕委員会は， 9-30事件、

PKIに加担したという理由で，ただちにウノレン ・シテポ北スマトラ知事をやめさ

せるようにと内相に要求した。

vメカタニ開拓営団の活動状況一一メカタニ開拓営団は水間，制｛：tわせてG万

2000ヘクター／レを開拓した。1960年から9ヵ年計画で行なわれている開拓；H否は

100万ヘクタールの開拓を目標としている。現在同営団は，チエコから輸入した

2000台のトラクタを保有している。また間営団はオランダ，ソ連かちの援助でケ

ンジュン地方（中部カリマンタン〉， ケンダリ地方（中部スラウェシ〉に詩査団

を送っている。

またジャワでは，タンブン地方（商昔15ジャワ〉，サラティガ地方（中部ジャ ワ〉

スラバヤ地方（東部ジャワ〉にもプロジヱクトをもってU、る。また支局を，メダ

ン，パレンパン，パンジヤノレマシン，ポンチアナック，パンジヤノレ ・パノレ，マカ

サノレ，クーパンに置いているo

10日 V リアウ地区の共産活動禁止一一1）ウ地灰ドゥィコラ執行部は一時的に区内で

のPKI，その翼下団体の全活動を禁止した旨公表した。

’スジャカルタの戦時状態宣討ー－KOTI最・高司令官として，スカルノ大託僚

は大ジャカノレタ地区，その周辺地域の戦時体勢を廃した。同時に消灯時間を午後

10時から午前4時半までとした。 これらの決定は KOTI会議の後 KOTIスタ

ッフであるスハノレト陸相により伝えられた。
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, Perti党，ナザコム支持一一ノレスリ Perti党議長は，英雄記念日に PKIの解

散にもかかわらず，スカノレノ大統領のナサコム理念は続けられねばならないと演

説した。

vス大統領魔女狩り’を非難一一スカノレノ大統領はムノレデカ宮殿で各界指導

者や外交官を前に演説し，今の反共活動を‘魔女狩り’と非難すると共にイ ンド

ネシア革命を右傾化せんとするネコリムを非難した。

' 7政党共同声明一一英雄記念日に， 7政党は共同声明を発し， PI<Iとパノレテ

インドとパペノレキを9-30事件の直接の首謀者であるとし，これらの党の解散をス

カノレノ大統領に訴えた。共同声明はステンディ （PNI), スジャナ （IPKil,ムイ

ズ・アリ（NU），ヤチャ （PSII），.マクムーノレ （Perti),サムペ／レノレ（カトリ．、ソク

党〉， ジャ リムン（クリスチャン党〉によりサインされた。

V進歩路線の革命ーーカリッド議長（調整相〉は9,10両日に開かれた回教徒

労働者組合で演説し，インドネシア革命は PKI禁止により右傾化したとするの

はまちがし、である。左翼主いう言葉はパンチャシラを守り反ネコリムを唱え，新

しい社会主義国インドネシアを作るという意味であると諮った。

，政党紙以外は禁止一一アフマディ情報相は，次の内容の新聞規制令を発表し

fこ。

1. 各政党がスポンサーとなる新聞は一党一紙に限る。

2. 政党などの支配をうけない独立の新聞の発行は禁止されるの

3. すべての新聞の経営者はスカルノ大統領とその主義に忠実なものに限ら

れる。

4. 軍および政府が後援する新聞の発行は許可される。

’東ジャワ・ドウィコラ司令一一東ジャワ ・ドライコラ執行部は，地域内のノ〈

ペノレキ（中国系市気団体〉と， PKIに関連ありとみられるペノレヒミ学生田体の全

活動を一時的に禁止した。

l l日 Vナロ防相，大統領を訪問一一ナスチオン国防調整相は，スカルノ大統領を訪

問し，管轄下にある当面の諸問題について報告した。

v閣議開かれる一一スカルノ大統領出席の下で閣議が開かれた。スパンドリファ

第一副首相によるとp 各大臣は当面の国内p 国際情勢につU、てスカノレノ大統領に

執告した。

，ス外相外交路線を語あ一一スパンドリオ外相は，外務省高級官吏を前に， イ

ンドネシアの外交路線はえカノレノ大統領がうちたてた， 進歩的，輩命的路線の上
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に維持されねばならぬと語ったo

V衣料会議一一繊維関係の国営企業および民間団体の協議会が開催され下記の

ような決論に違つした。

1. いまだ原糸の割当を受けていない手織機業が多く存在することにかんが

みて，アネカニアガ国営商社が既存のストック分の原糸を手織機業に優先的に

配給するよう勧告する。配給量；は；手－織機一台につき 3包とする。

1. この勧告は，手織機が国民の能力にもっとも近接した生産手段であるこ

とにもとづくものである。

1. アネカニアガ国営筒社は， ）Ill糸配給の成果とその完了時における在庫最

を報告しなければならない。配給の実施に対する監督は，第l級地方ー公共団体

工業用（lnsin）およびコプテクシ（繊維協同組合〉が行なう。

12日 ’NFから PKI分子追放－ PKI,その翼下団体を代表する民族戦線中央執行

委員会の合メンバーは NF内での全権利と活動を停止された。この措置はサレ）

第.~）副首相，スディピョ NF 事務局長の指令によりなされた。

, KOTIの再編成をーースハ／レト陸相・ KOTT参謀長はスカルノ大統領を訪問

し，インドネシア革命のすみやかな進行のために KOTfを再編成する必要があ

ると3寄ったo

T PPI, IPPI禁止一一PPI（インドネシア青年連盟〉とIPPl（インドネシア高等

学校学生連盟〉が，活動禁止処分をうけた。

’中ジャワ知事に全権一一スマノレノ内相は， 9-:10反革命事件後の情勢に対処す

るためモフタル中ジャワ知事ーにiごウィコラ執行部との協力を前提に全権を委任し

たっ

’ナ国防相談一一ナマチオン国防相は， KAMI（インドネシア学生行動連盟う

代表との会見で PKIは壊滅せねばならぬ。それはインドネシアが反共だからで

はなく， PKIが反革命をおかしたからであるとあると強調，また KAMl代表者

は傘下16団体が箪の反革命粉砕に全面支持を与える旨，国防相に伝えた。

V 日・ソ西イリアン開発提携一一酉イリアン調整事務局によると，西イリアン

開発協力のための覚え書が日本・インドネシア代表団により調印された。調印後

ステプト隻将〈インドネシア側代表〉はこの覚え書は，インドネシア人，特に西

イリアン住民の生活水準改善が唯一の目的であると述べた。

13日 Vパキスタン関係一一駐ノξキスタン ・ノレクミト大使は，ジャカルタでインドネ

シア ・パキスタン両国の関係は宗教的，文化的背景にもとづくのみならず，ネコ
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リム反対という理想、の上に立たなくてはならないと強調した。

vマレーシア対決準備一一AURI（空軍〉は，カリマンタンの第2マンダラ地

区にMI6型ヘリコプターを投入した。イギリスの新植民地主義反対への一策で

ある。

T SPP輸入の状況一一SPPおよび補足外貨（DevisaPelengkap）によって輸入

中あるいは近く輸入される物資は次のようなものである。

1. オートパイ100台（BMWType R27, 250cc）民間輸入。

2. テトロンその他の繊維5万ヤード（正月までには20万ヤード〉

3. グレイ ・シャーティング10万ヤード，大半は国営商社輸入。

’原綿栽培計画一一依料の自給を達成するためにセラッ・ト国営企業は3ヵ年計

百で下記の地方に原綿を栽培する計画である。

1. ロンボック，スンパワ，フローレス，チモーノレ，スンパ地方の生産計画

→65年3トン， 66年35トン， 67年80トン， 68年100トン。

1. アセンパクマス，ケディリ地方→65年139トン， 68年700トン。

1. ハティ，デマック地方→65年3トン， 68年100トン。

政府の原綿買付け計画は，小スンタ列島で65年に30トン， 68年には600トン，

東中部ジャワでは65年に10トン， 68年に500トンである。

アセンパグス地方の紡織プロジェクトについては68年に1200万ヤードの綿糸生

産計画である。

綿種子の準備量は65年に220トンでこの内100トンをコットンベルト地帯で植付

けし残余は北スマトラ，スラウヱシ等に配給する。

15日 Vク外相代理，対米関係を語る一一クスモワィダグド外相代理は，アメリカが

インドネシアと友好関係を戻したいとしてし、るのを知っている。それにはアメリ

カにより相互理解への努力がなければならない。又インドネシアの外交路線は9-

30事件後も変らないと語った。

’スマトラ司令官談一一一スマトラ第1マンダラ司令部司令官兼ドクィコラ執行’

官，モコナギナタ少将は， 9-30事件は異国のイデオロギーにそまった皮膚だけが

インドネシア人である人々によって起されたものであると，メダンで語った。

v情報相東ジャワ視察一一東ジャワ各地の情勢視察を行なったアフマデ、ィ情報

相は，その印豊をジャカノレタにくる情報は事実を誇張している。一般情勢は平静

に戻っている旨語った。

T KKO 指令ー一一ノリレトノ海兵隊司令官は KKO20周年記念日に次の命令をだ
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した。

1) ドゥイコラ・キャンペーンの強化

2) スカノレノ大統領の命令実行

3) KKOの団結

4) 国民の闘争路線の三基本点即攻撃，闘争，発展を支持。

以上の四点である。

’議長演説一一カノレタウイナタ国会議長は，問会で演説し，国会はPKLその

翼下団体を除いて，国家と国民の利益の為に任務を遂行せねばならぬと強調p そ

の他主要な園内問題に関して意見を述べた。

16日 ，ス大統領 NU指導者と語る一一スカノレノ大統領は NUの指導者である

Saifuddin Luhri宗教問題調整相らとムノレデ、カ宮殿で語った。席上 NU指導者に

大統領の命令と事態復旧のために国軍を支援する旨伝えた。尚スパン ドりす，レ

イメナ，サレーの3人の副首相も同席した。

vス外相情報入手一一陸軍司令官第一補佐役アルト准将，アクマディ博報相，

ユサフ軽工業者は個別にスパンドリオ第一高1］首相 ・外相を訪ね，所轄事項の最近

の情勢を報告した。

v北スマトラ知事解任一一スマ／レノ内相は北スマトラの PSII,PNLカトリ ッ

ク党， NU,Perti, IPKI, Parkindoならびに職能グノレーフ。の事務局連合から構成

される代表団の要請をきき入れ，同地民知事ウラ ン・シテプを解任すらことを承

3忍した。

曹職能団体，大統領の命令下に一－NUの職能団体合同事務局に加盟．している

全職能団体はスカノレノ大統領のネコリム，反革命粉砕の一環として大統領の直接

の指揮下におかれることを求めた。この決議は職能団体合同事務局によ りなされ

たものである。

’日本との経済協力一一 日本を訪問中のパノレデ、デ軽工業相は三木通産指と両国

の経済関係について発見を交換した。

，企業家は革命を自覚せよ一一ノトハミプロジョ国務相〈民族企業家協議会の

指導者〉とスマノレノ国内問題相〈大ジャカノレタ知事〉は製薬企業者を散に演説し

民族企業家は，インドネシア革命の目的を確信せねばならぬと諾ったむ

]7日 T PPMI幹部会声明一一PPMI幹部会は，インドネシアの基本路線を支持し，

スカノレノ大統領の教えを守るようにとの全学生あての声明を出した。

l PKIを全面追放一一スハノレト陸軍司令官はKOTJ参謀長，スカルノ大統領の
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名においてp すべての政府機関及び政府関係機関から共産党員を追放するよう命

令した。

, PNI，パンチャシラを支持一一スラフマンPNI書記長は，パンチャシラを損

わんとするものは，誰であっても PNIと対決せざるを得ない。 PNIが， 9-30事

件根絶を支持しているのもこの理由からであると語った。

, PKI公式に解散される一一アジェ西ジャワ軍司令官は，西ジャワ・ ドウイコ

ラ執行担当官の資格において， 1st“level area of西ジャワの西ジャワ第一級地

方自治体の PKI,その翼下団体を解散させることを表明した。

V新ダム完成一一1961年から始められたクラワン地区のチベートダムが完成し

fこ。

Vサレー，土地改革を強調一一サレー第三副首相は， クラワン地区の Tjibeet

ダムの開通式で土地改革について語り，それはインドネシア革命の見地からなさ

れなければならないと述べた。

, 9-30事件は PKIの計画一一リヤチュード西カリマンタン軍司令官は，9－、30事

件は PKIがインドネシアに共産国家を打ちたて，スカノレノの代りにアイディ ッ

トを大統領にせんとする企てであると地方五者会談で、語った。

18日 ，援助よりも信用供与を一一駐日ノリレソノ大使は，自民党の川島副総裁と会談

し，インドネシアの食横問題を中心に話合った。席上，大使は報道されているほ

どインドネシアの情勢は悪くない。従って緊急援助なりは，低利の信用供与の方

がインドネシアにとっては望ましいと諮った。

, NU指導者，ローデシア問題非難ー－NUのダーラン第一議長はローデシア

のスミス首相の態度を反ネコリムに挺身しているAA諸国民に対する侮辱である

と非難した。文国会の有力者ギンティングスもローデシア国民が反英植民地闘争

に立ち上がるよう希望する旨，表明した。

v陸軍省ター30事件分子追放一一 ヒダヤット陸運，郵便，電々大臣は，同省から

追放した9-30事件分子の後任者の就任式を行なった。 これは直接 ・附接に同事件

に関連した者を政府機関からしめ出せとし、う KOTIの指令にもとづくものであ

る。

v教育機関に機動部隊の設置－ータエブ高等教育 ・科学大臣は， KAMI（イン

ドネシア学生行動連盟〉の指揮下に共産党員追放の機動部隊を高等教育機関に設

置することを承認した。

Vア情報相，南力リマンタンを視察一－アクスディ情報相は，南カリマンタン
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の視察をおえ，同地の住民，官吏はスカルノ大統領に忠実である旨，印象を語っ

た。

19日 ’コネフォ計画一一コネフォピノレ建設を助ける筈だった中国人専問家が10月以

来帰国したので，今それはすべてインドネシア人の手によってなされているとア

ンタラは伝えた。

v閣議で統済問題討議一一四サレー第三副首相は閣議で，経済情勢回復のために
調査資料に基づ、いた諸政策が検討されたと発表した。

’ス大統領，マレーシア対決決意一一スカノレノ大統領は KOTIで， われわれ

はマレーシア対決を続けなければならない。またインドネシア革命を成功に導く

よう努めなければならないと諮った。 との KOTI会議の出席者はナスチオン国

防相，スマノレノ内相，ウイラハデ、イクスマ大ジャカルタ軍司令官， Sudirgo警－察

司令官ならびに4軍司令官， 主要官僚である。

v公認政党紙一一情報省新聞 ・公共関係局は4政党の日刊紙の名を発表した。

4紙とも編集局長は未定である。

1. PSII一一jNusa Putera’紙

2. PERTI-'Al Djihad’紙

3. PNI－‘Suluh Indonesia ’紙

4. Partindo-'  Banteng Rakjat’紙

V西ジャワ PKIに解散令一一西ジャワ地区軍司令官は PKL その翼下団体に対

し，正式解散会を発した。

V華僑はイン ドネシアに忠実一一スマランのLPKB（国家統一促進国体〉の指

導者は，華僑はスカノレノ大統領の路線に忠実であり， 9-30事件を非難し，パンチ

ャシラを守っていくだろうと述べた。

V辺境帯は平穏一一ーヌヌカン島〈東カ リマンタン〉セノミチイック島等の辺境地

方の視察をおえてジャカノレタに戻ったマノレタディナタ海軍少将とノVレトノ海兵隊

司令官は，同地区の軍の士気が高かったことに満足の意を表明した。

’日本から電池輸出一一湯浅電池は，このほど住友商事を通じパキスタンとイ

ンドネシアから大型特殊乾電池約17万個〈約5000万円〉を受注。パキスタン，イ

ンドネシアからの大型特殊乾電池の引合は同国内の箪事用通信機器用として使用

されるものとみられており，国際規格の 「BA-30J12万個「BA-48J3万個をイ

ンドネシア向けに納入するもの。

20日 V警察軍，大統領に忠誠一一ユドデ、イノリレジョ監察長官は2 警察軍は革命の父
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スカノレノ大統領の指導権に全面的に服することを再確認する旨発表した。

，空軍，ス大統領，ナ国防相に忠誠一一空軍の運営会議は，スカノレノ大統領と

ナスチオン国防相によってなされるすべての命令と教示を無条件に受け入れると

の決議を採択した。

’大衆集会，大統領令を支持一一9-30事件粉砕連合は1965年 KOTINo. 22に

基く大統領宣言に賛意を表明した。この大会で‘の決議はハシム（NU），チョクロ

アミノト （PSII），カシモ（カトリック党〉，バシラ（Parkindo），ヒダヤット女史

(IPKI），マノレジョハン （Perti），ノVレン（ムハマデ、イア〉により署名された。

V職能団体の任務一一スノリレト陸相（KOTI最高司令官〉は，職能団体の代表

者に対し，次の三点を留意するよう強調した。

①革命の五大護符を守ること。

③ 革命の偉大なる指導者スカノレノを守ること。

③ 国家的潜在力の開発促進すること。

vス大統領，報道関係者に警告一一スカルノ大統領は全軍司令官と主要軍区司

令官との特別会談の第一会期に内外のジャーナリストを集め，インドネシア人ジ

ャーナリス トは革命の路線を守りその召使いとならなければならぬ。もし既に禁

止された政党と同じような誤ちをくり返すならば同様の措置を受けよう。また外

国人記者がインドネシアについて虚偽の報道をしたならば直ちに国外退去を命ず

るであろうと強く警告した。

V日本から漁業援助一一アンタラ通信によると，日本政府は西セレベスのカニ

養殖，漁業計画資金として150万ドルを投資することになった。PS（生産分与〉

方式によるもので，同資金は船舶，冷凍船などにあてられる。

V対シンガポール貿易再開か一一－シンガポーノレ政府筋によれば，シンガポーノレ

とインドネシア間の貿易は，12月1日か早ければそれ以前にも再開されそうであ

る。マレーシア，シンガポールおよび、英国の各防衛当局の公式代表たちは目下こ

の問題を検討中であるという。

スウィー ・シンガポール国防相によればインドネシアに対してはシンガボーノレ

の南12マイルにあるプラウ ・セナン島に同国の産物を荷おろしさせるに止め，こ

れを積替えてシンガポーノレへ運ぶとととする方針といわれる。

21日 Vウントン自白一一取り調べ中のウントン元中佐はクーデタ一計画にっし、て自

白した。

，楼内船上見本市ーージャカノレタ訪問中の日木船桜丸上で、の見本市で，スバン
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ドリオ外相は両国間の友好を述べ，物資は両国の友情と理解を深める唯一の手段

であると，スカルノ大統領，日本大使達とのレセプシヨンで述べた。

，対英関係ー一一クスモウィダグドー第一外相代理はギノレクリスト英国大使の声

明（インドネシアの現情は両国関係の改普をもたらすだろう〉に反対し，もし英

国が東南アジアでまちがった政策をとるならば，対決は依然つづくだろうと述べ

22日 v北スラウェシでPKI禁止一一北及び中央スラクエン軍司令官スナンダァ陸軍

i佳将は9-30事件と明白な関係があるとの理由で， PKIとその翼下団体の政治活動

を停止させた。

’新KOT＼－ースノリレト KOTI参謀長は再編成されたKOTI各部の新責任者を

任命したの

参謀長一スノ、ノレト陸軍少将

参謀次長ーへノレラムパン空軍少将

第一部長一ウィラナタクスマ陸軍准将

第二 H ーシャーフ海軍中将

第三 H ーアンドコ空軍准将

第四グースパノレト海軍准将

第五 H ースナルノ陸軍大佐

第六 H ースノレヨ陸軍准将

第七庁 ーテイルトスデイロ陸軍准将

書記長ーサフツレ陸軍准将

情報局長一スナノレヨ陸軍大佐

v対米関係緊密化の用意一一スパンドリオ外相は，ガノレプレイス米国使節と会

議の後の記者会見で，インドネシアはもしアメリカがインドネシアの国内問題に

干渉しないならば，いつでも対米関係を緊密にする用意があると語。た。

曹大統領，軍と会議一一スカノレノ大統領は，全インドネシアの軍地方司令官と

の会議で，大統領と国軍の緊密な関係の必要性を強調，さらによりー属の注意が

ネコリムに向けられなければならないと述べた。

V川島借款の使途一一ユサフ国内貿易相は， J11島借款は経済の下部構造，工業

保健の分野における改善の為に使われるだろうとのベた。

V西ジャワ， PK＼解散一一西ジャワ地方議会は地方ドゥイコラ司令官の名にお

ける第6軍地方司令官のPKI，その翼下団体を解散させるための断閤たる処置を
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支持した。

23日 曹南スラウェシ，PKI解散一一南及び南東スラウェシのドウィコラ執行部は，

問地区内の PK！，その翼下団体を解散させる旨 Solichin ドウィコラ担当官の名

で宣言した。

’HMIは進歩的たれ一一スラストモ HMI（イスラム学生連盟〉中央委員会議
長は， HMIはインドネシア革命を進歩的路線で遂行せねばならない。 もしそれ

ができないようならば， HMIの存在意義はないと強調した。

V対蘭関係改善の兆一一クスモウィダグド第一外相代理は，オランダとの関係

はオランダ政府がパンチャシラに基くイ ンドネシア建国を理解するようになった

ため改善の方向に向っている。またネコリム反対のためにジャカルタ，プノンベ

ン，北京，平譲キ区軸を団結して維持していかねばならぬと強調した。

V新DRPGR一一議会諮問委員会がカノレタウィナタ議長，スバミィア副議長，ム

ノγサリ ム海軍少将の下で関かれ，新委員会の構成を発表した。

1. A委員会一行政，外交関係，国防

2. B委員会一法律，圏内問題，公共関係

3. C委員会一農業，公共事業，動力

4. D委員会一開発，国民工業

5. E委員会一流通，瀧運

6. F委員会一財政，会計監査

7. G委員会一福祉，宗教，教育文

, PNI；集会一一－PNI創立者の一人，チョクロハディウノレヨの指導下で PNIの

集会が開かれた。これらの主要な目的は現在，不仲関係にあるサストロアミジョ

ヨ派とマリキ派とを接触させることである。

, 65年の財政赤字9000億一一サレー第3副首相は， 65年の財政赤字は8000億か

ら9000億ルピアにのぼるだろうと語った。

24 8 V新軍幹部任命一一スカルノ大統領は，オマルダニ少将の後任にムノレヨノ ・へ

ノレランパン少将（RearMarshal）を空相に任命した。

T 9-30事件はネコリムと同列一一ケヌル・イドリス KOSTRAD参謀長は，

PMKRI （インドネシア ・カトリック学生連盟〉代表に対し， 9-30事件はネコリ

ムと同様インドネシアの最大の敵であるから，e これを根絶するための行動を軍は

これからも続けるだろうと語った。

v重要企業の政府管理一一アンタラはスカノレ〆大統領が重要な私企業の管理権
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を握るための法令を公布したと伝えた。

V閣議，ス大統領に報告一ードウイコラ内閣は，対外関係についての現状をス

カノレノ大統領に報告した。スパンドリオ第一副首相はその中で，対外関係は平静

をとり戻し特に日本，社会主義簡の諸国とはその観がつよい。また対米関係もア

メリカがインドネシアに干渉しないならば，友好を結ぶにやぶさかではなか。さ

らにインドネシアでの事件はすべてインドネシア人が解決すると述べた。

vアピの発表一一アフマディ情報相は情報省の規約に違反した理由でアピの発

行保証書を取り消した。

l SPP取引に暫定措置一一インドネシア国立銀行は SPPの取引について下記

の暫定措置を決定した。

1. すでに公表されたように， 66年の財政政府に関する11月22日の大統領令

第26号によって SPP規則の廃止が決定された。

1. 企業家および一般人の不安を除却するため，上記の大統領の実施規則が

発表されるまで65年7月12日の商相および中央銀行相の共同規則はいぜん有効

なものとする。

1. 11月25日以降当分の期間，インドネシア国立銀行は， SPPの販売につい

ては輸入登録書を有する輸出入業者に対して機会を与える。 SPPの購入に関し

ては，下記の条件を規定する。

a. 購入者による支払は現金をもってなし， SPPの購入者への譲j陀は，現

金支払いの終了後1ヵ月あるいは2ヵ月の間に行なうものとする。

b. 暫定的にインドネシア国立銀行の販売価格率は，現金支払い後1ヵ月

譲渡の SPPに関して44, 2ヵ月譲渡のものに関しては41.36とする。

1. 購入は銀行融資をもって行なうことはできない。もし後日購入が銀行融

資によって行なわれたことが判明した場合には，購入者および当該銀行に対し

てしかるべき措置がとられる。

1. 上記の諸条件にもとづいて SPP購入請求をピントウ通りのインドネシ

ア国立銀行に行なうことができるが，その際購入価格払込み証書を添付しなけ

ればならない。この請求受付けは11月29日11時にしめ切る。

1. 各請求書は輸入しようとする物資名，最終船積み日を記載しなければ、な

らない。インドネシア国立銀行は，開発と生産に必要な物資を記載した請求書

に優先権を与える権利を有する。

2.S日 ，ス外相，挑大使と会談一一スパンドリオ外相は，挑中国大使と会談しr最近
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の反華僑事件，コネフオ ・ピノレ建設計画等を中心に両国関係を話し合った。

v陸軍人事移動一一スノリレト陸軍司令官は，スカノレノ大統領と会見した後陸軍

の重要な人事移動を発表した。これによるとウィラハデ、イクスマ・ジャカ／レタ軍

区司令官が陸軍戦略予備司令官に，ジャカノレタ軍区司令官の後任にはマームド准

将（南カリマンタン軍司令官〉がなった。

’NU jlj立40周年一一最大の回教徒党 NUは来年1月31日（NU創立は1926年
1月31日〉を中心とする50日間の40周年記念を祝うことを表明した。

v中央スラウェシ6政党，PKI解散を要求一一一中央スラウェシの6政党（PNI,

PSII, NU, Parkindo, IP・KI，カトリック党〉はスカノレノ大統領に直ちに PIGを

解散すべしとの要望を出した。

vス大統領ガネフォを礼讃一一ホテノレ・インドネシアで開催中のガネフォ 2周

年記念会にメッセージをよせガネフォは単にインドネシアの理想、ではなく歴史の

理想、であるとガネフォを讃えた。

, NF指導者声明一一ガネフォ 2周年大会へのメッセージで， NFjlj書記長，職

能団体連合事務局議長，ジユノリレトノ准将は， 9-30事件粉砕はガネフォのような

インドネシアの国際的事業を遂行するに当って必要である旨表明した。

vス陸相，北京放送を否定一一スノVレト陸相は，北京放送のインドネシア国軍

は右翼分子に毒されているとの報道を否定した。

v対北鮮貿易の実績一一北朝鮮との貿易は，パンチヤニアガ国営商社が担当し

てし、るが， “63年第1@] Package Deal，，協定にもとづいて行なった65年輸出入

国は輸出〈ゴム，牛皮等） 12万1033ポンド，輸入（化学製品） 2万1648ポン ドで

あった。第2回 PackageDealについては輸出（ゴム，牛皮等〉のみが行なわれ

た。輸入についてはLCはすでに開設されており，化学製品37188ポンド，鉄鋼

製品7方2040ポンド，生糸 1万8980ポンド，色レーヨービロード8083ポンド， 合

計12万6192ポンドである。

26日 Vマカッサル事件は自然発生一一ソリチン南及び南東スラウェシ軍司令官は，

アンタラ記者に対し，去る10日マカッサノレで、起った中国人商店，財産に対する破

壊行為は何ら民族的偏見によるものではなく，大衆運動により偶然起ったもので

あると語った。

V議会，ローデシアを非難一一ゴトン・ロヨン議会において，スパンドジ オ外

相はローデシアのスミス首相を非難し，イギリスが同首相を陰であやつ巧てし、る

と見解を表明した。
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v労働省で9-30事件関係者追放一一労働問題省は， 9-30事件に関連した49名の

同省関係者の活動停止を命じた。

27日 , SPP暫定規則に疑問一一SPP暫定規則について業界では疑問の声が出てい

る。 これは暫定規則によるSPP交換率（1ヵ月もの44,2ヵ月ものが41.36）最近

の公定交換率37.5に比較していちぢるしく高いことである。たとえば、1ヵ月もの

のSPPを例にとると，購入者は交換率44の支払ν、の他に実際には1ヵ月間の借

料（rente）として10%を支払わなければならず交換率は48.4となり公定交換率よ

り約10も高くなるので， SPPを購入する者がはたして存在するだろうかという疑

問である。

29日 ’ナ国防相声明一一ナスチオン国防相は PMII（インドネシアイスラム学生運

動〉ジャカノレタ支局の発公式にメッセージを送り，インドネシアの将来は若い学

生諸君の手の中にあり，従って学生はパンチャシラと母国に忠誠を誓わなければ

ならぬと表明した。

，ス外相談一一一スパンドリオ外相は GMKI（インドネシア ・クリスチャン学，

生連盟〉代表者と会ャ， GMKIのスカノレノ大統領支持， 9-30事件粉砕協力に敬

意を表し， 9-30事件は革命に対する重大な侵害である。しかし革命の前進にいか

なる障害があろうとも，われわれはそれを乗り切ることができると語った。

V 日本からブロ ック・プラント一一不二設計所は，このほど建築用コンクリー

トブロック成形機C-lC型を含むコンクリートブロック製造プラント12セットを

丸善産業を通じてインドネシアに輸出した。同プラントは，摘作が簡単で使u、易

く， 便利で竪ろう，高品質のブロックが得られるなどの特徴があるとν、う。

T KAMIは軍に協力一一先月20日設立されたインドネシア学生行動戦線は，中

及び東ジャワの進歩的学生団体に対し， 9-30事件粉砕のために軍に協力すること

を命じた。尚， KAMIに加盟している学生団体は， PMII,PMKPI, Mahasi wa 

Pantjasila, GMKI, HMI, GMNI, GSB, GMO, Imada, Pelmasi, PMB, SOMNI 

である。

’金銀鉱山を政府下に一一政府は全国の金銀鉱山をその支配下においた。これ

は大統領令1965年No.311とよばれ国営 ・私営を問わず，完全に政府支配下にお

かれることになった。

’ラフマット，9-30事件を非難一一スラパヤのラフマット・プラウィジャヤ第

八地方軍司令官は「9-30事件は，革命の玉大護符に対する侵害であり，軍は関係

者を断固処罰せねばならぬ」と強調した。
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v共産系団体解散一一BTI，プムダ ・ラヤット，ゲノレワニ婦・人団体の300人以

上のメンパーが PKIとの関係を明らかにし，各自の組織を解散させた。彼らは

声明の中で， PKIは9.30事件に関係しており，それは正当なインドネシア政府

をくつがえさんとするものであると述べた。

’NUは PKIを非難一一シャイチュ国務相（NUの幹部〉は革命に対する正義
と責任のために， NUは大統領にPKIとその翼下団体の解散を促すだろう。また

PKIが禁止されても，インドネシア革命は進歩的であると述べた。

， 

円。
F
O
 

-( 283 )-





インドネシア

や対日経済関係

政府は9.30事件後の民生安定， E月の被服用として使用する綿布の輸入を日本政府

に要請していたが，このほど日本で取引内容が決定された。

商談は14日から訪日中の政府代表と日本側の綿業関係4団体〈日本紡績協会，日本

綿布糸輸出組合，日本綿スフ織物工業組合連合会， 日本染色協会）ならびに商社代表

の問に行なわれ， 16日綿布延払い輸入に関する品目別数量価格などが最ー終的にまとま

り正式調印が行なわれた。

それによると数量は， 2616万6000ヤード，約596万3000ドノレにおちついた。品目男lj

の主な内訳は，綿布2003番428万3000ヤード，同2015番277万5000ヤード，コンパス

338万ヤード190本，ブロード254万8000ヤード， ドリル，ツイル計438万4000ヤード，

キャンブリック 420万ヤードとなっており，支払条件は2年間の延払い（日本・輸銀

融資は72%）となっている。 なお，とれは21日日本政府により正式に承認され，翌22

日斉藤大使を通じてスカノレノ大統領に伝えられた。 また，事件後日本との経済協力関

係も停滞を余儀なくされていたが， 17日ワナカノレタネ土〈森林省と国立ネガラ銀行が設

立した特殊法人）と東洋綿花との間に， スマトラ地区の森林開発に関する生産分与方

式による経済協力の仮契約が結ばれた。これは事件後初めてのものである。

しかし，一方， 日本側からみるとこれら両国間の経済関係の再開の兆しにもかかわ

らず，対インドネシア貿易関係の前に横たわる問題はインドネシアの支払い能力とい

う点からみて重大であるといえよう。 こうした折，通産省は28日，インドネシア向け

輸出保険の適用を29日以降停止することを発表した。この発表は同日， 12の外国為替

銀行が同省に対し「インドネシア国立銀行からの外貨送金がとだえ輸出代金の回収が

不能になった」と輸出保険の事故発生届けを出したため，輸出保険制度に基いてなさ

れたものである。 この措置により16日に調印をみた綿布延払い輸出をはじめ，インド

ネシア向け輸出はほぼ全面的に停止することになる。なお，同省によると， 12月末ま

でのとげつき額は1500万ドルに達している。

この措置が実施されるということは輸出負担がすべて商社がかぶることになるので

今後の対インドネシア民間貿易の成り行きが危倶されている。

争新金融措置

政府を代表して，サレー第3副首相〈経済問題担当〉は15日，国民向け声明を行っ
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た。この声明は大統領令1965第26号で概観された政府の1966年度経済財政政策の施行

に関連したものである。それによると，

① 13日の大統領令， 1965第27号に基づいて，インドネシア国立銀行の新紙幣が

全国に法定貨幣として承認されている。この新紙幣はスカルノ大統領シリーズ

(100, 50，お， 5,2. 50, l Jレヒ。ア〉とドウィコラ・シリーズ（0.05,0.25, 0.10, 

0.05, 0.01ノレピア〉である。

② このスカノレノ大統領シリーズとドウィコラシリーズの新ルピアは，その発行

前に法定貨幣として通用していた銀行発行紙幣シリーズ，政府紙幣，硬貨と併用し

て法定貨幣として有効である。

③ この新貨幣と旧貨幣の比率は1対1000である。

③ 混乱を避けるためには，すべて旧jレピア金額で、表示されなければ、ならない。

なお， FarEastern Fconomic Review (12月20日号〉は，サレー第3副首相が議

会に提出した報告として次の事を伝えている。

① 新llレピアは大統領令1965／第27号に基づき旧1000；レピアに相当する。

② 流通中の全紙幣，硬貨は，新ノレヒ。アとならんで有効である。しかし現行の1

万5000ノレピア紙は，30日後に， 2500,1000, 500；レピア紙幣は3ヵ月後に， 100ノレピ

ア紙幣は6ヵ月後に無効となる。

③全政府貨幣が交換の対象となるが，その際，革命献金として10%が徴収され

る。

以上である。

また，新ルピア制定と関連して新為替レートも発表された。これは22日の政府発表

の新輸出入規則に基づくもので， それによると為替レートを 1米ドル対250旧ルピア

に設定し， 1米ドルにつき政府が97501日ノレピアのプレミアムをつけることになる。こ

れにより為替レートは，事実上1米ドノレ対10,000［日ルピアとなったわけであり，輸出

レートを実勢しレート（12月下旬開ドルは1ドル2-3万lレピアといわれる〉に少し

は近づけたといえるわけである。

争各地区の P.K. I.の解散続く

9.30事件以来，陸軍を中心とした諸勢力による反 PKI活動が各地で続けられてい

る。これに対して，各地区でPKIならびにその翼下団体は，地区当局者の前で自発的

解散宣言を行い， その後地区軍司令官の名で解散命令が出されるという傾向がみられ

る。との聞の事情に関してはいろいろ憶測も成り立つであろうがいずれにしても PKI

が陽の当る場所にいることが困難な政治社会状況になったといえる。今月までの各地
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区PKI解散を追ってみると西部ジャワ，モノレッカ，南及び南東スラクェシ，西カリマ

ンタン，大ジャカノレタ地区， 中カリマンタン，南スマトラジョグジャカノレタ特別区東

カリマンタン，アチエなどで各区軍司令官によって解散命令が出されている。

また同時に翼下団体にも圧迫が加えられているが，これらを列挙してみると PR

SOBSL HWI Lekra Gerwani Perhimi PGRI, IPPI, BTI, Baperkiの諸団体であ

る。しかし陸軍側がもっとも強く主張しているスカルノ大統領による公式な PIG解散

令はまだ行なわれず， この発令を要求する学生宗教関係団体等の大衆行動が盛んであ

ったというのが今月の特色の一つであった。

日誌 （12月〉

11月

29日 ’織物機械協約一一繊維工業省は日綿との800万ドノレの織物機械借款輪入契約

に調印した。

30日 V国連大使談一一パラノレ国連大使は，インドネシアは現国連主主主主が改記される

までは国連に戻る意志はないこと，ニューヨークでアンタラとの会見で、語った。

12月

vス大統領自力更生を強調ー←国民農業会議で、スカノレノ大統領は土地改革を力

説さらに自立更生を完成するために移住，教育，漉瓶集約化が必要であることな

どを演説した。

1 目 ,6政党団結を声明一一一9.30事件粉砕連合を組織する 6政党， I大衆団体は内

部団結を強める旨の共同声明を発表した。各党代表者は， K.Chalid K. Dahlan 

Aziz (NO) H. Tjokrominoto U Zabidi (PSII) Kasimo, Duriat Tjan （カトリッ

ク党） Siregar Simorangkir Pasila （プロテスタント党） Hidajat女史，.Kustarjo 

(IPKI) Wahid Mardjohan (Perti）それに回教徒大衆団体モハマデ、イアを代表す

る Mawardiである。

f KOTOE解散一一KOTOE最高司令官スカルノ大統領は大統領令65年第345

号KOTOEでの解散を決定した。

v新濯寂・発電所一一スデイノレジャ潜瓶相は要請した新濯瓶施設と発電所計闘

建設がスカノレノ大統領の許可を得たと語った。これは近い将来着工の予定であ

る。

2 日 軍首脳会議一一ナスチオン国防相下で4軍の首脳が会議を開き，最近の治安情
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勢を中心に討議した。出席・はスノVレト陸軍少将，マノレタディナタ海軍少将，ヘル

ラムパン空軍少将ジュドデ‘イハノレジョヨ国警長官，フ。スポユド国｜坊会議々長シア

ーフ軍作戦司令官代理であった。

Vニヨノ自白一一軍情報部は PKI政治局員の一人，ニヨノは PKIが9.30事件

で重要な役割を演じたと自白したことを記者会見で発表した。

，ス外相談一一ブリ ・ユタ渦との記者会見で，スパンドリオ外相は，中国と

の関係は相互信頼を反ネコリム路線にたって行なわれるべきだと述べたω

V外国人所有エステート産品接収一一セダ ・プランテーション相は外国人所有

のエステー トの産物を政府の支配下におく旨声－明をだした。

v北スマトラ石油利権650万ドjレ一世日本の北スマトラ石油開発会社は，北ス

マトラの石油利権を買うために650万ドノレの契約を行なった。

4 日 l KOTI令一一スカルノ大統領は65年KOT171, 172令で9.30事件関連の13名

の軍人を免職処分した。その軍人たちは

1. スバノレジョ准将〈元 KOSTRAD員〉

2. サヒノレマン大佐（前第7地方軍司令部第一補佐官）

3. ウントン中佐（チャクラピラワ連隊第1旅団司令官〉

4. ライティフ大佐（大ジャカノレタ地区第5軍地方司令官第1旅団司令官〉

5. シギッド大佐（大ジャカノレタ第5軍地方司令部第1歩兵大隊司令官〉

6. マノレヨノ大佐〈第7デ、イポネゴロ軍地方司令部〉

7. イドリス中佐 （ditto)

8. ウスマン中佐（ // ) 

9. ウスマン少佐（ II ) 

10. カノレシデ少佐（ I/ ) 

11. カlレタワィ少佐（ II ) 

12. ムノレジョノ少佐（ II ) 

13. スパデ、ィン少｛主（ II ) 

6 日 ’中央力リマンタン PKI処分一一中央カリマンタン ・ドウィコラ執行官は同区

内で PKIのその翼下団体の一時的活動停止を宣告した。またリマウ地区でも同様

の措置がとられた。

, PKI翼下団体解散一一プラニパナン，スラカノレタ地方の全PKI翼下団体は自

発的な解散宣言を行った。

l PKI違法一ーウィラハデ、ィクスマス ・ジャカノレタ軍司令官，．ニムプノ海軍指
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揮官〈第3運上管区司令官〉は，各々の管轄区域でのPKI,その翼下団体を非合

法化した。その団体は， BTI,SOBS!, PGRI Gerwani, Pemuda Rakjat CGMI, 

HSI, IPPI, Lekva LPN Ichwanul Muslimin Baperki, Perhimi PPI レス ・ノξ

プリカ大学 JajasanPendidikan dan Pengadjaranである。

T MPRS開かれる一一第10回MPRS合同会議が開催， 2日間にわたり，スカノレ

ノ大統領，レイメナ第二副首相，サレー第三副首相，ナスチオン国防相，スパン

ドリオ外相，スマノレノ財政相，ユドディハJレジョヨ監察長官，スノVレト陸相，ス

ノVレト開発計画相の情勢報告が行なわれる。また，ムナジャット MPRS事務局

長は報告の後MPRSは政治軍事特別委員会〈ワイルヨフ。スポユドMPRS副議長〉，

経済・開発特別委員会（アジ ・サストロアミジョヨ MPRS副議長〉 社会 ・文化

特別委員会〈カリッドMPRS副議長〉の三特別委員会にわかれると語った。

V対日経済協力一一スジャルオ大森林大臣は日本貿易代表団と会見し，パノレブ。

レーヨン計画〈総額4500万ドノレ〉の信用供与について話合った。

V対日経済協力一一スパンドリオ外相は南及び中カリマンタンの伐採・化学産

業計画に関しての日本との契約に同意を与えた。この17項目の契約は BPU

Perhutaniと南方林業KKとの聞に結ばれ， 9200万ドノレに達する。

V農業優先政策一一パノレデデ自力更生相は農業会議で民族革命の中で果す農業

と工業について言及し，両者は密接な関係があるが，特に初期段階では農業優先

が必要であると語った。

7 日 v中力リマンタン PKT解散一一モクタノレ中部カリマンタン・ドウィユラ実施担

当官は，同地区内のPKIその全翼下団体の解散を布告した。

vス大統領閣議に通達一一スカノレノ大統領は，現在の経済情勢打解のための処

方策を検討するよう，閣議に通達した。

vピルマ米輸入一一北スマトラの食糧不足に応じるための7000トンのビ、／レマ米

がブラワン港に到着した。なおキロ当り2000ノレピアである。

v綿花需要6万トン一一アズハリ織物工業相は繰綿に対する国内需用は6万ト

ンに達し，そのためには1968年末まで30万へクタールの土地が必要であると述べ

た。

8 日 v対アルジエリア貿易協定一一アノレジエで、インドネシア・アノレジエリア貿易協

定が調印された。両国の調印された両国の調印者はデレク ・アルジエリア商業大

臣スケンドロ・インドネシア陸軍准将である。

v中ジャワ平静一一スハルト陸軍司令官の命で， 10日間中部ジャワを視察して
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戻ったスブロト陸軍情報局長は，中部とジャワの治安状態は既に平静を回復して

いると記者団に語った。

9 日 , PKI系労働組禁止一一東ジャワ ・ドウィコラ執行官は東ジャワ地区での9.30

事件関連の産業別労働組合の活動を一時的に禁止した。これらはSBEI,SBSKK, 

SBIRBA, SBMM, SBTP, Serbuni SBIN, Hist:i, Bapphara IV である。

Vマレーシア関係好転一一一スバンドリオ外1：目はマレーシアとの関係は一歩好転

していると語った。これはシンガポール独立という事件が因となっているが，こ

の問題の最後的解決のために，マラヤ，シンガポール代表と話し合がなされるべ

きだと記者団に語ったo

v粛清委員会結成一一スディピョ NF事務局長は， NFの中央執行委員会から

9.30事件分子， PKIを除くための特別委員会の結成を発表した。これはKOTI第

22令， ドウィコラ内閣第47,48令に基づくものである。

10日 V東力リマンタンPKI解散一一東カリマンタンの PKLその翼下団体は当局の

前でその解散を宣言した。

v中ジャワ自衛組織一一中ジャワは近々の内に，住民武装をはかる目的で， 20

箇－の自衛組織を作る予定である。この内訳は PNI=20%,NU=20o/o, Moslem= 

10%, PSI1=10%, IPKI=10%，カトリック党＝10%, パノレキンド＝10%，他の

職能団体＝10%である。

11日 vス大統領メッセージ一一スカノレノ大統領はNF合同事務局の第1回大会議へ

のメッセージで， NFがパンチャシラにもとづく革命に尽力することを要望した。

その他，スハノレト陸相，マノレタデ、イナタ海相ユドデ‘ィハノレジョ監察長官も同会

議にメッセージを送った。

’11月農産物輸出ーーポンチアナタ港から出荷された12月分の輸出作物は以下
の通りである。

ゴム＝6398トン，コプラ＝350トン，木材＝200352立方メートJレ内訳はヨプラ，

木材は全部日本向，ゴムの内653トンがヨーロッパ向， 1028トンがアメリカ向p

1550トンが中国向， 3165トンが日本向である。

, KAMI, PKI禁止支持一一インドネシア大学で開かれた大衆集会で， KAMIは

PKIの禁止，解散を支持する決議を行った。この集合は高等教育科学相の後援で

行なわれたものである。

V対パキスタン関係一一カラチ訪問中のスモディサストロ ・パムハス高I］議長と

パキスタンのジャマノレ通産相との問で，両国の通商問題を討議するための合同会
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議の設置が決められた。

12日 v南スマ卜ラ PKI解散一一ムロド南スマトラ軍司令官 ・ドウィコラ実施担当官

はp 同地区第1級区内での PKI，その翼下団体を解散した。

vス大統領演説一一スカノレノ大統領は，アンタラの設立28周年記念典式で，ジ

ャーナリスト，特にアンタラはいかなる党の下僕であってはならぬ，革命の担い

手たれと演説した。

13日 ，南力リマンタン共産活動禁止一一マノレウィジィ第5海軍司令部司令官’は，ス

ラワェン，南及び東カリマンタンドクィコラ執行官の名でPKI,その翼下団体の

解散同司令官管轄海域での活動を禁止した。他方スラクェン，スンパ東スサテン

ガラ担当のサラムン第3空軍地方司令官も同様の措置をとった。

vパキスタン米援助一一フク ・パキスタン大使は同国政府は18万5000ポンドに

当る5000トンの米をインドネシアに贈ると諾－った。それは1月15日までに到着す

る予定になっている。

vス大統領演説一一スカノレノ大統領は， 16日まで関かれる全国知事会議の開会

式で，知事閣僚を前に国家の安全と統一を維持するよう呼びかけた。また，スパ

ンドリオ外相も， 9.30事件にふれ，それは神と革命の法を犯すものであると非難

した。その他サレー第三副首相，スマノレノ内相らも演説を行なった。

')1,ピア改訂一一政府は大統領令 ・1965年第27令の中で，！日1000ノレピアに当る

新ノレピアの制定を発表した。

14日 vナ国防省・KOTI最高司令官代理に一一スカルノ大統領は， ナスチオン国防相

をKOTIの軍事問／題担当最高司令官代理に任命した。また経済 ・一般問題担当の

最高司令官代－理にはハメクブオノを，政治問題担当最高司令官代理にはアブドウ

ノレガニ国民関係相が各々任命した。

T A • A•A連帯会議出席一一スパンドリオ外相は明年 1 月 3 日から10 日まで，ハ

パナで開催される A・A・A連帯会議へのインドネシアの出席を表明した。

f KAMI決議一一11日から開かれていたKAMI運営会議は，スカルノ大統領に

現内閑の解散，PKI分子の政府機関からの追放を要求するなどの決議を行なった。

V予算委員会政府と合同会議一一議会の予算委員会は，政府（サレー第高lj首相

スマノレノ財政相，スノレヤディ予算相，ユスワ中央銀行相〉と折衝した。

15日 ’KOTI開4量一一スカノレノ大統領は， KOTIを開催した。席上，中ジャワ，東ジ
ャワ，北スマトラ知事が各々の地区の治安状勢につき報告した。なお，出席者は

3人の副首相， KOTI参謀長，参謀長代理，中央銀行相，大ジャカルタ軍司令官
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であった。

v中央情報局を KOTIにーースハノレト陸相は， 7，バンドリオ第一副首相兼外相

の指揮下にあった中央情報局は近く KOTI！に編入されよう。また KOTOEのニ

つの経済関係機構はすでにKOTIに編入されたと語った。スラパヤのPKI，その

翼下団体が解党宣言を行ったo

vハルソノ大使談一一ジャカノレタから反ったノVレソノ駐日大使はアンタラとの

記者会見で9.30事件後もスカノレノ大統領の地位に変化はない。また，インドネシ

アは日本から技術経済面での協力という形での援助のみがほしいと語った。

V砂糖増産一一砂糖悶営会社の砂糖生産は63年の65万トンから本年度は77方

5000トンに増加したと同社のサノレジョノ長官は話。た。

16日 V南力リマンタン PKI解散一一ユワォノ南カリマンタン ・ドウィコラ実施担当

官は同地区の PKI，その翼下団体を解散させた。なお，それら団体はPR,SOBSI, 

HWI, Lekva, CGMl, PGRT, IPPJ, BTI, Baperkiである。

Vジョゲジャ PKI解散一一市当局と5000人のPKL 同シンパを前に，ハルジョ

ノ・PKI，ジョグジャカノレタ委員は， 11:iJ地区でのPKT，その翼下団体を解散する

ことを宣した。

vドウィコラの反9.30活動一一ドウィコラ若手士’広からなる情報委員会の指導

者達は， 9.30事件粉砕の活動情況をスディ ビヨ NF書記長－に報告した。なお，こ

の委員会は33部101名からなりギンティングス少将が指導者である。

17日 V東力リマンタンPKI解散一一東カリマンタンPKI支部は，スカノレノ大統領に

忠誠を誓い，解説宣言を発表した。

vス大統領，Perwaviで演説一一スカノレノ大統領はPervwavi 20周年記念に集

まった婦人達を前に革命の本質につき演説した。この大会には，サレー第3副首

相，スデ、ィピヨ NF書記長らの政府関係者も出席した。

，全国知事会議おわる一一13日から開かれていた全国知事会議がおわり，スカ

ノレノ内相，各知事の署名による決議が採択され，スカノレノ路線支持他を打ちだし

fこ。

’NU40周年一一カリッド議長はNU40周年式典で， NUの党員に対し，正し
い革命の路線からはなれぬよう王期主の国家の困難を打ち破るために全力を尽くす

よう警告を行った。

18日 T KOTI決議一一スカルノ大統領はKOTI会議で，特別軍事法廷に対し， 9.30

事件関係者の迂速なる裁判を敬示した。
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T KOTI治安回復委員会開催一一スカルノ大統領は16日は作られた KOTI治安

回復委員会を召集した。スノリレト参謀長，レイメナ第二副首相，アブドワノレガニ

KOTI最高司令官代理， ユドデイノリレジョヨ監察長官， スマノレノ内相が出席し

た。

V西ジャワ9.30事件分子一一西ジャワ・ドクィコラ執行部の9.30事件調査委長

会は，同事件以後 1 万5730名が西ジャワ内で逮捕され，内9881名が， PKI，そ~

翼下団体分子，残りが官吏であると語った。

V軽工業品輸出一一軽工業相は65年度第四半期の国別軽工業品輸出額を発表し

た。なお日本，香港，フランスに関してはまだまとまってヤない。

アノレジエリアー一一ノレピア 2,380,000 

タ ベ－ II 

ヱチオピアー－ II 

イタリー一一ーか

中国（本土）－ II 

ユーゴスラビア一一ー が

米 l玉トー－ II 

899,250 

5,269,350 

4,06δ，500 

3,906,975 

3,853-,450 

6,500,000 （第1同引渡し〉

米 国一－ 11 4,382.1500 （第2巨i// ) 

オランダ－ 11 10,000,000 

v対中関係改善を一一スカノレノ大統領は駐フ、lレガリア大使任命式の席上，ネ＝

リム対決のために，中国との抗争状態をやめるよう呼びかけ，ジャカノレタープノ

ンペンーハノイー北京一平壌枢軸の重要性を説いた。

19日 VアチェのPKI解散一一一ジュサ ・アチェ第1軍区司令官は， ドワィコラ実施担

当官の名でアチェ特別区のPKIとその翼下団体を解散し，同時にそれらを非合名

化した。

V錫協定一一政府は，ロンドンで，第3回国際錫協定に調印した。

21日 Vス大統領 KAMIで演説－スカルノ大統領はKAMI主催の大衆集会で演青

し，ナサコムの理念を説くと共に， 9.30事件を非難し，もし必要ならば，そのづ

子は射殺することもあろうと諮った。

V商イリアン視察一一スカルテ外務省南東アジア ・太平洋問題局長を団長とオ

る一行9名がが，インドネシア ・オーストラリア国境の実情調査のために西イ！

アンに向った。これはオーストリア側との合同調査である。

'66年度予算案一一議会の金融委員会と諮問委員会，ならびに内閣の合同会言
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インドネシア（12月〉

で年度予算案が承認された。その法案によると歳入目標は7232億万新ノレピア，歳

出目標は5530億万新ノレピアである。

V外人工ステート政府下へ一一西ジャワの7つの外入所有のフ。ランテーション

がプランテーション省の支配下におかれた。これは西ジャワ・プランテーシヨン

管理部によると大統領令（Pen-PresNo. 6/1965）にもとづくものである。

なお，そのプランテーションは以下の通り。

名 称、 面積（ヘクタール〉 場所

チ ピ ツ 1,725.57 パンドン

2) チ サ ガ 913.47 チアミス

3) チ カ ソ 654.32 スカブミ

4) ノξノレアジャック 121.38 ロムパン

シララング 554.93 メンテン

6) カンダングサピ 826.02 ノミンテン

7）バッハワティ 1,700.00 チワィディ

22日 Vス大統領Nefoを承認一一スカノレノ大統領は，国内外の進歩的革命諸カを結集

する目的をもっ Nefoの結成を承認した。同準備委員会ヒダヤット議長他クスモ

ウィダグド議会面lj議長， トハマノレック外相代理，ムノレサリン海軍准将からなる。

V日本綿布輸入一一日本政府はイン ドネシア向けの600万ドル分の2600万平方

ヤードの綿布輸出を許可した。

v日本の対インドネシア信用状一一斉藤大使はスカノレノ大統領を訪ねi日本か

らの綿布延べ払い輸出をインドネシアに供与することを日本政府が決定した旨伝

えた。これによると，インドネシアは600万ドノレ相応の Cotton3000万ヤードを

輸入できる。また支払いは年手IJ6%年間の据え置きでなされる。

V対ベルギー関係一一インドネシア ・ベルギー通産委員会がブラッセノレで開か

れ，ハディウィジャヤ代表は，一層の両国関係の促進の希望を表明した。なお，

64年度のベノレギー向け輸出は7億1100万B.Fr(63年は12億454万B.Fr）で本年度

も間程度が予想されている。

23日 T KOTI実情調査委設置一一スカノレノ大統領は KOT！会議で9.30事件に対する

実情調査委員会の設置を布告した。問委員会は数人の閣僚，キリスト教徒，同教

徒民族主義者の代表者から構成され，近々仕事初めとして中ジャワ，東ジャワ，

パリ，北スマトラの視察に向う。

' 3大陸会議代表，外相を訪問一一翌年1月ハバナで‘開催の3大陸連帯会議に
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インドネシア（12月〉

出席の代表者逮はスパンドリオ外相を訪問代表がとるべき立場について敬示をf

けた。

T PNIも反共路線一一ジョグジャカノレタで22,23両日開かれたPNI運営会議て

PNIはPKI解散要求を行うため他の6政党と連合する事を決議した。

, 200トンのカポック種目本へ輸出一一シダノレタアドマニアが第1国党商社ι
農業部門局長は東ジャワ産のカポック種200トンが1月始め日本へ恰！け輸出され

ようと語った。

24日 ’ PNIの団結一一議会のPNI選出議員遠は，同党の団結のために努めるよう，
サストロアミジョヨ派，オサウセップ派に呼びかけた。

v政府の予算要求一一政府は議会に対し，計画中の通常予算5億5300万新ノレヒ

アの内p 5億0300方ノレヒ。アを政府官吏人件費，年金に充てるよう要求した。

v対日ゴム輸出一一ペンカンパノレ港から，日本へ向け721トンのシートゴムが

輸出された。

25目 vス大統領報告書を受け取る一一スカノレノ大統領は，サレー第3副首相経済僕

係閣僚達が作製した大統領令第26号の実施に関する報告書を受け取った。この程

令は66年の基本的金融財政政策を明記したものである。

V東カリマンタンのゴム農薗一一アノレヤント東カリマンタン多年作物協会会長

は，現在東カリマンタンのゴム農園は， 1万1500ヘクタールであり今年度は品種

改良のために2億ルピアが準備されていると語った。

27日 V実情調査委，ス大統領を訪問一一パリ島視察をおえた9.30事件実情調査委員

会のスマノレノ議長ら9人はスカルノ大統領を訪問し報告を行った。

曹ナ国防相を副大統領に一一パンドン市議会の19名の議員は，革命遂行におし

てスカノレノ大統領を助けるために，ナスチオン国防相を副大統領にすべきとの読

案を行った。

マ不正商人摘発一一スカプミで， 30人の商人が物価を値上げし，大統領令No.

27/1965を侵したかどで街頭行進をさせられた。

28日 V西力リマンタン PKI解散一一酉カリマンタン地方でドウィコラ実施担当官は

11月28日付けで，西カリマンタン第一級地区のPKI，その翼下団体の解散を宣し

た。これに対し同地区のPNIも支持を表明した。

’HMI反共方針－ HMIはスカノレノ犬統領にPKI,その翼下回体の解散を請厩
すると共に新PKIの結成に反対する声明をだし，また，問中央委員会は唯一rr.,

正統学生団体として KAMIを承認した。
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インドネシア（12月〉

’H州， PPMl解散を是認－ HMI中央委員会は PPMIの解散宣言を支持し，
革命遂行の為に，KAMIを主体とするインドネシア学生国民会議を作る必要を示

唆した。

v対日経済関係一一東京の有力商社は政府に対し，対インドネシア貿易に関し

て先頃とられた輸出信用制度適用停止の再考を促した。

29日 V東力リマンタン PKI解散一一パノレハディムノレヨ東カリマンタン軍司令官は同

地医：での PKI，翼下団体の解散を公表した。

’PPMI解散一一PPMIは会合を開き解散を決定した。同学生連盟は進歩的革命
的路線に適応できなくなったという理由からであった。

v対パキスタン貿易協定一一パキスタンからインドネシア向け，麻袋ジュート

糸の輸出に関し総額500万ドノレの協定が先週結ばれた。これは今年初めに結ばれ

た信用1000万ドノレ総額への追加分で、ある。

T 11月のパナ）し力ン港輸出一一11月中に東ジャワ・ノぞナノレカン港からの輸出状

況は次の通りである。

砂糖 10,362,679kg 〈日本向〉

カッサパ

タノミコ

小麦粉

コーヒー

1,514,435kg 

739,399kg 

52,591kg 

200,000kg 

コフ。ラ 204,934kg 

〈オランダ向〉

〈西ドイツ向〉

30日 vナ国防相声明一一最近開かれたPNI会議のメッセージでナスチオン国防相は

パンチャシヴ ・マニポーノレを支持する人々は団結して反革命に備える必要がある，

旨諮った。

・31日 Vス大統領金融予算案に署名一一スカルノ大統領は先に議会が承認を与えた66

年度金融予算案に署名した。

V外人所有ブランテーション接収ーーセダ・プランテーション相は，今月はじ

めからこの国には，外人所有のプランテーションは政府に接収されたと語った。

同相によると50のプランテーションを有する30の外国人会社（ベルギー，フラン

スアメリカ，中国，イタリ一入所有〉の15万ヘクターノレが対象となった。
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